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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　ひきこもり始祖魔ま術じゆつ師し









　──古来より、魔術師とは常にひきこもるものである。




　それは、この星に魔術を広めたとされる人物であっても変わらないはず。たとえ相手が、各地の神話の神々と同一視されている伝説上の存在であったとしても。

　いや。むしろ、何千年も昔の、魔術師の始祖と呼ばれるほどの人物なのだから、誰だれにも見つからない秘密の隠かくれ家がを魔術研究の工こう房ぼうにしたはずだ。

　そう、赤毛の魔女は考えた。

　彼女の姿は今、途と方ほうもなくただ砂だけがある世界、エジプトにあった。

　旧きゆう暦れき九九九年。後の世において魔術師教皇と呼ばれることになるシルウェステルⅡ世がローマ教皇に就任し、民たみ草くさの間では当たり前の如ごとくこの世に魔術が存在すると考えられていた時代。霞かすみのように希き薄はくな魔力の欠片かけらを集め、儀ぎ式しきや触しよく媒ばいを用いて魔術を行使する──そうした『魔術師』の存在が、当然のように信じられていた時代だ。

　大異変が起きて地球が魔法世界となる、実に千年前の昔話。

　広大な砂さ漠ばくを旅する砂色の装しよう束ぞくの少女も、そうした魔術師のひとり。視界を埋うめ尽つくす砂の大地が、空気を揺ゆらめかせる陽炎かげろうが、天空の太陽が、全すべてが燃えるように熱い。そんな灼しやく熱ねつの砂さ塵じんの中にあって、彼女の髪かみだけが炎ほのおの如き真しん紅くの色をたたえていた。

　対して、切れ長の瞳ひとみは青い。

　澄すんだ青空のように清く、深い海のように神秘的な、青。

　名はアンジェラ。近しい者は皆みな、彼女のことをアンジェと呼ぶ。姓せいは家を飛び出し魔女となる道を選んだ時点で、棄すててしまった。

　そんな彼女がファーティマ朝のエジプトをひとり訪おとずれた理由はただひとつ。

　それは、地球で最も巨きよ大だいで謎なぞ多き聖なる遺物、ピラミッドにあった。

　錬れん金きん術じゆつの開祖にして、神しん人じんと呼ばれし始まりの魔術師、ヘルメス・トリスメギストス。

　ピラミッド──この時代の人類には為なし得ないほどの緻ち密みつさを誇ほこる大建造物の金きん字じ塔とうを造り出したのも、始祖ヘルメスだと伝えられている。

　アンジェが探し求めるものは、始祖ヘルメスのピラミッドだ。伝説の魔術師が秘密の工房として用いたであろう場所。そこに『七つの魔法セブンキヤスト』の秘密が眠ねむっているに違ちがいないと、彼女はそう考えていた。

　魔術師なら誰もが追い求める究極の魔法、『不老不死アンブロシア』。

　偉大にしてトリスメ偉大なる偉大ギストス──そう呼ばれたヘルメスの工房ならば、魔術師たちの最終到とう達たつ目標たる奇き跡せきの成じよう就じゆに関しての記述があるのではと、そうアンジェは考えていた。

　伝承によれば、始祖ヘルメスの墓所はギザで数千年前に建造されたと言われるクフ王の大ピラミッドの一室に存在していると、アンジェは耳にしたことがある。さらには、ティアナのアポロニウスと呼ばれた魔術師が、その内部からヘルメスの秘術が記されたエメラルドの石板を見つけたとも。

　しかし、アンジェは疑問を抱いだいていた。アポロニウスが見つけたエメラルドの石板は複数存在するという話だし、そもそもヘルメスの墳ふん墓ぼもダミーではないだろうかと。

　始祖ヘルメスほどの魔術師ならば、大ピラミッドなどという派手で目立つ場所を自らの隠れ家にするはずはない。そうした勝手な持論を信じて砂漠を旅し、食料も水も底をつき、駱らく駝だに逃にげられ、昼の熱気と夜の冷気に絶え間なく体を苛さいなまれ、不死を得る前にいつ死んでもおかしくない有様に落ちぶれて、彼女はようやく目的地へと辿たどり着いた。

　ヘルメスの魔術工房と思おぼしき、砂上の世界の小さな小さなピラミッドに。

「フフッ、ついに見つけた！　やったやった！」

　砂すな嵐あらしの中に、歓かん喜きを抑おさえきれない様子の、若々しくはしゃいだ声が響ひびく。

　魔術結界によって引き起こされている砂嵐の中心部だけが、台風の目のように静けさを保っている。お目当ての小ピラミッドは、そこにひっそりと存在していた。

　乾かん燥そうし唇くちびるを湿しめらせる唾つばさえ渇かわいた中、アンジェは、口の中や緋ひ色いろの髪の隙すき間まに埋もれた細やかな砂を吐はき出し払はらい除のけながら、ピラミッドの内部へと足を踏ふみ入れる。

　入り口からの一本道、最さい奥おうには殺風景な小部屋がひとつ。

　誰の目にも、墓荒あらしに盗とう掘くつされ終わったハズレのピラミッドにしか映らないだろう。だがアンジェは遺い跡せき内部にも魔術結界が展開されていることを知覚していた。

「ひらけ、ゴマオープン・セサミ」

　開かい錠じようの魔術行使。魔力濃のう度どの薄うすい場所ではアンジェであっても失敗してしまう呪じゆ文もんだが、ヘルメスのピラミッドは魔力が潤じゆん沢たくに満ちている。あらかじめ用意しておいた儀ぎ式しき触しよく媒ばいを使う必要もなく、口頭の詠えい唱しようだけで魔術行使が可能だった。

「こんなにも簡単に魔術が使えるなんて、きっとここは世界で最も魔力が満ちている場所……始祖の工房に違いない！」

　ピラミッドの大三角形は、星の神秘を熟知した始祖ヘルメスが、地球上の希薄な魔力を一点に集め、その力を増ぞう幅ふくさせるために造ったもの。ゆえにアンジェにも容易に魔術が使えたのだ。その結果、小部屋の壁かべがひとりでに開き、さらなる奥へと続く道が現れる。

　ミステリアスさの欠片もない満面の笑えみとともに、アンジェはその道を進む。

　魔女とはいえ、彼女はまだ十代の小こ娘むすめだ。この道の先に、自らの追い求める不死の秘術の手がかりがあるかもしれないとなれば、足取りが弾はずむのも致いたしかたないことだった。

　工房は、確かにあった。

　何者かが永くひきこもっていたような、乱雑に散らかった部屋。太古の時代から悠ゆう久きゆうの時間を経、誰も片づけることなくひっそりと、そのままの状態で現存していた。

　そこにはアンジェも初めて目にする、不思議な光こう沢たくを放つ金属や、血のように真っ赤な宝玉、書き殴なぐられた分厚い魔導書、二匹ひきの蛇へびが絡からみ合った造形の杖つえ、それに枝分かれした刀身を持つ奇き妙みような剣けんなど、様々なアーティファクトが転がっていた。

　アンジェはそれら始祖ヘルメスの遺物へと飛びつく。

「これはもしかして、幻まぼろしの金属オリハルコン？　それにこの宝石はまさか、錬金術アルケミーの秘宝『賢けん者じやの石』……？　ならこの本は始祖の記した医術魔導書『アスクレピオス』か！」

　杖や剣にこそ心当たりはなかったが、目に映るものの大半が始祖ヘルメスゆかりのアーティファクトばかり。アンジェは嬉き々きとして遺物の数々を漁あさり、そうしてようやく、はるばる生まれ故郷からエジプトの砂漠にまで足を運んだ、目的の一品を手にする。

　それは、一冊の書物ほどの大きさの、透すき通ったエメラルドの塊かたまりであった。

　──『緑柱エメラルド石碑文タブレツト』。

　その名のとおりエメラルドで造られた石板であり、表面には、古代エジプトで誕生したヒエログリフ文字が刻まれている。絵文字を主体とした象形文字で、これを発明したのも、エジプト神話の魔術と医い療りようと知ち恵えの神トートと同一視された、原初の魔術師ヘルメス・トリスメギストスであると聞く。

　かの始祖は、アルファベット文字を生み出したギリシャ神話の神ヘルメースとも同一視されている。そういえばと、アンジェは思い出した。魂たましいを冥めい府ふへと導き、ときに甦よみがえらせるというオリュンポス十二神のヘルメースは、伝承では二匹の蛇の杖を持っていたはずだ。

「フフッ、間違いない、大当たりだ！」

　ヒエログリフの解読など容易なことではない。

　だが、アンジェは緑柱エメラルド石碑文タブレツトの記述を今すぐにでも読み解くつもりでいた。なぜならば、偉大にして偉大なる偉大と呼ばれた始祖ヘルメスは、このエメラルドの石板に、錬金術アルケミーの奥義を──七つの魔法セブンキヤストのひとつ『不老不死アンブロシア』を記したとされているのだから。

　これで不死が手に入り、黄金の日々が始まると、そう赤毛の少女は信じきっていた。

　愚おろかにも、このときばかりは。








第一章　七番目の分身セブンス・キャスト









　魔ワールドエンド神・アポカリプスとの邂かい逅こうから、半月が過ぎていた。

　遠えん征せい合宿のやり直しは無事に済み、ウエノ学園とメトロポリタン合衆国による地じ獄ごくの門の共同研究もその裏で順調に進んでいる。三体の魔神、そして千を超こえる魔ま獣じゆうとの戦いが、すでに遠い昔のように思える。

　だが、気がかりがないこともない。最近、新天地アルテナの魔都では、地下迷めい宮きゆうに巣食う魔獣たちが活発化している。ここ半月の七詠唱セブンキヤストの仕事はもっぱら魔獣退治だ。

　ただまあ、ブランドン・ブラックバーンはいつものように魔獣討とう伐ばつさえ分身シヤドウ任せで、本人は気ままなひきこもり生活を謳おう歌かしていたのだが。

　そして、合宿前は合あい鍵かぎを使って毎日のようにブランの家に押しかけていたデュセルはというと、なんとこの半月、襲しゆう撃げきの頻ひん度どを減らしていた。

「急に来なくなると、それはそれで落ち着かないんだがな」

　自宅にて、部屋着のブランは、ベッドの上で枕まくらを抱かかえながらぼんやりとボヤいた。

　別に、親友デュセルとの仲が疎そ遠えんになったわけではない。しかし魔神との戦いで、デュセルの母と弟を死に至らしめたのが、姉モリガンの肉体に宿った禁きん忌き魔法『新世界創造ワールドエンド』によるものだと判明した。彼女の襲撃が控ひかえめになった理由はおそらくそれだ。

　断っておくが、デュセルの心はとても強くなった。

　真実が明らかになったときでさえ動どう揺ようする自らの心を奮い立たせ、逆に、心を折りそうになったブランを支えてくれたほどだ。

『あたしはもう乗り越こえたけど、でも、ブランやおねーちゃんさんが気にしてるのは分かっちゃうから、しばらくは毎日かまってって言わないようにするわ』

　半月前にデュセルから言われた台詞せりふを思い出す。ブランも、そしてモリガンも、デュセルの大切な家族の死の原因が自分たちにあることを引きずっている。デュセルが全てを受け入れてくれるとしても、負い目が完全に払ふつ拭しよくされるはずなどなかった。

　だからこそ、彼女のほうからほんの少しばかり距きよ離りを置いてくれるようになったのだ。デュセルにしてみれば、本当はずっとブランといっしょにいたいはず。そうした気持ちに蓋ふたをして気き遣づかいができるようになったのも、彼女の心が強くなったからだろう。

　あの、父に裏切られて心の中で泣き崩くずれていたころの彼女とは、魂の強度が違う。ともすれば、ブランの知る誰だれよりも強い心を胸に秘ひめているのではないだろうか。

「でもなあ、ずっと向こうから駆かけ寄ってきていたくせに、途と端たんにいざ距離を置かれると、こっちがもやもやするんだよなあ」

　ブランは無む性しようにデュセルと話したくなって、自室にひきこもったまま分身シヤドウを操作すべく、ベッドから腕うでを伸のばしてコントローラーを手に取る。

　ウエノ学園は今ちょうど、朝一番の講義が終わった直後のはずだ。




　　　　[image: くぎり]




　ブランと瓜うり二ふたつの姿を持つ『案山子スケアクロウ』。

　きょうもきょうとて相変わらず主あるじの身代わりとして学園に出席していた分身シヤドウに、ブランは自らの意識を憑ひよう依いさせた。かけていたメガネを外すのが憑依完かん了りようの合図だ。

「あ。ブランおはよー」

　休きゆう憩けい時間中ずっとスケアクロウの隣となりにいた様子のデュセル・デュランダルが、にっこりと大きく口元に笑みを浮うかべ、『青金剛石ブルーダイヤモンド』の瞳を向けてきた。

「あいよ。おはよ」

　群ぐん青じよう色のポニーテールを揺ゆらした親友へと、ブランもそれとなく返事をする。

　が、いつまで待っても恒こう例れいの抱ハ擁グ＆頰タッチビズは来ない。過多なスキンシップがブランの負い目を刺し激げきすると分かっているからか、デュセルはどこかうずうずしながらも、親友に飛び掛かかることなく自制している。どこか歯がゆそうだ。

　しかし、歯がゆさで言えばブランも負けていない。

「あ、あのさ」

「なあに？」

「あー、いや、なんでも」

「ふーん」

　抱きつきたいならいつでも抱きついてくれていいんだぞ、とはさすがに言えなかった。

「うわあああああああああああん！　ブランドンーッ！」

　代わりに、ブランとデュセルのいる教室に飛び込んできた黒くろ髪かみの少女が、情けないポンコツじみた叫さけび声を上げながら、ブランへと猛もう然ぜんと抱きついてきた。

　押し当てられる、ありがたさを感じさせない控えめな胸。

　はっきり言って物足りなかった。

「聞いてくれブランドン！　学園のみんながわたしのことを、元副会長だの前副会長だのと呼ぶんだ！　生徒会が解散した途端にひどい手のひら返しだとは思わないか！」

「おいミカ、ひっつくな」

「わああああああああん！　ブランドンまでわたしのことを副会長って呼んでくれない！　副会長であることがわたしの最大のアイデンティティだったのにー！」

　澄すんだ『聖藍サンタマリア水宝玉アクアマリン』の瞳ひとみをうるうると潤うるませているのは、ブランにとっての幼おさな馴な染じみにして、アルテナの皇女として復権したばかりの、前副会長のミカだ。

　今までは長いこと副会長と呼ばれ続けていたが、先日ステラを会長とした先の生徒会が解散したので、当然、副会長であったミカも副会長ではなくなった。

　よって今では、誰も副会長と呼ばなくなってしまったのだ。

「……皇女としての立場よりも副会長としての立場のほうが大切なのか。相変わらずポンコツ哀あわれなやつ……」

「おはよー、ミカ」

「む！　おはようだ、デュセル」

　デュセルの声にミカは落ち着きを取り戻もどすと、昔からは考えられないような柔やわらかな笑みとともに、デュセルに対して大きく頷うなずいた。

　この半月ブランの知っているところでも知らないところでも、デュセルとミカのふたりは随ずい分ぶんと仲良くなった様子で、すでに名前で呼び合う間あいだ柄がらだ。

　なにせデュセルにしてみれば、初めて自分から手を差し伸べて作った友だちなのだから、親密さもひとしおだろう。くすくすと笑いあいながら何気ない会話に移る女子ふたりを横目に、ブランはなんとなく指をくわえたい気分になった。

「そういえばデュセル。きのう、わたしの部屋にボードゲームを忘れていっただろう」

「あ！　そーいえばそーね。気づいたのなら持って来てくれても良かったのに」

「バカを言え。学園に遊び道具を持ちこめるか。副会長でなくなってしまったとはいえ生徒会の矜きよう持じまでなくしてしまったわけではないのだからな」

「ふーん。じゃあ、今夜も遊びに行くから、そのときちゃんと持って帰るわ」

　ふたりの会話に、ブランの悶もん々もんとした感情が募つのる。ついこの間まではブランかステラを挟はさまないと口も利きかなかったふたりが、今ではすっかり仲良くなっている様子だ。それは良いことなのだが、ブランとしては無性に疎そ外がい感を覚えてしまう。

　さらに、ブランの気分を陰いん鬱うつにさせる要因が、また別にあった。

　──生徒会解散。

　先のミカの台詞にも上がっていたが、ステラを会長としていた前生徒会は任期終了した。ミカが副会長でなくなったように、ステラもすでに生徒会長ではなく、新生徒会への引き継つぎを終えれば完全に一いつ般ぱん生徒へと戻る。

　ステラに代わる新たな生徒会長の存在が問題なのではない。まあ彼女を超える逸いつ材ざいなど、ぼっち気質ばかりの学生魔術師たちの間にいるとは思わないが。肝かん心じんの問題──ステラが生徒会長を任期終了したということは、つまり彼女の卒業が近いということ。

「ステラが卒業かあ……」

　デュセルは今でこそ少し距離を置いてくれているとはいえ、なにしろ会おうと思えば毎日会えるのだし、ブランが過去のトラウマを完全に乗り越えさえすれば、また前の関係に戻れるだろう。

　しかしステラはすでに、卒業後の帰国を決めてしまっている。父スティーヴンが待つ、遠く離はなれた母国メトロポリタンだ。ブランたちも当の本人からそう聞かされている。デュセルやミカは引き止めようと随分食い下がったようだが、結果は失敗だ。

「鬱うつだ……」

　彼女のいない学園風景を想像するだけで、ただでさえもやもやしている気分が極限にまで滅め入いってしまう。癒いやしも憩いこいもない、金きん髪ぱつ爆ばく乳にゆうのいない学園生活。あまりにも最悪だ。身代わり登校する気さえ失うせるだろう。

　ただの想像、しかし数カ月後には必ず訪おとずれる悲ひ嘆たんの未来に、ブランはげっそりとしたまま次の講義に参加する。

　ブランとデュセルとミカの三人は、老教授ワイリー・ワイズマンが教きよう鞭べんを執とる附与魔術エンチヤントのゼミに所属している。ブランは、チャイムとともに教室へとやって来た自分の老年期の分身シヤドウの姿を見、やる気のない様子で机の上に突つっ伏ぷした。

　と、そんな彼の耳元へ、不意にミカが唇くちびるを寄せる。

「ところでブランドン。会長の後を継いで新生徒会長に立候補するつもりはないか？」

　爆ばく弾だん発言だった。
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　休憩時間が終わって講義が始まり無人になった学館の廊ろう下かを進む、不ふ審しんなふたり組。

　ブランの幼少期の分身シヤドウ『錬金術師アルケミスト』と、女性体の分身シヤドウ『魔女ウイツチ』だった。

「ずっこいよ、ワイズマンだけ我流術式を密ひそかに用意していたなんてさ」

「うんうん。まったくです。おかげで活かつ躍やくの場を奪うばわれましたからねえ」

　アルケミストとウィッチは、軽口を叩たたき合いながら廊下を密かに移動している。ちなみにアルケミストの格好は、中等部の男子制服の中でも最もサイズが小さいもの。──それでもぶかぶかだが。そして、ウィッチの格好は高等部の女子制服だった。

　ふたりとも学生のふりをして学館に忍しのび込み、講義が始まった教室の授業風景をひとつひとつ盗ぬすみ見している。

「こうなったら、おれたちも我流術式を編み出さないと！」

「あいよーですよー！」

　どうやら、自分たちの我流術式会え得とくのヒントを得るために、ふたりして学園を訪れたらしい。ウィッチはアルケミストともども透とう明めい化か術式で姿を隠かくすと、行われていた七大魔ま術じゆつ系統の講義のひとつに無断でこそこそと参加する。

「では、きょうも一日がんばろーりえ」

　その言葉に、教室中の生徒たちの歓かん声せいが沸わき上がる。分身シヤドウたちが紛まぎれ込んだのは、ロリコン組と呼ばれる錬金術アルケミーゼミを率いる、ローリエ・ロリエッタ教授の講義だった。

　プラチナブロンドの髪かみと、眠ねむたげな『蒼銀真珠コバルトパール』の瞳、そしてだぶだぶの教授用ローブ。それがローリエの特とく徴ちようだ。ロリ巨きよ乳にゆうではあるものの背せ丈たけも小動物を連想してしまうほどに小さく、その見た目だけなら、ハイレベルな魔術教授とは思えないほどに愛らしい。

「うおおおおおおおおおおがんばろーりえーッ！」

　少女教授の一挙一動に生徒たちは見ていてドン引きするくらいに狂きよう喜きしている。アルケミストもウィッチも、狂きよう信しん的なこの場の空気から今すぐ逃にげ出したい気分になった。

　だが、我流術式『存在変換フエアリーテイル』を編み出したローリエは、十三歳という若さで最も大魔術師に近い領域にまで到とう達たつした魔術師だ。それでなくとも彼女はアルケミストが得意とする錬金術アルケミーのエキスパート。講義が参考にならないはずがない。

「錬金術アルケミーは七大魔術系統の中で最も万ばん能のう性せいが高い魔術です。基本的になんでもできるので、ぶっちゃけ他の系統と違ちがって我流術式の類たぐいは不要ですのであしからず」

　ところがどっこい参考にならなかった。せっかく錬金術アルケミー分野における我流術式講義をしていたにもかかわらず、出鼻をくじかれてしまい、アルケミストは頭を抱かかえる。

「唯ゆい一いつの欠点は、速効性の高い詠えい唱しよう式しき魔術と違って錬れん成せい陣じんを用意しなければならないことですね。いちいち描えがくのはめんどっちいです」

　専門分野なだけにアルケミストも錬金術アルケミーのメリットとデメリットは熟知している。せっかく講義に紛れ込んだというのにくたびれ儲もうけかと思った、ちょうどそのとき。次に続くローリエの言葉に、幼少期の分身シヤドウは不意に顔を上げた。

「そこでボクは、発動体の聖遺物を兼かねた腕うで輪わや首くび飾かざりにあらかじめ錬成陣を彫ほり込んでおくことで、魔法陣を描く手間を省いて魔術を行使できるようにしています。万能性と速効性を兼ね備えれば即すなわち無敵、なので錬金術アルケミーは我流術式に頼たよる必要がないわけです」

　小さな背丈に反したロリ巨乳を偉えらそうに反らす少女教授。

　生意気な物言いにも感じられたが、彼女の言っていることはもっともだった。アルケミスト自身、錬成陣を描く時間稼かせぎを他の七詠唱セブンキヤストに任せなければならなかったことは一度や二度ではない。

「でも、あらかじめ用意しておくって言っても、戦局に応じて臨機応変に対処できなきゃ、せっかくの万能性っていう強みが無くなるからなー」

　アルケミストが悩なやましげに首を傾かしげる。

　ローリエの講義は、あくまで研究職を目指す学生魔術師たちが参考にするためのもの。錬金術アルケミーの長所を戦せん闘とう技術として反映させたいアルケミストとしては、今の話を戦術に組み込められるレベルにまで持っていきたかった。

「ウィッチはどう思う……って聞いてないか」

　一方、専門外のウィッチはというと、ローリエのロリ巨乳を思う存分【●ＲＥＣ】するのに忙いそがしいのか、先ほどからまったく話が耳に入っていない様子だった。

　そうして講義内容が一区切りつくのを見計らい、アルケミストとウィッチはロリコン組の教室を後にする。次はウィッチの術式開発の参考になる講義を探し、ふたりは再び廊下を歩き始めた。

「で、ウィッチはどの授業を参考にするの？」

「まあ、幻げん術じゆつ特化の講義はそれほど候補があるわけじゃないですし。あ。なら学園長の講義とかどうですかね？」

　ウィッチは頭からピョコンと生えたキツネ耳を動かしながら、考え込んだままのアルケミストの手を引き、今度は占星術アストロロギアのゼミへと向かった。

　学園長にして唯一の魔法使いアルテイマグスであるイアン・サンジェルマンも、七大魔術系統の講義は律りち儀ぎに自ら教鞭を執っている。単眼鏡モノクルの青年の講義を聞くべく、ウィッチとアルケミストは教室内にこっそりと飛び入り参加。

「──このように、大異変以前と以後では、物理法則が改変されたせいで天体の動きさえも大きく変わってしまっている。同じ日に同じ場所で日につ蝕しよくと月げつ蝕しよくが目もく撃げきされるなどという珍ちん事じも、七十年前まではあり得なかったわけだ」

　占星術アストロロギアの講義だけあって、イアンは魔法暦れきにおける天文学の知識にも触ふれていた。

　未来世界からやって来た時間漂ひよう流りゆう者しやだけあって、この時代の誰だれよりも深い魔術知識を持つイアンだが、学生相手の講義ということで話している内容は基き礎そ的なものだ。

　そのせいか、若じやつ干かん一名、教室内に退たい屈くつそうな顔をしている女生徒がひとり。

　赤毛の三つ編みと、魔眼封ふうじのメガネ。アンジェラ・アンブロシアの瓜うり二ふたつの化身アバターである『女帝エンプレス』だ。

　魔法使い直じき々じきの講義ということでアンジェは化身アバターに意識を憑ひよう依いさせ、珍めずらしく本人が授業に参加している。が、基礎知識のおさらいなど千年を生きる彼女には物足りないのだろう。先ほどからしきりにあくびを嚙かみ殺していた。

　意識が散さん漫まんになっているアンジェや講義中のイアンに気づかれないよう、ブランの分身シヤドウたちは透明化した状態で目立たない奥の席に陣じん取どる。

　と、不意に、ふたりの耳にとんでもない爆弾発言が飛び込んできた。

　アンジェを遠くから眺ながめている同じゼミの学生魔術師たちが、しきりにひそひそ話を行っていたのだ。そして彼らはこう言っていた。

　──新生徒会長には、アンジェラさんが相応ふさわしい、と。
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「おれが新生徒会長？　バカも休み休み言ってくれよ」

「私が新生徒会長？　フフフ。寝ね言ごとは睡すい眠みん中にして欲しいね」

　昼休みの生徒会室にて、ブランとアンジェは気のない様子でそう言い放った。

「なんでまたおれみたいな落ちこぼれが」
















「どうしてまた私のようなコミュ障が」

　似たような嘆なげきの言葉を口にしながら、同じ仕草でやれやれと肩かたをすくめる師弟。

「うふふ。わたくしも、学園のみなさんの世論調査を行ってみたのですが、確かにブランさんとアンジェラさんの人気が高いようです」

　そんなふたりにおっとりと微び笑しようを向けて『星条青玉スターサフアイア』の垂れ目を細めているのは、金髪ブロンドの束ね髪シニヨンでお馴な染じみの、前生徒会長ステラ・スティングレイ。

「ええとですね、直接の原因はひと月前になるのかしら？」

　前任者が言うには、ブランの人気はデュセルのせい。発ほつ端たんは、合宿出発前、デュセルがスケアクロウを奪って勝手に憑依したことにある。その際、彼女はブランと瓜二つの姿になって、学園内で様々な悪目立ちという名の活躍をしてしまった。

　そしてアンジェの人気に関しても、原因は合宿に端たんを発していた。海に落ちたミカを助け出した救出劇以降、エンプレスは一いち躍やく学園の人気者になってしまっている。

　どちらも直接的にはブランもアンジェも関係ないのだが、分身シヤドウたちの事情など一いつ般ぱん生徒たちに分かるはずもない。たかだかその程度の活躍といえばそれまでだが、日ひ陰かげ者もの揃ぞろいの生徒たちにしてみれば生徒会長として祭り上げるにはそれで充じゆう分ぶんなのだ。それにそもそも、他に候補者がひとりもいないのもまた事実。

「ですので、望む望まないにかかわらず、おふたりに白羽の矢が立ってしまったわけです。わたくしのときも、立候補ではなく推すい薦せんでしたから」

　上品に頰ほおに手を当て、慎つつましやかにはにかむステラ。

　一方、ブランとアンジェは露ろ骨こつに肩を落として顔を見合わせていた。

「こんな面めん倒どう事ごとになったのはお前のせいだぞデュセル！」

「ふーん。でも、あたしはブランが生徒会長っていいと思うわよ？」

「ブランドンが生徒会長になった暁あかつきには、わたしを副会長に任命して欲しい！　それならわたしもまた副会長の座に返り咲ざけるからな！」

　ブランの愚ぐ痴ちに反して、生徒会室について来ていたデュセルとミカは乗り気だ。

「……私は生徒会長なんて柄がらじゃないし、師し匠しようの苦労は弟で子しが肩かた代がわりするものだからね。フフッ、ここは大役を譲ゆずってあげようじゃないか……」

「そんなこと言って逃げる気だろ！　そもそも、お前じゃなくてエンプレスの意見を聞かせろよ！　あの化身アバターなら自分が推薦されてるって知ったら素す直なおに『実に喜ばしい』とかなんとか言いながら立候補するに決まってるだろ！」

「フ、そう言い出すに決まっているからこそ、こうして憑依解除することなく体の支配権を手放していないのさ」

「うむ！　そちらが立候補する場合もぜひともわたしを副会長に！　この際どちらが生徒会長になろうとわたしが副会長なら一向に構わないぞ！」

「お前は黙だまってろポンコツ！」

　早くも両陣じん営えいの副会長枠わくに出しゃばろうとするミカを押し退のけ、ブランが叫さけぶ。生徒会室はすっかり賑にぎやかになっていた。

　と、そんな中。ノックとともに、新たな人ひと影かげが生徒会室へと入ってくる。

　雑談の途と中ちゆうでそちらを振ふり返るブランたち。

　現れたのは見覚えのある人物だ。ブランはもちろん、デュセルも、アンジェも、そしてミカも知っている。そもそもが一度見たら忘れられない類たぐいの男だ。そして、この中で最も驚おどろいたのは、普ふ段だんは一番落ち着いているはずのステラだった。

　歳としは四十代後半。長身で大おお柄がらな体たい軀くに、濃のう紺こんのスーツがよく似合っている。肩にはロングコートを羽織り、左目を黒い眼帯で隠かくした『黒青玉ブラツクサフアイア』のナイスミドル。

　最大の特とく徴ちようは、いかなる際にも崩くずれない、鉄てつ壁ぺきのポーカーフェイス。

「パパ!?」

「元気にしていたか。俺のおス星テ様ラ」

　誰あろうステラの父、スティーヴン・スティングレイだった。

　メトロポリタン合衆国の大統領にして、世界最強の国家魔ま術じゆつ師しと謳うたわれた『神しん獣じゆう殺し』。そんな大人物が、ごく自然に生徒会の扉とびらを潜くぐって現れたのだ。

　予想外すぎる光景に、目を点にしたまま絶句する面々。

「ス、ステラパパ……」

「貴様にパパと呼ばれる筋合いはない。魔術王」

　ブランの呻うめき声に耳ざとく反応し、鉄面皮のままスティーヴンは苦言を呈ていした。

「パパったら、また学園にいらっしゃったのですか？　一国の長ともあろう者が、これでいったい何度目ですか！」

「すまん。だがまだ三度目だ」

　ステラに叱しかられようともポーカーフェイスは揺ゆるがない。ただ、ほんの少ししょんぼりしているように見えなくもない。娘むすめとの感動の再会を期待していたのだろうか。

「それに今回はプライベートや職権濫らん用ようで娘の顔を見に来たわけではない。この学園と合衆国は魔神の調査を行うために地じ獄ごくの門を協同研究している。サンジェルマン学園長から重要な報告があると聞かされたのでな」

　言い訳がましくスティーヴンは言った。

「ああ。あとブランドン・ブラックバーン。貴様にもひとつ言っておくことがある」

「はいはい、また娘には手を出すなって言いたいんだろ？」

「それはそのとおりだが別件だ。パパと呼ばれる筋合いはないと言ったが──」

　スティーヴンは珍しく、そのポーカーフェイスに複雑そうな感情を浮うかべ、ブランの顔をまじまじと見つめた。そこに、文化祭のときのような大人げない対たい抗こう心しんはない。

「──どうやら俺は貴様の叔お父じらしい」

　その口から飛び出したのは、またもや爆ばく弾だん発言だった。

「叔父ってどういうことだよ!?」

「どうもこうもない。そういうことらしい」

「じゃあ、ステラはおれの従姉いとこなのか!?」

「そういうことになるだろうな」

「ええええええええええええええ姉が増えた!?」

　従姉も姉のうち。混乱するまま、姉属性を好むブランはひとしきり驚きよう愕がくした後、危ない目つきでステラを舐なめまわすように眺めた。

　輝かがやくような金髪ブロンド、柔にゆう和わで優やさしげな瞳ひとみ、きめ細やかな肌はだ、爆ばく乳にゆう、ほっそりとした腰こし、安産型の大きなお尻しり、すらりとした見事な脚きやく線せん美び、爆乳、困ったようなおっとりとした微び笑しよう、どれをとっても理想の姉スタイルだ。

　ブランがこんなことを言うと幼姉モリガンは拗すねるかもしれないが、スティーヴンの叔父疑ぎ惑わくの衝しよう撃げきなど、姉が増えたという事実の前では軽く吹ふき飛んでしまっている。

「あ、あのあの、デュセルさん。従い姉と弟こ同士って結けつ婚こんできますよね？」

「どーしてあたしに今そのタイミングでそんなこと聞くの？　まあ、とりあえず答えてあげるけど、もちろんできるでしょ」

「ですよね！」

　デュセルと会話中のステラを、ブランは未いまだに非常に不ふ審しんな目つきで眺め続けている。隣となりでは師匠と幼おさな馴な染じみが無言のまま若じやつ干かん引いていた。

　だが、もしも本当に親しん戚せき同士だというのなら、ステラが卒業した後も家族ぐるみの付き合いが可能だろう。彼女が学園から去ってしまう寂さびしさも、従姉弟の関係にあると発覚した今となってはまったく感じない。

「ステラがおれの従姉ってのは、本当に本当なんだろうな!?」

「確かだ。調査の結果……貴様の父ブラッドレイ・ブラックバーンは俺の兄であることが判明した。俺は二十年前の神獣教団の実験によって過去の記き憶おくの大半を失っていたのでな。自分に兄がいたことさえ忘れたままだった」

「うちの親父が？　でも、親父は十年前に、その……」

　ブラッドレイという人物はすでに故人だ。幼いブランが起こした魔力暴走によって命を落としている。言葉を濁にごすブランに、スティーヴンは甥おいを慮おもんぱかるように頷うなずいた。

「そうか。だが現に今も顔も思い出せない有様だ。兄がいたと知っても実感はない。今さら感動の対面を望んでいたわけでもないしな」

　露あらわになった右目を閉じ、何事か思い出そうと試みた様子のスティーヴンだったが、成果は得られなかったようだ。彼は他ひ人と事ごとのように言葉を続ける。

「写真かなにかが残っているなら見せてもらいたい」

「あ、ああ。あいよ。そのくらいはお安い御ご用ようだ。親父の写真もまだあったはず……」

　そう頷いて、ブランはふと眉まゆをひそめた。

「……ん？　今、調査って言ったよな？　なんの調査だよ」

「神獣教団の残党についての調査だ」

　スティーヴンの言葉に、浮かれていたブランの顔つきが強こわ張ばる。

「それってまさか──」

「そのまさかだ。兄ブラッドレイは神獣教団の神徒だった。確かな情報だ。二十年前俺に人体実験を施ほどこし──そして十年前この地で貴様に魔術実験を行わせた張本人だろう」

　心臓を鷲わしづかみにするかのような発言に、ブランは完全に言葉を失った。

　──父との思い出は、ブランの中にはあまり残っていない。

　その後スティーヴンから聞いた話では、二十年前『神獣』が世界を滅ほろぼそうとした際、父ブラッドレイは神獣教団から姿をくらませ合衆国を脱だつし、新天地アルテナに落ち延びたらしい。だが、ブランはそもそも父が異国の出身であることさえ知らなかった。てっきり、旧ふるきアルテナの民たみの末まつ裔えいである母同様、新天地の生まれなのかと思っていたほどだ。

　ブランとモリガンはアルテナの民の末裔だが、ふたりの名、そしてブラックバーンという姓せいは、本来のアルテナのものでないのは明らか。しかし、魔法暦れきとなってからの七十年、長きにわたる三大国間の戦争や『神獣』の脅きよう威いから逃のがれるべく、新天地に渡わたって来た移民は多い。純じゆん粋すいな意味での純血のアルテナの末裔となると、ブランの知り合いの中では皇族であるミカと彼女の側近の二大名家くらいだ。

　だが、父がまさか『神獣』による移民の当事者で、あまつさえ、神獣教団の神徒だったなどとは考えもしなかった。

　いっしょに遊んでくれるような父ではなかったし、それどころか我わが儘ままを叱ってくれるような父でさえなかった。姉モリガンが過分に弟に構い過ぎていたせいか、父の態度は息子むすこへの無関心の表れのようにブランの目には映っていた。

　善人だったのか悪人だったのか、そのくらいの区別さえブランの中ではつけられない。

　ただ、確かなことがひとつある。

　それは、幼いブランのオリハルコン位階を利用し、『魔法』を手にして真理に到とう達たつしようと当時のアルテナ皇室の協力を取り付けたのが、父であったこと。おそらくは、父と同じように名を偽いつわって合衆国からアルテナへと落ち延びた神獣教団の神徒たちは他にもいたのだろう。彼らは全員、ブランが引き起こした魔力暴走で命を落としている。

　ブランの父が死んだのも、デュセルの母が命を落としたのも、十年前の同じ日。そして彼らを死に追いやったのは、七歳児だったころのブランが魔法『新世界創造ワールドエンド』の制せい御ぎよに失敗したからに他ならない。

『これは、門の向こうに封ふうじられた『魔法』を手に入れるための実験なのだ』

　父や、その仲間たちは、実験に臨のぞむブランに向けて確かにそう言っていた。

　それこそが神獣教団の掲かかげた悲願だ。魔法『神の召喚アポカリプス』を成じよう就じゆするために、七十年前の大異変により地獄の門へと封じられた『新世界創造ワールドエンド』の魔力を依より代しろに移す。そうして、人造の『神』を造ろうとしたのだ。

　だが、彼らの妄もう執しゆうの結果として誕生したのは、新たな世界の誕生のために旧き世界の全すべてを滅ぼそうとする最強の魔ま獣じゆう『神獣』であり、そして姉モリガンの肉体を依り代にした『魔神』であった。

　神獣教団が造ろうとしたものは、この世を滅ぼす『破は壊かい神しん』だったのだ。

　十年前、通りすがりの時間漂ひよう流りゆう者しやがウエノの地に現れていなければ、破壊神となっていたのはブラン自身だったかもしれない。

　そしてその元げん凶きようこそが、父ブラッドレイであるならば──

　ブランは思う。おそらく自分は、生しよう涯がい、父を許すことはできないだろうと。







　ブランたち一同は、場所を変えて学園の会議室に集まった。

　深刻そうな顔を突つき合わせているのは、先ほどまで生徒会室にいた面々だけではない。

　学園の七大魔術教授のうち、学園長のイアンや、少女教授ローリエ、それに喋しやべる魔法陣じんヘキサグラムの姿もある。となれば当然ワイズマンも出席しており、学園に潜せん入にゆうしていたウィッチとアルケミストもしれっと交ざっている。

　さらには、自宅から駆かけつけてきたモリガンも同席していた。

「はいこれ。ブランくんとおねえちゃんのおとうさんの写真だよー」

　ゴスロリドレス姿のモリガンは、持ってきた写真をスティーヴンへと手て渡わたす。

「ブランくんとステラちゃんのパパさんって、言われてみれば確かに似てるかも」

「そういえば、負けず嫌ぎらいなところはよく似ていますね」

　のほほんとした調子でモリガンとステラがマイペースにほほえみあう。スティーヴンがブランとモリガンの叔父なら、当然、並んだふたりも従い姉と妹こというわけだ。

「これが兄の顔か。こうして目にしても実感は湧わかんな」

　写真を見つめていたスティーヴンだったが、記憶の欠落は埋うめられなかったようだ。しばらくして、ため息とともに写真をモリガンへと返してきた。

　ブランは無言で姉から写真を回してもらい、在ありし日の父の姿に目を落とす。父が神獣教団に所属していたと聞かされて以降、その面おも持もちは今も強張ったままだ。

「わたしも当時は子どもだったからはっきりとは言えないが、それでも、ブランドンの父親は決して悪党の類たぐいではなかったように思えるのだが」

　今は亡なきブラッドレイに関しては、口を閉とざしたブランに代わり、幼馴染ゆえに多くを知るミカが、デュセルたちにそれとなく事情を伝えていた。

「本題に入る前に、ひとつ伝えておくことがある」

　そんな中、話題を切り出したのはイアンだった。

　単眼鏡モノクルをかけた真ま面じ目めそうな顔つきは相変わらずだが、今は普ふ段だんよりも余計にシリアスな表情を浮かべている。

「ここ半月、新天地アルテナだけでなく三大国でも、魔獣たちの活発化が著いちじるしい。魔獣の出現が顕けん著ちよになった理由に関しては、僕はやはり魔神を倒たおしたことが原因であると考えている。だからこそ、きょうは各国の代表者に足を運んでもらった」

　イアンは、ルーヴル王女のデュセル、メトロポリタン大統領のスティーヴン、さらにはエルミタージュの女じよ帝ていであるアンジェを順に見やる。

　──ルーヴル、メトロポリタン、エルミタージュ。かつての世界三大美術館の名だ。大異変により世界中のアーティファクトが魔力を帯びて聖遺物となり、より多くの聖遺物を所持していた旧きゆう暦れきの三大美術館が、後の国家中ちゆう枢すうとなったのだ。同様に、ウエノの地も多くの聖遺物を有した場所。だからこそ今は魔都と呼ばれ、アルテナの中心となっている。

　だが、大異変で生じた魔力が『新世界創造ワールドエンド』の力であった以上、裏を返せば魔力の濃こいウエノの地や三大国の首都は、魔獣の生息地域に適しているということになる。

　とはいえアルテナはともかく他の三大国はここ十年、魔獣の出現報告は落ち着いていた。個体数も増加することなく比ひ較かく的平へい穏おんな時期が続いていた。──それはなぜか。

「先日持ち帰った地じ獄ごくの門の研究により、ちょうど我々が魔神の女王ティターニアを倒して以降、世界規模で魔獣との遭そう遇ぐう例が激増していることが判明している。門に封じられた『新世界創造ワールドエンド』の魔力が依り代を失ったせいだ」

　つまり、モリガンの肉体が魔神の依り代となっていたこの十年間、魔獣たちは大人しかったわけだ。そして依り代が失われると、逆に全世界規模で活気づいてしまった。

　おそらくは、モリガンに代わる新たな依り代を求めるべく、十年ぶりに魔獣たちの胎たい動どうが始まったのだろう。このままでは、『神しん獣じゆう』が出現した二十年前の人類存亡の危機ほど深刻ではないにしろ、人類の平穏が危あやぶまれる事態に陥おちいる。

「我がメトロポリタン合衆国ではＣＩＡが魔獣撃げき退たいに奮ふん闘とうしている。神獣教団の残党狩がりと並行する羽目になったために苦労をさせているがな」

「そういえば……すっかり忘れていたけれど、私が先日耳にしたＫＧＢからの報告でも、エルミタージュ帝てい国こくの領土内で魔獣の出現が多発しているらしいね……」

　一国の長に相応ふさわしい態度のスティーヴンと、まるで相応しくないアンジェの呟つぶやき。

　そんなふたりの呟きを聞いたヘキサグラムとローリエが、どうしてだか、それぞれ重いため息をこぼした。ヘキサグラムは沈ちん痛つうそうに、そしてローリエはこれ見よがしに。

　身に覚えのないローリエからの非難の視線を感じ、アンジェは不思議そうに首を傾かしげる。

「ねー、アンブロシア。ちょっと確かく認にんいい？」

　そんな中デュセルが挙手。アンジェの興味はすぐにそちらへと移った。

「魔獣って、魔法暦に入る前の旧暦には存在してなかったのよね？」

「まあね……。私が生まれる以前の、それこそ人類黎れい明めい期きと言われる神代の伝承には数多く残ってはいるものの……私自身がこの目にしたことはないよ……」

　今でこそ、ドラゴンのような超ちよう大型の怪かい物ぶつが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こするようになったが、アンジェの知る限り、旧暦のドラゴンを始めとした魔物たちは全て幻げん想そう上の生物だった。もちろん、彼女が生まれる前に実在していた可能性を否定するつもりはないが。

「とゆーことは、魔獣を生み出したのは七十年前の大異変、つまり『新世界創造ワールドエンド』のせいってことで、一応は間ま違ちがいないのよね？」

　デュセルの言葉にアンジェは小さく頷うなずく。

「フフッ……そうだね。『新世界創造ワールドエンド』とは、七十年前の大異変の原因であり、地球を魔法世界へと変へん貌ぼうさせた七つの魔法セブンキヤストのひとつ。キミたち新時代の魔術師が魔術を使えるようになったのも、この魔法に端たんを発すると言われているね。そして、新たな世界を創造するために旧き世界の全てを滅ぼそうとする、人類にとって不ふ俱ぐ戴たい天てんの奇き跡せきでもある」

　魔獣だけではない。世界中のアーティファクトが魔力を帯びて聖遺物となり、魔術師が誕生したのも、七十年前の大異変以降の話だ。しかし──

「でも、大異変以前の旧暦にはアンブロシアみたいな魔術師たちがいたんでしょ？」

　デュセルが怪け訝げんそうに眉をひそめ、再びアンジェへと視線を向けた。

　その疑問は、かつてブランが口にしたアンジェへの問いかけと同じものだ。旧暦に伝えられていた魔術とは所しよ詮せんオカルトの類でしかなかったはずだと、アンジェが千年を生きる大魔術師であると知る前のかつてのブランも、彼女に対して同じ指し摘てきをしていた。

　アンジェはミステリアスにほほえみながら再び口を開く。

「まだブラン君と会ったばかりのころに、似たような疑問をぶつけられた記き憶おくがあるね。だけど魔獣と違って、『新世界創造ワールドエンド』によってこの星が魔法世界になる以前から極ごく稀まれではあったものの魔術師と呼ばれる者たちは存在していたよ。実際、千年もの時の流れの中で、私は何人もの魔術師たちとの出会いと別れを繰くり返してきたのだからね……」

　そうして彼女は、懐なつかしい思い出に浸ひたるように、人類史にその名を刻む実在の魔術師たちへと思いを馳はせる。数え始めればキリがないが、この星の魔術師たちは、魔法暦に入る以前から確かに存在していた。

「そんな魔術師たちの始祖と呼べる人物が、ヘルメス・トリスメギストスだ」

　ふとアンジェが挙げた名に、ブランたちは顔を見合わせた。

「この星の太古、人類に衣服や文字といった文明を伝えたとされている、神々と同一視されたほどの伝説の魔術師だよ。もちろん、私も直じかに見たことはないけれどね……」

　冗じよう談だんめかしてアンジェは言う。

「私たちが知る『七つの魔法セブンキヤスト』の伝説を遺のこしたのも、彼だと伝えられている」

　遥はるか過去、始祖ヘルメスの遺物を探しにエジプトのピラミッドまで足を運んだことを思い出し、アンジェは自じ嘲ちよう気味に笑う。

『不老不死アンブロシア』『新世界創造ワールドエンド』『異エ世ク界ソ転ダ生ス』

『死者の復元ネクタル』『時間の逆行タイムリバース』『神の召喚アポカリプス』『魂の定着コキユートス』

　魔ま法ほう世界において、七しち芒ぼう星せいの図形で象しよう徴ちようされている、それら七つの魔法セブンキヤスト。

　正七芒星などという物理法則外の図形は、多くの旧ふるき魔術師たちが用いてきた正五芒星や正六芒星と違い、存在しない。三六〇度の円を七つに等分することは不可能なのだから。

　しかしだからこそ、旧暦の魔術師の中では、物理法則を否定する魔術の最終到とう達たつ領域たる『魔法』の象徴として、不可能の可能を意味する七芒星の図形を好んだ者もいた。例えば、最高位の召喚術師として名高いソロモン王の悪魔召しよう喚かんの秘術を記した魔導書『ソロモンの鍵かぎ』にも、七芒星の大ペンタクルが記き載さいされたページが存在するという。

　七芒星が示す七つの魔法セブンキヤストは、現代ではブランとアンジェが一度きりの詠えい唱しようを成功させたのみ。真の意味で魔法の使い手と呼べる『魔法使いアルテイマグス』の出現は、遥か未来、ふたりの遺伝子から造られた人造生命体ホムンクルスであるイアンの誕生を待たなければならない。

　それほどの、人の手に余る奇跡というわけだ。

　だが、そうした奇跡を、なぜ始祖ヘルメスは七つも挙げられたのか。どうして、その存在を伝承に遺すことができたのか。本来ならそれら全すべてが、地球が魔法世界となり大気に満ちる魔力の濃のう度どが格段に濃くなった現代においてさえ、未いまだ誰だれにも使いこなせないほどの魔法だというのに。

「私が思うにおそらくは、人類黎明期に存在した始祖魔術師ヘルメス・トリスメギストスこそが、この星に魔術を広めた張本人であり、七つの魔法セブンキヤストの全てを扱あつかいこなせた魔法使いアルテイマグスであるということ……」

「だけど、魔術師も魔ま獣じゆうも本来は、地球を魔法世界に変貌させた『新世界創造ワールドエンド』の大異変以降の産物のはずだろ。なのに魔獣と違って魔術師だけは旧暦から存在したっていうのは、疑問の残る話だな」

「フフッ……だけど弟で子し、いたんだから仕方ないだろう？」

「まあな」

　師し匠しようにそう言われるとブランも強く自説を推おしづらい。なにせ向こうは歴史の生き証人。魔術の功より年の功なのだ。

　ふたりの話をこの場の誰もが興味深そうに聞き入っていた。その中には珍めずらしくイアンも含ふくまれている。時間漂流者といえども人類黎明期の超古代には跳とんだことがないのだろう。

「興味をそそられる話だが、ひとまず今は魔獣の話に戻もどろう」

　イアンは名残なごり惜おしそうに話を戻した。確かに、早急に解決すべき問題は別にある。

「最大の懸け念ねんは、『新世界創造ワールドエンド』の魔力が新たな依より代しろを手に入れない限り、魔獣の被ひ害がいは世界規模で今後ますます増えていくということだ」

　イアンの言葉に、この場に集まった面々は難しげな顔つきを突つき合わせた。

　アルテナ最強の魔術師たるブランとモリガンの姉きよう弟だい。ルーヴル最高位の国家魔術師であるデュセル。メトロポリタンからはスティーヴンとステラ。エルミタージュの皇こう帝ていにして大魔術師のアンジェ。他の面々には及およばないが後天覚かく醒せいで類稀な魔術特性を手にしたアルテナ皇女のミカ。それぞれ錬れん金きん術じゆつ師しあるいは召しよう喚かん術師として超ちよう一流を誇ほこるローリエとヘキサグラム。そして、そんな一同を凌しのぐ魔力を誇る魔法使いアルテイマグスのイアン。

　言ってみれば、ここには世界最さい高こう峰ほうの魔術師たちが揃そろっている。彼らからすれば凡ぼん百ぴやくの魔獣など、雑ざ魚こも同然だろう。だが、普ふ通つうの魔術師や、あまつさえ魔力を持たない一いつ般ぱん人じんからしてみれば、魔獣は脅きよう威いの象徴だ。

「しかし、魔獣の大発生を食い止める方法がひとつだけ存在している。各国の代表者に集まってもらったのは、その話をするためだ」

　ブランたちは、固かた唾ずを吞のんでイアンの言葉の続きを待った。

「新たな『新世界創造ワールドエンド』の依り代が現れない限り、魔獣の発生が止まらないのであれば、こちらで依り代を用意すればいい」

　──だが。

　彼の口にした提案は、それだけならば、神獣教団の主張となんら変わりない台詞せりふだった。つまりは、人造の神を自分たちで用意しようと、そういうことだ。二十年前の『神獣』のように。あるいは、十年前のモリガンの肉体のように。

「おい！」

　思わず声を荒あららげるブラン。禁きん忌きの魔法の依り代となり魔神となった者は魂を砕くだかれる。ミカの影かげ武む者しやたちがそうだった。それに、デュセルの母も魔神のせいで魂を砕かれている。いくら魔獣の脅威から世界を救うためとはいえ、彼女たちの前で誰かを犠ぎ牲せいにしようなどという発言を許容できるブランではない。

　ましてや、神獣教団と父との繫つながりを知らされた今のブランには耐たえ難がたい話だ。

「勘かん違ちがいするな、ブランドン・ブラックバーン。誰もが誰かを救う誰かになる──あのときの言葉を忘れてしまう僕ではない」

　イアンはそう言うが、実際に神しん獣じゆう教団の人体実験の被ひ害がい者しやであるスティーヴンは、無言を貫つらぬきながらもそのポーカーフェイスに珍しく怒ど気きを滲にじませている。

『学園長。汝なんじの意見が神獣教団どものそれとは違うこと、我わが輩はいたちに正しく説明してくれるのであろうな？』

　そんな中、いつにない厳しい口調で咎とがめるように発言したのは、スティーヴンではなく喋しやべる魔法陣じんヘキサグラムだった。自らの肉体代わりとなっている魔導書のページを開き、人面めいた魔法陣を歪ゆがめてイアンを睨にらみつけている。

「……お師匠さま？」

　普ふ段だんはお調子者であるはずの師が今まで一度として見せたことのなかった、険しい一面。その様子に、彼の愛まな弟子であるステラは若じやつ干かんの戸と惑まどいを浮うかべる。

「やれやれ。僕が提示する解決策だぞ、そんな非人道的な選せん択たくを選ぶはずがないだろう」

　そんなイアンの言葉に、思わずブランの口元に苦く笑しようが浮かぶ。

　なにせ目の前の学園長は、不老不死の呪のろいが解けないまま自じ滅めつ願望に囚とらわれた未来の母アンジェを救うため、現代へと時間跳ちよう躍やくして父ブランを殺あやめようとしたことがあるのだ。それが非人道的でなくてなんなのか。もちろん今では、アンジェに自分の正体を隠かくしたまま、ブランの良き協力者となっているが。

　ブランの意味ありげな視線の意図に気づいたのか、イアンは珍しく顔を赤らめて咳せき払ばらい。

「ただ、話題の切り出し方がまずかったのは詫わびよう。我ながら配はい慮りよが足らなかった」

　ブランとモリガンの姉弟を始め、母を失ったデュセル、ミカ、それにスティーヴンにとっても、魔神や神獣教団の存在は許されざるもの。イアンは己おのれの配慮が欠けていたことを謝罪し、改めてブランへと視線を向ける。

「単刀直入に言う。魂を持つ者を依り代にはしない。ブランドン、きみの分身シヤドウを新たな魔神の依り代とし、『新世界創造ワールドエンド』の魔力の全てを完全にその分身シヤドウへと封ふうじ込める。そうすれば魔獣の発生は抑おさえられるし、今後、地じ獄ごくの門から新たな魔神が現れて人類が滅めつ亡ぼうの危機に晒さらされることもなくなるはずだ」

　イアンが明かした計画の概がい要ようを聞き、剣けん吞のんだった面々の態度は一変した。

「フフッ、なるほど。高い魔力を秘ひめた聖遺物を用意すれば、封じられた魔力をそちらへ移すことは可能だろうね……。そしてそれがブラン君の分身シヤドウならば、誰も犠牲にはならないわけだ……」

「良案だ。採用しない理由がない。早さつ速そくその方向で計画を練ろう」

　大国を代表するアンジェとスティーヴンが、感心の面おも持もちとともに頷く。

　と、そこで突とつ然ぜん、デュセルが席を立って勢いよく挙手。

「待って待って！　それってブランの分身シヤドウを身代わりにするってこと？　あたし、スケアクロウやウィッチが犠牲になるのなんてヤだからね！」

　その言葉に、感心する一同の後ろで密ひそかに青い顔をしていたウィッチ、アルケミスト、ワイズマンの三人が、まるで女神を見るような目でデュセルを見る。

「おねえちゃんにとってもブランくんの分身シヤドウはみんな弟だもん。デュセルちゃんに賛成」

「わたくしも、ブランさんの分身シヤドウはブランさんご本人と同じ扱いをして差し上げるべきかと思います」

　モリガンとステラもデュセルの意見を支持。彼女らの隣となりでは、難しい話についていけていないのか、ミカがよく分かっていなさそうな顔でとりあえず頷うなずいて追つい随ずいしていた。

　イアンは、そんな彼女たちを安心させるように深く頷く。

「無論、僕としてもそのつもりはない。ブランドン、きみは七詠唱セブンキヤスト以外にも簡易分身シヤドウを鋳ちゆう造ぞうできるだろう。新たに、七番目の分身シヤドウを用意してくれ」

　言われ、ブランは考え込む。

　自我を持たず機能にも制限をかけた簡易分身シヤドウなら一度に十体でも二十体でも鋳造できる。それがブランの我流術式『分身シヤドウ鋳造キヤスト』のもうひとつの使い方だ。戦せん闘とう面で活用したことはないが、アンジェに弟子入りしたときのように、その使い道は多た岐きに及ぶ。

「……やろうと思えば、できる」

　だが、ブランの台詞はやや歯切れが悪かった。

　依り代の身代わりとなる七番目の分身シヤドウを用意することが問題なのではない。それは、鋳い型がたとなる聖遺物さえあれば、容易に実現可能な話だ。

　問題は別。地獄の門から『新世界創造ワールドエンド』の魔力を抽ちゆう出しゆつし、分身シヤドウに封じるという、その計画そのものに不安を感じていたのだ。

　なぜならば、十年前のブランは、両目ともにオリハルコン位階だったにもかかわらず、地獄の門を用いた魔術実験に際し、魔力暴走を引き起こしてしまったのだから。魔都にも多くの犠ぎ牲せい者しやが出た。そのトラウマを今も引きずり続けている。だからこそ、イアンの妙みよう案あんに周囲が活気づこうとも、ブランだけは変わらず無言のままだった。

「だけど、絶対成功する保証はない。もしも失敗したら──」

　十年前の、あの大惨さん事じが、再び魔都を襲おそうことになる。

　ブランの顔には、苦く悩のうの色が浮かんでいた。

「安心するがいい、ブランドン！」

　そのときミカが口を開いた。先ほどまで話題の進行にちんぷんかんぷんで取り残されていたはずの幼おさな馴な染じみは、信しん頼らいに満ちた満面の笑えみとともに八や重え歯ばを覗のぞかせる。

「皆みなの言っていることは難しくてわたしにはよく分からないが、それでもひとつだけ分かることがある。それは、今の貴様ならば必ず成し遂とげられるということだ！」

　底そこ抜ぬけにポンコツじみたエールだったが、紛まぎれもない激げき励れいだった。

　十年前の事件がトラウマになっているのはブランだけではない。影武者の少女たちを失ったミカにとっても、忘れがたい出来事であるはずなのに。

　しかし、ミカは頼たのもしげに笑ってみせた。まるで、今の自分たちならば過去を乗り越こえられるはずなのだと、そう言わんばかりだった。

「ミカ……」

　ブランは、まだ呼び慣れてはいない幼馴染の名前を──自分がつけた彼女の名前を、ぽつりとこぼした。ついこの間まで疎そ遠えんだったこれまでの十年間では考えられないことだったが、幼馴染に優やさしく背中を押してもらえた気がして、感極きわまったのだ。

「そうして後こう顧この憂うれいを断った暁あかつきには、満を持して生徒会長に立候補してくれ！　それでもってわたしを副会長に推すい薦せんしてくれ！」

「それはやめとく」

　即そく答とうで断った。

　あいよ、と言ってもらえると思っていたのか、がっくりと肩かたを落とすミカ。苦笑するデュセルとステラを尻しり目めに、彼女は懲こりることなく今度はアンジェへと視線を巡めぐらせる。

「私もやらないからね」

　またもや即答。ミカが勧かん誘ゆうを持ちかける暇ひまさえなかった。

「うわあああああああん！　このままだとわたしが副会長に返り咲ざくなんて不可能だよおおおおおおおおおおお！」

　なにやらじたばたと泣き喚わめき始めたミカを無視して──せっかくちょっと感動していたのに──ブランは大きくため息をこぼす。

　呆あきれた様子を見せているのはブランだけではない。スティーヴンは、顔つきこそ相変わらずのポーカーフェイスのままだったが、若干かすれた声で娘むすめに訊たずねる。

「ステラ。復権したというアルテナの皇女はあの少女で間違いないのか？」

「え、ええ。間違いないです、はい」

「実は影武者という線は？」

「な、ないと思います……」

　父に対し、ミカの醜しゆう態たいを自分のことのように恥はじ入るステラ。生徒会長と副会長という関係ではなくなったとはいえ、彼女にとってミカは今も身内扱あつかいなのだろう。

　──と、そんな中。

　学園の会議室の扉とびらが開き、新たな来訪者が現れる。

　数は三人。誰だれもが豪ごう奢しやで煌きらびやかな魔術ローブを身に纏まとっていた。

　先頭は、ルーヴル王国の現女王エトワール。そして彼女の背後に控ひかえているのは、若き女王に付き従う宰さい相しようのエスポワール。誰あろうデュセルの姉たちだ。

「あ、お姉さまたち！」

　デュセルの声こわ色いろが素す直なおに弾はずむ。急に立ち上がった青あお髪がみのポニーテールを見、姉し妹まいはその顔を綻ほころばせた。

「お久しぶりですわね、デュセル」

「そうそうそのとおりですわね、デュセル」

　ついこの間ルーヴル本国で戴たい冠かんしたばかりのエトワールだが、まだ女王としての風格は足りないようだ。愛する末の妹の姿を目にした途と端たん、エスポワールといっしょになって、すぐにもデュセルの両りよう脇わきを固めてしまった。

「ちょっとやめてって！　みんなが見てるから恥ずかしい！」

　悲鳴を上げるデュセルにお構いなしで、ルーヴル姉妹は妹を猫ねこかわいがり。

「ふーんだ！　ふーんだ！　どーしてお姉さまたちがここにいるのよ！」

「どうしてもなにも、魔ま獣じゆうの出現増加に悩なやまされているのはルーヴル王国も同様ですわ。学園長から、三大国の代表者を集めたと聞いておりませんの？」

「そうそうそのとおりですのよ、デュセル？」

　姉妹の熱い抱ほう擁ようは、デュセルが機き嫌げんを損そこねた猫のように逃にげ出すまで続く。

　と、そこまでなら和わ気き藹あい々あいの姦かしましい姉妹風景であっただろう。

　だが、エトワールとエスポワールに続いてゆっくりと入室してきた人物の顔を見るなり、デュセルの表情が硬かたく強こわ張ばった。同じように、ブランを始めとした七詠唱セブンキヤストの面々も。

「……懐なつかしい顔ぶれだな」

　その人物は、七詠唱セブンキヤストやスティーヴンの顔を見、そして最後にデュセルの顔を見つめて、小さく呟つぶやいた。

　かつてブランが目にしたときは、もっと慇いん懃ぎんな雰ふん囲い気きを纏まとった男であったはずだ。生まれ持った王者の風格を備えながらも、長年の心労と退たい廃はいでその風格を錆さびつかせていた。

　だが今は、年ねん齢れい以上に老いている印象は否いなめないものの、どこか憑つき物が落ちたような表情を浮うかべ、三大国で同盟を結び『神しん獣じゆう』に挑いどんだ二十年前の、全盛期の英気を取り戻もどしているようにも見えた。

　──ルーヴル王国の前国王、デュークフリード・デュランダル。

　第一王女であったエトワールに王位を譲ゆずって退位した、デュセルの父親がそこにいた。

「……父上」

　かつてのルーヴル王は、デュセルにとって決して忘れられない相手だ。

　デュセルを十年間もロンドン塔とうに幽ゆう閉へいしてきた憎にくむべき父であり、あまつさえ母の形見に呪のろいをかけ、デュセルに自じ滅めつを強要しようとした男なのだから。

　そしてブランにとっても忘れがたい相手だった。なにしろ、デュセルを泣かせたけじめをつけさせるべく、七詠唱セブンキヤスト総出でルーヴル王国に乗り込み、七人がかりでその顔面を殴なぐり飛ばした記き憶おくは今も新しい。

　当の本人はというと、デュセルの姿を目にして以降、押し黙だまったまま娘の顔をじっと見つめ続けている。デュークフリードも自らの所業について、今は思うところがあるのだろうか。無言を貫つらぬいているのは、デュセルに声をかけることにさえ、後ろめたさや躊躇ためらいを感じているようにも見えた。

「遅おそい到とう着ちやくだな。国王でなくなったのだからもう少しフットワークを軽くしたらどうだ。なあデューク」

　と、デュークフリードの姿を目にしたスティーヴンが、珍めずらしく皮肉を口にする。そして、やはり彼にしては珍しいことに、親しげに愛あい称しようを口にしていた。

　ふたりはかつて『神獣』との共同戦線をともにした旧友同士だ。

　とはいえ、十年前にルーヴルとメトロポリタンの休戦協定が破は棄きされてからは、おそらく一度も直じかに顔を合わせていないはず。となればまさに十年来の邂かい逅こうだ。

「フン。『神獣殺し』スティーヴン・スティングレイ……余の顔を覚えていたか」

　娘デュセルの顔を無言で見つめていたデュークフリードは、ゆっくりとスティーヴンへと顔を巡らせる。そして老いた先王は、旧友とその娘ステラの顔を交こう互ごに見比べる。

「その娘が、貴様の──」

「そうだ。十年前にも一度紹しよう介かいしたはずだがな。俺の自じ慢まんのおス星テ様ラだ」

　相変わらずのポーカーフェイスだが、成長したステラを紹介するスティーヴンはどこか誇ほこらしげだ。対して、デュークフリードはというと。

「──っあああああん!?」

　なぜか彼は、今までの厳おごそかな表情が噓うそのように、随ずい分ぶんと砕くだけた表情で肩を怒いからせながらスティーヴンへと詰つめ寄った。

「スティーヴン貴様、余が上の娘にお星様エトワールと名づけたことを忘れたわけではあるまいな！　二十年前『神獣』との最終決戦に赴おもむく際、まだ生まれたばかりだったエトワールを紹介して名前の由ゆ縁えんを教えてやったろうが！　パクったのか！」

「パクってなどいない。偶ぐう然ぜんだ。ネーミングセンスが似ていただけだ。それにお星様エトワールはルーヴル語だろう。俺のおス星テ様ラとは言葉も発音も文字数も全然違ちがう」

「はああああああああ!?」

　内心の動どう揺ようを完全にポーカーフェイスに隠かくしきり、言い逃のがれようとするスティーヴン。そんな相手の襟えり首くびを両手で摑つかみ、がくがくと揺ゆさぶるデュークフリード。

　父の威い厳げんもへったくれもない意外すぎるプライベートの一面に、デュセルはもちろん、エトワールとエスポワールまで目を丸くして絶句してしまっている。

「第一。俺に愛まな娘むすめを溺でき愛あいする姿を何度となく見せつけたのは貴様のほうだろう。俺はあのころ人体実験の弊へい害がいで記憶の大半を失っていた。貴様の家族に憧あこがれてなにが悪い。俺も生きて帰って娘に恵めぐまれたらお星様と名づけたくなっただけだ。それのなにが悪い」

「こやつ開き直りおったわーッ！」

　幼よう稚ちな言い争いが幼稚な殴り合いに発展しそうになったので、さすがにふたりの娘であるおス星テ様ラとお星様エトワールが止めに入った。娘の名前が原因でルーヴルとメトロポリタンが全面戦争に突とつ入にゆうするのは、いくらなんでも体てい裁さいが悪い。

「そういえばあのふたり……三大国が『神獣』を倒たおすべく共きよう闘とうしていたとき、ああしてよくじゃれ合っていたような覚えがあるね……」

　アンジェ自身は知らなかったが、神獣教団の実験によって記憶を失い地ち下か牢ろうに繫つながれていた若き日のスティーヴンを拾ったのが、当時国王に就任したばかりのデュークフリードだった。彼らは『神獣』を倒すまで、ともに肩を並べて最前線で戦った仲なのだ。

　しかしこの場は、彼らの旧交を温める場ではない。本来は、魔獣の増加に対応すべく、禁きん忌きの魔法を封ふうじるための作戦を練る会議中だ。

「まったく、やれやれだ。いい加減、静かにしてもらいたいものだが」

　会議の進行を妨さまたげられたイアンが、うんざりとした顔つきでため息をこぼす。

「ふーん。分かったわ、学園長。静かにさせればいいのね」

　それを受けてデュセルが静かにそう言った。

　次いで、姉エトワールのほうへと首を巡らせる。

「エトワールお姉さま。そのまま父上を羽は交がい締じめにしといてくれる？」

「え？　え？　とりあえず分かりましたわデュセル」

　愛する妹の頼みなのでエトワールは小首を傾かしげながらも素直に、パクリじゃパクリじゃ余のパクリじゃと暴れる父親を押さえ続ける。

　そうしてデュセルは、父を前に大きく息を吸い込んだ。

　言いたいことはたくさんある。父が自分を幽閉してきたのも事実。父が自分を殺そうとしたのも事実。だが、母を失った哀かなしみに心が壊こわれそうになったデュセルのため、父が自分の記憶を魔術で封じてくれたのも、また事実。娘のことを疎うとんだ父も、娘のことを気き遣づかった父も、等しく同じ父の一面だ。だからこそ──

「喰くらえ父上！」

　デュセルは大きく右みぎ腕うでを振ふりかぶった。

　手のひらの形は、あろうことか握にぎり拳こぶし。その仕草に、ブランを始めその場の全員が絶句する。が、彼らの制止の声が部屋中に響ひびき渡わたるより先に、デュセルは振りかざした鉄てつ拳けんを全力で父デュークフリードの顔面に叩たたき込んでいた。

　その暴挙に全員があんぐりと口を大きく開ける中、殴り飛ばされたデュークフリードの体は軽々と吹っ飛び、きりもみ回転しながら会議室の机をなぎ倒して壁かべに激げき突とつ、頑がん丈じような壁へき面めんをめり込ませる勢いで叩きつけられた。

「とりあえず！　言いたいことはたくさんあるけどパンチ一発で許してあげる！」

　殴り飛ばされて壁にめり込んだ父は、身も心も強くなった娘の成長を目まの当たりにし、申し訳なさそうに、しかしどことなく満足そうに目を細め、意識を失って昏こん倒とうする。

　デュセルは、再起不能になってもおかしくない有様の無残な父を前に、ふんすと大きく鼻を鳴らして、勝者のように握り拳を天に掲かかげていた。

　──かつてのデュセルなら、父を前になにも言うこともできず押し黙るか、あるいは怒いかりに感情を昂たかぶらせて泣き出すかしていたかもしれない。しかし彼女は、己おのれの父の過あやまちさえ、全すべては過去と割り切って、パンチ一発で済ませてみせた。

「デュセルさんたら、まあ気持ちは分からなくもないですが」

「やはり気持ちが男前だな、デュセルは」

「私も早いうちに謝っておくべきだったかもね……」

　デュセルの問答無用ぶりに、ステラ、ミカ、アンジェは揃そろって苦笑い。

　そんな中、ブランは複雑そうな面おも持もちでデュセルの勇姿を見届けていた。彼女流の父との和解の仕方に、「デュセルには敵かなわない」と惚ほれ惚ぼれとした。

　そして、同時に羨うらやましくも思った。どれだけ憎かろうが、相手が生きている限りは和解のチャンスはいくらでもある。だが、ブランにそのチャンスはもうない。

　まぶたの父は、そして魔ま力りよく暴走の元げん凶きようたる神獣教団の狂きよう信しん者しやは、すでにこの世にいないのだから。どれだけ感情をぶつけたくても、父ブラッドレイは死人なのだから。

　ゆえに父の真意は永遠に分からない。本当に息子むすこを生いけ贄にえにして人造の神を創つくろうとしていたのかどうかさえ、確かめようはない。その忌いま々いましい事実が、ブランにとっては重く、寂さびしく、腹立たしく、心を鎖くさりのように縛しばりつける。

　──こんな心境で、本当に『新世界創造ワールドエンド』の封ふう印いんを成し遂とげられるのか。

　ブランの胸中に、言い知れぬ不安が立ち込めていた。








第二章　魔ロード・オ神ブ・ワール王ドエンド









「はい。ブランさん、あーんです」

　学園に三大国のトップが勢せい揃ぞろいした日の夜。

　ブランは自宅にて、夕食のデザートを食べさせてもらっていた。目の前に突つき出された小さなスプーンにかぶりつき、アイスクリームがのったラズベリーケーキを味わう。

「うふふ、ごめんあそばせ。美お味いしいですか？」

　普ふ段だんなら姉モリガンがやりたがる「あーん」だが、今夜の相手は違った。

　柔にゆう和わな『星条青玉スターサフアイア』の垂れ目を幸せそうに細め、頰ほおを赤らめたままおっとりとした微び笑しようを浮かべているのは、きょう従姉いとこだと判明したばかりのステラだ。

「あいよ。すげー美う味まい」

　口いっぱいに広がるアイスとケーキの甘い味。そしてもたれかかるように密着したステラの香かおり。味覚的にも嗅きゆう覚かく的にも、ついでに目の前にたわわに実った爆ばく乳にゆうを見ながらのデザートなので視覚的にも、実に甘かん美び。まさに至福の時間だった。

「おかわりはいかがですか？」とスプーン片手ににこやかにほほえむステラに対し、ブランは口を開けて催さい促そく。二口目、三口目とラズベリーケーキが投入されていく。

「いやあ、美味かった。ステラも料理上う手まいよな。満足満足。ごちそうさん」

　ステラ手製の豪ごう勢せいなディナーとおまけにデザートまでしっかり満まん喫きつしたブラン。食後は、そのままステラの膝ひざの上に頭を置いて横になった。傍はたから見るとまるで恋こい人びと同士のような親密さだが、ブラックバーン家においては、姉きよう弟だいのごくごく普ふ通つうのスキンシップだ。

「ステラちゃん。姉たる者、弟はもっともっと甘やかさないと！」

　従姉いとこも姉のうち。姉としてはまだまだ新米のステラに、モリガン直じき伝でんの弟溺愛術がレクチャーされていく。なにせ従妹も妹のうち。モリガンとしても、できたばかりの妹に姉属性のなんたるかを伝授してあげたい気持ちが強い。

「ステラパパが俺の叔お父じ貴きだって聞かされたのは困こん惑わくしかなかったけど、ああうん、今は最高に気持ちいい……」

　ブランとしても、従弟も弟のうちということで思う存分ステラに甘えきっていた。まさしくご満まん悦えつといった表情で耳の穴をほじってもらいながら、だらしなくにやけている。

　ステラの膝ひざ枕まくらに頭を置いたまま、ふと横目で真上へと視線を向けると、ステラの顔が隠れそうなくらいに大きな爆乳が実っている。

　至福の夕食で腹が満たされた後に待っていた天上の景色。なんとも眼福だった。

「それにしてもまさか、ステラのほうから訪ねて来てくれるなんてな」

　ステラはブランとの従い姉と弟こ関係を知ってようやく、以前手て渡わたされていた合あい鍵かぎを使うことができたのだ。異性の家に押しかけるなどはしたなくてできないが、相手が従弟なら話は別。曲がりなりにも血けつ縁えん関係は免めん罪ざい符ふであり錦にしきの御み旗はただ。そして従姉弟同士ならば結けつ婚こんも可能。いわゆるひとつの合法姉。

　おまけに金きん髪ぱつ爆乳エプロン姿とくれば、もはやエロイムエッサイムの権ごん化げだ。

「なんかこう、きょう感じた不安が全部吹き飛んでいく感じだ……」

「そうですか？　ありがとうございますブランさん」

　みっともないほどに相そう好ごうを崩くずしてにやけているブランだが、それと同じくらいステラの表情もうっとりと蕩とろけている。

「うんうん、ステラちゃんには弟を溺愛する良姉の才能があるよー」

　姉たる者、弟は共有すべし、とでも言わんばかりの大物の面持ちで、モリガンはいちゃつくブランとステラを温かく見守っている。駄だ々だ甘あまスキンシップは駄だ目め姉の才能ではないだろうか、という疑念を抱いだく者はこの場にはいなかった。

「そういえばステラちゃん。ブランくんが新しい生徒会長さんの候補ってほんと？」

「はい。ブランさんを支持しようという生徒さんたちは、おそらくブランさんの想像以上にいると思います」

　支持者筆頭であるミカの言動を思い出し、ステラは少しばかり苦笑い。

「でもわたくしとしては、実はブランさんやアンジェラさんとはまた別の方を推すい薦せんしたいかしら、とも思っているところです。うふふ、その方はやる気のあるなし以前に、自分が生徒会長だなんて夢にも思わないでしょうけど」

　その言葉を聞いたブランはこれ幸いと口を開く。

「おれもアンジェも生徒会長なんてキャラじゃないし、早くその誰だれかさんとやらを槍やり玉だまにあげてくれよ。ステラの推薦なら、デュセルやミカだって納なつ得とくするさ」

　いつになく饒じよう舌ぜつのブラン。夢心ごこ地ちで気分が良いから──ではない。

　むしろ、今も不安を感じているからこその呟つぶやきだった。

　明日は、魔ま都との『御インペリアル所・パレス』にて、分身シヤドウを使った『新世界創造ワールドエンド』封印の魔術儀ぎ式しきが行われる。きょうの三大国合議の結果、早急ながらすぐにもという結論が出てしまったのだ。アルテナを代表するミカ、そして学園の責任者であるイアンもこれに同意。世界国家の全すべてが、魔術王であるブランに、魔法の封印を要望する結果となった。

　ブランも、内心の動どう揺ようを隠かくしつつも、これを了りよう承しようした。

　だからこそ、今は明日に備えておくべき。

　前夜のうちに、極限までリラックスしておくのだ。

「ステラちゃん。今からお風ふ呂ろのお湯沸わかしてあげるね。あとでブランくんといっしょに入ってねー」

「そ、そこまでですか？　そこまでしてしまっていいんですか？」

「もちろんだよー。おねえちゃんなのに一度も弟の体を洗ってあげたことがないなんて、そんなのありえないよー」

　そのためなら膝枕耳かきもお風呂も全て許される。合法姉だから全て合法なのだ。

「お風呂から上がったら、お布ふ団とん敷しいてみんなで寝ねようねー」

「えええええええええええええええ？　そ、そこまでしてしまっていいのかしら？」

「もちろんだよー。おねえちゃんなのに一度も弟と同じお布団で寝たことがないなんて、そんなのありえないよー」

　どこまでリラックスできるのかが、ブランの生しよう涯がいでも最大の挑ちよう戦せんになりそうだ。

「あー。きょうが一生続けばいいのに」

　そう口にしたブランはなんとも緊きん張ちよう感に欠けた表情だった。しかしその呟きは、どこか現実逃とう避ひしているかのようにも聞こえた。
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　一方、ここは豪ごう華か客船セレブリティ・スターサファイア号。

　合衆国大統領スティーヴンは、娘むすめステラの不在を訝いぶかしんでいた。

「なぜ俺のおス星テ様ラがいない。やはりあれか。魔術王のところに出入りしているのか。よし。甥おいの家に俺も乗り込むか」

　いつものポーカーフェイスなのだが、内心の焦あせりが如によ実じつに語勢に現れていた。

　スティーヴンは仕立ての良い濃のう紺こんのスーツの上から、『神しん獣じゆう』の毛皮のコートを肩かたに羽織り、神聖ローマ帝てい国こくの玉璽レガリア級聖遺物『双頭鷲二連銃』を装備。まさに完全武装の状態でブラックバーン邸ていに殴なぐり込みをかけようとする。

「プレジデント！　落ち着いてください！」

「大人げないですよ大統領閣下！」

「従姉弟同士のディナーはいたって健全です。ただのホームパーティです！」

　そんなスティーヴンを数人がかりで押し留とどめようとしているのは、ＣＩＡの魔術諜ちよう報ほう員いんたちだ。

　ステラが合鍵を使えず憂ゆう鬱うつそうに日々を過ごしていたことを、ＣＩＡの面々は痛いくらいに知っていた。大統領令れい嬢じようの切なげなため息は日を追うごとに増えていき、諜報員たちはそんな主あるじの姿を涙なみだながらに陰かげながら見守ってきた。

　そして今夜、ステラはようやく想おもい人のもとへと一歩を踏ふみ出したのだ。邪じや魔まする者は大統領であっても止める。それがＣＩＡの矜きよう持じだ。

「プレジ！　お嬢じよう様さまの幸せを壊こわすつもりですか！」

「ほら、ステラ様が作り置きしてくれた夕食でも食べて帰りを待ちましょう！」

　スティーヴンを止めようとするＣＩＡは次から次へ増えていく。ステラの直属の部下ではあるものの、当然ながら大統領の配下であることは変わらない。そんな彼らがステラのために大統領を止めようとするのは、まさに彼女の人望の表れと言えるだろう。

　ブランのところへ夕食を作りに出かけたステラは、ちゃんと、来訪した父のために好物のハンバーガーとフライドピクルスを用意してくれている。が、スティーヴンは鉄面皮のままバーガーを一いち瞥べつしただけで、無言で再び歩調を強める。

「クソッ、止まれってんだ、このファッキンプレジデント！」

「父親同どう伴はんのお泊とまりなんざ妹のケツにキスするくらい最悪だぜ！」

「これだから他人の娘の名前を自分の娘につけるパクリ野や郎ろうはよー！」

　ついに実力行使で大統領を止めようと試みるＣＩＡ。

　しかし、『主人公補正パツシブ・ヒーロー』を持つスティーヴン相手には、十数人がかりだろうと敵かなうはずもなかった。メトロポリタン気質の地金を露あらわにして口くち汚ぎたなく罵ののしりながら襲おそい掛かかってくるＣＩＡを、表情ひとつ変えることなく蹴け散ちらしていくスティーヴン。

　累るい々るいと横たわる部下たちを冷然と見下ろし、世界最強の国家魔術師は口を開く。

「貴様ら落ち着け。俺はただ甥の顔を見に行くだけだ。叔お父じが甥の家に遊びに行ってなにが悪い？　ステラにとって初めての従弟であるように俺にとっても初めての甥だ。だから行く。手て遅おくれになる前に。俺のおス星テ様ラが朝帰りなんてことになったらどうする？　そんな事態になれば俺は兄だけでなく甥まで失うことになる。その意味が分かるか。そうだ俺は冷静だ。落ち着いている」

　いつもどおりのポーカーフェイスで、早口でまくしたてるスティーヴン。焦りに焦った心の声が誰の耳にも如実に聴こえて来るかのようだった。

　と、娘の夜のお出かけに動揺する父親の前に、ひとりの女性が立ちはだかる。

「あらあらあら～？　も～、あなたったら～」

　ゆったりとした歩調で現れ、のんびりとした口調でそう言ったのは、ステラの母にしてスティーヴンの妻、合フ衆ア国ー大ス統ト領レ夫デ人イステファニー・スティングレイだった。

「どうしたステファニー。そこをどけ。俺は落ち着いている」

　だが、普ふ段だんは頭が上がらないはずの愛妻を前にしても、スティーヴンは冷静さを取り戻もどせない。なおも船外へと出て行こうとする夫を前に、ステファニーは超ちよう絶ぜつスローテンポな喋しやべり方で語り始める。

「ねえあなた～」

「ああ」

「そんなこと言っているとですね～」

「ああ」

「ステラちゃんが口を利きいてくれなくなりますよ～？」

「それは困る」

　妻の説得に、スティーヴンは考え込むようにその場に立ち止まる。

　彼は妻から手渡されたハンバーガーとフライドピクルスに黙もく々もくと齧かじりつきつつ、一考。おそらくは、ポーカーフェイスの裏で頭をフル回転させて、ステラの不興を買わずにブランを始末する方法でも考えているのだろう。ステファニーにはお見通しだった。

　考え込んでいるときの様子はステラそっくりで、頭脳明めい晰せきながらも空回りしやすい夫と娘の同じ癖くせに、大統領夫人はにっこりと微び笑しようを浮うかべる。

「ええと～、それと～、あなたにお客様です～」

　そうしてステファニーは客人を手招きし、スティーヴンの前に立たせる。

　黒ずくめのその姿にはスティーヴンにも強い見覚えがあった。

　ブランの分身シヤドウのひとり、青年期の姿を模した『黒魔導師ウオーロツク』だ。

「叔お父じ貴き」

　ウォーロックはピクルスを拝借しながら、静かに口を開く。

「叔父貴はよせ。それで何用だ？」

　愛まな娘むすめのピクルスを取られまいと摘つまむ速度を上げつつ、スティーヴンはこれに応じる。するとウォーロックは、言葉少ない彼にしては珍めずらしく、緋ひ色いろの魔眼に強い意志の輝かがやきを宿らせて、突とつ然ぜん、頭を下げた。

「あんたに魔術と戦い方を習いたい。おれは、我流術式を編み出したい」

　──教えを乞こう。しかも、文化祭前夜の船上での決けつ闘とうと、イアンの介かい入にゆうで術者の制せい御ぎよを離はなれた暴走時と、ウォーロックにとっては二度も完敗した因いん縁ねんの相手にだ。

「よりにもよって俺を選ぶか。術者同様プライドが高そうな印象があったのだが」

「今より強くなるためだ。もっとも、叔父と知らなければ頭を下げる気は起きなかっただろうがな」

　スティーヴンはウォーロックに取られるより先にハンバーガーとフライドピクルスを平らげ、眼前の分身シヤドウの顔をじっと見つめる。

　──兄ブラッドレイに関する記き憶おくは今も失われたままだ。

　だからこそ、記憶の片かた隅すみにさえもういない兄もこの分身シヤドウのような精せい悍かんな顔つきをしていたかどうかは、スティーヴンには分からない。兄はなにを思って自分に『主人公補正パツシブ・ヒーロー』などという必勝の呪のろいを附ふ与よしたのか。答えは知れない。永久に。だが、考えることはできる。生きている間は、この命がある限り、いくらでも。

　そして相手は分身シヤドウとはいえ、兄の遺児であることには変わらない。

「興が乗った。貴様の顔を見ているとなにか思い出せるかもしれん。一晩だけなら付き合ってやる。抜ぬけ」

　スティーヴンはポーカーフェイスを一いつ切さい崩くずさないまま、ホルスターに仕し舞まった二に連れん銃じゆうへと軽く手を伸のばし、もう一方の手で眼帯を外してウォーロックを促うながす。

「礼を言おう」

　一度目の敗戦を喫きつした場所と同じ船上で、ウォーロックは微かすかに頷うなずき、自らも二丁魔銃へと手を伸ばす。相手は『主人公補正パツシブ・ヒーロー』保持者。ただの稽けい古こだろうと、その呪いは万ばん全ぜんの効果を発揮し、一晩で何度となくウォーロックに黒星をつけるだろう。

　しかしそれでも、敗北の連戦で我流術式を編み出すヒントが得られるのなら、喜んで泥どろを啜すすろう──それがウォーロックの決意。

　そうして『緋緋色金レツドオリハルコン』と『星条スター黒青玉ブラツクサフアイア』の瞳ひとみが、月下の船上で再び交差する。
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　デュセルの姿は、ルーヴル大使館にあった。

　普段ならステラといっしょにブランの家に押しかけていたであろう彼女だが、今夜はどうしても外せない用事ができてしまっていた。

　それはもちろん、王家の会食である。

　大使館の食堂にて、デュセル配下のＭＩ７や王家直属のＤＧＳＥの魔術諜報員たちが固かた唾ずを吞のんで見守る中、一家団だん欒らんとは程ほど遠とおい食事風景が繰くり広げられていた。

　カチャカチャと、ナイフとフォークの音だけが淡たん々たんと食堂に響ひびく。

「うっわー、めちゃくちゃ空気重いじゃないですか……」

　ブランの女性体の分身シヤドウ『魔女ウイツチ』が、重苦しい雰ふん囲い気きに愛らしい顔を引きつらせていた。表向きは大使館のメイドとして雇やとわれているので、今も後ろに控ひかえさせられている。

「本当にもう、まったくですわね」

「そうそうそのとおりですわね」

　その呟つぶやきを聞き拾ったエトワールとエスポワールの姉し妹まいが、揃そろって肩を落としてため息を吐はき出す。

「せっかくデュセルが作ってくれた夕食ですのに」

「そのとおりですのに」

　本当なら彼女らとしても愛する妹の手料理の味を満まん喫きつしたいところだが、無言で食事を進めるデュセルとデュークフリードの一いつ触しよく即そく発はつの空気に気け圧おされて、おちおち食事を楽しんでもいられない。

「──お父さま」

　会食が始まって初めてデュセルの口から言葉が漏もれた。

　妹の呟きに、エトワールの眉まゆが微かに動く。確かデュセルは、デュークフリードのことを今まで父上と呼んでいたはず。長ちよう姉しだけあって、耳ざとくも、微かな妹の心境変化の表れに気づいたのだ。

「この料理、全部あたしが作ったのよ」

　デュセルは父の皿をじろりと一瞥。

「だからニンジンは残さないで」

　その言葉に、デュークフリードのナイフとフォークを持つ手が止まる。確かに彼の皿の隅すみには、付け合わせのキャロットグラッセが除のけ者のように集められていた。

「それとも、ニンジンも幽ゆう閉へいする？」

　食堂に再び重くのしかかる沈ちん黙もく。

「ひええええええ……」

　思わず悲鳴を漏らすウィッチ。見れば、ＭＩ７もＤＧＳＥも胃に穴が空いたような様子で腹部を抱かかえていた。

「余にも、好き嫌きらいくらいはある……」

「ふーん。娘むすめも好き嫌いで幽閉したんだ」

　三み度たび沈黙が食堂を支配する。これにはウィッチや魔術諜ちよう報ほう員いんたちだけでなくエトワールとエスポワールもフォローひとつ口にできずに完全に硬こう直ちよくしてしまう。

「なーんてね。冗じよう談だんよ、冗談。ごめんねお父さま。お父さまがニンジン嫌いだって知っていればキャロットグラッセは作らなかったんだけどねー。でも仕方ないか。だってあたしお父さまの好き嫌いなんて知らないもん。いっしょに暮らしてなかったから」

　言葉のトゲがざくざく突つき刺ささる。冗談の割にはデュセルの顔は微み塵じんも笑っていない。

「あれ？　今の冗談あんまり面おも白しろくなかった？　王族の会食とはいえ、本国と違ちがってここじゃ堅かた苦くるしいものじゃないんだから、みんなも遠えん慮りよせずに笑っていいのよ？」

　今度は暴君のような台詞が飛び出してきた。

　笑っていいのよと来たもんだ。

　現女王エトワールが真っ先に引きつった笑えみを浮かべ、周囲が追つい随ずいする。

　和なごやかな空気とは言い難がたい、乾かわいた歓かん談だんの笑い声が食堂に虚むなしく響く。

「……デュセルよ。確か、パンチ一発で余を許してくれるのではなかったか？」

　フォークでニンジンをちょんちょんと突きながら、デュークフリードが言った。

「え？　なにか言った、お父さま？　よく聞こえなかったからもっかい言ってくれる？」

　場の空気を読み間ま違ちがえて余計な一言を発した父を責めるかのように、デュセルが返した。無論、先ほどからずっと真顔のままだ。すかさずウィッチやエトワールを始めとした周囲の面々の非難の眼まな差ざしが、デュークフリードと皿の上のニンジンに集中する。

（食え）

（さっさと食え）

（食えやボケ）

　言葉に出さずとも、彼らの視線は如によ実じつにそう物語っていた。

　在位中は同調圧力になど屈くつしたことのないデュークフリードだったが、今は退位した身。家臣たちはともかく現女王が食えと要求するのであれば、大人しく従うしかなかった。

　小さなキャロットグラッセをわざわざナイフとフォークで切り分け、渋しぶ々しぶ口に運ぶ先王。その姿は、威い厳げんの欠片かけらもない、嫌いな食材を食べさせられている子どもそのものだ。

「おいしい？　おかわりもあるわよ？」

　すかさずデュセルが言う。背後では、給きゆう仕じのメイドがキャロットグラッセだけを山盛り持って控えていた。当然、誰だれもが嫌いやがらせだと思った。

「ほむ……ほむ……」

　だがデュークフリードはひとしきり咀そ嚼しやくを終えた後、もう一切れ、次は丸ごとと、除け者にしていたニンジンを片づけていく。あっという間に、皿は綺き麗れいに空になった。

「……食わず嫌いはするものではないな。バターと、それにトリュフ塩を味つけに使ったのか。これならいくらでも食べられそうだ。おかわりを貰もらおう」

　そしてデュセルへと顔を上げ、不器用な笑顔を向けるデュークフリード。

「ふふーん、よろしい！」

　それを受けてデュセルもようやく笑顔を見せる。親友たちに彼女がいつも見せてくれている、弾はじけんばかりの満面の笑みだ。父の言葉が素す直なおに嬉うれしかったのだろう。

　それはそうだ。父のために、付け合わせに至るまで心を込こめて作った手料理なのだから。嫌がらせでもなんでもなく、きっと、ただ褒ほめて欲しかったのだろう。十年も疎そ遠えんだった実の父の口から、褒め言葉を聞かせて欲しかったのだ。

「本当なら、我流術式の開発に時間を割さきたかったんですけどねぇ」

　苦く笑しよう交じりのウィッチ。だが、代わりにいいものを見せてもらったのも確かだ。父と和解したデュセルの笑顔を【●ＲＥＣ】しながら、少しばかり羨うらやむ。

「我流術式、ですの？」

　と、そのとき。ハンカチで目元を押さえていたエトワールが、ウィッチの顔を覗のぞき込みながら小首を傾かしげた。

「それなら、わらわと戦ったときに妹に化けた術式があったのではなくて？」

　かつてウィッチが暴走した際、それを止めたのがエトワールだ。

「あー、変化術式はですねえ、あまり戦せん闘とう面には特化させられなくて。いやまあ、幻げん術じゆつは色々便利なんですけど、透とう明めい化か魔ま術じゆつも効果範はん囲い内は自分だけですし。触さわっていれば相手も透明にできるんですけど、戦闘中にそんな悠ゆう長ちようなことできませんからねえ……」

　ウィッチは隠おん密みつ潜せん入にゆう型分身シヤドウだ。特化機能のほとんどは戦闘を目的としていない。

「でしたら、九きゆう尾びを武器に変化させていたアレはどうですの？」

　軽く髪かみをかきあげながら、エトワールは再び問う。

「うーん、あれもちょっと」

　難色を示しかけたウィッチだったが、ふとその顔に閃ひらめきがよぎる。

「いや待てよ？　九尾と、変化と、接せつ触しよく……？」

　キツネ耳をピョコンと立ててウィッチは考え込むように腕うでを組み、やがて小悪魔めいたニヤニヤとした笑みを浮うかべた。
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　かつてアルテナの皇族が住んでいた『御インペリアル所・パレス』。

　霊れい峰ほうフジの麓ふもとに広がる幻界翠域リバーシ・ブルーの霊れい脈みやくに通じ、天然の魔術結界を擁ようする場所で、魔ま法ほう封ふう印いんのための儀ぎ式しきが明日行われる予定だ。

　地じ獄ごくの門は、失ったウエノ学園の門に代わり幻界翠域リバーシ・ブルーから回収してきた門を使う予定だ。すでに御所の封印結界の中央に、本来の青銅鋳ちゆう造ぞう物ぶつの形で設置されている。作業の指揮を執とっているのは、ウエノ学園の老教授にしてブランの老年期の分身シヤドウ『大賢者ワイズマン』。そして学園長のイアンだ。他の教授たちも、彼らとともに準備に奔ほん走そうしている。

「なんでよりにもよって御所でやることになったんぢゃ！」

「そうじゃそうじゃ。ここは由ゆい緒しよ正ただしき皇居なのじゃぞ！」

　気乗りしない口調の主あるじは、教授職と皇女の側近を兼かねるカグラ・カグツチとタケハヤ・タケミカヅチだ。この半月で憎にくまれ口を叩たたけるほどには回復したらしい。

「じいやにばあや！　文句があるならわたしが聞くぞ！」

　そんなふたりに対して居い丈たけ高だかに物申したのは、御所の使用許可を下した張本人のミカだ。

　丁てい寧ねいに切り揃えた黒くろ髪かみを作業の邪じや魔まにならないようざっくばらんに纏まとめた彼女は、まるで牙きばを剝むくようにチャームポイントの八や重え歯ばを覗のぞかせる。

「し、しかしミカ様……」

　なんとか説得を試みようとするカグラとタケハヤだったが、ミカは聞く耳持たない。

「明日はブランドンの晴れ舞ぶ台たいだ。ならば、わたしがお膳ぜん立だてを整えなくてなんとする！　それにこの計画が成功すれば、世界が平和になって、カグヤやタケトリのような犠ぎ牲せい者しやが今後現れることもなくなるんだぞ！」

　いつになく強気のミカ。彼女の口から孫まご娘むすめたちの名を訊きかされ、カグラもタケハヤも腹をくくったのだろう。ようやく重い腰こしを上げ、率そつ先せんして準備作業に尽じん力りよくし始める。

「やれやれ。どうやら彼女も、アルテナ皇女としての自覚が芽生えてきたようだな」

　その様子を遠目に眺ながめていたイアンが、珍めずらしく微び笑しようを浮かべた。

　魔法暦れき六〇年の実験失敗による魔力暴走の際、半死半生だった幼いミカを救って生き延びさせたイアンにとっては、彼女の成長は感かん慨がい深いものがあるのだろう。

「きみの指導の薫くん陶とうかな、ワイリー・ワイズマン」

「よせ。七詠唱おれたちの知らないところであいつが勝手に成長していただけだ。おれひとりの手て柄がらみたいな言い方をされては、ポンコツなりに頑がん張ばってきたあいつが報むくわれん」

　サングラスの老教授の言い分に、イアンは肩かたをすくめるのみ。

「ん？　それより学園長、その腰に差している剣けんはもしや……」

　そのときワイズマンは、イアンが携たずさえていた剣の聖遺物の存在に目ざとく気づいた。

　魔力感知に関してのワイズマンの性能は分身シヤドウたちの中でも折り紙つき。聖遺物の反応はすぐに分かる。ただ、今は感知する必要もなくひと目で聖遺物と知れた。

　なぜならイアンの聖遺物は、ワイズマンにとっても馴な染じみのある形状をしていたからだ。六ろく叉さの鉾ほことも呼ばれる、ひとつの刀身から六つの刀身が枝分かれした形状。七つの刀身を持つ異い形ぎようの宝刀。──紛まぎれもなく、七支刀シチシトウだった。

「ああ、これか。別にブランドンから借り受けているわけじゃない。まあ、もともとは僕のものではあるんだが、これは別物……というより、この時代本来の七支刀だ」

　古びた宝刀を手に、イアンが言う。

　ブランの七支刀は、幼いころ、時間跳ちよう躍やくによって魔法暦六〇年に現れたイアンに命を救われた際、預けられたものだ。

　そうして七詠唱セブンキヤストを結成し、幾いく多たの強敵たち──不老不死の大魔術師アンジェラ・アンブロシア、神獣殺しのスティーヴン・スティングレイ、魔法使いアルテイマグスブライアン・ブラックバーン、そして魔神の女王ティターニア──彼らとのこれまでの戦いにおいても、十年前にイアンから受け取った七支刀を、ブランは愛刀として好んで使い続けてきた。

「ブランドンの七支刀は、僕が未来世界からこの時代に持ち込んできたものだ」

　イアンは言う。

「僕が初めてブランドンと戦った際に使っていた七支刀は、十年前に彼に渡わたした。だが、それももとをただせば未来世界の母アンジェラ・アンブロシアの宝物庫にあったものだ」

　言葉だけでは、にわかに理解は追いつかない類たぐいの話だ。

　複数の時間軸じくを複雑に跨またいでいるため、図で説明されないことには合が点てんがいかない。

「──なるほど。つまり、学園長が今持っている七支刀がこの時間軸に本来存在している七支刀で、巡めぐり巡って未来でアンジェが所有することになるのか」

　だが、ワイズマンはたやすく理解を示した。

　伊だ達てに七詠唱セブンキヤストの頭脳担当を自負しているわけではない。

「未来のアンジェの持ち物となった七支刀を、学園長が過去へと持ち出すに至り、月げつ蝕しよくの夜の戦いを経て魔法暦六〇年のブランドン・ブラックバーンに託たくした。そうして今も我らが魔術王は、未来世界の七支刀を自分の得え物ものとして使い続けているわけだ」

　顎あご鬚ひげをさすりながら、ワイズマンは得意げに推察を口にした。

　イアンはいつもの不敵で謎なぞめいた笑みとともに頷うなずき、これを肯こう定ていする。

「ご明察。減点しようのない解答をありがとう」

「なあに。酔すい狂きようで始めた教授職とはいえ、見かけほど中身は老いぼれちゃいない。あんたとは逆だな、学園長」

　サングラスを微かすかにずらし、ワイズマンは茶目っ気を出してウインクしてみせた。

「やれやれ、一本取られたようだ」

　イアンは自分の手元へと目を落とし、現代世界の七支刀を見やる。

「この七支刀は、学園が先日行ったアルテナ近海のサルベージで引き上げられたものだ。確かきみも調査船に同行していただろう？」

「ああ、シャチの群れにクラーケンタイプの魔ま獣じゆうが襲おそわれていたときの。あのどさくさで回収した聖遺物の中に、まさか七支刀があったとはな。これもなにかの巡りあわせか」

　形状、内包魔力ともに、ワイズマンにとっても見慣れたはずの七支刀だったが、由ゆ縁えんを聞かされた今となっては、どことなく新しん鮮せん味みのようなものも感じられてしまう。

　この七支刀には、未いまだブランたちは指一本たりとも触ふれたことさえないのだ。

　そしてこの剣は、今から数百年あるいは数千年先の未来まで朽くちずに残り、ブランたちのいなくなった世界でアンジェによって生み出された人造生命体ホムンクルスの手に渡る。そうして、巡り巡って過去のブランの愛刀となる。悠ゆう久きゆうの時の片へん鱗りんを垣かい間ま見みた気がした。

　──唐とう突とつに、ブランの分身シヤドウは遥はるか未来世界のアンジェに想おもいを馳はせた。

　アンジェがようやく手に入れた、かけがえのないもの。それはブランたちとともに生きる時間であり、絆きずなだ。しかし不老不ふ滅めつのアンジェはいずれ必ず独りぼっちに戻もどってしまう。未来のアンジェが自分を殺すために造ったイアンの存在が、その生きた証しよう拠こなのだから。

「母は、どんな想いでこの七支刀を宝物庫に仕し舞まっておいたのだろうな──」

　密ひそかに母アンジェを慕したうイアンの呟つぶやきは、手にした宝刀より、遥かに重いものだった。ワイズマンはただ、無言でサングラスをかけ直す。

　未来や過去への時間跳躍を可能にするには、イアンのように、七つの魔法セブンキヤストのひとつである『時間の逆行タイムリバース』を習得して魔法使いアルテイマグスにならなければならない。

　しかし、不可能を自在に可能とする領域には、ブランはまだ届いていない。

　──今のブランには、未来のアンジェラ・アンブロシアは救えない。

「そんな顔をするな。分かっているさ。僕が自分でなんとかしなければならないことだと、あの月蝕の戦いでそう学んだのだから」

「……そういえば学園長、これより先の未来を知っているというのなら、明日の計画がどうなるのか、もしかして知っているのか？」

「当然だ。やれやれ、未来の話を教えるべきではないのだろうが、今回ばかりは特別だ。ブランドンにも教えておいてやれ。明日の計画は犠牲者ゼロで成功するそうだ。今後は新たな魔獣が増えることもないし、魔神が現れることもない」

「本当か！」

　さしものワイズマンも、驚おどろきと喜びに声を大にして叫さけんでしまっていた。

「本当だとも。かつての僕の家庭教師を務めていた未来世界の四魔王フオーテリブルたち──彼女らは母の過去をあまり語ろうとはしなかったため、歴史の生き証人の口から直接聞いたわけではない。ただ、未来の文ぶん献けんにはそう記されていた」

　未来においてもアンジェは存命しているのだから、彼女の化身アバターである四魔王フオーテリブルが健在なのは当然の話だ。それを聞いたワイズマンは、他の教授たちに交じって明日の準備作業に参加している、死霊術ネクロマンシー担当のネッサ・ネクロ助教授へと視線を巡らせた。

　彼女はワイズマンの視線に気づき、不思議そうに小首を傾かしげるのみ。

「──もっとも、僕の知る四魔王フオーテリブルとは、怒いかりの感情を司つかさどる『道化師ジヨーカー』と、哀かなしみを司る『死霊術師ネクロマンサー』のふたりだけだったがな」

　しかしそのとき、イアンの静かな呟きがワイズマンの耳を打った。

「なに？　それはどういうことだ。『女帝エンプレス』と『魔メ法イ少ガ女ス』はいなかったのか？」

　思わず、ワイズマンは語勢を強めて訊たずね返していた。

　イアンはつとめて平静を装よそおいながら、淡たん々たんと答える。

「僕が生まれた未来では、母にはもう、喜びや楽しみといった感情は残っていなかった。だからこそ、残るふたりが動くはずもない。姿はこの時代のままだったが、とっくに中身は抜ぬけ殻がらで、主とともに死ぬ日を待つだけの物言わぬ人形でしかなかった」
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　マジックアンティークショップ『アンブロシア』。

　アンジェの魔ま術じゆつ工こう房ぼうたる骨こつ董とう店を訪おとずれたのは、ブランの瓜うり二ふたつの姿を持つ『案山子スケアクロウ』と、幼少期の分身シヤドウ『錬金術師アルケミスト』のふたり組だった。

「いらっしゃいませ。本日のご来店、実に喜ばしい」

　対してふたりを出で迎むかえたのは、コケティッシュな店員服を着せられたエンプレス。

「あっ！　来てくれたんだねアル君っ！　こんな夜中になんの用かなっ？」

　そして、アルケミストと仲の良いロリータファッションのメイガスだった。

　一応、店内には不服そうな顔つきで家政夫をやらされている掃そう除じ中のジョーカーもいるのだが、苛いら立だち交じりの視線を向けてくるだけで、なにも言ってこない。

「やあメイちゃん。実は、我流術式開発のために師し匠しようの工房を借りたいんだ」

　アルケミストは、そんなジョーカーの非難の目を無視し、メイガスへと話しかける。

「おや、なんだか楽しそうだねっ。好きに使ってくれていいよっ！」

　メイガスは上じよう機き嫌げんでこれを承しよう諾だく。当然ながら主の許可の有う無むは確かく認にんしていない。

「うん。試作品はもう考えてあってさ……」

「へえ、どれどれ？」

　そうしてアルケミストとメイガスは、悪わる巧だくみでもしていそうな顔つきでなにやら話し合いながら、店の奥の工房へと勝手に行ってしまう。

「ええい、実に腹立たしい！　キミたち七詠唱セブンキヤストは我々の隠かくれ家がをたまり場かなにかと勘かん違ちがいしてはいないだろうな！」

　それを見たジョーカーは、不在の主あるじの怒りの声を代弁し、不ふ機き嫌げんそうに奥に引っ込んでしまった。モリガンの家事能力をコピーさせられて以降、ずっと家政夫扱あつかいが続いて性格が荒すさんでしまったのだろう。

　店内に残されたのは、スケアクロウとエンプレスのみ。見た目はともに、主そっくりな姿にメガネをかけただけの分身シヤドウと化身アバターだ。基本的にふたりが顔を合わせるのは学園内のみ。しかも、どちらか片方に主の意識が憑ひよう依いしているケースがほとんど。

　もしかしたら、初めて拳こぶしと拳を交かわして以来、ふたりきりになった機会は今夜が初めてかもしれない。朴ぼく訥とつな表情のまま、スケアクロウはなんと切り出していいか分からずぽりぽりと頭をかいている。

　そんな朴ぼく念ねん仁じんめいた分身シヤドウ相手に、エンプレスはふと首を傾げた。

「……スケアクロウ君。キミは、自分だけの我流術式には興味がないのかい？」

　ワイズマンが我流術式を披ひ露ろうして以来、他の分身シヤドウたちは自らの戦術強化に余念がない。

　だが、それはスケアクロウを除いた面々に限っての話だ。

「あー、まあな。おれは速度強化術式しか搭とう載さいしていないし、他の魔術はどれも使えない、完全近接戦せん闘とう特化だ。他の連中ならいざ知らず、おれには使いこなせない」

「……それは困った」

「ああ。どうしようもない」

　お互たがい、淡々と語り合うスケアクロウとエンプレス。すぐにも共通の話題はなくなり、ふたりはなんとはなしに、無言で見つめ合う。

「キミたち」

　そんなふたりだけの空間に、割って入る人物がいた。今の今まで眠ねむっていたと思おぼしきアンジェだ。相変わらず私生活ではブランに輪をかけてだらしないままなのか、裸はだかの上にくたびれたワイシャツを着ただけの、なんとも無ぶ精しようが過ぎる格好だ。

「ふわぁぁぁ……まったく騒そう々ぞうしいね」

　猫ねこのような欠伸あくびとともに、アンジェは眠たげに文句を口にする。おそらくは、アルケミストとメイガスの騒さわがしい声で目を覚ましたばかりなのだろう

　アンジェはスケアクロウを一いち瞥べつし、いつの間にかブランの意識の有う無むの見分けがつくようになったのか、寝ね惚ぼけ眼まなこのまま「やあ」とだけ言ってカウンターの椅い子すへと腰こし掛かける。

「それで？　弟子の分身シヤドウたちの今夜の用件はいったいなんだい？」

　客でもなんでもない連中が夜遅おそくに突とつ然ぜん来訪することにも、すっかり慣れた様子のアンジェ。まるで人生相談のカウンセラーのような落ち着きぶりだった。自分の人生について世界で最も深く悩なやんでいるのはアンジェ当人だというのに。

「いや。おれはねえちゃんに言われて子こ守もりをしているだけだ。アルケミストが我流術式に関してヒントを手に入れたらしくて──」

「……まさか、私の魔術工房を勝手に？」

　眉まゆをひそめるアンジェに対し、素す直なおに頷うなずくスケアクロウとエンプレス。

「まったく、魔術師の工房に許可なく立ち入るなんて、旧きゆう暦れき時代なら殺されても文句を言えない所業だよ……」

　呆あきれた様子で頭を抱かかえるアンジェだが、自分の化身アバターが連れ込んだのだと予想はついているのだろう、怒おこるに怒れない様子だ。店の奥からは、主に代わってお子さまコンビを怒ど鳴なりつけているジョーカーの声が聞こえてきていた。

「で、キミも我流術式のお勉強かい？　確かに、キミとうちのエンプレスとは同型だ。なにかの参考になるかもね……。まあ、彼女はキミからすれば上位互ご換かんだけど」

　弟で子しに対たい抗こう心しんを燃やしているのか、不敵な微び笑しようとともに勝ち誇ほこるアンジェ。

　それでなくとも、ブランとアンジェの初めての決戦で曲がりなりにも彼女の最大の敗因となったのが誰だれあろうスケアクロウの存在だ。最弱の駒こまが最速の駒へと進化プロモーションし、拙つたない防ぼう御ぎよの隙すきを突つかれて殴なぐり飛ばされた経験は、アンジェにとっても苦いもの。

　師匠のくせに大人気ないが、スケアクロウをやり込めようとしているかのようだ。

　一いつ瞬しゆんムッとしたスケアクロウだったが、言い返せなかった。なぜならアンジェの言葉は否定しようのない真実なのだから。なにせスケアクロウの搭とう載さい魔術は一種類だというのに、対するエンプレスは大魔術師クラス。さらに肉にく弾だん戦の性能も向こうがワンランク上ときている。鋳い型がたは同じ剣けんタイプの玉璽レガリア級聖遺物で、性能も同じ白兵戦特化型。なのにどうしてスケアクロウとエンプレスで、戦闘力に開きが生じているのか。

　口には出さないスケアクロウの疑問を先読みしたかのように、アンジェは告げる。

「私の『女帝エンプレス』には、自衛本能が備わっていないからね」

　瓜二つの顔を持つ自らの化身アバターへと切れ長の瞳ひとみを向け、不老不滅の大魔術師はそう言った。

　千年にも及およぶ生しよう涯がいを嘆なげき、かつては自ら死を渇かつ望ぼうしていたアンジェは、決定的に防御術式が不得手だ。即そく死しの禁きん呪じゆや星を動かす大魔術を習得した大魔術師であるにもかかわらず、防御術式だけに着目すれば、下手をすれば学生魔術師のレベルにすら劣おとる。

　理由は単純。不死の肉体の持ち主にとって、防御術式など無用の長物。それが死にたがりの大魔術師であるならなおさらだ。その事実は同時に自己防衛本能の欠落を意味する。術者に自衛本能が備わっていないのなら、化身アバターに自衛本能が備わるはずもない。

「だけど裏を返せばね……、自衛本能がないということは、リミッターも存在しないことになるんだよ……？」

　アンジェの言う自衛本能とは、なにも外的要因から我が身を守る無意識的行動だけを指しているわけではない。過度の肉体の酷こく使しなど、内的要因も含ふくめての話だ。

　本来、平常時の人間の肉体には無意識下で活動制限がかかっている。ブランとて魔術師としては優ゆう秀しゆうでも、体力的にはひきこもりのせいで常人以下なのだから、当然、意識を共有する分身シヤドウたちにも無意識下の肉体活動制限の概がい念ねんは存在している。

　──かつてスケアクロウは、ブランの支配を離はなれて暴走デュセルと戦闘した際、常人の限度を超ちよう越えつした身体能力や反射神経を発揮したことがある。

　そのときは、人体の常識を完全に逸いつ脱だつした超ちよう過か的な動きさえ可能だった。

「つまり、ブラン君の自衛本能が、キミの足あし枷かせになっているのさ」

　アンジェは言う。

「だから真の全力……いや、いわゆる火事場のバカ力というやつが出せない。リミッターがかかったままのキミと、リミッターが存在せず常にバカ力で戦えるエンプレス。ふたりの明暗を分けているのはその一点だ」

　指し摘てきを受け、スケアクロウは肩かたを落とす。突きつけられた事実は、想像以上に理にかなっていて、かつ反論の余地さえなかった。

「バカ力呼ばわり……。喜ばしくない……」

　加えてエンプレスもしょんぼりしている。まあ、先ほどのアンジェの台詞せりふを褒ほめ言葉として受け取るのは難しいだろう。

　と、そこでスケアクロウが顔を上げた。

「そうか！　つまり、おれもどうにかしてリミッターを外すことができれば……」

「難しいだろうね。暴走時ならともかくブラン君の影えい響きよう下にあって自制が利きいている間は、度を越こした超ちよう人じんめいた動きはできないと思うよ」

　肩をすくめるアンジェ。だが、彼女の言うことももっともだ。

　この世界における魔術とは、術者の想像力によるところがかなりの割合を占しめる。

　心の問題だ。空想が物理法則を打ち破らなければ魔術の効果は十全に発揮されず、だからこそ無意識下における自衛本能を克こく服ふくするのは難しい。

「それこそ、ブラン君を超人だと思い込んでいる術者にキャストオンしてもらったほうが、キミの可能性は開花するのかもしれないね」

「それって──」

　アンジェの言葉を聞き、スケアクロウはレンズ越ごしに青い瞳を師へと向ける。

　半月前、スケアクロウの支配権を奪うばったデュセルがやりたい放題していたことは、新生徒会長候補という厄やつ介かいな立場に追い込まれた以上、スケアクロウもよく知っている。

　そしてウィッチやアルケミストから聞いた話では、自分が超人的な活かつ躍やくをしたと。その動きはまるで、身体能力のリミットが外されていたかのようだったとも。

「デュセルなら、おれをもっと強くできるということか？」

「フフッ、さあね。それこそまさに、彼女次し第だいということだよ……」

　自分で提案しておきながら、アンジェは無責任に肩をすくめるばかり。

　ふと彼女は、店内の窓から、暗い闇やみに沈しずんだ魔ま都との夜景へと目を向けた。人々の営みの在あり処かを知らせる魔術光の輝かがやきが、緑に沈んだ旧暦の街々をぼんやりと照らしている。

　不老不ふ滅めつとなったアンジェからすれば、この千年、何度も目にし、そして何度も目を背そむけてきた光景だ。人として生を謳おう歌かし人のまま死ねる彼らの人生は、彼女にとってあまりに眩まばゆく、羨うらやましく、憎にくらしいものであったがゆえに。

　かつて、千年前のエジプトで手に入れた緑柱エメラルド石碑文タブレツトを解読し、『不老不死アンブロシア』の秘術を我が物とした彼女は、最初これで自らの人生が黄金の日々に変わると信じていた。

　しかしそれは、永久に彼女の心を錆さびつかせ、永遠に彼女を独りきりにし、永えい劫ごうに未来の希望を奪い去る、悪夢の始まりでしかなかった。

　今、ブランたちとともに束の間の安らぎに身を委ゆだねているのも、彼女の長い人生からすれば、ほんの僅わずかな休きゆう暇かのようなもの。

　だが今この時代、この場所では、目の前の輝きは、彼女にとってのかけがえのない存在たちが暮らしているという確かな証しよう拠こに他ならない。

　今を、誰かとともに生きている。

　千年来となる実感が、確かにアンジェの胸の内に芽生えていた。魔都の夜景を飾かざる人々の営みの輝きの中には、この骨こつ董とう店の明かりも加わっているのだから。

　このアルテナは魔法暦を生きる人々にとっての新天地であると同時に、旧暦唯ゆい一いつの生き残りであるアンジェにとっても、気の遠くなるほどの旅路の果てにようやく訪おとずれることの叶かなった、聖域サンクチユアリであった。

「……おや？」

　不意にぽつ、ぽつ、と。晴れやかな月夜だというのに、小こ雨さめが降り始めた。

　アンジェはまぶたを閉じ、窓の外から耳を打つ雨音と、温ぬくもりに満ちた室内から聞こえてくるブランと自分の分身シヤドウたちの声に耳を傾かたむけながら、静かに眠りに戻もどった。

　おそらくは魔都の各所にて、ブランや彼の分身シヤドウたち、それにデュセルやステラたちも、同じ雨音に耳を傾けながら眠りにつこうとしているのだろう。

　変わらぬ明日が来ることを願って。

　そして、魔都の夜は更ふけていく。
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　翌朝。儀ぎ式しき当日の朝は、妙みように空気が冷え込んでいて肌はだ寒ざむかった。

　ブランたち、そして三大国の主要人物たちは、『御インペリアル所・パレス』に集まっていた。

　魔術儀ぎ式しきのために特設された舞ぶ台たいは、夜通しの突とつ貫かん作業ですでに完成している。ストーンサークルのように設計された水すい晶しよう製の石柱群が、皇居の周囲をぐるりと囲んでいた。

　霊れい峰ほうから流れる霊れい脈みやくを魔力源とする天然の魔術結界を利用し、莫ばく大だいな魔力を一点に集め、御所中央に据すえた地じ獄ごくの門が暴走しないよう完全に抑おさえ込む仕組みとなっているのだ。

「むにゃむにゃ……どうだブランドン……思う存分わたしを褒めるがいい……」

　徹てつ夜やで作業の監かん督とくをしていたミカは、無造作にその辺の地面に寝ね転ころがって爆ばく睡すいしている。これが皇女の寝ね姿すがたかと思うと、誰も彼もが悲しくなってくるので、関係者たちはこぞって見ないフリを徹てつ底ていしている。

「こりゃまた、とんでもない大舞台だな」

　ステラを伴ともなって御所に現れたブランも、爆睡する幼おさな馴な染じみを見なかったことにして、眼前にそびえるクリスタルサークルの威い容ように目を向けていた。

「ブランドン。依より代しろとする分身シヤドウの鋳型をどうするかは決めたのか？」

　軽口で緊きん張ちようを晴らそうとするブランに対し、いつもの生き真ま面じ目めな口調で語りかけてきたのは、今回の儀式の全指揮を執とるイアンだ。

「あいよ。こいつを使うつもりだ」

　イアンの問いかけに、ブランは携たずさえていた愛刀を構える。

　十年前ブランがイアンから受け取った、未来世界の七支刀だ。今まで熾し烈れつな戦場を何度となくブランとともに切り抜ぬけてきた、まさしく相棒と呼ぶに相応ふさわしい聖遺物だ。

「今回の儀式は絶対に失敗できない。それにおれ自身、十年前の轍てつを踏ふむつもりはねえよ。だから、一番頼たよれる聖遺物を選んだ」

　枝分かれした刀身を見下ろし、ブランは宝刀の柄つかを強く握にぎり締しめる。

　魔法『新世界創造ワールドエンド』の全すべてを封ふうじ込めるには、術者の技量と魔力量はもちろん、使用する聖遺物も生半可なアーティファクトでは太た刀ち打うちできないだろう。内包魔力量の高さだけで選ぶなら、七支刀以上に相応しい選せん択たく肢しは他にもあった。

　しかし、ブランはあえて、イアンから託たくされた愛刀を得え物ものに選んだ。この聖遺物こそがブランにとっての全ての始まりであり、そして、信念の象しよう徴ちようなのだから。

　──この七つの刃やいばを持つ聖遺物は、まさしく七詠唱セブンキヤストの象徴だ。

「いいだろう。ある意味では、きょうの儀式はきみの因果に決着をつける戦いとも言えるはず。ならば、自分が一番信しん頼らいできる武器を手にするべきだ」

　そう言うイアンの手にも、この時代の七支刀が握られていた。

　一方、クリスタルサークルの周囲には、三大国を代表してデュークフリード、スティーヴン、そしてアンジェの姿があった。弟で子しブランの姿を遠目に見守るアンジェを尻しり目めに、スティーヴンは旧友へと話しかける。

「デューク。すでに娘むすめに王位を継つがせたのだろう。もう代表とは呼べない立場のはずだ。なのにどうしてエトワール女王を儀式の場の外へ配置させた」

「娘の身を案じてなにが悪い。もしもということがあろう。その際、現女王が命を落とすことに比べれば、余の命ひとつで済むほうがよい」

「確かに。俺も今は娘を持つ身。言い分はよく分かる」

　デュークフリードの言葉に、スティーヴンは軽く頷うなずく。

　しかし、そう言う割にスティーヴンは、ステラがこの場にいることを咎とがめようとはしなかった。今も娘は、ブランを勇気づけるために隣となりに佇たたずんでいる。その姿に微かすかに目を細めつつ、スティーヴンはポーカーフェイスのまま付け加えた。

「だが──俺は娘も甥おいも信頼すると決めたのでな」

　スティーヴンもすでに腹をくくっているのだろう。娘と同じように。

　そんな旧友の決意に、デュークフリードは二十年前の記き憶おくを呼び起こされたのだろう、遠い目を苦々しげに歪ゆがめながら口を開く。

「フン、『神しん獣じゆう』との一いつ騎き打うちに最後まで固こ執しゆうしていた男の台詞せりふとは思えん」

「昔話だ。俺も丸くなった」

「第一、余が自分の娘を信頼していないとでも言わんばかりの言い方はよせ。まるで余が父親として貴様に劣おとっているようではないか！」

「そのとおりでは？　少なくとも俺は娘の意志を尊重している」

「ぐぬうううううう！　言うに事欠いてこのパクリ野や郎ろうめがあああああッ！」

　子どものケンカめいた取っ組み合いを始めるスティーヴンとデュークフリード。

　ギャーギャーと騒さわがしい各国代表者たちの姿に、アンジェは頭を抱かかえたまま早足でその場から離れた。そしてその隣を、突とつ然ぜん、人ひと影かげが走り抜けていく。

　青いポニーテールが元気に翻ひるがえるさまが、大魔術師の瞳ひとみに眩まぶしく映った。

「おっはよー、ブラン！　きょうはがんばってね！」

　駆かけ抜けながら、デュセルは快活な笑え顔がおでブランにエールを送る。これから危険な儀式に同席することに対して、なんら不安を抱えていない様子だった。

「ほらみろ。娘のほうがよほど父親より肝きもが据わっている」

「おのれえええええまだ言うか貴様あああああああッ！」

　未いまだに後ろが騒がしかったが、デュセルもアンジェもまったく気にしなかった。

　にわかに賑にぎやかになってきた周囲の様子に、ブランの緊張も多少はほぐれたのだろう、頑かたくなだった顔つきがほんの少し穏おだやかになっていた。

「デュセル、ステラ、それにアンジェ。儀式中、みんなに七詠唱セブンキヤストの聖遺物を預かっておいて欲しいんだ」

　そうしてブランが取り出したのは、姉モリガンの鋳い型がたを含ふくむ、三種の神器を始めとした六つの聖遺物だった。

「ブラン、これは……」

「もしかすると、儀式の最中に『新世界創造ワールドエンド』の魔力が逆流して、下手すりゃおれが魔神化するなんて事態になるかもしれない。そのとき分身シヤドウとの繫つながりが残っていたら、最悪、七人全員が魔神化だ。それだけは避さけたい」

　だからこそ全ての分身シヤドウを一いつ旦たんキャストオフし、鋳型の状態へと戻しておくというわけだ。その懸け念ねんを笑い飛ばすことは、この場の誰だれにもできなかった。

「そういうわけで、デュセルたちにねえちゃんたちを預かってもらいたい」

　デュセル、ステラ、アンジェ。ブランが信頼の置ける大切な仲間たち。本当ならここに幼馴染のミカも含めたかったのだが、今もあられもない格好で眠ねむりこけているので、除外せざるを得なかった。

「うん。分かった」

「うふふ。お任せください」

「フフッ……弟子の頼たのみごとなら仕方がないね」

　三者三様の反応とともに、デュセルたちは七詠唱セブンキヤストの聖遺物を受け取る。

　ブランは七支刀だけを手に、独りで、儀式前の最後の精神統一として、皇居内に用意された控ひかえの一室へと向かった。

　デュセルたちに付き合ってもらわなかったのは他でもない、事前に全ての準備を終えておきたかったのだ。当然、そこにはトイレも含まれる。

「まさか、ここまで付き合ってもらうわけにはいかないからな……」

　先ほどまでの真しん剣けんさから一転、洗った手を拭ふきながらのん気にトイレを後にするブラン。

『儀式の前に、少し話せるのであるか？』

　そんなブランを出待ちしていたのは、予想外の人物だった。いや、人物と評するには多少の語ご弊へいがあるかもしれない。

　なにせ彼は人間としての肉体を次元の彼方かなたへと跳とばされ、意識だけを魔ま導どう書しよに残した、およそ人とは呼びづらい姿をしているのだから。

　ウエノ学園の七大教授のひとり、喋しやべる魔法陣じんヘキサグラム・ヘクトパスカルだ。

「ヘキサグラム教授？」

　あまりに予想外だったせいで、ブランも驚おどろきを禁じ得ない。

　ワイズマンとしては接点があるものの、相手は召喚術サモンズコールの担当教授、講義も履り修しゆうしていないのでブラン個人とヘキサグラムの間にはなんの繫がりもないからだ。

『話の前に、少しこれを見てもらいたいのである』

　使い魔フアミリアの白い大フクロウに魔導書の体を摑つかまえさせたまま、ヘキサグラムはページを開かせる。彼がブランに見せたのは、ヘキサグラムの意識を繫ぎ止めている出で来き損そこないの人面めいたいつもの魔法陣ではなく、別のページだった。

　──それは、七しち芒ぼう星せいの大ペンタクル。

　実物を見るのはブランも初めてだ。思わず、色めき立って魔導書に手を伸のばす。

「ま、まさかこの魔導書は……！」

『これこれ。ちゃんとトイレで手は洗ったのであるな？　我わが輩はい、ばっちいのは嫌きらいである。というか洗ったとしても湿しめった手で貴重な魔導書を摑むとは何事であるか』

「そんな能天気な会話に付き合ってられるか！　これ『ソロモンの鍵かぎ』じゃねえか！　今までこんな身近にあるのに気がつかなかったなんて！」

『左様。もとは人間だったころの我輩が使っていた聖遺物である』

　古今東西、旧きゆう暦れきから伝わる魔導書は数あれど、『ソロモンの鍵』の知名度はその中でも指折りだ。内包魔力量も玉璽レガリア級で、まさしく魔導書の中の魔導書だ。

『なにせ我輩、これでも人間時代はメトロポリタン随ずい一いちの召しよう喚かん術師であったからな。当然、一流の召喚術師は一流の魔導書を使うものなのである』

「そりゃまあ、悪魔王クラスの大召喚なんて、あんたにしかできないだろうが」

　連文詠唱による大魔術召喚、それも七大罪の悪魔王ともなれば、学園はおろか三大国を含めてもヘキサグラムぐらいしか一いち翼よくを担になえる者はいないだろう。ステラでさえ単身召喚可能なのは『大悪魔メフイストフエレス』、高位聖遺物の力を借りても『万魔殿パンデモニウム』までだ。彼女が半月前の戦いで嫉しつ妬との大罪『海帝レヴイアタン』を召喚できたのも、師の力に依よるところが大きい。

『ぬははは。そうであろうそうであろう。そも、随一というのは虚きよ飾しよくでもなんでもないのである。実は我輩、メトロポリタン最大の召喚術師結社の長であったゆえに』

　愛まな弟子ステラに叱しかられているときと同じお調子者めいた口調のまま、彼は言葉を続ける。

　──ブランの顔に驚きよう愕がくが浮うかぶのを、百も承知で。

『その結社は、今では神獣教団と呼ばれているのである』

「は？」

　すぐにも、ブランの口から疑ぎ問もん符ふが飛び出した。

『つまり、我輩が神獣教団を創設した張本人なのである。当然、汝なんじの父親のブラッドレイのことも深く知っているのである。我輩自じ慢まんの最高の愛弟子であるステラ嬢じようと比べると、なんともやる気に欠ける不ふ肖しようの弟子だったのである』

　目を丸くして立ち尽つくすブランに構わず、ヘキサグラムは続ける。

『もっとも、四半世紀前に別れて以降、二度と会うことはなかったのであるが』

「……いや、いやいやいや、あんたなに言ってんだ……？」

　思考が追いつかないブランは、やっとの思いでそう呻うめいた。しかし、追つい及きゆうするでもなく冗じよう談だんだと笑い飛ばすでもなく、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすのみ。それが精せい一いつ杯ぱいだった。

『なにを言って？　それはもちろん、真実を語っているのである』

　悪びれた様子もなく、いけしゃあしゃあと告げるヘキサグラム。

　相手が本当に神獣教団の長なら、大統領を失しつ脚きやくさせてステラを生いけ贄にえにしようとした黒幕であり、『神獣』や魔神たちを誕生させた元げん凶きようということになる。今すぐここで焚ふん書しよにしてやろうと、混乱する頭で一いつ瞬しゆんそう考えたブランだったが、すぐに考え直した。

「ええと……」

　今なお混乱し続ける頭で、なんとか思考を纏まとめる。頭の回転に関しては、叔お父じスティーヴンや従姉いとこのステラ同様、ブランも回るほうだ。あのふたりもよく、内心の動どう揺ようを隠かくして平気な顔で思考を高速展開させていた。今こそそれを見習うべきだ。

　実はブランはこの半月、密ひそかに神獣教団について調べ直している。

　姉モリガンの肉体を依より代しろとしていた魔神の調査のためだ。

　もとをただせば、神獣教団という組織は決して、結成当初から人類根絶の危機に加担するような、暴走した狂きよう信しん的てき組織ではなかった。以前、文化祭前夜に家に押しかけてきたアンジェも、教団についてそう語っていたはずだ。

　多くの召喚術師たちが夢見る『神の召喚アポカリプス』とは、善性を持つ全知全能の神をこの世界に召喚し、世界を平和に導くための魔法。教団の魔術師たちも、最初はその目的のもとに集つどい、奇き跡せきの成じよう就じゆを目指していた。

　しかし、七つの魔法セブンキヤストの中でも最も難度の高いこの奇跡の成就を彼らは諦あきらめ、正規の手法である召喚術サモンズコールを用いない代だい替たい手段に縋すがり、邪じや教きように堕おちてしまったが。

　そしてその代替手段こそが、人造の神、魔神の創造だ。結果、魔神の最初の依り代となった『神獣』により、教団の悪名は全世界に轟とどろいた。

　──だがそのとき、本当にヘキサグラムは教団に所属していたのか。

　ブランは、眼前の喋る魔法陣が今のような姿になった理由を知っている。

　以前ワイズマンが七大魔術系統の進路に悩なやむ学生魔術師たちを集めて行った、特別講義。そこで大魔術『異世界転移』と魔法『異エ世ク界ソ転ダ生ス』の違ちがいに触ふれる機会があった。そのとき実例としてワイズマンが挙げたのが、合衆国のミスカトニック大学で過去に行われたという、大魔術による転移実験だ。

　その実験は失敗し、多くの魔術師たちが命を落とした中、当事者であったヘキサグラムだけは自分を召喚する魔法陣を手持ちの書物に残すことに間かん一いつ髪ぱつ成功し、無事とは言い難がたいものの曲がりなりにも生き延びることができたという。

　実験が行われたのは確か二十五年前。『神獣』の誕生よりも昔の話だ。ならばヘキサグラムは教団の暴走に関かかわっていない可能性が高い。

「なあ教授。もしかして神しん獣じゆう教団は──」

　努めて冷静さを保ちながら、ブランは問う。

「──いや、かつての召喚術師結社は、長だったあんたが異世界転移実験で消えたせいで、召喚術サモンズコールによる『神の召喚アポカリプス』の成就を諦めて、暴走したのか？　その結果、邪じや悪あくな組織に落ちぶれて『神獣』なんてものを生み出したってわけか？」

　そんなブランの問いかけに対し。

『──やはり、父親に似て、とても頭の良い子であるな』

　そう、まるで自じ慢まんの孫を褒ほめる好こう々こう爺やのように、穏やかな口調でヘキサグラムは言った。

「じゃあやっぱ半分くらいはお前のせいじゃねえかあああああ！」

　そしてブランは魔導書を引っ摑んで床ゆかに叩たたきつけた。

『なにをするであるか！　痛くはないが心が痛むのである！』

　驚いたフクロウが「ホー！　ホー！」と鳴きながら逃にげ去る中、床へと叩きつけられたヘキサグラムが非難がましい叫さけびを上げる。しかしブランはお構いなしに魔導書を拾い上げると、間ま抜ぬけな人面魔法陣が記されたページを開く。

「安心しろ。直じきに心が痛むこともなくなる。なにしろ、おれは今からお前を叔お父じ貴きに突つき出すつもりでいるからな。神獣教団の残党は全員電気イスだそうだぞ」

『だめえええええええええええッ！　我わが輩はい処しよ刑けいは嫌いやなのであるううううううううう！』

　スティーヴンのところに突き出されると聞かされた途と端たん、ヘキサグラムは威い厳げんもへったくれもない有様で必死に泣き叫ぶ。

　あのお人ひと好よしで誰だれにでも優やさしいステラでさえ師し匠しように対しては扱あつかいがぞんざいな理由が、直じかに接してみてブランにもよく分かった気がした。

「まあ、教授が本当に人類根絶を目もく論ろんだ大悪党なら、とっくにＣＩＡが調べ上げてるだろうけど」

『なにせ我輩、公的記録では異世界転移実験の失敗で死んだことになっているのである。頭目を失った組織が分ぶん裂れつしたり暴走したりするのはよくあることであるからして、そこまで責任はとれんのである。それに『神獣』が騒そう乱らんを引き起こしたころには我輩、聖遺物の密輸組織や盗とう品ひん売買に引っ掛かかって、合衆国から引き離はなされていたのである』

　と、実際ウエノ学園にも最初は備品として持ち込まれた魔導書は語る。

　聞けばヘキサグラムの消失以降、彼の召喚術師結社は規模を縮小したらしい。神獣教団と化して暴走する組織に付き合い切れず、離り反はんした者がかなりの数に上るとのこと。

『ステラ嬢に聞いた話では、現在のＣＩＡにはそうした離反組も多く在ざい籍せきしているらしいのである。魔術師や召喚術師として崇すう高こうな意識を持つ者ほど、神獣教団の暴挙は許せぬものであるからな。我輩だってこんな体でなければ自分で始末をつけていたのである！』

　調子の良いヘキサグラムの言葉に、ブランも思わず苦笑い。

　だが、それより気になることがあったので、表情を改めた。

「──おれの親おや父じを知ってるって言ったよな？　どんな男だったんだ？」

　父について尋たずねるのは、ブランとしても勇気のいることなのだろう。

　顔つきは強こわ張ばり、まるで真実を告げられるのを恐おそれているようでさえあった。

『知っているどころか直じき弟で子しのひとりだったのである。ブラッドレイが我輩の師事を受けるようになったのは、三十年以上昔の、十代後半であったころ。汝と同じように利発で、魔術の才能に恵めぐまれ、そして正義感の強い男であったなあ』

　スティーヴンの歳としが四十代後半なので、その兄ならばだいたいそのくらいの年ねん齢れいだろう。そんなことを考えていたブランの手の中で、ヘキサグラムは懐なつかしげに語り出す。

『それと、師に対してもけっこう傍ぼう若じやく無ぶ人じんであったのである。何度クソジジイ呼ばわりされたことか。言うこと聞かんし、普ふ段だんは大たい抵ていだらけておったし、ひきこもり気質だったし、可愛かわいい女の子にめっぽう弱かったのも憶おぼえているのである』

「……なんか、どこかで聞いたような話だな」

　父親に関しての話なので他ひ人と事ごとだと思えないのは当たり前なのだが、とはいえ記き憶おくの中の父と印象がかなり違っていたので、ブランとしては驚おどろきだった。

『だから我輩は思うのである。我輩がいなくなった後もブラッドレイが神獣教団に所属していたのだとすれば、それは同どう胞ほうたちが暴走しないよう諫いさめるために違いないと』

「慰なぐさめで言ってるわけじゃないよな？　人間、誰にも見せない裏の顔ってのを忍しのばせているやつもいるもんだぜ？」

『それを見み抜ぬけぬ節穴では魔術結社の長など務まらんのである。我が弟子の名めい誉よのために真実を語っているのである』

　今となっては確かめようのない話だが、ヘキサグラムのおかげで、ブランは自分の心が少し軽くなるのを感じた。

　おそらくヘキサグラムは、儀ぎ式しきに臨のぞむブランの負担を少しでも減らすために、自分の身を危あやうくするような情報を漏もらしてまで父の話をしてくれたのだろう。これまでのように秘密を黙だまっておいたほうが、彼にとっては安全だったにもかかわらず。

「そういえば──」

　そこで、ブランの胸中にもうひとつ疑問が生じた。

　もしも本当に父ブラッドレイが神獣教団の暴走を止めるために組織に残ったのだとして、彼が弟であるスティーヴンに『主人公補正パツシブ・ヒーロー』を附ふ与よしたのはなぜだったのか。

　あの呪じゆ文もんも、『神獣』と同じく人造の神を生み出すための魔術のはず。億分の一の勝機さえ摑つかめる必勝の呪のろいを宿した、限りなく神に近い人間を人じん為い的に造り出す術式のはずだ。

「親父が叔父貴に『主人公補正パツシブ・ヒーロー』を託たくしたのは、神獣教団としての大願成就のためじゃなくて、最初から『神獣』と戦うためだったのか？」

　自分から尋ねておきながら、ブランはその問いに答えが返って来ないと分かっていた。

　もしかすると、実験の弊へい害がいで記憶の欠落が生じる前のスティーヴンと、その兄ブラッドレイの間で、取り決めのようなものがあったのかもしれない。しかし真実はスティーヴンの記憶が甦よみがえりでもしない限り、確かめようがない。

『我わが輩はいが思うに、あの術式こそが、人の身で神を倒たおすための、人類に残された最後の手段なのである。それを非人道的な実験によって弟に附与しようと決断したブラッドレイの心中がいかなるものであったかは、我輩にも知る術すべはないのであるが、な』

　そう言い残し、ヘキサグラムは使い魔フアミリアのフクロウに運ばれてその場を去っていった。

　精神統一するための時間こそ失ったものの、彼との会話は、ブランにとってそれ以上の効果があったようだ。

「さてと、それじゃあ行くか」

　ブランは七支刀をもう一度強く握にぎり締しめ、デュセルたちの待つ儀式の場へと赴おもむくため、その場を後にして歩き出した。
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　そして、儀式開始の刻限が来た。

　クリスタルサークルの中央に据すえられた地じ獄ごくの門へと、七支刀を構えたブランが一歩ずつ近づいていく。

　その姿を近くから見守るのは、デュセル、ステラ、アンジェの三人と、先ほど目を覚ましたばかりの様子のミカ、そして学園長のイアン。

　遠巻きには、デュークフリードとスティーヴン、ローリエやヘキサグラムを始めとしたアルテナの関係者たちの姿もある。

　御ご所しよの結界の外では、デュセルの姉であるエトワールとエスポワール、それにＭＩ７やＣＩＡといった魔ま術じゆつ諜ちよう報ほう機関が、アルテナ皇室や学園に協力し、周辺住民の避ひ難なんを進めてくれているはずだ。

　地獄の門の前に立つだけで、十年前のトラウマがきのうのことのように思い起こされる。かつて幼いブランは実験に失敗し、地獄の門に封ふうじられた『新世界創造ワールドエンド』の魔力を暴走させてしまい、多くの人々の命を絶やしてしまった。

　その中には、幼おさな馴な染じみであるミカにとっての親友であった影かげ武む者しやのカグヤやタケトリ、それに父ブラッドレイの犠ぎ牲せいも含ふくまれている。

　そして姉モリガンは肉体を失い、聖遺物を鋳い型がたにした分身シヤドウに魂たましいだけを封じられ、あれから十年経たっても九歳児のままという不自由を強しいられている。

　──二度と、あんな過あやまちを引き起こすわけにはいかない。

　気負いを抑おさえきれないまま、それでも、ブランは七支刀を構えた。

　胸中を覆おおう不安や、父への疑ぎ惑わくよりも、今この場で自分を見守ってくれている仲間たちの期待に応こたえたいという気持ちのほうが強かった。

「キャストオン」

　だから。ブランは地獄の門をまっすぐ見つめて呪文を唱えた。

　自らの我流術式『分身シヤドウ鋳造キヤスト』を用いて、これまでともに戦ってきた七支刀を鋳型とし、自分と瓜うり二ふたつの身代わりを造り出す。

　魔力光の輝かがやきとともに人型を得た、七番目の分身シヤドウ。その姿はなにからなにまでブランとそっくりで、スケアクロウのようにメガネを着用していることもない。地獄の門を潜くぐり、旧世界の全すべてを滅ほろぼそうとする禁きん忌きの魔法の依より代しろとなるためだけに造られた、文字通りのスケープゴートだ。

　生いけ贄にえとなるために現れたもうひとりのブランの姿に、思わずミカが目を覆う。

「ううううううううだめだ、わたしには見てられないっ！」

　十年前のトラウマを持つのはブランだけではない。同じ経験をしたミカからすれば、見た目が同じだからこそ、分身シヤドウがこれから地獄の門を潜る光景を見ていられないのだろう。

「だいじょうぶです、ミカさん。わたくしたちがここにいるだけで、ブランさんの力になれるはずですから」

　それが分かっているからこそ、ステラはおっとりとほほえんでミカの肩かたを抱だいて勇気づけた。目を背そむけたいのはステラも同様だったが、しかし同時に、見届けなければならないという気持ちも強かった。

「緋眼堕ちレツドの私よりキミのほうが適任だ。頼たのんだよ、ブラン君……」

　アンジェも、大だい舞ぶ台たいに臨のぞむ弟で子しの姿を緊きん張ちようの眼まな差ざしで見守り続けている。今の彼女が自分のことよりブランのことを気にかけているのは、誰の目にも明らかだった。

　魔神の依り代とするための分身シヤドウは、ブランでなくとも、アンジェとイアンなら鋳造することは可能だ。が、ふたりは『新世界創造ワールドエンド』の魔力に影えい響きようを受けている『緋緋色金レツドオリハルコン』の位階を有している。魔法を制せい御ぎよするどころか逆に侵しん食しよくされる可能性が高く、失敗の危険性はブランより高い。だからこそ、アンジェは弟子の身を案じながらも全てを託した。

「ブラン──」

　そしてデュセル。本当なら彼女も、ブランそっくりの姿をした分身シヤドウが犠牲になるというだけで、ミカのように眼前の景色から目を背そむけてしまいたかったことだろう。

　しかしデュセルはそうしなかった。

　澄すんだ『青金剛石ブルーダイヤモンド』の吊つり目を見開き、ブランの決意を決して見み逃のがすまいと、儀式の全てを見守り、そして見届けようとしている。

「あたし、ブランが乗り越こえるの、ずっと待ってるんだからね」

　祈いのるように手を握り締めながら、デュセルはほほえんだ。

　そして彼女の気持ちに共鳴するかの如ごとく、その手のひらの中で、モリガンの魂を宿した八尺瓊ヤサカニノ勾マガ玉タマが穏おだやかな輝きを発する。

「やってくれ」

　そんな中ブランは、意を決した面おも持もちでイアンを促うながした。

　イアンは無言で頷うなずくと、静かに呪文詠えい唱しようを開始する。

「憂うれいの国に向かわんとする者はこの門をくぐれ」

　それは、かつてアンジェがデュセルを生贄にしようとしたときに読み上げた、地獄の門に刻まれた連文詠唱の一節だった。

「永えい劫ごうの呵か責しやくにあわんとする者はこの門をくぐれ」

　詠唱に応じ、地獄の門が開く。その向こうの景色を目にするのは、ブランにとってこれで四度目だ。一度目は十年前。二度目は、デュセルを救うべくアンジェと対たい峙じしたとき。そして三度目は、半月前に幻界翠域リバーシ・ブルーで魔神の女王が現れたとき。

　それまでと同じく、物理崩ほう壊かいを伴ともなう濃のう密みつな暗くら闇やみが門の向こうで広がっていく。

「汝なんじ、この門をくぐる者は一いつ切さいの希望を捨てよ」

　ブランが物思いに耽ふけっている間に、イアンが連文詠唱を締めくくっていた。

　完全に門が開き終わる前に、ブランは分身シヤドウを進ませる。門が開けば開くほど、魔力の奔ほん流りゆうは激しくなり制御が困難になる。十年前はそれが失敗の要因のひとつだった。それに今ならまだ、デュセルとの大魔術ユニゾンで物理崩壊の魔力を相そう殺さいしたときと同様、どす黒い瘴しよう気きのような魔力の量は手に負える範はん疇ちゆう内だ。もしものことがあったとしても対処できる。

　半開きになった門の奥へと、七番目の分身シヤドウは命じられるがままに入っていった。

　魔力光が火花や稲いな光びかりのように激しく舞まい散る闇やみの中へと、分身シヤドウの後姿が消えていく。

　──瞬しゆん間かん。分身シヤドウと繫つながっていたブランの魔術的な感覚器官の全てが、急激な重圧を感じ取った。間ま違ちがいない。封じられた『新世界創造ワールドエンド』の魔力の源が、分身シヤドウと接せつ触しよくしたのだ。

　七番目の分身シヤドウには、一切の戦せん闘とう機能や自律機能を搭とう載さいしていない。七支刀を鋳型としているものの、わざと簡易分身シヤドウと同レベルの性能にしてある。最弱時代の『案山子スケアクロウ』よりもさらに弱い、魔法を封じ込めるためだけに造られた、本当の意味での案山子だ。

　分身シヤドウへと流れ込んだ魔力が暴走を起こさないよう全身全ぜん霊れいで制御に集中するブラン。

　脂あぶら汗あせと冷ひや汗が額に滲にじむが、それを拭ぬぐう暇ひまもない。

　右みぎ腕うでを門へと掲かかげ、弾はじけ飛びそうになる利きき腕を左腕で無理矢理押さえつける。右腕の骨が今にも砕くだけて圧へし折れそうなほどの重圧が圧のし掛かかっているのだ。

　それでも、『青生生魂ブルーオリハルコン』の右目を輝かせ、ブランは吠ほえる。

「キャストオフ！」

　空っぽの中身に『新世界創造ワールドエンド』の魔力が完全に流れ込んだと同時に、ブランは我流術式を解除した。分身シヤドウの姿は七支刀へと還かん元げんされ、旧世界を破は壊かいしようとするどす黒い魔力の全てが、枝分かれした刀身へと封じ込められる。

　先ほどまであれだけ立ち込めていた門の向こうの濃密な闇が、物理崩壊現象の収束とともに雲うん散さん霧む消しようしていく。

　気づけば、地獄の門の向こうに広がるのは、門を挟はさんだ対面の景色となっていた。

　ブランの目にも、門越ごしに向こう側のクリスタルサークルの一部が見える。封じられた魔力の全てを七支刀が吸収しきったため、魔力が生んでいた別次元の異世界も消え、ただのブロンズの鋳造物へと戻もどったのだ。

　七支刀は、魔力暴走を起こすこともなく、閉じていく門の中から吐はき出され、今は地面に転がっている。対してブランは、宝刀を拾いに行くだけの力も残っていないのか、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの顔つきでその場に片かた膝ひざをついていた。

　無言のまま、固かた唾ずを吞のんで事態を見守る面々。だが、最大の懸け念ねんだった魔力暴走が起きる気配はすでにない。

「──ぃぃぃやったああああああああああああああああああ！」

　緊張する沈ちん黙もくを打ち破って、真っ先に歓かん喜きの叫さけびを上げたのは、先ほどまで目を覆っていたミカだった。

「わああああああああああん！　やったぞブランドンんんんっ！　やった、やったよおおおおおおおおおおっ！」

　彼女は滂ぼう沱だの涙なみだを流しながら走り出し、満面の笑えみとともにブランの体に抱きついた。

　同時に、儀ぎ式しきに居合わせた全員の口からも歓かん声せいが上がる。

　諸もろ手てを挙げて喜びの雄お叫たけびを発する者、隣となり同どう士しで肩を組み合って狂きよう喜き乱らん舞ぶする者、人知れず安あん堵どのため息をこぼす者、喜び方は種々様々だったが、誰だれもがブランの偉い業ぎようを称たたえていた。それは、安堵のあまり放心して立ち尽つくすデュセルや、倒たおれそうになる彼女を涙目で支えるステラ、ようやく口元にミステリアスな笑みを浮うかべたアンジェも同様だ。

　だが。

　──イアンだけは違った。

　彼も最初こそ、満足げな顔つきで肩の荷にを下ろしていた。

　しかし今では、笑みを浮かべようとした顔を硬かたく強こわ張ばらせ、色オ違ツいドのア瞳イを驚きよう愕がくに見開いている。歓喜に包まれる周囲の中で、ただひとりイアンだけが、まるで別の景色を見ているかのようだった。

　理由は、彼が持つ三つの我流術式のひとつ『七秒先トレース・の魔術セブンカウント』にある。予知魔術によって、イアンの目には今から七秒先の未来が視みえてしまっていたのだ。

「どういうことだ……？」

　イアン、そして儀式を成功させた当事者であるブランの口からも、戸と惑まどいを滲ませた同じ台詞せりふが漏もれ出していた。ブランには未来予知など使えなかったが、『新世界創造ワールドエンド』の魔力を封じた分身シヤドウと意識共有していたからこそ、すぐに違い和わ感の正体に気づいた。

「まさか──」

　七支刀側から、ブランに対し、一切の感覚共有が遮しや断だんされたのだ。

　もちろん、儀式は完全に成功した。七大魔術系統の中でも附与魔術エンチヤントを得意とするブランだからこそ、封じられた禁きん忌き魔法の魔力の全てを七支刀に附ふ与よせしめたのだ。

　だが、その結果がなにを意味するか、この場で気づいたのはブランだけだった。おそらくイアンでさえ見み抜ぬけていなかっただろう。

　──成功させてはならなかったのだ。

　ブランが成功させたのは、ただの儀式ではない。

　それは即すなわち、神しん獣じゆう教団の悲願たる、『神の召喚アポカリプス』の奇き跡せきの代だい替たい成じよう就じゆに他ならない。

　ブランは今まさに、己おのれの手で人造の『神』を創つくり出してしまったのだ。

　──魔ま力りよくの全てを封ふうじ込めるべきではなかった。旧世界を破壊しようとする魔力の九分ぶ九厘りんを封じた時点で、完全に儀式を成功させ終える前に中断しなければならなかったのだ。

　なぜならば、『新世界創造ワールドエンド』の魔力の底の底に眠ねむっていた、旧世界終焉ワールドエンドの自我さえも、余さず拾ってしまったのだから。

　そう、自我としか言いようがない。人じん智ちを超ちよう越えつした奇跡の領域にある魔法だからこそ、魔法そのものが、あろうことか自我に目覚め、自意識を得るに至った。




『キャストオン』




　呪文詠唱の声が響ひびく。

　ブランの声。

　だが、その声を発したのはブラン自身ではなかった。

　呪じゆ文もんは、七支刀の内側から漏れ出していた。

　次の瞬間、どす黒い魔力光が七支刀から溢あふれ出し、光の中で、聖遺物を鋳い型がたとした人型へと転じていく。

　ブランと瓜うり二ふたつの風ふう貌ぼう──しかし髪かみは色が抜ぬけ落ちたように真っ白で、肌はだは錆さびついたかのような黒こつ褐かつ色しよく。右の瞳は禍まが々まがしい『緋緋色金レツドオリハルコン』で、対して左の瞳は眼球さえ漆しつ黒こくに染まった『暗黒物質ダークマター』だ。

　その姿はまさに、魔術王ブランドン・ブラックバーンを生き写しにした、七番目の分身シヤドウたる魔神の王。

　ブランそっくりの不敵な顔つきとともに、魔神は口を開く。




『拝はい謁えつを許そう。この神オレに滅ほろぼされるべき、旧世界の森しん羅ら万ばん象しようよ』




　それは、顕けん現げんした人造の神。

　不ふ遜そんにも神に名を与あたえるとすれば──

　その存在は、破壊神ワールドエンド、と呼ぶ他なかった。









第三章　大いなるト・メガ・黙示録の獣テーリオン









　絶句するブランたちの目の前で、破壊神ワールドエンドはあぐらをかいた。

　無造作に、その場に腰こしを下ろしたのだ。

　予想外の事態にブランもすぐには対応できなかった。ただ、少なくとも今自分の目の前でなにが起きたかは理解が及およぶ。

　七支刀に封じた『新世界創造ワールドエンド』の魔力──

　否いな、もはやワールドエンドと呼こ称しようすべきだろう。

　破壊神ワールドエンドが、自ら『分身シヤドウ鋳造キヤスト』を唱え、ヒナが卵の殻からを破って孵かえるように、自力で人型を得たのだ。

　モリガンの肉体を依より代しろとしていた魔神の女王ティターニアが、モリガンの我流術式である『影絵シヤドウアート』を自在に駆く使ししていたように。ブランの分身シヤドウを依り代とした魔神の王もまた、ブランの我流術式を自らのものとして使用してみせたのだ。

『なにを驚おどろく。この程度の魔術、神オレには造作もない』

　ワールドエンドが呟つぶやく。その眼まな差ざしは本体であるブランへと向けられていた。

『緋緋色金レツドオリハルコン』と『暗黒物質ダークマター』の瞳。後者はかつてティターニアが見せたのと同じ、全生命に対する絶対否定の権ごん化げたる、超ちよう然ぜんとした眼差しだ。死と滅びを振ふりまき、恐きよう怖ふと戦せん慄りつを喚かん起きさせる、旧世界の万ばん物ぶつ全すべてに向けられた悪意そのもの。

　その目に魅み入いられたかのように、誰も動けない。

　儀式を終えたばかりで疲ひ労ろうしきったブランはもちろん、デュセルや、ステラ、それにブランに駆かけ寄ったばかりのミカも。それどころか、不老不ふ滅めつの大魔術師であるアンジェ、神獣殺しのスティーヴン、そして魔法使いのイアンでさえも。

　誰もが捕ほ食しよく者しやに睨にらまれた餌えさのように、その身を凍こおりつかせている。ワールドエンドは、そんなブランたちを一いち瞥べつし、一言。

『どうした、始めないのか。今ある世界の存亡を賭かけた戦いを』

　──新たな世界を創りだすために、旧ふるき世界の全てを滅ぼす。

　それがワールドエンドの存在理由であり、絶対意志であり、自我だ。

『神オレを滅ぼさなければ、この世界の命運は神オレが握にぎり潰つぶす。分かるか、人類。新たな世界のために今ある世界が滅びるか、今ある世界のためにお前たちが神オレを滅ぼすか。未来はもう、ふたつにひとつしかない』

　破は壊かい神しんは、理解を促うながすようにそう言った。あくまでブランの分身シヤドウを依り代とし、その内部に内包されているため、人間と同じ言語の発生や思考の共有は可能なのだろう。

　だが、和解や共存の道はない。ブランたちはワールドエンドを前に、会話や意い思し疎そ通つうが可能だからこそ、絶望的なまでの隔へだたりを実感した。

「我が聖句よ響けホーカス・ポーカス!!」

　万物を威い圧あつする破壊神を前に、即そく座ざに動けたのはデュセルだけだった。

　カリナンの王おう笏しやくから放たれた光こう弾だんが、ワールドエンドへと襲おそい掛かかる。

「我が雷のままアブラハに消え去れダブラ！」

「我が雷のままアブラハに消え去れダブラ！」

　デュセルに少し遅おくれながらも、現状を理解したアンジェとイアンがそれぞれ即そく死し効果を持つ雷らい撃げきの禁呪を放った。

　しかしワールドエンドは、迫せまる魔術を防ごうともせず、あろうことか、あぐらを崩くずそうとさえしない。そのまま、そよ風に身を委ゆだねるかのように攻こう撃げき呪文を受ける。

　誰だれの目にも、強力無比な波状攻撃に映った。並なみ大たい抵ていの魔ま獣じゆうでは、残ざん骸がいさえ残らないだろうと確信するほどの威い力りよくだ。

『先に言っておくべきだったな』

　だが、光弾と雷撃の直撃を平然とその身に浴びたワールドエンドは、先ほどとまったく変わらないブランそっくりの顔つきで、言葉を続ける。

『神オレに魔術は効かん』

　──それは。この場の魔術師たちに対する、神の死し刑けい宣告に等しかった。

　全員が戦慄する中、ワールドエンドはあぐらを崩してその場に立ち上がると、軽く右手を掲かかげ、手のひらをブランたちへと向ける。

『全ての生命は、神オレに滅ぼされるに足る価値がなければならない。この程度で幕引きなどという興きよう醒ざめはやめてくれよ』

　そう、破壊神が軽い口調で前置きした、次の瞬しゆん間かん。

『神のアイン・無限光オフ・ソウル』

　ワールドエンドの呪文詠えい唱しようとともに、物理崩ほう壊かいの輝かがやきが、ブランたちを含ふくめた全てを、一瞬のうちに包み込んだ。

　魂たましいを砕くだかれるような圧あつ倒とう的な死と滅びが、ブランたちを襲う。

「七秒前リバース・の時魔法セブンカウント！」




　──イアンの魔法が間かん一いつ髪ぱつで間に合っていなければ、全員、命はなかっただろう。

　実際、大半は一度死んだ。最悪の結末を、時間を遡そ行こうさせることで回かい避ひしたに過ぎない。

　ワールドエンドの呪文の感覚を一言で表すならば、即死と呼ぶのも生ぬるい、世界と存在との完全な断絶だ。

「我が聖句よ響けホーカス・ポーカス！」

　七秒前の行動どおり、デュセルの光弾がワールドエンドへと襲い掛かる。

　それをワールドエンドが防ごうとしないのも、七秒前どおり。

　だが、アンジェとイアンからの追撃はなかった。

「今……」

　七秒前の時間軸じくに戻もどり、記き憶おく継けい承しようが為なされたのはイアンと同じオリハルコン位階の持ち主だけ。つまりブランとアンジェだけだ。

「私は、死んでいたのか……？」

　雷撃の禁呪を唱えることも忘れ、慄りつ然ぜんとした眼差しで自らの体を見下ろし、アンジェは震ふるえる声でそう言った。

　知覚された七秒間の間に、彼女の魂と肉体は、完全に消しよう滅めつしていた。

　不老不滅となったはずのアンジェが初めて経験した、それはかつての彼女が千年望み続けていた、絶対なる死。その感覚が、全身の細さい胞ぼうに恐怖という感情を刻みつける。

　魔神の女王ティターニアに魂を握り潰されたときとはわけが違う。

「…………脚あしが、震えている？」

　心の芯しんから青ざめた顔つきで、アンジェはそう、怯おびえの言葉を絞しぼり出した。

　ティターニア──モリガンの肉体に内包されていた『新世界創造ワールドエンド』の魔力は、地じ獄ごくの門に封ふうじられていた魔力の一部分に過ぎなかった。ゆえに、アンジェがその身に宿した魔法『不老不死アンブロシア』を砕くには至らなかった。

　だがワールドエンドは違う。眼前の破壊神ならば、アンジェさえ容易たやすく殺しきれる。

　魔法で魔法を相そう殺さいし、不可能で不可能を塗ぬり潰し、奇き跡せきで奇跡を殺せるのだ。

　その事実が、アンジェにはたまらなく怖こわかった。今の彼女は、ブランたちとともに生きたいと願ってしまうほど、どうしようもなく人間めいてしまっているのだから。

『もう一度言っておくべきか。神オレに魔術は効かん』

　不敵な笑えみを向けるワールドエンドの言葉の内容は、先の七秒とは違っていた。

　目の前の破壊神もまた、ブランの分身シヤドウである以上、オリハルコン位階を有する身。ならば七秒の記憶継承をしているはず。にもかかわらず、ブラン、アンジェ、イアンの三人を除くこの場の魔術師たちのために、わざわざ死刑宣告を繰くり返したのだ。

『さてと。では、こちらも再び言っておこう』

　そう言って、ワールドエンドは再びあぐらを崩し、右手を掲げる。

『神オレの番だ。全ての生命は、神オレに滅ほろぼされるに足る価値がなければならない。さあ、次はどうやって回避する？　お前たちの存在価値を見せてみろ』

　──神のアイン・無限光オフ・ソウル。

　先ほどワールドエンドが唱えた呪じゆ文もんは、とどのつまりは、魔法だ。

　七つの魔法セブンキヤストの中でも禁きん忌きに数えられる『新世界創造ワールドエンド』がもたらす、滅びの魔法。世界の全てを滅ぼす力を持つ、分子デイスイン崩壊テイグレートの禁呪だ。そして破壊神が用いれば、その威力は魂さえも跡あと形かたもなく分解する。まさしく、魂たましい砕くだきとはよく言ったもの。

　ブランは未いまだ戦うだけの体力と魔力を取り戻しておらず、アンジェさえ茫ぼう然ぜん自じ失しつ、そして他の誰もが眼前の敵の真の脅きよう威いをまだ知らない。

「僕が──ッ！」

　イアンは七支刀を強く握り締しめ、一歩前に出た。

　彼が目にした未来世界の文ぶん献けんに記されていた事実では、儀ぎ式しきは成功し、世界中の魔獣たちは以後増ぞう殖しよくを続けることなく、犠ぎ牲せい者しやもゼロだった。未来が変わるはずはない。

　ならば、ひとりの犠牲者を出すこともなく、眼前の破壊神を倒たおすことができるはず。

　今ここで、自らの手で神を葬ほうむることさえできれば──

「七秒間フリーズ・の大魔術セブンカウント！」

　ワールドエンドの攻撃に先んじて、イアンの秘術が完成する。

　それは、時間停止の大魔術。

　術者であるイアンを除く、世界の全ての時間を七秒間だけ止める呪文だ。

　動どう揺ようを浮うかべたままのブランやアンジェ、そして他の魔術師たちの時間も、世界とともに凍りつく。自由に動けるのは、大魔術を発動させたイアンのみ。

　ワールドエンドも右手を掲げたまま動きを止めている。神に魔術は効かないと言っていたが、大魔術ならば通用するということだろうか。

「この七秒で、全ての決着をつけるッ！」

　イアンは七支刀を振り上げ、その刃やいばでワールドエンドの首を落とそうと挑いどみかかる。

『神デウス・補正エクス・マキナ』

　──が、動くはずのないワールドエンドの口元から、詠えい唱しようの声が漏もれた。

　次の瞬間には、未だイアンの大魔術による七秒の最中であるというのに、破壊神は凍れる時間の戒いましめを引き千切って動き始めた。

『たかが時を止めた程度で、神オレの運命を左右できると思ったか。うかつだな、有限の生を生きとし生ける者よ』

　完全に世界が静止した七秒間の中で、イアンとワールドエンドだけがその四し肢しを動かす資格を有していた。

　しかし、これはイアンにとっては最悪の誤算だ。

　ブランたちの動きまで封じてしまっているというのに、敵に自由に動かれては、時間の止まった七秒間がアドバンテージどころか絶体絶命の窮きゆう地ちへと転じてしまう。

『試ためしてみろ。この時の止まった数秒の間に、動けない仲間をどれだけ救いきれるのかどうかをな──。さあ、万物を喰らい尽つくせ、神のアイン・無限光オフ・ソウル！』

　ワールドエンドは、一いつ切さいの容よう赦しやなく、時間停止の影えい響きようで一歩も動けずにいるブランたちへと、滅びの魔法を解き放つ。

「くそおおおおおおおおおおおおおッ！」

　イアンは七支刀を手に、吠ほえた。

　ブランやアンジェを始めとした周囲に迫る、圧倒的な滅びの光。その全てを防ぐため、持てる魔力を根こそぎ使い尽くすことも厭いとわず、防ぼう御ぎよ術式による魔術結界を展開する。

　だが、防ぎ切るには至らない。

　ワールドエンドは容赦なく、息を吸うように魔法を連発。一発一発が生命を完全消滅させるほどの魔法を連続詠唱し、さらなる追撃をかける。

　このままでは『七秒間フリーズ・の大魔術セブンカウント』が解除されると同時に、確実に数名、イアンが取りこぼした魔法の直撃を受けてこの世から消滅するだろう。

　残り時間は、あと三秒、二秒、一秒──

『神オレからのボーナスタイムだ』

　瞬間、大きく指を鳴らしたワールドエンドが、愉しげにそう言った。

　ゼロ秒が過ぎ、しかし一秒、二秒と、世界を停止させる時間が追加されていく。

　十秒経たっても、イアンの大魔術は解除されなかった。

「まさか、僕の大魔術を延長させたのか!?」

　焦しよう燥そうに駆かられながら、それを上回る驚きよう愕がくがイアンの意識を支配する。

　十五秒、十六秒、十七秒と、悪夢のような時間は、一向に停止されたまま、今なお続いている。その間イアンはずっと、次から次へと放たれるワールドエンドの魔法を防ぎ続けなければならない。

『秒と言わず分、分と言わず半時、いや一刻でも付き合ってやる。さあ、神オレから仲間たちを守り続けてみせろ。魂を宝石のように輝かせ、その価値を神オレに示すがいい。そうすれば──滅ぼす前に名前くらいは憶おぼえてやる』

　魂の価値を量るかのような破は壊かい神しんの視線が、イアンに突つき刺ささる。

　神の持つ紅くれないと黒のオッドアイ。対するイアンは、七支刀を構え直し、今なお迫せまり続ける物理崩壊の魔法を前に、自らの紅と青のオッドアイを輝かせた。

「やれやれだ。ならば……僕も全身全ぜん霊れいをかけて挑むとしよう！　魔法使いアルテイマグスの二十一秒の、その先にな！」

　三つの我流術式、今までの数百年に及およぶ時間跳ちよう躍やくの旅路、そして父と母から受け継ついだオリハルコン位階の魔力。その全すべてにかけて、イアンはたとえ何時間だろうと何日だろうとワールドエンドからブランたちを死守してみせると、願い、誓ちかった。

　立ち塞ふさがる、あまりにも強大な人造の神を前に。
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　ようやく、時が動き出す。

　しかしながら、御ご所しよに集つどう誰だれもが今しがたの時間停止の大魔術を認にん識しきできていなかった。それはブランやアンジェといえども例外ではない。

　いったいどれほどの時が静止したままだったのかを知る者は、当事者である、イアンとワールドエンドのみ。

「イアン!?」

　最初にイアンの変へん貌ぼうに気づいたのはブランだった。その目には、ほんの数すう瞬しゆんだけ目を離はなした間に、イアンが移動したようにしか見えなかったことだろう。

　なにせ先ほどまで後方にいたはずなのに、今は、まるでずっとブランたちを守り続けていたかのように、最前列でワールドエンドの前に立ちはだかっていたのだから。対して、破壊神は一歩もその場を動いていない。

　そして、立ち位置以上にイアンの様子が豹ひよう変へんしていた。その憔しよう悴すいぶりは儀式を完かん遂すいさせたブラン以上に酷ひどく、顔に生気はない。しかも、完全に魔力が枯こ渇かつしてしまっている。

「お、おいイアン！　なにがあったんだ！」

　ブランは駆け寄ろうとしたが、疲ひ弊へいした体では動くこともままならなかった。

　冗じよう談だんのような激変ぶりとはいえ、只ただ事ごとでないのはひと目で理解が及ぶ。しかしまさか、制止した時間の中で激げき闘とうを繰り広げていたなどとは夢にも思わない。

「……動き、出し、たのか……」

　壮そう絶ぜつな顔つきのまま、乾かわききった唇くちびるの隙すき間まから今にも息絶えそうな声を絞り出すイアン。握にぎり締めていた七支刀が、その手からこぼれ落ちた。

「……ブランドン、聞け……」

　イアンの体の輪りん郭かくが、輝かがやきとともにぼやけていく。

　魔ま法ほう『時間の逆行タイムリバース』を習得した時間漂ひよう流りゆう者しやに課された呪のろい──内包魔力を使い尽くし、時間跳躍が強制的に発動する兆きざしだった。

「人類に残された、最後の希望は……『主人公補正パツシブ・ヒーロー』と……その七支刀だ──」

　激闘の最中イアンがどのような破壊神の秘密を摑つかんだのかは、誰にも分からない。だがイアンは、希望を宿した瞳ひとみをブランへと向け、この時代から消失する前にそう言い残した。

　舞まい散る輝きの破は片へんだけを残し、イアンが消える。

　残されたのは、意味深な言葉と、この時代の七支刀のみ。

「──『主人公補正パツシブ・ヒーロー』と、七支刀？」

　別の時代へと強制的に時間跳躍させられたイアンが、十年前のように託たくしていった七支刀。その異い形ぎようの宝刀へとブランは手を伸のばす。

『滅ぼし損ね、名も聞きそびれたか。まあいい。次は誰が神オレの相手をするつもりだ？』

　一切の疲ひ労ろうを感じさせない平然とした面おも持もちで、ワールドエンドは周囲を睥へい睨げいする。

　それを見たデュセルは純白の魔術ローブの裾すそを翻ひるがえし、王おう笏しやくや王おう冠かんを始めブローチや指輪といった、九つのダイヤモンドの輝きが煌きらめくカリナンの戴たい冠かん宝器の全すべてを瞬時に装着し、完全武装を整える。

　ステラは『大悪魔メフイストフエレス』の力を宿した紺こん碧ぺきのローブを、アンジェも『降魔祭ワルプルギス』の大魔術附ふ与よが為なされた真しん紅くのローブをそれぞれ纏まとう。先ほどからブランに抱だきついていたミカも、慌あわてて桜色のローブ姿へ。附与されている『常リジ時エネ回レー復シヨン』の効果とミカの魔術特性『共鳴波動』のおかげで、抱きつかれたブランの魔力がぐんぐんと回復していく。

「イアンがなにを伝えたかったかは分からないが、いいぜ、やってやるよ」

　ミカのおかげで我流術式を発動するための魔力はすでに回復している。

「キャストオン、七詠唱セブンキヤスト！」

　ブランは七支刀を掲かかげ、呪じゆ文もん詠えい唱しよう。デュセルたちに預けてあった聖遺物が光を帯びて、激しい魔力の奔ほん流りゆうを纏まといながら人型を得る。

　瓜うり二ふたつの姿を持つ、近接格闘型分身シヤドウ『案山子スケアクロウ』。

　青年期の姿を持つ、禁呪搭載型分身シヤドウ『黒魔導師ウオーロツク』。

　幼少期の姿を持つ、万能支援型分身シヤドウ『錬金術師アルケミスト』。

　老年期の姿を持つ、広域探索型分身シヤドウ『大賢者ワイズマン』。

　女性体の姿を持つ、隠密潜入型分身シヤドウ『魔女ウイツチ』。

　幼おさな姉あねの魂たましいを宿した、全知全能型分身シヤドウ『女王クイーン』。

　そして術者のブランを加えて総勢七名。

　一人七役にして七体一役の魔術結社、七詠唱セブンキヤスト。

「こいつは初めて手にするはずの七支刀なのに、なんでだろうな、しっくりくる」

　誰しも初めて使う聖遺物では本領を発揮できないはずだが、ブランの手の中の七支刀はまるで最初から持ち主を決めていたかのように、驚おどろくほどすんなり手に馴な染じんだ。

　分身シヤドウに魔力を注ぎ込みながら、ブラン自身にも、気力が漲みなぎっていく。

『人が神オレに抗あらがうか。だがそれでいい』

　多勢に無勢でありながら、ワールドエンドは上じよう機き嫌げんだった。

　臨戦態勢は、すでにデュークフリードやスティーヴンたちも整え終えている。この場の誰もが、破壊神を前にしてひれ伏ふすことも命いのち乞ごいすることもなく、打ち倒たおそうとしている。神を称しようする者ならば、その身の程ほどを知らぬ不ふ遜そんさに、激げつ昂こうのひとつでもしそうなもの。

　しかしワールドエンドは愉しげだ。

　まるで、自分に刃は向むかおうとする者たちが戦意を高こう揚ようさせていることを、心の底から喜んでいるかのよう。

『所しよ詮せん、あらゆる生命を待ち受ける運命は終極的にひとつしか存在しない。死のさだめだ。生ある者はいずれ必ず死ぬ。それが絶対の運命』

　ワールドエンドは、まるで神の啓けい示じの如ごとく、誰ともなく語りかける。

『だが──だからこそ、生ある者はただ緩かん慢まんに死を享きよう受じゆするのではなく、死に抗あらがわなくてはならない。土へと還かえる最さい期ごの瞬間まで、懸けん命めいに生を謳おう歌かし、親から子へと命を受け継ぎ、その魂を輝かせなければならない。我こそはこの世に生を享うけるに足る存在であったのだと、自らの有限の生をもって証明しなければならない』

　あろうことかそれは──

『でなければ、生きる意味がない』

　破壊神の口からこぼれた、生命賛美だった。

　世界を滅ほろぼそうとする邪じや悪あくな神が口にするとは思えない、残ざん酷こくながらも生命の正しい在り方を是ぜとする、善性をうかがわせる言葉。ある種の人間賛歌にも似たその言葉を聞いて、この場に集うブランを始めとした多くの魔術師たちは面食らった。

　例外は五人──デュセル。ステラ。アンジェ。ミカ。そしてモリガン。

　差こそあれど、彼女ら五人だけはワールドエンドの破壊神らしからぬ言葉に思うところがあった。似ているのは姿形だけではないのだと、ブラン以上にブランのことをよく知る、彼女たちだけが気づいたのだ。

　滅ぼす側と抗う側、立場も真逆で、物言いさえ似ても似つかない。だがそれでもブランの分身シヤドウを依より代しろとしているからこそ、その中身が、どこかブランに似ている。

『新世界創造ワールドエンド』と『旧世界エンド・オブ終焉・ザ・ワールド』は同義。新たな世界のために旧ふるき世界の全てを滅ぼそうとする禁きん忌きの魔法が宿した、神の如き自我。そこに分身シヤドウを通してブランの意志が介かい入にゆうし、融ゆう合ごうし、神格を変質させた。

　旧き世界を滅ぼそうとする目的そのものは変わらない。しかし、目の前のあらゆる生命に価値を見み出いだそうとする。

　──命を滅ぼす神ながら、ブランと同じく、命の価値を理解している。

　旧世界の全てを否定する魔神であるにもかかわらず、死すべき運命を背負った命の全てを肯こう定ていしようとしている。人類にとっての最大最悪の脅きよう威いであると同時に、相反する生命賛美の矛む盾じゆんを抱かかえ、人類に価値を見出そうとしているのだ。

『神オレに示してみせろ！　神オレがこの星に示す新世界の可能性よりも、お前たちが今を生きる旧世界の可能性のほうが、価値があるのだと！』

　それができなければ、人は滅びるしかない。

　生き残るのは、神か、人か。未来を勝ち取るのは、新世界か、旧世界か。今から始まる戦いは、破壊神が人類に課す、この星の生存権を懸かけた最終試練。

　ブランの分身シヤドウという依り代を得て地上に顕けん現げんした神は、自ら決戦の火ひ蓋ぶたを切った。

『神のアイン・無限光オフ・ソウル！』

　ワールドエンドの詠えい唱しようとともに、万まん華げ鏡きようの如き輝きが周囲を包む。

　魔術ではない。大魔術でさえない。『新世界創造ワールドエンド』の名を冠かんした七つの魔法セブンキヤストのひとつ、直ちよく撃げきすれば不老不ふ滅めつのアンジェでさえ死するしかない窮きゆう極きよくの禁呪だ。

　防ぎきれるものではない。それでも防ぐか。

　避さけきれるものでもない。それでも避けるか。

　神に挑いどむ魔術師たちがその二択たくを迫せまられる中──

「蝶のフロート・ようにライク・ア・舞いバタフライ、蜂のようステイング・ライクに刺す・ア・ビー！」

　自じ滅めつ覚かく悟ごで突つっ込こむという、三つ目の選せん択たく肢しを選んだ者がいた。

　眼帯を外し『星条スター黒青玉ブラツクサフアイア』の魔力を全開にした、スティーヴン・スティングレイだ。

　ただの運頼だのみで、乱らん舞ぶする神のアイン・無限光オフ・ソウルの間かん隙げきを抜ぬけながら、神獣殺しの異名を持つ世界最強の国家魔術師が切り込む。

　常人が真ま似ねすれば、破は壊かい神しんに肉にく薄はくすることすら叶かなわず、即そく座ざに消しよう滅めつするだろう。しかし、その身に附与された『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の効果により、彼は万分の一、億分の一の勝利を得るための幸運の加護を得る。ゆえに、天文学的な確率上の偶ぐう然ぜんが、その身を救った。

　ワールドエンドの放った魔法の全ては、スティーヴンに命中することはなかった。

　そしてスティーヴンは破壊神の懐ふところへと潜もぐり込む。

『その迷いなき覚かく悟ごに喝かつ采さいを送ろう！』

　率そつ先せんして人類の先せん陣じんに立つ英えい傑けつの姿に、ワールドエンドは狂きよう喜きしながらこれを迎むかえ撃うつ。あろうことか神自ら拳こぶしを握り締しめ、素す手でで。

　──瞬間。ワールドエンドが捉とらえていたスティーヴンの姿が、突とつ然ぜん搔かき消えた。

　意表を突かれて驚く神の横っ面つらに、透明化したスティーヴンは魔力を帯びた右の拳を全力で叩たたき込んだ。そして間かん髪はつ入れず左の拳、またも右、左と、立て続けに音速のラッシュを抉えぐり込んで打っていく。

　スティーヴンの姿は完全に搔かき消えており、ワールドエンドからすれば、どちらの拳が自分の体のどこを狙ねらってくるか、まるで察知できない。

『これは──』

　猛もう然ぜんと殴なぐり続けられながらも、しかしワールドエンドは平然と視線を外す。無防備であることは百も承知で、スティーヴンの姿を透明化させた魔術の正体を探し始めたのだ。

「叔お父じ貴き、効いてない！　一度退ひけ！」

　ブランの鋭するどい声が飛ぶ。甥おいの指示に反発することなく、スティーヴンは瞬時に真横へ跳とんだ。そこで透明化魔術の範囲内を越こえたのだろう、大統領の足に絡からみついていたと思おぼしき柔やわらかな銀色の絹糸がほどけ、スティーヴンの姿が露あらわになる。

　ワールドエンドは、一時離り脱だつした敵ではなく、肉眼視が可能となった銀色の絹糸を目で追った。

　長く長く伸びた銀の糸。それはブランの傍かたわらに立つ分身シヤドウのうちのひとり、銀ぎん髪ぱつメイド姿の『魔女ウイツチ』のスカートの中から伸びていた。

　正しくは、ウィッチのスカートから顔を覗のぞかせたキツネの九きゆう尾び、そのうちのひとつが形状を変化させ、長い銀糸を束ねた紐ひもとなり、スティーヴンの足に接せつ触しよくしていたのだ。

「これぞ我流術式『九尾ナインテイル変化・コントロール』です！」

　得意げにウィッチが言う。

　魔術の中でも幻げん術じゆつに特化したウィッチだが、変化や透明化は自らにしか効果を及およぼさない。しかし、半月前の合宿でサウナ中にブランの姿を透明にしていたように、体を接触させた相手にも効果を及ぼすことはできる。

　そこでウィッチは、エトワールから聞かされた暴走時の話を参考に、まずはキツネの尾おを九尾に増やし、さらに尾の形状を変化させて仲間に接触させることで、幻術の対象範囲を大おお幅はばに増やしたのだ。

　これでウィッチ自身を含ふくめて最大十名まで、その姿に幻げん惑わくの魔術をかけることが可能となる。透明化させるのも互たがいの姿を入れ替かえるのも、思いのままというわけだ。

「どうですどうです！　すごくないですか！」

　編み出したばかりの我流術式の絶好のお披ひ露ろ目めに、ウィッチは耳をピョコンと立てて、他の分身シヤドウたちを前に自じ慢まんげにはしゃぐ。

「おれのほうが凄すごい」

「いやいや、誰だれが一番かはすぐわかるよ？」

　そんなウィッチに対し、ウォーロックとアルケミストが対たい抗こう意識を燃やしていた。その物言いから察するに、両者ともに我流術式を編み出したに違ちがいない。

「大おお馬ば鹿か者ものどもめ！　こんな状じよう況きようで自慢大会するやつがあるか！」

　教授という仕し事ごと柄がらのせいか、つい叱しかりつけてしまうワイズマン。

　しかし、その隣となりにいるスケアクロウからすれば、ワイズマンもすでに我流術式持ちだ。

「くそ。ちょっと羨うらやましい」

　スケアクロウは他の分身シヤドウたちを横目に、羨ましそうに指をくわえていた。

　緊きん張ちよう感に欠ける分身シヤドウたちの姿を前に、モリガンは微笑ほほえましそうに見守り、ブランは頭を抱える。

『──なるほど』

　そしてもうひとり、この場にはブランの分身シヤドウがいる。

『たかが魔術とはいえ、その範はん疇ちゆう内でよく練られている。術者の特性や独自性を活いかし、他者との連れん携けいに最大の重きを置いた術式──それを称して我流術式というわけか』

　ワールドエンドもまた、ウィッチが披ひ露ろうした我流術式『九尾ナインテイル変化・コントロール』を目にし、緊きん迫ぱくする場に似つかわしくない、のん気な感想を口にしていた。

　相手の魔術を見ると興味を持って術式を解明しようとするのは、ブランやブランの分身シヤドウたちの共通の癖くせだ。そしてその癖は、根が同じだからこそ、ワールドエンドも持っているらしい。

「……ほら、やっぱ似てる」

「……ですよね、似てますよね」

「……困った弟で子しだ」

　デュセル、ステラ、アンジェの三人が、確信を得た様子で苦笑いを浮うかべる。

「全然わからん！」

　ちなみにミカは、スティーヴンの姿が透明化したあたりですでに現状理解に追いつけず、ちんぷんかんぷんといった顔つきで先ほどから首を傾かしげたままだ。

『ならば神オレも披露してやろう。神オレにしか使えない、お前たち魔術師には実現不可能な術式というものを』

　対抗意識に芽生えたのか、ワールドエンドは不敵に言った。そういうところもブランや分身シヤドウたちの反応とそっくりだったが、指し摘てきする余よ裕ゆうは誰にもない。

　なぜなら、続けて破壊神が口にした名に、誰もが絶句するしかなかったのだから。

『神オレの我流術式『七つの魔法セブンキヤスト』をな！』

　セブンキャスト──不敵な笑えみを浮かべ、破壊神は確かにそう言った。

　同時に、ワールドエンドの手のひらに、柔らかな、淡あわい輝かがやきが宿る。

『再誕せよ！　かつて生を謳おう歌かせし命よ、今は屍しかばねとなりし死せる命よ、我が秘中の秘が一、『死者の復元ネクタル』の名において！』




　──魔法『死者の復元ネクタル』。

　七大魔術系統の死ネク霊ロマ術ンシーに属し、その最終到とう達たつ領域として知られる七つの魔法セブンキヤストの奇き跡せきだ。

　今の魔法世界では、死者を甦よみがえらせるだけならば大魔術でも可能だ。だがそれには困難な条件がいくつもあり、術者が生前の蘇そ生せい者しやのことを深く理解しているという大前提、死後経過時間や死体の有う無むと損傷具合、さらには魂たましいの在あり処かが大きく成否を左右する。

　だが、『死者の復元ネクタル』はそれらを必要としない。

　大魔術に分類される死者蘇生との決定的な違いはそこだ。

　蘇生ではなく、復元。死者を無から復元する。

　術者の知らぬ蘇生者であろうが、死後どれだけ時間が経たっていようが、死体がすでになかろうが、魂さえ消滅していようが、関係ない。

　かつて存在したものを、そっくりそのまま、再構築する魔法だ。




　破壊神ワールドエンドの魔法は、今ここに、ひとつの命を甦らせた。

　神が人じん智ちを超ちよう越えつした奇跡をもって今ここに復元せしめた、その、怪かい物ぶつめいたあまりに巨きよ大だいな存在に、この場の誰もが絶句する。

　眼前に立ちはだかるソレに、ブランも、そしてデュセルも、見覚えなどあるはずもない。ステラも、ミカも、想像したことさえなかった。なぜならソレは、彼らが生まれる前に息絶えた怪物なのだから。

　かつて猛もう威いを振ふるったその怪物の存命中の姿を知る者は、この場に三人。

　アンジェ、スティーヴン、そしてデュークフリード。中でもスティーヴンは、持ち前のポーカーフェイスを完全に捨て去り、あり得ない現実を前に両目を見開いていた。

　──七頭十角の獣けもの。

　甦った怪物の姿を端たん的てきに表現するならば、それ以外にないだろう。

　七つの長大な首と、冠かんむりのような十の角を持つ、見上げるほどに巨大な竜りゆう。全身は宝石に似た色いろ鮮あざやかで煌きらびやかな鱗うろこと黒い毛皮に覆おおわれ、長い首を含めた頭部は七匹ひきの大だい蛇じやを思わせ、口は獅し子しの如ごとく、胴どう体たいは豹ひようのしなやかさを、脚きやく部ぶは熊くまの強きよう靭じんさを兼かね備えている。

　そして魔ま獣じゆうの証あかしたる真しん紅くの瞳ひとみは、六対十二眼、その全すべてが『赤金剛石レツドダイヤモンド』だ。

　旧きゆう暦れきの魔術師たちが伝承に残した、大淫婦バビロンマザー・ハーロツトが腰こし掛かける『大いなるト・メガ・黙示録の獣テーリオン』。この名を意味する旧暦古代文字を数値化すれば、合計値六六六の獣の数字を示すという。

　その逸いつ話わにあやかり、狂きよう信しん者しやたちは自らが生み出した忌いむべき魔獣をこう呼んだ。

　神の如き、神の名を汚けがす獣────『神獣マスターテリオン』と。

　人類史に深く刻まれた、最大にして最悪なる最さい凶きようの魔獣。魔神の依より代しろとして最初に産うぶ声ごえを上げた、全人類の天敵。七頭十角十二眼を持つ、悪あしき大怪かい獣じゆう。

　それこそが、破壊神が甦らせた存在の正体だった。
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　突とつ如じよとして御ご所しよに出現した神獣マスターテリオンは、敷しき地ち内の皇居ごと全すべてのクリスタルサークルをなぎ倒たおし、悪夢めいた咆ほう哮こうを上げる。

　ブランたちは、独自の生き物のように襲おそいかかってくる黙示録の獣の七つの首によって、連携もとれないまま完全に分断されてしまっていた。

「くそったれ！　遠近感狂くるうような大きさしやがって！」

　御所の北側に追い込まれ、悪態をつくブラン。ともに行動しているのは、デュセルと、そして彼女の父であるデュークフリードだ。

　彼らの眼前に迫せまるは、七つの首のうち、二本の角と三つの魔眼を有する、巨きよ体たいの司し令れい塔とうと思おぼしき中央の首だ。今まさに巨大な牙きばを覗かせて、ブランたちを追いつめている。

　神獣マスターテリオンの首を間近で目にしても、それ単体では角の生えた大蛇のようにしか見えない。しかも旧暦の高層建造物さえ丸まる吞のみにしてしまえるほどの規格外の大蛇だ。首ひとつとっても、そのサイズがあまりに巨大すぎて、全体像が認にん識しきできないのだ。

　ましてや、神獣マスターテリオンを甦らせた破は壊かい神しんワールドエンドの姿となると、すでに完全に見失ってしまっている。

　鞭むちのように、その巨大な首を叩きつける神獣マスターテリオン。

　たったそれだけのことで、大地は抉れ、土つち煙けむりが濃のう霧むのように立ち込める。ブランたちは身体能力強化の術式を用いて咄とつ嗟さの回かい避ひを成功させたが、少しでも遅おくれていれば、首に押し潰つぶされて挽ひき肉になっていたことだろう。

「この威い容よう、まさしく神獣マスターテリオン！　二十年前と変わらぬ姿──ッ！」

　険しい面おも持もちでデュセルの父はそう言った。

　デュークフリードにしてみれば、二十年前の若き全ぜん盛せい期きでも、手も足も出なかった敵だ。そのうえ相手は最盛期そのままの姿で、対する自らは今やすっかり老いさらばえ、しかも一度は娘むすめを手にかけようとするほどに耄もう碌ろくした身。一いち目もく瞭りよう然ぜんで勝てぬと分かる怨おん敵てきと対たい峙じする歯は痒がゆさは、筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたいだろう。

「いくぞデュセル！」

「うん、ブラン！」

　ブランとデュセルは息を合わせて詠えい唱しように移る。何度となく強敵と戦ってきたふたりは、こんな状況でも即そく座ざに詠唱を完成させ、魔獣の顔面目め掛がけて強力な魔術を叩たたき込んだ。

　しかし神獣マスターテリオンの一の首は、自らの顔の左右と額にある三つの『赤金剛石レツドダイヤモンド』の魔眼を輝かせて、蛇へびの威い嚇かく音に似た人語を介かいして呪じゆ文もんを詠唱する。

『──Perdurabo──ペルデュラボー』

　我は耐たえ忍しのぶという意味を持つ、防ぼう御ぎよ術式。その夜明けの黄金色を思わせる輝きが結界となって、一の首の周囲に展開され、ブランたちの魔術を完全に阻はばむ。

　さらには──

「囲まれた！」

　ブランの口から焦あせりの声が発せられる。なぜなら、その退路を断たつかのように、後方から神獣マスターテリオンの二の首と三の首が獅子の牙を剝むいて迫っていたからだ。それぞれ角はひとつずつ。魔眼の数は前者が一いつ対つい、後者が単眼だ。

『──ViVeri Vniversum Vivus Vici──ウイ・ウェリ・ウニウエルスム・ウイウス・ウイキ』

　続けて二の首の唱えた天狼星シリウスの白銀色を思わせる輝きが、凄すさまじい光線となってブランたちを襲う。

『──Ab Ben ruach aCadesch──アブ・ベン・アツクアカデツシユ』

　さらには三の首の放つ真紅色の雷かみなりが同時にブランたちへと迫る。詠唱こそ違うものの、アンジェが得意とする、触ふれれば即そく死しの、もはやお馴な染じみとさえ言える雷らい撃げきの禁呪だ。

　とはいえこの呪文は元来、神獣マスターテリオンが用いた禁呪だ。アンジェの得意術式は、二十年前に彼女が神獣マスターテリオンの禁呪を人間に扱あつかえるよう、最もポピュラーなＡＢＲＡアブラＣＡＤＡＢＲＡカダブラの呪文になぞらえてアレンジしたものなのだ。

　無論、そんな事実をブランたちが知るはずもない。が、その威い力りよくが凄まじいことは熟知していた。さらに、二の首が用いた白銀色の閃せん光こうも、真しん紅く色の雷撃に匹ひつ敵てきするほどの強きよう烈れつな魔力を帯びている。

「頭が七つもあるから異種呪文の同時詠唱も可能ってか！　完全に大魔術師レベルの魔獣じゃねえか！」

　ブランはデュセルと目配せし、迫る魔術を防ごうとする。

「余のもとに現れよ、聖せい剣けんジュワユーズ！」

　が、ふたりに先んじて、デュークフリードが転移魔術で聖遺物たる剣を呼び出していた。すでに娘エトワールに王位とともに譲ゆずったルーヴルの玉璽レガリア級聖遺物だが、今は体てい裁さいを気にしている場合ではない。

　瞬しゆん時じにデュークフリードはかつての愛剣を一いつ閃せん、白銀の光と真紅の雷を、術者の魔力を吸収して切れ味と強度を高めた『聖剣ホーリーセイバー』の術式効果でもって、鮮あざやかに両断する。

　その瞳の位階は、眩まばゆいほどの『帝位インペリアル藍黄玉ブルートパース』の輝きを放っていた。

「お父さまって強かったの!?」

　デュセルの知る父の姿は、ずっと玉座に座って陰いん謀ぼうを巡めぐらせていたときのもの。戦士としての勇姿など想像したこともなかったのだろう。

「これでも二十年前は、余も勇者と呼ばれていたものでな！」

　昔取った杵きね柄づかを披ひ露ろうするかの如くデュークフリードは偉えらぶる。しかし、娘の心無い感想を受けて、少しばかり表情が引きつっていた。

『──Nuit──ヌイト』

　再び神獣マスターテリオンが呪文詠唱に移る。

『──Hadit──ハデイト』

　しかも今度は、複数の首を用いた連文詠唱による、完全な大魔術だ。

『──Ra Hoor Khut──ラー・ホール・クイト』

　三つの首が発する呪文が繫つながっていくごとに、身の毛もよだつほどの魔力の奔ほん流りゆうがブランたちの周囲を取り囲んでいく。これにはデュセルとデュークフリードも、顔色を失って神獣マスターテリオンの威容を見上げ、立ちすくむ。高い魔力位階を有するふたりだからこそ、直じきに放たれるであろう大魔術の威力を容易に想像することができた。

　──だがそのとき。

　二の首と三の首を追って来たのだろう、ふたつの人ひと影かげがブランたちに合流する。

　アルケミストとウォーロックだ。

　すでにふたりは臨戦態勢を整えており、互たがいに青と紅くれないのオリハルコン位階の瞳を輝かせ、デュセルたちを守るべく即座に神獣マスターテリオンの前に立ちはだかる。

『──Liber AL vel Legis──リベル・エル・ウエル・レギス』

　瞬間、三つの首の大魔術が完成した。

　全てを吞のみ込まんとする、破壊神の魔法と同種の分子デイスイン崩壊テイグレートの輝かがやきが、ブランたちを襲う。おそらく直撃すれば、身も心も、魂たましいさえも砕くだかれるほどの威力だろう。

「見せてやれよ、お前らの我流術式を！」

　しかしそんな中にあって、ブランは不敵に笑った。そして、主あるじに同調するかのように分身シヤドウたちも大きく頷うなずく。

　先に動いたのはアルケミスト。

　その手には、七枚の札カードが握にぎられていた。

　それぞれのカードには別種の魔法陣じん──否いな、錬れん成せい陣じんがあらかじめ描えがかれている。

「場に出すカードは、これとこれとこれ！」

　手持ちの七枚の錬成陣カードを一いち瞥べつし、アルケミストは手札から三枚のカードを瞬時に選んで投げ捨てる。同時に錬金術アルケミーを起動。

　事前にカードに描かれていた錬成陣が三つ同時に発動し、大地を隆りゆう起きさせた土ど壁へき、大気の水分を圧縮凝ぎよう固こさせた氷ひよう壁へき、そして霊れい脈みやくの魔術結界の力を利用した魔力壁が展開される。圧あつ倒とう的な敵の大魔術を防ぐべく、三重の盾たてを造り出したのだ。

　土壁は一瞬で分解され氷壁は瞬またたく間に溶とけて消えた。しかし、その甲か斐いあって神獣マスターテリオンの大魔術は威力が減げん衰すいし、最後の魔力壁によって完全に阻まれる。

「ドロー！」

　アルケミストが触しよく媒ばいに用いた錬成陣カードは、インスタントマジック用の護ご符ふと同じく、一度限りの使い捨て。すぐさま懐ふところから中身を確認することなくカードを三枚補ほ充じゆうし、手札を七枚に保つ。

「これがおれの我流術式、名づけて『ＴタクテイクスＣ・カード・Ｇグラフイツクス』！」

　悪童めいた顔つきで、アルケミストがニヤリと口元を吊つり上げる。

　今までアルケミストは、戦せん況きように応じてその場で錬成陣を用意していた。攻こう守しゆともに強力だが準備に時間がかかってしまい、単独では弱く、他の分身シヤドウとの連れん携けいが必ひつ須すだった。

　そこでヒントになったのが、錬金術アルケミーの少女教授ローリエ・ロリエッタだ。彼女のようにいくつかの戦況を想定して、あらかじめ数十種類の戦略級の錬成陣を用意しておく。錬成陣は魔術触しよく媒ばいを兼かねたカードに描かいておき、戦況に応じて複数のカードを組み合わせて術式を行使するのだ。

　アルケミストはそのために必要な錬成陣カードを、昨夜メイガスに手伝ってもらって、五〇枚用意しデックを組んでいる。今はまだ使い慣れていないため手札の上限枚数をひとまず七枚と定めているが、使い捨てた分はすぐさま補充することが可能だ。

「あっ、使い道のないカード引いた！」

　とはいえ、慌あわただしい戦せん闘とう中はカードの画を確認せずに運任せに手札を補充することになる。そのため、攻こう撃げき手段だけが偏かたよったり、逆に防御手段だけが偏ったりと、欲ほしいカードが手元に来ないことも多い。今しがたアルケミストも、現在の戦局にはあまり役に立たないカードを引いてしまったのか、得意げだった顔が若じやつ干かん歪ゆがんでいた。

『──ViVeri Vniversum Vivus Vici──ウイ・ウェリ・ウニウエルスム・ウイウス・ウイキ』

　その隙すきに、神獣マスターテリオンは不発に終わった大魔術に代わり、追撃の術式を呪文詠唱。

　手札内の防御用カードは先ほどの攻こう防ぼうで使い切ってしまったのだろう、アルケミストは手札を一新させて慌てて別のカードを引き直そうとする。

「次はおれの番だ」

　だが、先にウォーロックが一歩を踏ふみ出した。

　彼は得え物ものである二丁魔ま銃じゆうを懐に仕し舞まったまま、神獣マスターテリオンの首に対して無防備な仕草で両りよう腕うでを掲かかげた。

「鋳造限定解除キヤストブレイク」

　ウォーロックの呟つぶやきとともに、その両腕の表面が瞬く間に鏡面化する。

　彼の鋳い型がたである八ヤ咫タノ鏡カガミは、あらゆる魔力を弾はじき返す破は邪じやの神鏡。人型はそのままに両腕の皮ひ膚ふだけを一時的に鏡の状態に戻もどしたのだ。

　──かつてウォーロックは暴走時、肉体の大部分を鏡面化させた状態でスティーヴンと対峙したことがある。その際、鏡の装そう甲こうは相手のあらゆる魔術を弾き返した。

　あのとき同様、鏡面化したウォーロックの両腕は、神獣マスターテリオンの放った白銀の閃光を受け止めて無力化する。

　今までは魔力を弾き返して終わりだったが、そこから先がウォーロックの真骨頂だった。両腕に吸収させた魔力を周囲に拡散させるのではなく、両手の手のひらの上へ、形を与あたえて凝ぎよう縮しゆくさせていく。

　そうして完成させたのは、吸収した神獣マスターテリオンの魔力を秘ひめた弾だん丸がん──魔弾だ。

　今までウォーロックは弾たまの補充をアルケミストに任せていたが、この術式により、敵の強力な魔術を吸収して弾丸を精製することで、自ら魔弾の確保を可能としたのだ。

　そして次の瞬間、ウォーロックは鏡面化させていた両腕を元に戻しつつ、懐から二丁魔銃を素す早ばやく取り出す。弾倉を空け、虚こ空くうに浮ういていた魔弾をクイックリロード。

「我はウイ・万象ウエリ・に打ウニウエルスムち克・ウイウスてり・ウイキ！」

　呪文詠唱とともに魔弾を早はや撃うちし、神獣マスターテリオンからラーニングした魔術の光線をそっくりそのまま同威力で撃ち返す。

『──Perdurabo──ペルデユラボー』

　危険を察知した首のひとつが防ぼう御ぎよ術式を展開させるも、ウォーロックの二丁魔銃は魔弾を二発とも放っている。一発は魔力結界に阻はばまれたが、もう一発は結界を撃ち破り、二の首の角へと命中し、その王おう冠かんめいた角に鋭するどい亀き裂れつを走らせる。

「攻防一体型我流術式『魔弾デア・の射手フライシユツツ』──とでも名づけておこう」

　それこそが、スティーヴンに一いつ矢し報むくいるため昨夜ウォーロックが切せつ磋さ琢たく磨まし編み出した、八ヤ咫タノ鏡カガミの特性を利用し魔力吸収と弾丸精製を同時にこなす我流術式。吸収可能な魔力量には当然限界があるが、それを補って余りある万ばん能のう性せいだ。

　射しや撃げき後も、二丁魔銃はあまりの高威い力りよくに白熱していた。そのグリップを握り締しめながら、ウォーロックは緋ひ眼がんを鋭く細める。

「すごい……」

　ふたりの分身シヤドウたちの活かつ躍やくに、デュセルは素す直なおに見み惚とれていた。

　まだまだ発展途と上じようではあるもののハマれば相手を完かん封ぷうできる『ＴタクテイクスＣ・カード・Ｇグラフイツクス』。相手の魔術を逆利用し攻防一体のカウンターとなる『魔弾デア・の射手フライシユツツ』。どちらも術式開発からたった一晩の付け焼やき刃ばとは思えぬ、見事な完成度だった。

　かつて世界を滅めつ亡ぼうの一歩手前まで追い込んだという伝説の神獣マスターテリオンを相手に、両者ともに一歩も退ひいていない。

「やれる！　やれるわ、ブラン！」

「おうよ。叔お父じ貴きが一いつ騎き打うちで倒たおした相手に、今さら手こずってたまるもんか」

　カリナンの王おう笏しやくを大きく構えて意気込むデュセルと、分身シヤドウたちの新技披露を得意げに見届けたブラン。ふたりに並んでデュークフリードも聖剣を構え直し、臨戦態勢を整える。

　御ご所しよの北側を戦いの舞ぶ台たいとしたこの場には──

　魔術師たちが五人と、対たい峙じする神獣マスターテリオンの首が三つ。

　破は壊かい神しんの姿は見失ったままで、未いまだ戦いは序じよ盤ばんを過ぎたばかりだった。
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　かつては神獣マスターテリオンを一対一の激げき闘とうの末に倒した、神獣殺しのスティーヴン。

　しかし、それは二十年前の全盛期での話だ。今の彼は、姪めいであるモリガンと、姪と呼ぶべきか甥おいと呼ぶべきか扱あつかいに困るウィッチを、それぞれ両りよう脇わきに抱かかえ、御所の東側へと逃にげの一手に徹てつしていた。

　本当は愛まな娘むすめのステラを真っ先に確保したかったスティーヴンだったが、互いに距きよ離りが離はなれていたため、先んじて分断されてしまったのだ。

　しつこく彼らを追い回しているのは、神獣マスターテリオンの四の首と五の首。前者が二本角で魔眼一対、後者は一本角かつ単眼だ。

「ねえ、おじさま。逃げてばっかりでいいの？」

　スティーヴンの右みぎ腕うでに抱えられたまま、モリガンが小首を傾かしげた。

　──おじさま。愛らしい見た目の九歳児にそう言われると、まったく悪い気はしない。スティーヴンのポーカーフェイスは相変わらずだったが、満まん更ざらでもなさそうな様子だ。

「ああ。今はまだな」

　あどけない顔で見上げてくる姪へと、スティーヴンは軽く頷いた。

「ちょっと叔父貴！」

　今度は左腕に抱えられたままの姪だか甥だか判断に迷う銀ぎん髪ぱつメイドがスティーヴンの顔を見上げてきた。

「やいこら、もしかしてサボってませんか！」

「戦おうにも両手が塞ふさがっている。左の手荷物を落としてもいいのか？　それなら逃げずに戦うという選せん択たく肢しもあるが──」

「いやいや今は態勢を立て直すために逃げましょう！　なんという冷静で的確な判断力、さすが叔父貴！　略してさすおじ！」

　迷う素そ振ぶりを見せたスティーヴンに対し、捨てられてはかなわないとばかりにウィッチはキツネ耳をピョコピョコと動かしながら懸けん命めいに媚こびる。

　その正体を知る前はウィッチのことを散々かわゆいかわゆいと内心絶賛していたスティーヴンだが、まあ見た目は相変わらずかわゆいので、叔父貴と呼ばれていい気はしないが悪い気もしない。ポーカーフェイスの眉まゆだけを軽くひそめる程度の反応だ。

　ウォーロックに叔父貴と呼ばれたときの反応に比べると、若干のひいきを感じる。

「あ、ワイズマンくんとミカちゃんだー、おーい」

　そんな中、今も抱えられたままのモリガンが、能天気に手を振ふった。その視線の先には、確かに難を逃のがれるように移動しているワイズマンたちの姿があった。

　ミカは神獣マスターテリオン復活のショックで完全に気絶してしまっており、ワイズマンの腕うでの中でお姫ひめ様さま抱だっこで運ばれている。これで白目を剝むいて泡あわを吹ふいていなければそれなりに見み栄ばえのする体勢ではあったのだが。

　大荷物を抱きかかえたワイズマンもスティーヴンたちに気づいたのか、魔ま獣じゆうの巨きよ体たいが暴れ回る余波で飛び交かう瓦が礫れきのつぶてを抜ぬけ、急ぎ駆かけ寄ってきた。

「おい叔父貴！」

「ジジイにまで叔父貴と呼ばれる筋合いはない」
















　即そく座ざに断固として拒きよ絶ぜつの意を示すスティーヴン。いくらなんでも、老紳しん士しからの叔父貴呼ばわりはお気に召めさなかったようである。

　面々が合流した、ちょうどそのとき。

　再び神獣マスターテリオンの大規模詠えい唱しようが始まった。複数の首を用いた大魔術だ。

　それも、眼前に迫せまる四の首と五の首だけでなく、別の場所で他の仲間たちと交戦中の首も連文詠唱に加わっているらしい。

　スティーヴンたちのいる場所だけでは、獣けものの声による詠唱の全容さえ聞き取れない。

「こいつは、間ま違ちがいなくとんでもない攻撃が来るぞ！」

　魔力感知に長たけたワイズマンが警告する。

「覚えがある。少しでも退たい避ひしておいて正解だったな」

　スティーヴンも冷静に頷うなずいた。次の瞬しゆん間かんには、ブランたちを追って北側に首を伸のばしていたはずの神獣マスターテリオンの一の首が、暗雲に包まれた空へと大きく鎌かま首くびをもたげ、巨きよ大だいな咆ほう哮こうを上げた。それが大魔術詠唱完成の合図。

「誰だれも当たるなよ、『強酸霧雨アシツドレイン』の禁きん呪じゆだ！」

　二十年前に目にした、大地さえ溶とかす凄せい惨さんな光景。その忌いまわしい記き憶おくをフラッシュバックさせながらも、スティーヴンが叫さけぶ。

　神獣マスターテリオンが行使した大魔術は、大気中の水分を強酸へと変質させ、触ふれるもの全すべてを溶かす、邪じや悪あくな禁呪のひとつだ。

　万ばん物ぶつの形を原初の無へと戻す酸の霧雨が、神獣マスターテリオンを中心とした御所の東西南北全てに立ち込めていく。間違いなく、今この場にいる面々以外も、別の場所で同じ災難に見み舞まわれていることだろう。

　スティーヴン自身は持ち前の『主人公補正パツシブ・ヒーロー』により、致ち死し性の濃のう霧むが立ち込めるよりも早くその場を離れていた。抱えられたままのモリガンとウィッチも、揃そろって無事。前者はのほほんと、後者は必死の形相で、屈くつ強きような叔お父じの体にしがみついて難を逃れている。

　しかし、強酸と化した大気中の水すい滴てきを避さけるような神がかり的な回かい避ひ技能など、他の誰も持ち合わせていない。当然ワイズマンにも不可能だ。

「──はっ！　ワイズマン教授、ここはいったいどこですか！」

　おまけに、タイミング悪くミカが目を覚ましてしまった。

　思わずワイズマン、あのまま気を失っていれば良かったものを、などと内心煙けむたがる。

　目覚めたミカは、砕くだかれたクリスタルサークルの石柱が酸の霧きりに触れて瞬またたく間に溶け落ちていく光景を目にし、ごしごしと目をこすって、もう一度チラ見。

　少し目を離した隙すきに水すい晶しようの柱は溶けて影かげも形もなくなっていた。

「ひえええええええええええええええ！　絶体絶命だよおおおおおおおおおお！」

「しゃらくさい、『無法イリーガル・焚書ブツクメイカー』！」

　現状を理解して泣き叫ぶミカを抱きかかえたまま、ワイズマンはすかさず我流術式を発動、鋳型の篆テン隷レイ万バン象シヨウ名メイ義ギの複製ページを周囲に展開。

　この呪文は半月前にワイズマンが披ひ露ろうした我流術式で、ページに火のルーンを刻むことで強力な発火装置とする。ミカにとっても、この術式が魔神の攻こう撃げきを軽々と迎げい撃げきしていたのは記憶に新しい。

「なるほど！　さすがはワイズマン教授！　炎ほのおで霧を蒸発させてしまうのですね！」

　付着と同時に全てを溶かす酸の霧を、周囲に展開させたページを随ずい時じ高温発火させることで、全て蒸発させてしまおうという大だい胆たんな作戦──とでもミカは思ったのだろう。

「本気で言ってるのか!?　あの酸が揮発性か不揮発性かも分からんし、それ以前に引火したらどうするんだ！　あたり一面火の海で御所が焼野原になるぞ！　頓とん珍ちん漢かんなことばかり言っていると留年させるからな!?」

「こ、心得違いをしておりましたーっ！　申し訳ありませんんん教授ううううう！」

　素すっ頓とん狂きようなミカに付き合いながらも、ワイズマンは現状に冷静に対処する。当たり前だが火のルーンは発動させず、大量に複製したページを盾たて代わりに使うつもりなのだ。

　酸の霧に触れるだけで複製ページは一瞬でボロボロになり溶けて消えていく。それでもワイズマンは次から次へと我流術式を起動させ、酸と化した周囲の水分全てを防ぐ。

「ようし、おねえちゃんも手伝うからね！」

　そんな綱つな渡わたりも同然のワイズマンの様子を危あやぶんだのか、気を利きかせたモリガンは相変わらず小こ脇わきに抱えられたまま、人差し指をワイズマンへと向けた。

「ちちんぷいぷい！」

　舌足らずな呪文詠えい唱しようとともに、彼女の我流術式『影絵シヤドウアート』が発動。

　ワイズマンの影が膨ぼう張ちようするとともに立体的にせり上がり、モリガンに操作されるまま、酸の霧を暗くら闇やみの中へと吞のみ込んでいく。

「さすがはねえちゃん！　酸でも影は溶かせないですからね！」

　姉の機転に、やはり小脇に抱えられたままのウィッチが拍はく手しゆ喝かつ采さい。

「ん？」

　そのとき、スティーヴンが小さく眉をひそめた。

　雨あま粒つぶが一いつ滴てき飛んで来たので、密ひそかにウィッチを盾にしていたのだが、水滴が銀髪メイドのスカートに命中したにもかかわらず、衣服が溶け始める様子がないのだ。

「ただの水になっただと？」

　油断することなく周囲を見回すと、先ほどまで地面も木も石もごっそり溶かしていたはずの『強酸霧雨アシツドレイン』が無効化され、大気中の水分が無害な真水に戻もどっていたことに気づく。

「ほほう、なるほどな。錬金術アルケミーで酸を真水に戻したのか。アルケミスト、そしておそらくローリエ君の仕し業わざだろう」

　ワイズマンも得意の魔力感知で、すぐに状況を察していた。

　その推察どおり、御ご所しよ北部の戦いでアルケミストが『ＴタクテイクスＣ・カード・Ｇグラフイツクス』を使用して酸の霧を真水に変質させていた。

　そしておそらくは、別の魔力反応があった南部でも、残る錬金術アルケミーのエキスパートであるローリエ・ロリエッタが似たような対処法を取ったのだろう。

　いかな神獣マスターテリオンの無差別級の大規模術式とはいえ、北と南から挟はさみ込むように無力化されては効果を発揮し得ない。

　ワイズマンは、激闘を予感させる南側へと、サングラス越しに鋭するどい視線を向けた。
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　神獣マスターテリオンの残る六の首と七の首は、御所の南部へと向けられていた。

「他の場所でも戦せん闘とうが激化しているようですね」

「フフッ、援えん軍ぐんは期待できそうにないか……」

　ここ南部にはステラ、アンジェ、スケアクロウ、ローリエ、そしてヘキサグラムの五人──正しくは四人と一冊が集まっていた。

　今しがたローリエの錬金術アルケミーで大気中の水分をアルカリ性へと変質させて酸の霧にぶつけ、強ごう引いんに中和させたばかり。

「なあふたりとも、悠ゆう長ちように語らってないで助けてくれ！」

　そんな中スケアクロウは文字どおりの囮おとり役として、神獣マスターテリオンの注意を引きつけていた。

　獅し子しの牙きばを剝き出しにして襲おそい掛かかってくる六と七の首の攻撃を、持ち前の身体能力と加速術式だけを頼たよりに回避し続けるスケアクロウ。

　その様子を傍ぼう観かんしているステラやアンジェたちと違い、ひとりだけ完全にオーバーワークだった。

「仕方がないね。ステラ君とスケアクロウ君は、ローリエ君とそこの本を連れて六の首を。二角二眼の七の首は、私が落とそう」

　敵の首はふたつ。戦力を分散させるなら半々に割るのが定石だが、アンジェはミステリアスな笑えみを崩くずすことなく、自分ひとりに負担を強しいる戦力配分を申し出た。

「む、無茶ですアンジェラさん！　お得意の雷らい撃げきの禁呪も、まったく効果がなかったじゃありませんか！」

　アンジェの申し出にステラは難色を示した。神獣マスターテリオンの全身は天然の即そく死し耐たい性せいの魔力加護で覆おおわれており、雷撃の禁呪はまるで効かなかったのだ。

「おや……、私を誰だと思っているんだい？　なんなら、あの首ふたつとも私が片づけてあげてもいいんだよ……？」

　しかし不老不ふ滅めつの大魔術師アンジェラ・アンブロシアは、平然とそう言ってのけた。

「──キャストオン、四魔王フオーテリブル」

　聖遺物を呼び出し呪文詠唱。魔力光の輝かがやきとともに現れた人ひと影かげは、合計四つ。

　瓜うり二ふたつの姿を持つ、近接殲滅型化身アバター『女帝エンプレス』。

　異性体の姿を持つ、能力模倣型化身アバター『道化師ジヨーカー』。

　妙みよう齢れい期の姿を持つ、分身鋳造型化身アバター『死霊術師ネクロマンサー』。

　幼少期の姿を持つ、奇跡代行型化身アバター『魔メ法イ少ガ女ス』。

　我流術式『化身アバター鋳造キヤスト』にて新たに姿を現したのは、アンジェの喜き怒ど哀あい楽らくの四つの感情をそれぞれに宿す、四魔王フオーテリブルだ。

「……さあ、派手に行こうじゃないか！」

　さらにアンジェは懐ふところから、『ファベルジェの卵』の異名を持つ、金銀宝石の装そう飾しよくが施ほどこされた三つのインペリアル・イースター・エッグを取り出す。イアンとの戦いで長く破損していたが、今は修復も終わり、本来の輝きと魔力を完全に取り戻していた。

「エンプレス、囮は任せた！」

「おつかれスケアクロウ君。頼られるのは実に喜ばしい」

　メガネと三つ編みがトレードマークのエンプレスは、スケアクロウからのバトンタッチにクールに応じると、加速術式を用いて六の首を翻ほん弄ろうする。

「私としては実に腹立たしいのだけれどね！」

　同時に、朱しゆ色いろの執しつ事じ服を纏まとったジョーカーも、特化機能でエンプレスの術式をコピーし、七の首の引きつけ役を買って出る。

「使い勝手のいい便利屋扱あつかいは哀かなしいですね……」

「私は自分が楽ちんでいいと思うなっ！」

　ジョーカーの嘆なげきを知ってか知らずか、後列配置のネクロとメイガスは他ひ人と事ごとのようだ。アンジェはそんなふたりに手持ちのイースターエッグをひとつずつ受け取らせ、そして、大魔術詠唱の口火を自ら切る。

「我振ふり注がせるは、紅ぐ蓮れんに輝く星の涙なみだ雨あめ」

　本来、大魔術師のアンジェは単独でも連文詠唱を可能とする。

　そんな彼女が、あえて化身アバターを交えて唱える大魔ま術じゆつ。

「も、もしかしてわたくしたち、避ひ難なんしたほうが良いのでは？」

　嫌いやな予感を感じ取ったのか、青い顔でステラが言った。

「落らく涙るいせし汝なんじ、数多あまたの光射さす永えい劫ごうの闇やみ」

「無限の無、天の天てん蓋がい、凍こおれる宇そ宙ら」

　そんな彼女の不安を余よ所そに、ネクロとメイガスがすぐにもアンジェの詠唱を引き継つぐ。

「墜つい天てんの雨あめ滴しずく」

「我が敵を砕き」

「その身を焼き尽つくせ」

　アンジェたちの連文詠唱とともに、イースターエッグの帯びる紅ルージユの魔力光が激しい輝きを纏まとう。

「星座崩しのセレステイアル・流星群メテオスウオーム!!」

　唱えたのは、魔神の女王との戦いでも用いた、星を動かす大魔術。だが詠唱内容が前回とは少しばかり違っている。半月前は島ひとつ滅ほろぼすほどの大隕いん石せきを呼び出したが、今回は先の呪文に比べると隕石の大きさが遥はるかに小さい。

　せいぜいが、人の倍ほどの大きさの巨きよ岩がん程度だろう。

　しかし、数は神獣マスターテリオンの首の数と同じ、計七つ。

　暗雲を突つき破って大空から飛来してきたのは、流星雨だった。

　アンジェの大魔術の第一波が、大気圏けん突とつ入にゆうの加速を乗せたまま、赤熱する砲ほう弾だんとなって六の首を襲う。

　爆ばく発はつ音にも似た、大気を震しん撼かんさせるほどの轟ごう音おんが耳をつんざく。

　神獣マスターテリオンの首のひとつは強きよう靭じんな鱗うろこごと隕石によってぶち抜ぬかれ、無残に吹ふき飛ばされる。周囲には粉ふん砕さいされた肉にく片へんが散乱し、焦こげついた異い臭しゆうが立ち込める。

　続けて第二波。六の首より角がひとつ多い七の首とはいえ、宇宙から飛来する隕石の直ちよく撃げきを受け、あっけなく破は壊かいされた。

　さらに、残る流星雨の第三波から第七波までが、間かん髪はつ入れず神獣マスターテリオンの巨体へと殺さつ到とうしていく。立て続けに首をふたつ落とされれば、いかな神獣マスターテリオンとはいえ防ぼう御ぎよに意識を移さざるを得ない。

『──Perdurabo──ペルデユラボー』

　御所の各方角へと伸のばされていた残る五つの首の全てが天を仰あおぎ、空から無慈じ悲ひに降り注ぐ流星雨へ向けて、防御術式を唱えた。

　だが、逆に言えばそれは、神獣マスターテリオンの意識と防御が完全に頭上のみに向けられているということに他ならない。

　御所の各所で戦う面々にとっても格好の隙すきとなっただろう。現に北部ではブランとデュセルが、そして東部ではスティーヴンが、その隙をついて反撃を開始していた。

　第三波以降の小隕石群は防がれてしまったものの、まさしく起死回生の一手。

「さすがはアンブロシア陛下」

　ぽつりと、成り行きを見守っていたローリエが小さな声で感かん嘆たんしていた。

「陛下？」と、その呟つぶやきにスケアクロウが耳ざとく反応する。

「あ、いえ、なんでもありませんのでお気になさらずあしからず」

　アンジェに対する聞き慣れない呼こ称しようを訝いぶかしむスケアクロウだったが、ローリエは普ふ段だんどおりの眠ねむたげな目つきで、だぼだぼの袖そでを振りながら小首を傾かしげた。

「それより今がチャンスです。やったろーりえです」

　確かに神獣マスターテリオンと雌し雄ゆうを決するなら、今こそが千せん載ざい一いち遇ぐうの好機だ。別の場所でブランやスティーヴンたちが残る首を落とそうとしている。そして南部に展開していた六の首と七の首は潰つぶし終えている。波状攻こう撃げきを仕し掛かけるなら今だ。

「なんだか誤ご魔ま化かされた感がするが、確かに今はそれどころじゃない」

『ステラ嬢じよう、ここぞとばかりに我わが輩はいたちも加勢するのである！』

「はい、お師し匠しようさま！」

　加速術式の詠唱に移ったスケアクロウの背後では、ステラもヘキサグラムの魔導書を手に大魔術召しよう喚かんの連れん携けい態勢に入る。

　──が、その瞬しゆん間かん。

『ほう、見事な大魔術だ。それに『不老不死アンブロシア』を宿しているのも興味深い』

　破壊神ワールドエンドの言葉が、突とつ如じよとして周囲に響ひびいた。

　ブランを始めとした誰だれもが、破壊神はおそらく神獣マスターテリオンの暴れていない西側に陣じん取どっていると考えていたことだろう。だが、違ちがった。アンジェたちの目の前に開いた、虚こ空くうのクレバス。まるで空間そのものにメスを入れたかのような、次元の断だん裂れつ痕こん。

　そこからワールドエンドがゆっくりと姿を現したのだ。

「空間転移……いや空間歪わい曲きよくか？」

　アンジェが息を吞のむ。単なる転移魔術にしては、異様な出現の仕方だった。

　まるで、モリガンの『影絵シヤドウアート』で影かげから影へと移動するかのような、そんな異質感。

　しかしワールドエンドの場合、それは虚空から虚空への移動に他ならない。

『まさかあの空間の裂さけ目は、異世界転移ゲートであるか!?』

　アンジェでさえひと目で見み抜ぬけなかった正体を察したのは、ヘキサグラムだった。

　彼は一度、異世界へと続く召喚の門を開いたことがある。忘れもしない、己おのれの肉体を失うことになった母国での異世界転移実験だ。ワールドエンドが作り出したのは、ヘキサグラムの肉体が消失したときと同じ、いわば別次元への扉とびらだった。

『待っていろ、『不老不死アンブロシア』の女。お前は後回しだ』

　そう言い残し、ワールドエンドは空間の歪ひずみの向こうへと引き返していく。追おうにもアンジェすら二の足を踏ふむほどだ。もっとも、もしも万一追っていたら、別次元に魂たましいを移動させられないという魔法世界の理ことわりに引っ掛かり、命を落としていたことかもしれない。空間転移とは別種の、ワールドエンドだけが使える瞬間移動方法なのだ。

　そうして、不気味な沈ちん黙もくが周囲を包み込む。だが、消えたワールドエンドは、いつまで経たってもアンジェたちの前に姿を現さなかった。

　──そして次にゲートが開かれたのは、御ご所しよの東側。

『そういえば、先ほど神オレの顔を殴なぐりつけてくれたことへの返礼がまだだったな』

　神獣マスターテリオンの首と交戦していたスティーヴンたちの傍かたわらに、突とつ然ぜん、空間の裂け目が開いて中からワールドエンドが現れていた。

　何ひとつ前まえ触ぶれのなかった、不意の出現。

　神獣マスターテリオンとの戦せん闘とうに意識を集中していたモリガン、ウィッチ、ワイズマン、誰も最初は気づかなかった。気づいた後も、対処よりもまず我が目を疑ってしまった。

　出現場所はスティーヴンの死角に当たり、そしてワールドエンドが用いたのは魔術でもなく魔法でもなく、先ほどのお返しと言わんばかりに振り上げた鉄てつ拳けんだった。

　無意識のうちに殺気に気づいたのか、それともこれも『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の恩おん恵けいか。スティーヴンは死角からの攻撃に対して顔を巡めぐらせるより先にガードの体勢に移っていた。

　防御に用いたのは、二に連れん銃じゆうを構えたままの右みぎ腕うで。

『ぬるい』

　ワールドエンドは構うことなく、スティーヴンの右腕ごとその体に拳こぶしを叩たたき込んだ。

　身体強化術式を用いたスティーヴンの肉体は、普ふ通つうなら素す手ででの攻撃などに傷ひとつ負わないはず。が、魔力を帯びた右腕はいともあっけなくひしゃげ折れ、粉砕、そのまま神の拳はガードを抜けて彼の体を抉えぐる。

「蜂のようステイング・ライクに刺す・ア・ビー！」

　骨の砕くだける音とともにスティーヴンの口から吐はき出されたのは、悲鳴ではなく呪じゆ文もん詠唱だった。百ひやく戦せん錬れん磨まの神獣殺しは、右腕の犠ぎ牲せいを百も承知で、最初から左の拳でカウンターを狙ねらっていたのだ。

『なるほど。さすがは神オレの見込んだ男の弟だけはある』

　その反撃を平然と顔面で受け止め、ワールドエンドは愉しげに笑った。そして、まるで健けん闘とうを称たたえる握あく手しゆのようにスティーヴンの砕けた右手を握にぎり、そのまま握り潰す。

　しかし、ここでもスティーヴンは激痛を受けながらも悲鳴ひとつ漏もらさなかった。

「おじさま！」

「叔お父じ貴き！」

　瞬間、ようやくモリガンたちが動いた。『影絵シヤドウアート』や分身シヤドウたちの繰くり出す魔術がワールドエンドへと襲おそい掛かかる。

『言ったはずだぞ。神オレに魔術は効かん。それこそが『神デウス・補正エクス・マキナ』だ』

　だが、ワールドエンドが軽く左手で払はらい除のけただけで、モリガンの操あやつる影を始めとした全すべての魔術が軽々と一いつ蹴しゆうされてしまう。

　そしてまた、破壊神は空間の裂け目を通って姿を搔かき消した。

　──次にゲートが開いたのは、ブランたちのいる御所北部。

　それも、神獣マスターテリオンの三つの首と熾し烈れつな戦いを繰り広げている真まつ只ただ中なかだ。突然の襲しゆう来らい者しやの姿に、ブランは意表を突かれた様子で焦しよう燥そうの声を上げた。

「まさかこいつ、今まで次元の向こうにひきこもっていやがったのか!?」

　御所の南に陣取っていたと思っていた相手の出現に、ブランは直感で、転移魔術とは違う別種の術式だと感じ取ったようだ。

『ほう』

　その反応に、ワールドエンドは興味深そうに目を細める。

『神オレをひきこもり呼ばわりか。だが、そんな神オレを最初に叩き起こそうとしたのは、お前の父親だろう』

「親父を知っているのか!?」

　その言葉に、ブランは敵の攻撃を警けい戒かいするより先に、そう問い質ただしていた。父ブラッドレイについての話が、まさかワールドエンドの口から上るとは。

『当然だ。この姿を得る前の、無をたゆたうだけのただの自我であったころの記き憶おくだが、今とて忘れられるはずがない。神オレが手ずから滅ぼした人類の中で、唯ゆい一いつその名を記憶している男と言えば、その価値がお前にも理解できるだろう』

　対するワールドエンドは懐なつかしげに、そして、今は亡なきひとりの魔術師の生き方を称しよう賛さんするかのように上じよう機き嫌げんに目を細めて、こう続けた。

『──なにせお前の父親は、破壊神を破壊しようとした男なのだから』








第四章　時軸タイム逆説のパラドツクス・七支刀セブンソード









『いいか、ブラン』

　──思えば、その愛あい称しようで最初に呼んでくれたのは、姉ではなく父ではなかったか。

　今となっては記憶も不確かで、そうであったかもしれないし、そうでなかったかもしれない。ブランの記憶にある父の姿は、いつも霞かすみがかったようにおぼろげで、どんな背中をしていたのかさえ憶おぼえていない。

　ブラッドレイ・ブラックバーン。アルテナの地を訪おとずれ妻子に恵めぐまれる前、まだ合衆国にいた若き日は、ブラッドレイ・スティングレイと呼ばれていたのだろう。

『これは、門の向こうに封ふうじられた『魔ま法ほう』を手に入れるための実験なのだ』

　生前の父の最後の記憶は、十年前の地じ獄ごくの門を用いた魔術実験に赴おもむく前のもの。

　父とともに当時のアルテナ皇室の協力と援えん助じよを取りつけた魔術師たちは、いつもブランのことを値ね踏ぶみするような眼まな差ざしで見つめていた。おそらくは、ブラッドレイとともに新天地に逃のがれてきた神獣教団の神徒たちだったのだろう。

『だが、ひとつだけ憶えておいて欲しい』

　しかしブラッドレイは、周囲に聞き咎とがめられないよう、声を潜ひそめて幼いブランに耳打ちした。

『お前のオリハルコン位階があれば、きっと、これから託たくす使命を果たすことができるはずだ。それはオレにもオレの弟にも成し得なかったことだ』

　突然の父の言葉に、ブランは自分が首を傾げたことを思い出した。

　今にして思えばまるで、神獣教団の仲間たちに対する建前とは別に、隠かくした真意があるかのような物言いだった。

　そもそも──

　神徒たちの狙いは、ブランを魔神の依より代しろとして神獣マスターテリオンを超こえる完全な人造の神を生み出すこと。ならば、生いけ贄にえとして地獄の門に放ほうり込めばいいだけの話だ。

　だがあのとき幼いブランは、皇室から貸し出された八尺瓊ヤサカニノ勾マガ玉タマを手に、門の向こうに封じられた魔法の力を制せい御ぎよするよう託されたのではなかったか。

　結局は制御に失敗して魔力暴走を引き起こし、父を始めとした多くの人々が命を落としてしまった。そして父の真意は永久に闇やみに葬ほうむられた──はずだった。

『破は壊かい神しんを破壊しようとした男』と、当の破壊神本人から評されるまでは。
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　ワールドエンドの介かい入にゆうにより、神獣マスターテリオンとの激戦はブランたちの不利に傾かたむいていた。

　北部では破壊神が戦線に復帰したことで、ブランたちは神獣マスターテリオンどころではなくなってしまっている。今はかろうじて、アルケミストとウォーロックが三つの首を相手取り、なんとか凌しのいでいるに過ぎない。

　東部ではスティーヴンが右腕を完全に潰つぶされたことで戦闘不能に追い込まれ、今なお健在の四の首と五の首への応戦さえままならない状態だ。

　そしてステラやアンジェのいる南部では──

「首が再生した!?」

　スケアクロウの狼ろう狽ばいの声が響く。

　先ほど隕いん石せき群の直ちよく撃げきを喰らって吹ふき飛んだはずの六の首と七の首が、時間経過に伴ともなって再び巨きよ大だいな胴どう体たいから生えてきたのだ。

　これにはスケアクロウだけでなく、ステラ、それにローリエやヘキサグラムはもちろん、アンジェと四魔王フオーテリブルも愕がく然ぜんと立ち尽つくすのみ。

「こんな化け物に、パパはどうやって勝ったというの……？」

　震ふるえる声でステラは問う。しかし、その問いかけに答えられる者は誰だれもいない。

　二十年前の人類にも、最初から万分の一、あるいは億分の一の勝機しかなかったのだ。それを全ぜん盛せい期きの若きスティーヴンが幸運にも摑つかめただけの話。

『おそらく、再生が始まる前に七つの首全てを落とさなければならないのである……』

　深刻な声でヘキサグラムが言った。

『──Nuit──ヌイト』

　絶望する一同に対し神獣マスターテリオンの七の首が口を開く。大魔術詠えい唱しようだ。

『──Hadit──ハデイト』

　続けて六の首。

『──Ra Hoor Khut──ラー・ホール・クイト』

　さらには、人類側の戦力が激減した東部から別の首が差し向けられてくる。他ふたつの首に交じって連文詠唱を引き継ついだのは、一角一眼の五の首だ。

　天を突つくような大だい蛇じやが、上空をゆっくりと旋せん回かいして鎌かま首くびをもたげ、ステラやアンジェたちの姿を頭上から嬲なぶるように見下ろす。

「キャストオフ！」

　すかさずアンジェが叫さけぶ。四魔王フオーテリブルの姿がそれぞれ七星剣グランシヤリオ、紀元前機械アンテイキテイラ、水晶髑髏クリスタルスカル、緑柱エメラルド石碑文タブレツトの四つの聖遺物へと還かん元げんされた。

「術式が完成する前に首を落とすんだ！」

　真っ先にスケアクロウが七星剣グランシヤリオを摑み、高速で神獣マスターテリオンへと肉にく薄はくし、再生したばかりの七の首を狙う。この場では二角二眼の七の首が最も内包魔力量が高いからこそ、術式を完成させるのは七の首だと判断したのだ。

　しかし、あまりに巨大な神獣マスターテリオンの首は、いかな魔ま剣けんとはいえ一度や二度斬きりつけられ突き立てられた程度では、落ちはしない。

　苦戦するスケアクロウに続き、その狙いを聡さとくも理解したステラが、緑柱エメラルド石碑文タブレツトを手に取り呪文詠唱に移る。

「我は求めエロイム・訴えたりエツサイム！　来たれ『万魔殿パンデモニウム』！」

　激しい魔力光とともに、黄金の宮きゆう殿でんが召しよう喚かんされる。豪ごう華か絢けん爛らんたる悪魔デヴイルたちの邪じや悪あくな住すみ処かは、神獣マスターテリオンの巨体に負けず劣おとらず巨大で、その輝かがやかしい威い容ようが見み劣おとりすることはない。

「全砲ほう門もん、撃うち方始めてください！」

　ステラの命じるまま、黄金宮殿の砲門という砲門が開かれ、神獣マスターテリオンに対して怒ど濤とうの砲ほう撃げきを敢かん行こうする。

「我の夢見るビビデイ・夢幻の汝たれバビデイ・ブー！」

　さらには、ローリエの我流術式『存在変換フエアリーテイル』によって、悪魔デヴイルたちの砲ほう弾だんはより強力な爆ばく弾だんへと変質し、この場の三つ首全すべてを蹂じゆう躙りんすべく爆撃を加える。

　──だが。

『──Liber AL vel Legis──リベル・エル・ウエル・レギス』

　神獣マスターテリオンはステラたちの抵てい抗こうをものともせず、大魔術詠唱を完成させた。

　万ばん物ぶつを分解する物理崩ほう壊かいの輝きが放たれる。

「舐なめるなアアアァァァァァァァッ!!」

　同時に、アンジェが吠ほえた。

　大魔術の連文詠唱を唱えている時間はない。真しん紅くの髪かみを逆立てながら、アンジェは三つのイースターエッグに加え、紀元前機械アンテイキテイラと水晶髑髏クリスタルスカル、あろうことか計五つの高位聖遺物を同時に構える。

「雷のままにアブラ一切の生はハダ消失し、ブラ一切の死が・アブラ到来し、クサスそして万物終焉・アブラの時が刻まれるマズダ──汝の雷をアブラ死に浴びせよハダブラ、Ab Ben ruach aCadeschアブ・ベン・アツクアカデツシユ!!」

　それは同一呪じゆ文もんの三重起動トリプル・トリガーを遥はるかに超える、言うなれば五重クインテイプ起動ル・トリガー。かつて彼女が耳にした神獣マスターテリオンの詠唱句をもそのまま用いた、土ど壇たん場ばの賭かけだった。

　発動するかどうかも不確かな複雑極きわまる術式工程を、アンジェは自らの精神を八つ裂ざきにしてこなしてみせた。

　聖遺物を媒ばい介かいにした莫ばく大だいな魔力が真紅の雷かみなりとなって彼女の周囲に轟とどろき、無限に増大し、雷らい神じんが地上に顕けん現げんしたかのような規模となって、神獣マスターテリオンへと襲おそい掛かかる。

　大いなる黙もく示し録ろくの獣けものが放った物理崩壊の万まん華げ鏡きようの輝きと、不老不ふ滅めつの大魔術師が放った雷神の千の戦せん鎚つい。

　確かに、即そく死し耐たい性せいのある神獣マスターテリオンには、雷撃の禁きん呪じゆは効かないだろう。しかし今しがたアンジェが使った五重クインテイプ起動ル・トリガーは、付ふ随ずいした即そく死し効果など一いつ切さいの関係なく、術式がもたらす純じゆん粋すいな破壊力だけでいかな敵さえ一いつ瞬しゆんで跡あと形かたもなく消しよう滅めつさせるほどの、巨大な魔力と威い力りよくを秘ひめていた。

　知らぬ者が見れば、黙示録の獣と真紅の魔女、そのどちらが世界を滅ほろぼす存在であるか、見極めることさえ不可能だっただろう。

　もはや首だけなどという生ぬるいことは言うまい。アンジェの一撃は、神獣マスターテリオンの命そのものを根こそぎ刈かり取るほどの空前絶後の雷撃だった。

　実際、物理崩壊の大魔術とぶつかり合って威力が減げん衰すいしたとしても、直撃さえすればおそらくそういう結末になっていただろう。
















『神オレのいないところで、もったいないじゃないか』

　──空間の亀き裂れつを通り、ワールドエンドさえ姿を現さなければ。

　ブランたちの相手をしながらも、破壊神はアンジェの魔力の昂たかぶりを感知したのだろう。そして北部への戦いを途と中ちゆうで放り捨てて、再びこちらに舞まい戻もどったのだ。

『神のアイン・無限光オフ・ソウル！』

　迸ほとばしる雷らい鳴めいの間かん隙げきに、神の詠唱の声が響ひびく。

　神獣マスターテリオンの大魔術さえ押し返して打ち破ったアンジェの五重クインテイプ起動ル・トリガーだったが、ワールドエンドの放った魔法に雷撃の全てを吞のみ込まれ、完全に相そう殺さいされてしまう。

「くそっ！　決まっていれば倒たおせたのに！」

　たまらずスケアクロウは、同じ顔をした邪じや魔ま者ものを睨にらみつけ、声を荒あららげていた。

　だがワールドエンドは、悠ゆう然ぜんとした眼差しでスケアクロウを無視し、自らの傍そばにそびえ立つ、ステラが召喚した『万魔殿パンデモニウム』へと目を向けた。

『悪魔の居城を神オレの眼前に晒さらすとは、不ふ遜そんだな』

　小さく鼻を鳴らすと、またもワールドエンドは魔法を行使。

　瞬間、難なん攻こう不ふ落らくと思われた黄金の宮殿は、破壊神の放った魔法の輝きの直撃を喰くらい、砂上の楼ろう閣かくの如ごとくあっけなく崩壊する。

「くうっ！」

『ステラ嬢じよう！　無事であるか！』

　術者であるステラは魔力干かん渉しようによる反動を受け、苦く悶もんの顔つきでその場に倒れ込んだ。それでなくとも『万魔殿パンデモニウム』の召喚にかなりの魔力を消費してしまっている。

　そして、禁呪の五重クインテイプ起動ル・トリガーという前ぜん人じん未み到とうの領域に及およんだアンジェもまた、持てる魔力を枯こ渇かつさせるほどの憔しよう悴すいぶりを見せていた。

　ステラとアンジェの状態は、誰の目にもひと目で戦せん闘とう続行不能と見て取れる。

　にもかかわらず神獣マスターテリオンは健在で、さらにそこへワールドエンドが加わってしまった。

「……こ、これはさすがに絶体絶命のピンチですね」

　十三歳にしては窮きゆう地ちに肝きもが据すわりすぎているが、そんなローリエの声にも余よ裕ゆうはない。

　ゆっくりと鎌首をもたげた神獣マスターテリオンの魔眼が、ステラやアンジェたち一同をぐるりと睥へい睨げいする。顎あごが開かれ、必滅を狙ねらった魔術の詠唱が今また始まる──

　そのとき。

「我が聖句よ響けホーカス・ポーカス！」

　神獣マスターテリオンの横合いから、眩まばゆい光こう弾だんが飛来した。

　獲え物ものを追いつめたと思っていた獣は、周囲への警けい戒かいを怠おこたっていたのだろう。直撃を喰らい、面食らったように呻うめき声を漏もらす。

「デュセルさん？」

　よろめきながらもステラが顔を上げた。

　そこには、純白のローブの上からカリナンの戴たい冠かん宝器を纏まとい、黄金の王おう笏しやくを箒ほうきに見立てて空を高速移動してきたと思おぼしきデュセルの姿と、

「キャストオフ、『案山子スケアクロウ』！」

　同乗していた王笏から今まさに飛び降り、ステラやアンジェたちを守るようにワールドエンドの前に立ち塞ふさがる、ブランの姿があった。

　おそらくふたりとも、北部の戦いを分身シヤドウたちとデュークフリードに任せ、姿を消した破は壊かい神しんを追って最大の激戦区である南側へと移動してきたのだろう。その判断が正しかったか無む謀ぼうだったかは別としても、ステラやアンジェたちが九死に一生を得たのは確かだ。

　ブランの詠唱とともにスケアクロウは鋳い型がたである草薙剣クサナギノツルギへと戻り、その手にしていた七星剣グランシヤリオともども、主あるじのもとへ。

「てめえが本当に神様の類たぐいなら、迷える子羊の質問の途中でいなくなるんじゃねえよ！」

　ブランは手にしていた七支刀を地に突き立て、右手に天の叢むら雲くもを断たつ神剣を、左手には輝ける七星の魔剣を構え、破壊神へと向き直った。

『ああ──確かにお前の父の話の途中だったな』

　ワールドエンドは己おのれの白はく髪はつを軽くかきあげ、その褐かつ色しよくの面おも持もちを、まるで色いろ違ちがいの鏡合わせのようにブランへと向けた。

『この神オレに手傷を負わせることができれば、どんな問いかけにも答えてやろう』

　そして、挑ちよう発はつ的な物言いでそう言った。

「ちっ、余裕かましやがって！」

「ブラン、挑発に乗っちゃだめだからね！」

「あいよ！」

　二刀を構えたブランだが、デュセルに言われるまでもなく、相手はスティーヴンの肉にく弾だん戦すら軽くいなした相手だ、迂う闊かつに踏ふみ込めるはずもない。

　制止の声を投げかけたデュセルも、ステラたちのもとへと駆かけ寄りつつ、援えん護ごの姿勢を崩くずさない。

「せめてここにミカがいてくれたら、ステラとアンブロシアの魔力を回復できるのに」

　悔くやしげにデュセルは言った。いたらいたで、並び立つ破壊神と神獣マスターテリオンの姿にビビッて気絶していたかもしれないが、言わずにはいられなかった。

　人類側と魔神側の間には、それほどの、歴然とした戦力差が存在している。

　いくら数で上回ろうと、勝機の欠片かけらさえ見み出いだせない。

「ブラン君……強がってはだめだ、ここは一時退たい却きやくすべきだよ……！」

　絶望的な戦いに赴おもむこうとする弟で子しの背を見、アンジェは言葉にできない焦しよう燥そう感を覚え、ついそう叫んでいた。

　不老不滅となった彼女にとって、最も恐おそろしいのは、ブランを失うことなのだから。

　そして魔力枯こ渇かつ寸前まで追いつめられた今のアンジェには、彼の戦いの手助けをすることさえできない。

「まあ、おれもそう思ってはいるんだが──あいつはそれを許してくれないだろうぜ」

　不敵な笑えみを引きつらせながら、ブランは返す。

『当然だろう！　運命からは決して逃のがれられない、それが有限の生を生きる者の宿命だ！　神オレを前に背を向けて、まさか生き延びられるとでも思ったか！』

　ここへ来て、ワールドエンドは初めて激げつ昂こうを垣かい間ま見みせた。

　人類がどれだけ反はん抗こうしようと、立ち向かってくる者がいる限りそれを無む駄だな足あ搔がきだとあざ笑わなかった破壊神が、アンジェの一時退却の提案を耳にした途と端たん、激げき怒どの面持ちで吠えたのだ。

『興が醒さめたぞ。神オレを滅ぼせないのなら、お前たちが滅ぶしか道はない！』

　ブランたちの退却を許すことなく、ワールドエンドが魔法を解き放つ。

　同時に、神獣マスターテリオンも攻こう撃げきを再開する姿勢を見せる。

　そんな中。

『……ステラ嬢。ひとつお願いがあるのである』

　魔力を失い立っているのがやっとのステラに向けて、ヘキサグラムが言った。

「お師し匠しようさま？」

『ウエノ学園の我わが輩はいの可愛かわいい生徒たち──彼らの未来を、姉弟で子しとして、どうか頼たのむのである。我輩にとっては弟子であると同時に、ともに召しよう喚かん術師を志す同志であるからな』

　見れば、ヘキサグラムの本体である魔導書『ソロモンの鍵かぎ』は、その身に秘ひめた莫大な魔力を際限なく放出し、使い魔フアミリアの助けなしでもひとりでに宙に浮ういていた。

　そしてページが手た繰ぐられ、ヘキサグラム・ヘクトパスカルが自らの人格と記き憶おくと魔力を刻んだ、人面を思わせる魔ま法ほう陣じんが顔を覗のぞかせる。

「お、お師匠さま！　どうするおつもりですか！」

『どうするもこうするも、自分のやったことに対する、けじめをつけるのである』

　眼前の破壊神、そして神獣マスターテリオンへと向き直り、喋しやべる魔法陣はそう言った。

　もとをただせば──

　もしもヘキサグラムが、『神の召喚アポカリプス』の成じよう就じゆを夢見て召喚術師結社を結成しなければ。たとえその目的が、善性ある神を召喚することで世界を平和に導こうという、正しい願いであったとしても。きっと、彼がいなくなった後に神獣教団が暴走することはなかったし、魔神と呼ばれる人類の天敵がこの世に現れることもなかったかもしれない。

　人間だったころのヘキサグラムは、一度間違えたのだ。

　彼のもとに集つどった多くの弟子たちのうち、心なき者たちが、魔法成就のためなら世界崩ほう壊かいも辞さない狂きよう信しん者しやになってしまった。

　にもかかわらず──否いな。だからこそ、と言うべきか。

　魔導書となった後の彼は、物として扱あつかわれ、備品としてウエノ学園に流れ着き、しかしそれでも、偉い大だいなる召喚術師として後進を指導する道を望んだ。

「いやですお師匠さま！　わたくしはいやです！」

　聡さといステラは、すぐにヘキサグラムの考えを察したのだろう。子どものような駄だ々だをこねながら、泣きじゃくって師に懇こん願がんする。

『ステラ嬢は我輩の知る中でも、一番の弟子である。まだまだ教えるべきことはたくさんあるが、自分の力で見つけていけるのである。それに、我輩自じ慢まんの心優やさしい愛まな弟子ならば、師のような間違いは犯おかさないはずである』

「おいヘキサグラム教授！　なにをするつもりだ！」

　ただならぬ雰ふん囲い気きにブランが叫さけんだ。

　アンジェはヘキサグラムの放つ魔力の奔ほん流りゆうを前に息を吞み、同じ教授職にあるローリエは無言で唇くちびるを嚙かみ締しめ拳こぶしを握にぎり締しめる。

『想おもいを受け継つぐ者がいるということは幸せである。それは我が不ふ肖しようの弟子ブラッドレイにしてもそう、そして我輩にしてもそうであるな』

　未来への遺産を託たくす相手として、最後にブランとステラの顔を見つめ──

　ヘキサグラムは、そっと、自らの留め金を外した。

　途端、魔導書『ソロモンの鍵』の全すべてのページがバラバラに解ほどけ、魔力光に包まれた無数の紙し片へんが宙を舞まう。ブランたちを逃にがす時間稼かせぎのために、魔力を使い果たしたステラ抜ぬきで、大魔術召喚に挑いどもうとしているのだ。

　しかし単独での連文詠えい唱しようの成功は、大魔術師でなければ不可能な領域。当然ヘキサグラムは未いまだその域にない。アンジェが千年かけて到とう達たつし、ブランでさえ見習いとして初めの一歩を踏み出したに過ぎないのだから。どれだけヘキサグラムが召喚術師として高い位階に座しているとしても、このままでは不可能だ。

　だからヘキサグラムは引き裂いた。

　自らの人格と記憶と魔力を現世に留とどめている、人面を模した魔法陣。そのページを、自らの意志でふたつに裂いたのだ。

　アンジェの大魔術は、長き生の果てに自らの精神を四つの感情に従って分ぶん裂れつさせることで会え得とくした秘術。そしてブランの大魔術もまた、分身シヤドウという半身を連文詠唱に用いることで成功させた術だ。ヘキサグラムが行ったのは、それと同じこと。

　自らの魔法陣を物理的に分裂させることで、連文詠唱を行うつもりなのだ。

　ただし一度引き裂かれた魔法陣は──彼の意識を現世に繫つなぎ止めている仮かり初そめの命の在あり処かは二度ともとには戻もどらない。

　ゆえにヘキサグラムの初の試みとなる単独での大魔術召喚は、成功しようと、あるいは失敗しようと、一度きり。これが最初で最後。ブランやステラたちは最後まで止めようとしていたが、こうなってしまってはもう遅おそい。

　仮初の命のタイムリミットが、今まさに無慈じ悲ひに刻まれ始めたのだ。

『七つの罪の一欠けよ、天より驕おごれる悪魔の王よ』

　真っ二つになった魔法陣が、それぞれ詠唱を紡つむぎ始める。

『汝なんじ、楽園を追われし叛はん逆ぎやくの徒、堕おちたる明けの明星、輝かがやける赤き蛇へび』

　──しかしヘキサグラムは、今いま際わの際きわでふと思う。

　本来なら、四半世紀前の転移実験の失敗で、すでに死んでいたはずの身だ。それが曲がりなりにも仮初の命として生き延び、人間どころか生命とさえ呼べないような有様にまで落ちぶれてしまったものの、再び自らの夢を追うことを許された。

『其そはかつて天の庭に在ありし存も在の』

　アルテナの地にて第二の生を過ごし、ステラを始めとした良き弟子たちに恵めぐまれたのだ。それだけでも、満足して生を全まつとうするに足るほどの価値があった。

『其はいまや地の底に存える存も在の』

　そして今、死に損ぞこなった命を燃やし尽つくすに値あたいする、自らの過あやまちの権ごん化げとも言うべき存在が目の前に立ちはだかっている。己おのれの生に充じゆう分ぶん満足していたのに、彼の数すう奇きな運命は、満足のいく死に場所まで用意してくれたのだ。

　至いたれり尽くせりであるな。

　そう、お調子者のヘキサグラムは自分に都合の良い解かい釈しやくをした。

『我は求めエロイム・訴えたりエツサイム、我は求めエロイム・訴えたりエツサイム』

　──神よ、感謝するのである。

　かつて奇き跡せきの成就と世界の平和を誰だれよりも願った召喚術師は、儚はかなく消えていく自我の中、すでに失ってしまった両手を合わせて、天に感謝の言葉を捧ささげた。




『悪魔デヴイル王ロード『堕天帝ルシフアー』!!』




　仮初の命の終わりとともに、大魔術召喚の詠唱が完成する。

　偉大なる召喚術師の消しよう滅めつと引き換かえに、七大罪の一柱を担になう悪魔の王が姿を現す。

　六対ついの黒い翼つばさを大きく広げたその姿が放つ神こう々ごうしいほどの輝きは、誰の目にも眩まばゆすぎて、神でもあるまいに、人がその姿を垣間見ることさえ許さない。

　まさしく傲ごう慢まんの大罪を体現したかのような、光こう輝きの堕だ天てん使し。

『面おも白しろい!!』

　その光景にワールドエンドは紅くれないと黒の瞳ひとみを輝かせ、歓かん喜きの声で叫んだ。ヘキサグラムが己の命をなげうって召喚した悪魔の王を前に、強く心を震ふるわせていた。

　対する『堕天帝ルシフアー』は、眼前に立ちはだかる破は壊かい神しんと神獣マスターテリオン目め掛がけ、光り輝く翼を羽ばたかせながら神速の速さで突とつ撃げきする。十二枚の翼が起こす風が、魔王と神との激げき突とつの余波に煽あおられ、周囲に暴風を起こす。

　その風に吹ふかれ、宙を舞まっていた魔導書のページは、あまりにあっけなく軽々と吹き飛ばされてしまった。

　そうしてステラの手元に、ヘキサグラムの遺い骸がいの欠片かけらとも言うべき、『ソロモンの鍵』のページが一枚落ちてくる。

　そこに記されていたのは、不可能の可能を目指した者たちの掲かかげた印。正七しち芒ぼう星せいに限りなく近づかんとする、交差する七つ星の図形を記した魔法陣であった。

「おししょうさま……おししょうさま……っ」

　大おお粒つぶの涙なみだをこぼしながら、ステラは七芒星のページを胸に抱いだく。

　ブランは、父を始めとして多くの人々の命を死に追いやってしまったことがある。

　デュセルは、最愛の母と弟を失っている。

　ミカは、自らの半身とも言うべきふたりの少女を失った。

　アンジェも、千年に及およぶ長い人生の中で、親しい人々との別べつ離りを数え切れないほどに経験してきたことだろう。

　思えば、ステラ・スティングレイという少女にとって、近しい誰かの命が失われるのは、これが初めてだった。

「ゆるせない……っ！」

　そんなステラの胸中を支配する、怒いかりの感情。心優やさしい彼女が滅めつ多たに抱くことのない、清純な魂たましいを泥どろ闇やみの底に引きずり込むかのような激怒と憤ふん怒ぬ。

　唇を強く嚙み締め歯ぎしりをこぼし、ステラは大粒の涙を浮かべながらも『星条青玉スターサフアイア』の瞳を烈れつ火かの如ごとく燃やしながら、その顔を上げた。

　師が命を尽くして召喚した『堕天帝ルシフアー』は、召喚主の本ほん懐かいを遂とげるべく、神獣マスターテリオンの首という首を引き千切りながらその心の臓を握り潰つぶさんと迫せまる。

『させるものか！』

　しかし神獣マスターテリオンが絶命を迎むかえようとした、その寸前。狂きよう喜きの面おも持もちのワールドエンドが堕天使の王に立ち向かい、悪魔王の攻こう撃げきを防ぐ。

『堕天帝ルシフアー』は善戦しているが、一対二では不利は覆くつがえせない。

「ステラ、早く逃げるわよ！」

　立ち尽くすステラの傍かたわらで、デュセルがその腕うでを引きながら言った。

　ブランもアンジェもローリエも、すでに後退を始めている。

　ステラだけが背を向けることなく、師が遺のこした魔王と破壊神の壮そう絶ぜつな戦いを、涙を溢あふれさせた目に焼きつけていた。

「だめです……！　これでは、お師し匠しようさまのけじめがつけられませんっ！」

　怒ど声せいとともに、ステラはデュセルの手を振ふり払はらった。

　確かにこのままでは、『堕天帝ルシフアー』の召しよう喚かん維い持じの魔力が尽きるのも時間の問題だ。
















　一同にできることと言えば、この隙すきに破壊神から逃げおおせることのみ。ヘキサグラムの目的である時間稼ぎの役目は、充分に果たしたと言えるだろう。

　しかしそれでは、師の無念を晴らすことにはならない。

　ヘキサグラムが望んだのは、自らの過ちの権化を打ち倒たおし、自らの罪を払ふつ拭しよくすること。なのに、未いまだ破壊神はおろか神獣マスターテリオンさえ健在。『堕天帝ルシフアー』の攻撃は神獣マスターテリオンを絶命させるには至らず、直じきに召しよう喚かんの時間切れを迎えて首の再生が始まってしまうだろう。

「魔力を失った今のキミになにができるというんだい！」

　立ち止まるステラに、アンジェもいつになく強い語勢で声を荒あららげた。

　だが、そんな中。

「ステラ。むかついたときは、我が慢まんなんかするな」

　ブランの声だけが、ステラの耳に届いた。

　瞬しゆん間かん、火がついたように彼女は目を見開き、魔導書のページを構える。不可能を可能にする、七芒星の大ペンタクルが記された、『ソロモンの鍵かぎ』のページを。

　単独での大魔術召喚に成功し、悪魔王の一柱を召喚した師の魔力は、まだ完全に失われたわけではない。『堕天帝ルシフアー』の召喚はまだ終わってはいないのだ。

　無論、ステラは大魔術師ではない。

　単独召喚で呼び出せるのは、せいぜいが『大悪魔メフイストフエレス』どまりだ。

　しかし──

　今の彼女の手には、一ページだけとはいえ、悪魔召しよう喚かんの魔導書においては最さい高こう峰ほうの一角とされる『ソロモンの鍵』がある。そしてそのページには、今なお効果を発揮し続けている『堕天帝ルシフアー』召喚の魔力が残っている。

　沸ふつ騰とうしたかのような怒りに頭が熱く煮にえたぎる中で、思考だけが冷静にステラの頭を動かした。この状じよう況きようで、たったひとつだけ、有効打が残されている。

　かつてヘキサグラムの講義で教えられた、七大罪の悪魔王の一角である傲慢の堕天使と、もう一柱の悪魔王との繫がり。

　師が遺した大魔術召喚の詠唱をそのまま利用することさえできれば、あるいは──

　後は、ステラの魔力と気力次し第だい。

「七つの罪の一欠けよ、天に怒いかれる悪魔の王よ──」

　彼女は決意とともに口火を切った。

「汝、叛逆の十二翼の分身シヤドウ、明けの明星の影かげ、暗き赤き蛇」

　それは、本来ステラが使えるはずのない、単独での連文詠唱。唱えたところで効果を発揮するはずのない術式だ。

「其は氷結の牢ろう獄ごくに存ながらえる存も在の」

　しかし、彼女はひとつの例外と、ひとつの可能性にすがった。

「其は冥めい府ふの玉座に在りし存も在の」

　その理り屈くつで言うなら、これは単独詠唱ではない。

　先ほど師が唱えた大魔術詠えい唱しようを含ふくめての、連文詠唱。

　偉い大だいなる師の術式と魔力を転用した、複数の術者による大魔術召喚なのだ。

「我らは求めエロイム・訴えたりエツサイム、我らは求めエロイム・訴えたりエツサイム」

　その詠唱は、ステラひとりでは不可能だった。だからこそ彼女は、魔導書のページに残る恩師の魔力を強く感じながら、瞳の星の印を輝かせ、万ばん感かんの思いとともに唱える。




「悪魔デヴイル王ロード『地サ獄タ帝ン』ッ!!」




　──憤怒の大罪と傲慢の大罪の同一視。『地サ獄タ帝ン』こそは『堕天帝ルシファー』の魔術的な分身シヤドウであるという独自解釈を持って、ヘキサグラムが唱えた召喚詠唱を自らの詠唱の連文扱あつかいとし、その影を媒ばい介かいに同一存在の悪魔王を呼び出す。




　大魔術単独詠唱の擬ぎ似じ再現に近いステラの術式は、本来なら不可能だった。

　だが、ここが霊れい脈みやく上の魔術結界を有する御ご所しよであったこと。ワールドエンドの放つ魔法により周囲の魔力が活性化していたこと。莫ばく大だいな魔力の塊かたまりとも言える神獣マスターテリオンの存在や、ヘキサグラムが散り際ぎわに遺のこした『ソロモンの鍵』の魔力も大いに関係していたはずだ。

　様々な要因が重なり合わなければ、成功するはずもない。

　おそらく成功の確率は、万分の一、あるいは億分の一にも満たないだろう。

　しかしステラは摑つかんだ。

　唯ゆい一いつの勝機を。

　まるで、父スティングレイの持つ『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の加護の一部が、血と遺伝子とともに生まれつき彼女に継けい承しようされていたのかと、そう思わせるほどの奇跡を。

『なにいいいいいいいいいいいッ!?』

　初めて破壊神ワールドエンドが驚きよう愕がくの叫さけびを上げた。

　摑み合いの膠こう着ちやく状じよう態たいにあった『堕天帝ルシフアー』の影から、新たな悪魔王が六対ついのドラゴンの翼を広げて現れたのだから。

　悪魔王『地サ獄タ帝ン』。この星に存在する人類の伝承の数々において、神の敵対者として、その名を最も広く知らしめた絶対の叛はん逆ぎやく者しやたる地じ獄ごくの王。

　神こう々ごうしい輝かがやきに包まれた『堕天帝ルシフアー』に対し、その分身シヤドウとして呼び出された『地サ獄タ帝ン』の姿は、噴ふき上がる黒い炎ほのおに包まれ、見る者全すべての魂を凍いてつかせるほどに禍まが々まがしい。

　さしものワールドエンドも、今まで『堕天帝ルシフアー』の猛もう攻こうを防ぐにあたり両手を使っていた。そこへまさかの『地サ獄タ帝ン』の加勢だ。

　破壊神は咄とつ嗟さに片かた腕うでずつ、左手で堕天使の王を、右手で地獄の王を抑おさえ込もうとする。が、最大の神の敵対者たちを相手に、その試みは無む謀ぼうの一言だった。

『そうだ！　これこそが、神オレが手ずから滅ほろぼすに相応ふさわしい、人類の可能性！　尊ぶべき魂の輝きというものだ！』

　ついにワールドエンドは押し切られ、冥めい府ふ魔ま道どうの光輝と黒炎に身を焼かれながら突とつ破ぱされる。次いで二柱の悪魔王たちが向かったのは、再生を終えたばかりの神獣マスターテリオンだ。

　すでに七つの首全てが、二大悪魔王の迎げい撃げきのために、この場に集められていた。

『──Perdurabo──ペルデユラボー』

『──Ab Ben ruach aCadesch──アブ・ベン・アツクアカデツシユ』

『──ViVeri Vniversum Vivus Vici──ウイ・ウェリ・ウニウエルスム・ウイウス・ウイキ』

『──Nuit──ヌイト』

『──Hadit──ハデイト』

『──Ra Hoor Khut──ラー・ホール・クイト』

『──Liber AL vel Legis──リベル・エル・ウエル・レギス』

　七頭十角を有する大いなる黙もく示し録ろくの獣けものが、持てる首の全てを用い、数々の魔術と大魔術を唱える。しかしそのどれもが、もはや断だん末まつ魔まの悲鳴でしかなかった。

　神獣マスターテリオンの十二の魔眼が最さい期ごに捉とらえたのは、己おのれを蹂じゆう躙りんする、太陽よりも眩く輝く十二の堕だ天てん使しの翼つばさと、闇やみよりもなお暗く禍まが々まがしい十二のドラゴンの翼だった。

　神を貶おとしめる獣の名を与あたえられた紛まがい物に、正しよう真しん正しよう銘めいの神の敵対者の裁きが下る。

　そしてその裁きをもたらしたのは、怒れるひとりの少女だ。

　彼女が打ち立てた偉い業ぎようを称たたえるに相応しい称しよう号ごうが、この世界にはすでに存在している。魔法暦れき五〇年の節目に人類最高の英えい雄ゆうへと贈おくられた、今まで唯一無二であった称号。




　──その名は、『神バスター・獣オブ・殺しマスターテリオン』。




　英雄、神獣殺しステラ・スティングレイ誕生の瞬間であった。

　しかしステラ本人は父の偉業を継ついだという事実を知ることもなく、魔力を完全に使い果たして昏こん倒とうしてしまっていた。

　ヘキサグラムの形見である『ソロモンの鍵』の七芒星のページがその手から滑すべり落ち、風に吹ふかれて空へと飛んでいく。ブランは気絶したステラの柔やわらかな体を抱だき上げ、デュセルやアンジェたちとともに急ぎ撤てつ退たいを再開する。

　背後では、神獣マスターテリオンを絶命させた二大悪魔王が、歓かん喜きの哄こう笑しようとともに立ち上がった破は壊かい神しんワールドエンドへと再び矛ほこ先さきを向けていた。しかし、ステラが気を失い、ヘキサグラムが遺した魔力が消失することも鑑かんがみれば、『堕天帝ルシフアー』と『地サ獄タ帝ン』の召喚維持もタイムリミットが近いだろう。

　それに、ステラとヘキサグラムのふたりの力で神獣マスターテリオンだけでなく破壊神まで斃たおせるのではと期待するのは、あまりに都合が良すぎる。

　ブランたちはまだ、人類存亡を賭かけて神と戦うための、前座の怪かい物ぶつを打だ倒とうしたに過ぎないのだ。

「デュセル、頼たのむ」

「うん、分かった！」

　分身シヤドウや他の仲間たちの離り脱だつを確かく認にんし終えたブランに言われ、デュセルはカリナンの王おう笏しやくを大きく頭上に掲かかげた。

「我が聖句よ響けホーカス・ポーカス！」

　そうして、粉ふん砕さいされたクリスタルサークルの残ざん骸がいと、御所の魔術結界を利用し、得意とする水すい晶しよう檻おりを具現化させる。

　遠く離はなれた幻界翠域リバーシ・ブルーで、魔神の女王ティターニアと化したモリガンの体を封ふうじた際にデュセルが用いた呪じゆ文もんだ。弱った魔神を閉じ込めることができるのは、すでに証明済み。

　御所の敷しき地ち全てを包み込む巨きよ大だいな水晶檻の魔術で、一時的にワールドエンドを御所ごと隔かく離りするつもりなのだ。

「でもたぶん、相手が相手だから、そんなに長くはもたないわよ」

　深刻な顔でデュセルは言った。

「だろうな」

　ブランは頷うなずく。

　イアンを失い、スティーヴンは戦せん闘とう不能となり、ついにはヘキサグラムまでもが散った。まだ人類が破壊神に敗北したわけではないが、その被ひ害がいはあまりに甚じん大だいだ。

「…………すまん、もう少しだけもたせてくれ、ヘキサグラム」

　ブランたちがようやく死地から脱だつする中、今なお続く二大悪魔王と破壊神の激げき闘とうの光景が巨大な水晶の向こうへと閉とざされた。







　　　　[image: くぎり] [image: くぎり] [image: くぎり] [image: くぎり]




　破壊神との激闘から、すでに三時間が経過していた。

　直じきに日暮れが始まろうとする中、現在ブランたちはウエノ学園を本ほん拠きよ地ちとし、御所に閉じ込めたワールドエンドを倒たおすための準備を進めていた。

　ヘキサグラムを失った悲ひ嘆たんに暮れる時間はない。本当なら真っ先に万ばん全ぜんを期した対策を練りたかったところだが、それより先にやらなければならないことがあった。

　ひとつは、魔力と体力の完全回復。

　そしてもうひとつは、魔都の住人の大規模避ひ難なん誘ゆう導どうであった。

「魔都のみんなー！　心配しなくていいから、ゆっくり移動してよねー！」

　ぞろぞろと列をなして歩く避ひ難なん民みんたち。

　そんな彼らの誘導を行っているのは、王笏に跨またがって低空飛行しているデュセルだった。拡声魔術が附ふ与よされたメガホン片手に、この三時間、熱心に活動している。

　避難先は、ステラの豪ごう華か客船『セレブリティ・スターサファイア号』。あの巨大客船ならば、快適さにさえ目を瞑つぶってもらえば魔都の全住人を一時的に収容することも可能だ。

　ステラは今も倒れたままなので、船での受け入れは合フ衆ア国ー大ス統ト領レ夫デ人イステファニーが取り仕切っている。娘むすめに輪をかけたおっとり気質からは想像もできなかったが、仕事の手て際ぎわは迅じん速そくでその手しゆ腕わんは見事の一言に尽つきた。さすがはスティーヴンの愛妻と言えよう。

「学園のみんなは、混乱が起きないように誘導の続きをよろしく！」

　デュセルは次に、空飛ぶ箒スカイ・スウイープに跨った周囲の学生魔術師たちに向け、声を張り上げた。

「はーいよー、任せとけー！」

「合がつ点てん承知ですうー！」

「やったろーりえー！」

　男女問わず学年問わずゼミ問わず、生徒のほとんどが避難誘導に協力してくれている。彼らは場を取り仕切るデュセルの言葉に素す直なおに従って、魔都の空に散開していった。

「ふふーんだ。あたしの柄がらじゃないとは思うけど、これもステラのためだもんね！」

　デュセルとしても、本当なら人望厚い前生徒会長のステラに任せたかったところだが、今も倒れたままの親友に無む理り強じいをさせるわけにもいかない。

　だからこそ、魔力消費がブランやアンジェたちと比べて比ひ較かく的てき少なかったデュセルが、慣れないリーダー役ながらもステラの代理を自ら進んで申し出たのだ。

「親友の分まであたしががんばらなくっちゃ！　そこ、慌あわてちゃだめでしょー！」

　またしても声を張り上げるデュセル。

　彼女は避難指示に尽じん力りよくしながらも、ふと、水晶に閉ざされた御ご所しよへと目を向けた。

　破壊神を封じたデュセルの水晶檻は、内部からの魔力の干かん渉しようを受け、今は巨大なピラミッドの形に変へん貌ぼうしてしまっている。

　古代に存在した魔術師の始祖が考案したとされる、ストーンサークルよりも遥はるかに魔力を集めて高めることに適した最善形。それがピラミッドだ。

「ふーんだ。どうやらあっちも今は魔力回復に徹てつしてるみたいね。閉じ込めておけるのは、せいぜい半日程度が限界か」

　魔都の一角にそびえ立つクリスタルピラミッドを睨にらみつけ、デュセルは言った。

　巨大水晶には魔術遮しや断だんの効果を附与しているため、こちら側から遠視と透視クレアボヤンスで中の様子を窺うかがい知ることはできない。しかし、二大悪魔王との戦いで疲ひ弊へいしたワールドエンドが身を休めているのは容易に想像がついた。

「最悪、タイムリミットは残り数時間。だからそれまでに、できることは全部やっておかなくちゃ！　うん、ヘキサグラム教授のためにも！」

　戦いの予感の中、デュセルはカリナンの王笏を操あやつり、ぎゅんと魔都の空を駆かけていく。

　青いポニーテールが、風に遊ばれて、大きくなびく。

「きょうはやけに風が強いわね」

　風を切りながら、デュセルは避難が完かん了りようしていない魔都の北部へと向かう。

　その途と中ちゆう、ウエノ学園の上空を通り過ぎていくデュセル。

　そんな彼女の姿を偶ぐう然ぜん、ブランは学園の窓から見かけていた。

「デュセルのやつ、ステラの代理がさまになってるよな」

　思わず感心のため息が出る。

　ひきこもり気質のブランでは、学生魔術師たちを避難誘導の手伝いに駆り出すことすら難しかったかもしれない。

「昔のおれなら、簡易分身シヤドウを使って全部自分でやってたな……」

　ふとデュセルたちと知り合う前の自分を思い出し、ブランは照れくさそうに頰ほおをかいた。

　今ブランがいるのは、学園の救護室だ。

　ベッドのひとつでステラが眠ねむっており、その隣となりのベッドではアンジェが寝ねそべっている。ミカはふたりの間に立ち、彼女たちと手を繫つなぐことで今も魔力回復に従事中だ。

「なあブランドン。もしかしてわたしは副会長やアルテナの皇女としてより、魔力タンクとして役に立っていることのほうが多いのではないだろうか」

　やけに真しん剣けんな面おも持もちでミカは言った。

「そうだな」

「そうだね」

　まったくもってそのとおりなので、ブランもアンジェも素直に答えてやった。

「ふええええええ……やっぱりだよおぉ……」

　途と端たん、ミカはいつものポンコツ顔でめそめそとしょげかえる。

「活かつ躍やくだけ見れば大活躍なんだから気にすんな」

「フフッ、今の状じよう況きようならキミほど役立つ魔術師もそういないからね……」

　緊きん張ちよう感の欠片かけらもないミカの様子に、ブランは少し和なごんだ様子で苦笑い。アンジェも珍めずらしくフォローに近い台詞せりふを口にした。

「ステラは無事か」

　そこへ、別のベッドにいたはずのスティーヴンが、起き上がって顔を覗のぞかせる。

　いつまで経たっても目を覚まさない娘のことが不安なのだろう。

「叔お父じ貴きも無理すんな。今は休んでろって」

　表情こそいつものポーカーフェイスだが、スティーヴンの顔は今も病人のように青白い。粉砕された右みぎ腕うでは、白魔術アストラルスペルの教授であるカグラ・カグツチの回復魔ま術じゆつで、なんとか骨も復元し神経も繫がり、原形を取り戻もどすまでには回復している。
















　だが、受けたダメージが消えたわけではない。腕を失う激痛は、常人には耐たえ難がたい痛みだ。それをスティーヴンは気力だけで持ちこたえている。

　しかしおそらく、あと数時間安静にしていたところで、戦線復帰できるまで回復するのは難しいだろう。今度ばかりは右腕のギプスもブラフではない。

「叔父貴はよせ。それよりステラは無事かと聞いている」

「この三時間でその質問何度目だ！　いいから怪け我が人にんは寝てろ！」

「あー！　やいこら叔父貴！　また勝手にベッドから抜ぬけ出ましたね！」

　ブランが呆あきれる中、先ほどからナースの格好でステラたちの看護をしていたウィッチが、ふらつくスティーヴンを強ごう引いんにベッドに寝かしつける。

「大人しくしておれ。いつまでも若いままだと思ったツケだ」

　隣のベッドで休んでいたルーヴル先王デュークフリードが、旧友の姿を鼻で笑う。

「黙だまれデューク。二十年前も今もたいした戦力にならなかったくせに」

「ぐがあああああああッ！　余を年寄り扱あつかいするだけならともかく、言うに事欠いてこのパクリ野や郎ろうがあああああああああああッ！」

　吠ほえるデュークフリードだが、元気なのは憎にくまれ口だけだ。神獣マスターテリオンとの戦いで彼も随ずい分ぶん疲ひ弊へいしてしまっている。それでなくとも戦士としての現役を退いて久しい身だ。

「はいはい、四十代五十代のおっさんたちは安静にしていてくださいねー、ここは病室ですよー、お静かに願いまーす」

　年とし甲が斐いもなく口くち喧げん嘩かを繰くり広げるスティーヴンとデュークフリードに、ナースキャップからキツネ耳をピョコンと覗かせたウィッチが冷たい眼差しで釘くぎを刺さす。

　と、そこへ。

「お前ら、この非常時になにをやっとるんだ？」

「そんな元気があるならボクらを手伝って欲しいです」

　ノックとともに救護室を訪おとずれたのは、学園長不在の状況で教授たちの指揮を執とっているワイリー・ワイズマンと、その補ほ佐さのローリエ・ロリエッタだ。

「まだそれだけの元気が残っているなら、少しおれたちの話を聞け」

　鋭するどい視線をサングラスに隠かくした老教授は、苦い顔つきで顎あご鬚ひげをさすりながら、ゆっくりと口を開く。

「それでは諸君、講義を始めよう。破は壊かい神しんワールドエンド打だ倒とうの秘策は、残念ながらまだ用意できていない。が、やつに挑いどむにあたって絶対に必要不可欠な大前提が三つある」

　言葉どおり、指を三つ立ててみせるワイズマン。

「三つですか？」

　打てば響ひびくように分かりやすい相あい槌づちを打ったのはミカだ。

「そうだ。ひとつ目は、魔術が効かない相手に、いかにして魔術を喰くらわせるか。近接戦で叔父貴を凌りよう駕がする相手に、まさか魔術抜ぬきで挑むわけにもいかんだろう。ふたつ目は、空間転移という概がい念ねんすら超こえた、やつの次元跳ちよう躍やくを封ふうじること」

　ワイズマンの言葉に、叔父貴と呼ばれて不服そうなスティーヴンと理解力に乏とぼしいミカを除く全員が重々しく頷うなずく。破壊神だけが持つ超ちよう常じよう的な能力を一度でも目まの当たりにした者ならば、それらの大前提を理解するのはそう難しい話ではなかった。

　現時点では、こちらの攻こう撃げきは一いつ切さい効かないし、それ以前に一切当てられないという状態なのだから。そしてなにより──

「最後は、ヘキサグラムのおかげで倒せた神獣マスターテリオンを再度復活させられないよう、やつの『七つの魔法セブンキヤスト』──最低でもそのうちの『死者の復元ネクタル』を封じる必要があることだ」

　皆みなを逃のがすために散ったヘキサグラムのことを思い出し、同どう僚りようであったワイズマンもローリエも沈ちん痛つうな面持ちを浮うかべる。ワイズマンは哀かなしみを堪こらえて言葉を続けた。

「それら三つの大前提を攻こう略りやくして初めて、おれたちは破壊神ワールドエンドとの戦いに挑むことができるというわけだ。逆に言えば、その三つのうちどれかひとつでも片手落ちになった場合は、間ま違ちがいなく対等の勝負にさえならん」

　提示された結論、その絶望的状況を知り、ミカを除いたこの場の誰だれもが重苦しい雰ふん囲い気きに支配されていく。

『なによー、そんなに暗くなることないじゃない！』

　そのとき不意に、ブランたちのもとへ魔術通信の声が聞こえた。

　聞く者を勇気づけるようなその声の主は、避ひ難なん誘ゆう導どうを指揮しているデュセルだった。

　おそらく、状況説明にあたりワイズマンが先んじて通信を繫げておいたのだろう。

『ふふーんだ。つまりは、その三つの条件をクリアすれば、あたしたちにも勝ち目が見えてくるってことじゃない』

「正解。そのとおりだ」

　沈しずんだ場の空気を一変させたデュセルの言葉に、ワイズマンは大きく頷く。

　もしかすれば、この老教授は最初からその言葉を皆に聞かせたくて、デュセルに通信を繫いでおいたのかもしれない。

「そういやイアンが言っていたな。最後の希望は『主人公補正パツシブ・ヒーロー』と七支刀だって。前者はそりゃあったほうが良いに越こしたことはないが、後者の意味は全然分からん」

　デュセルが示した希望をより大きくするために、ブランは不敵に言った。

「そう。『主人公補正パツシブ・ヒーロー』は重要なのです」

　そんなブランの言葉に賛同したのは、なんとローリエ。

　彼女の突とつ然ぜんの発言は、一同にとっても予想外だった。

「ではまず、ひとつ目の大前提の攻略ですが」

　彼女はだぶだぶの袖そでをまくり、ワイズマンの講義を引き継つぐように言葉を続ける。

「ボクらの魔術が効かないのは、破壊神が持つ『神デウス・補正エクス・マキナ』という魔術特性の効果で間違いないようです」

　ローリエの言葉に、ふと、ミカを除く全員が怪け訝げんな表情を示した。それは傍かたわらのワイズマンも同様だ。どうしてローリエが神の力の秘密を暴あばいたのか、理解が及およばない。

「で、この『神デウス・補正エクス・マキナ』を無効化するための術式こそが、故ブラッドレイ・ブラックバーン氏が開発した附ふ与よ術式『主人公補正パツシブ・ヒーロー』なわけです」

　さらなるローリエの言葉に、ミカ以外の全員の戸と惑まどいがピークに達する。

　この場の誰も知り得ないことを、どうして彼女が知っているのか。なぜ急に、神の秘密を種明かしのようにすらすらと説明しているのか。

「なあロリエッタ教授。どうしてあんたが親おや父じのことを知ってるんだ……？」

「前々から生前のブラッドレイ氏について調査していましたのであしからず」

「だから、なんで……？」

「いやまあ、人類存亡の危機に機密もへったくれもないのでもう言っちゃいますが、ボクはＫＧＢのエージェントなのです」

　その突然の告白に──

「ええええええええええええええええええええええええええええ!?」

　ミカを除く全員が驚きよう愕がくの声を上げた。

　その中には、魔術通信中のデュセルも当然含ふくまれており、しかもなぜかエルミタージュ皇こう帝ていであるアンジェまでもが驚おどろいていた。

　無論、ＫＧＢとはエルミタージュ帝てい国こくの魔術諜ちよう報ほう機関の名めい称しようだ。つまりはアンジェにとって直属の配下ということになる。

「私……全然知らなかったのだけれど……？」

　この千年、不老不ふ滅めつの大魔術師がここまで間の抜けた顔を見せたことがあっただろうか。いやない。

「ブランドン・ブラックバーンさんの経歴及び身辺調査を、ボクらＫＧＢの最優先事じ項こうに設定したのは、アンブロシア皇帝陛下ですよね？」

「そ、それはその……うん……覚えがあるね……」

　アンジェの記き憶おくは、初めてブランと出会い、負かされたころにまで遡さかのぼっていた。

　自分を倒たおしたオリハルコン位階の魔術師に興味を持った彼女は、確かに配下のＫＧＢに調査を命じておいた。だからこそ、ブランに敗れたアンジェが帝てい都とサンクトペテルブルグに帰き還かん中、ブランが十年前に『魂の定着コキユートス』を成功させた魔法詠えい唱しよう資格者だったという報告書を受け取ることができたのだ。

「彼の過去を調べたのもボクです。報告書をお渡わたししてからも皇帝陛下より引き続き調査続行の命が下ったので、きょうまで地道に情報を集めていました」

　しかしまさか、当のＫＧＢの諜ちよう報ほう員がローリエ・ロリエッタだったとは。

　他人に興味がなかったせいで部下の顔や名前すらまったく憶おぼえていなかったアンジェは、ぱくぱくと魚のように口を動かしたまま、呆ぼう然ぜんとするばかり。

「ＫＧＢは十年前に皇帝陛下が失しつ踪そうしてからその行方ゆくえを追っていまして、ボクはもともとアルテナ担当でした。そこで、ウエノ学園で陛下らしき人物を見つけたので、学園への潜せん入にゆう調査を兼かねた入学を決意したわけです」

　つまりローリエはデュセルよりも先に学園に潜入していたことになる。そしてステラよりも巧こう妙みように身分を隠してきた。今まで誰にも正体を悟さとられることなく、それこそ主あるじであるアンジェにさえ正体を秘密にして過ごしてきたローリエにとって、デュセルやステラは、魔力が高いだけのなんちゃってエージェントにしか見えなかったことだろう。

「しかしまた、どうしてＫＧＢのスパイがわざわざ学園の魔術教授に？」

「教授になったのはボクとしても予想外でした。本当は、普ふ通つうの少女として中等部の生徒に紛まぎれて普通の生活を……じゃなかった、密ひそかに活動しようと思っていたのですが……」

「えええええええ!?」

　と、そこで、今度はなぜかミカだけが急に驚いた。

　脈みやく絡らくのない驚愕を受けて、周囲の怪訝そうな眼まな差ざしがミカへと集まる中、ワイズマンが眉まゆをひそめて尋たずねる。

「おいそこのポンコツ。今なにをそんなに驚いた」

「いえ。先ほどからわたしだけ話についていけてないので、次こそはみんなといっしょに驚いておこうと思っただけです！　心得違ちがいでしたら申し訳ありません！」

　想像以上にポンコツな返事だった。ミカがステラとアンジェの魔力回復中でなければ、確実に廊ろう下かに立たされていたことだろう。

「話を戻もどしますのであしからず」

　えへんと咳せき払ばらいを交え、ローリエが再び口を開く。

「文化祭で陛下が再びアルテナに舞まい戻られてからも命令変へん更こうがなかったので、というか一切の接せつ触しよくがなかったままでしたので、引き続き調査をしていました」

　つまりローリエは、半月前の合宿の時点で、とっくにブランや七詠唱セブンキヤストの秘密を摑つかんでいたことになる。その上で知らぬふりを貫いていたのだ。

「半月前の魔神騒さわぎ以降は、故ブラッドレイ氏についても調べていました。神獣教団の神徒であったというのも、最近提出したばかりの報告書にまとめておいたはずですが……」

「あ、ああ……そういえばまだ読んでなかったかな……」

「このぐうたら師し匠しよう！　どうせ家で食っちゃ寝ねするばかりで忘れてたんだろ！」

　想像を絶するアンジェの不ふ甲が斐いなさに、思わず叫さけぶブラン。ローリエも自分の上司に非難がましいジト目を向けていた。

「その過程でボクは、彼が開発した可能性が高い『主人公補正パツシブ・ヒーロー』について調べ直しまして、この術式がもともと魔神を倒すために編み出されたものだと推察するようになりました。ですので、今は亡なきブラッドレイ氏は、神しん獣じゆう教団の暴走を抑おさえるためにあえて教団に残り、魔神が誕生する日に備えて、人類に対たい抗こう手段を遺のこしたのだと、そう推理できます」

　ローリエの推察は、唯ゆい一いつブラッドレイの人となりを知るヘキサグラムの言葉とも、完全に重なっていた。

「俺の兄は──」

　スティーヴンがぽつりと呟つぶやく。

「人類の未来のために俺に『主人公補正パツシブ・ヒーロー』を託たくしたということなのか？」

　いつものポーカーフェイスに、僅わずかに苦く悩のうが見て取れる。

　記憶の大半を失ったスティーヴンは、『主人公補正パツシブ・ヒーロー』という必勝の加護を呪のろいと断じ、自らに非道な人体実験を施ほどこしたどころか娘むすめステラにまで手を出そうとした神獣教団を強く憎にくみ続けてきた。

　しかし、その呪いが、人類を救うために亡き兄が弟に託したものだったのだとすれば。

「そう考えるのが自然かと。失礼ながら、大統領閣下がご兄弟でどのような事情があって被ひ験けん者しやとなったかは、ボクらＫＧＢにも分かりかねますのであしからず」

「……だろうな。それは当人たちだけの取り決めだろう」

　スティーヴンは静かに頷うなずく。

　兄との思い出は、彼自身が記憶を取り戻さなければならない問題だ。

「ただ、これらの調査結果を踏ふまえればボクも自信を持って言えます。ブランドンさん、確かにあなたのお父君は、破は壊かい神しんを破壊しようとした人物でした」

　片目を隠かくす前まえ髪がみをかき上げながら、ローリエは『蒼銀真珠コバルトパール』の両目をゆっくりと細め、ブランに向けてほほえみかけた。

「なら、親父が十年前におれを実験の場に立たせたのも……」

「アルテナに逃れていた神獣教団の残党の目を欺あざむき、表向きは生いけ贄にえにするという建前で、裏ではあなたに期待していたのでしょう。オリハルコン位階の魔力をもってすれば、この世に魔ま獣じゆうや魔神を生み出す邪じや悪あくな『新世界創造ワールドエンド』の魔力を根絶できるのでは、と」

　ローリエに言われ、ブランは無言で自分の手のひらを見下ろした。今のブランの気持ちはスティーヴンと同じだ。亡き父ブラッドレイが善人であったという確固たる証しよう拠こはどこにもない。だが、もしも本当に彼が人類の未来に希望を見み出いだしていたのなら──

「『主人公補正パツシブ・ヒーロー』を発動させていれば、ワールドエンドにも魔ま術じゆつが効く。こっちの攻こう撃げきが通用するようになる。少なくともそれは信じていいんだな？」

　ブランの問いかけに、ローリエは大きく頷く。

　スティーヴンの戦線復帰は叶かなわないが、『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の擬ぎ似じ再現はブランとアンジェにも可能だ。それにローリエの推論を証明する材料のひとつとして、半月前にアンジェは『主人公補正パツシブ・ヒーロー』を発動させて魔神の女王ティターニアを敗北に追い込んでいる。

　──ならば、勝算がないわけではなかった。

「これで、攻こう略りやくすべき大前提はあとふたつか」

　ブランが言った、ちょうどそのとき。

　救護室に新たな人物が顔を出す。

「みんなー、ごはんの時間だよー」

　にこやかにそう言ったのはモリガンだった。
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　ウエノ学園の食堂を借りての、まさかの大食事会。

「ごはんを食べないと力が出せないよ、みんなしっかり食べてねー」

　居並ぶ腹を空すかせた面々を前に、モリガンは弾はじけんばかりの笑え顔がおを見せた。

「ただいまただいまー！　良かった、なんとか間に合ったわね！」

　そこへ、避ひ難なん誘ゆう導どうを終わらせたデュセルと、今まで彼女の手伝いをしていたエトワールとエスポワールを含めた、ルーヴル王家の三姉し妹まいが食堂に顔を出す。

「おねーちゃんさん、あたしの分は大盛りでお願いね。お腹なかすいちゃった」

「わらわたちはグルメですもの、味にはうるさいですわよ」

「そうそうそのとおりでしてよ」

　三姉妹は賑にぎ々にぎしく席につく。どのテーブルにも皿がずらりと並んでいた。そのどれもが、モリガンが三時間かけて支し度たくした豪ごう勢せいなメニューだ。

「あら……なんだかいい匂においがしますね……」

　そこへ、モリガンの手料理の匂いに誘さそわれて、ステラがふらふらと姿を見せる。隠れた健けん啖たん家かだけあって、美お味いしそうな匂いに釣つられて目を覚ましたのだろうか。

　もちろん、師を失ったショックの大きさは憔しよう悴すいした面おも持もちにありありと表れていたが、だからこそ今は、しっかり食事をとって体力と気力を回復させる必要があった。

「ステラ。無事だったか」

「……お師匠さまのおかげです。わたくしよりもパパのほうが心配です」

　痛々しいギプス姿の父を見、その身を気き遣づかうステラ。

　ともかくこれでデュセルとステラが合流し、ブランの分身シヤドウたちやアンジェの化身アバターたちも含ふくめた全員が着席。なんとも大所帯だが、目の前にはモリガンの手料理が山ほどある。

　こうして、人類の命運を左右する腹ごしらえの準備が万ばん端たん整った。

「いただきまーす！」

　どんな料理も、この言葉抜ぬきには始まらない。

「おねえちゃんのスーパーフルコース、せっかくお腹がすいてるのに、さいしょはサラダからなんて味気ないこと言わないよ。まずはとっておきのお肉から食べちゃおう！」

　そう言って、モリガンは一同の前で自分の頭より大きい牛肉を取り出す。

「おいしいお肉はぶあつく切って大きくほおばる！」

　モリガンは言葉どおり、牛肉を分厚く切って、ニンニクを利きかせながらじゅうじゅうとミディアムステーキに焼いていく。匂いだけで居並ぶ面々の涎よだれが出るほどだった。

　肉にく汁じゆう滴したたる香こうばしいステーキの上にバターを落とし、大きめに切り分けられた肉の塊かたまりを、ブランたちは大口開けてガツガツと頰ほお張ばっていく。男性陣じんがはしたなくかぶりつくのは当然としても、今ばかりはデュセルを始めとした女性陣もテーブルマナーを気にすることなく、空腹感に刺し激げきされるままガッツリ肉に喰らいついていた。

　簡単に嚙かみきれるほどに柔やわらかくてジューシー、しかしながら赤身らしい歯ごたえと食いごたえも感じることのできる、食しよく欲よくをドカンとそそられる一品目だった。

「あまったお肉は、あっつあつのチーズをどっさりのせる！」

　全員にステーキが行き届いた後は、残った牛肉をサイコロ状にカットし、レアに焼く。さらにそこへ半円状のラクレットチーズをじっくり炙あぶり、とろけたチーズをナイフでそぎ落としながら、サイコロ肉の群れが見えないほどにてんこ盛りにしていく。

「それでもあまったお肉の切れ端はしは、あとでワサビとお醬しよう油ゆで味つけしてシメのお茶ちや漬づけの具にするから、それまでみんなは他の料理を好きに食べててね！　いっぱい作ったからなんでもあるよー！」

　そうして究極の前菜が終わり、バイキングタイムが始まる。

　思うまま肉を胃い袋ぶくろに詰つめ込んだので、次は炭水化物が欲ほしくなる。ブランは炒チヤー飯ハンの大皿に手を伸のばし欲張りにも皿ごと抱かかえ、デュセルは焼きたてフランスパンを丸々一本使って先ほどのチーズやらトマトやらの具を挟はさんでサンドイッチ、肉の味が忘れられないステラは母国の名物ミートボールスパゲティ、ミカは鮭さけやタラコのおむすびを両手に引っ摑んで一心不乱に齧かじりついている。

　アンジェは以前イアンから贈おくられたとっておきの『ラ・プルミエ・エリクシール』の封ふうを切り、ワイングラスに葡ぶ萄どうの恵めぐみをなみなみと注いでいた。

「お。アンジェ、それ飲む気になったのか」

　頰ほおにご飯はん粒つぶをつけたままブランが尋たずねる。

「フフッ。これが最さい後ごの晩ばん餐さんになるかもしれないからね……」

　不老不死のアンジェにしてみれば、そんな言葉を口にすること自体、新しん鮮せんな気分だった。もう何百年ぶりになるはずなのに、立ち込める香かおりを軽くかいだだけで、長く古ぼけていたモノクロ調の当時の情景が、記き憶おくの中で瑞みず々みずしく色づいていくかのようだった。

「ねー、それあたしにも飲ませてよ。実は、前に話を聞いたときから興味あったのよね」

「デュセル！　アルテナの法律では未成年の飲酒は禁止だぞ！」

　すでに半分になったサンドイッチを片手に目を輝かがやかせるデュセルと、それを嗜たしなめようとするミカ。もちろんミカの頰にもご飯粒がしっかりついていた。

「ルーヴル王国じゃ、あたしの歳としならもうワイン飲んでいいのよ。第一、そんな法律なんてミカがその気になったら変えられるんでしょ？」

　強気に言って、デュセルは空のワイングラスをアンジェに突つきつける。

「これを誰だれかにあげてしまうのは、その、もったいない……」

　しかしアンジェは咄とつ嗟さにワインの瓶びんを引っ込めた。数百年ぶりとなる愛したワインだ、欲を言えば独り占じめしたい。なのでアンジェは渋しぶった。

「ふーん。分けてくれたら、前にあたしにしたことをチャラにしたげるんだけどなー」

　もちろんデュセルも引かない。

　そしてそう言われてしまうと、前々からデュセルに頭を下げようかとも思いつつも実行に移せなかったアンジェにとっては、痛いところを突かれた気分だ。

「……仕方ない。ちょっとだけだからね」

　観念してアンジェはデュセルのグラスにワインを注ぐ。

　イアンが三百年前から持ち込んだワインが偶ぐう然ぜんにもふたりの仲を取り持ったわけだ。そうしてデュセルとアンジェはグラスを鳴らすことなく乾かん杯ぱいした。

　一方、別のテーブルでは。

「ふたつ目の大前提攻略の秘策が、なくはないです」

　そう発言したのはローリエだ。お肉ですでに満腹になったらしく、まだ誰も手を伸ばしていないデザートのお菓か子しに夢中になるあまり、鼻の頭にクリームをのせている。しかし顔つきだけは至し極ごく真ま面じ目めだ。彼女の前にはスティーヴン、デュークフリード、エトワール、エスポワール、そしてミカの側近である学園教授のカグラとタケハヤがいた。

「詳くわしい説明は省きますが、次元跳ちよう躍やくを防ぐには、決戦の場となるクリスタルピラミッドそのものを、魔術的に空間隔かく絶ぜつしてしまえばいいんです」

　ローリエは魔都の地図を取り出し、テーブルが皿で埋うめ尽つくされているので壁かべに貼はり出した。

「かつての旧きゆう暦れき時代、今は魔都と呼ばれるこの都市は、巨きよ大だいな五ご芒ぼう星せいの形に見立てられて霊れい脈みやくの上に建造されたと言い伝えられています。その構造を利用して本来の五芒星に加え、ウエノ学園とアルテナタワーにも術者を配置し、魔都そのものをクリスタルピラミッド隔絶のための大七芒星結界とします」

　ペンがなかったのでデザートのストロベリーソースを人差し指につけ、ローリエは魔都の地図に巨大な七芒星を描えがく。

「術式は少々ややこしくなりますし、現地で魔獣の抵てい抗こうがあることも予想できますので、術者はそれなりの手て練だれである必要があります。結界維い持じのため持ち場を離はなれられず破壊神との決戦には参加できなくなりますが……」

「必要人数は？」

「結界はクリスタルピラミッドを取り囲む形での大七芒星。当然、七名です」

　ローリエを含め、この場には七人いた。しかも誰もが魔ま術じゆつ師しとしては相当な手練れだ。

「ステラは戦うつもりだ。ならば俺もともに戦う」

　だが、スティーヴンは今も破壊神と戦うつもりでいるらしい。確かに先ほどから人一倍もりもりと食事を続けており、残った左手でフライドチキンを手て摑づかみにしていた。

「ええい、その腕うででなにを粋いきがるか。二十年前とは違ちがうのだ、今回は大人しく余のように裏方に徹てつしろ！」

　旧友デュークフリードにそう言われても、スティーヴンはポーカーフェイスのまま顔をプイッと背そむけて無視。

「子どもじみた拗すね方をするな！　フン、どうやら貴様は自分の娘むすめが信じられんらしいな。余はデュセルのことを信しん頼らいしておるぞ。余がいなくとも、アルビオン女王の愛したあの子ならば、必ずや世界を救ってくれるだろうとな！」

「デューク貴様……俺がステラを信頼していないとでも言うつもりか！」

「ふはははは。そう言っておる」

　ふたりはまたしても口くち喧げん嘩かを始めたが、しばらくしてスティーヴンは、自分が戦力にならない状態であることを渋しぶ々しぶながらもようやく認めた様子で、ついに重い腰こしを上げる。

　そうして、ブランの分身シヤドウたちが集まるテーブルへと足を運んだ。

　窯かま焼きピザの奪うばい合いをしていた面々は、スティーヴンの顔を見るなり声を揃そろえる。

「あ、叔お父じ貴き」

「なんです叔父貴」

「どうした叔父貴」

「なんの用かね叔父貴」

「ついでにその皿取って叔父貴」

「だから叔父貴はよせ」

　口いっぱいにピザを頰張る分身シヤドウたちの姿に、スティーヴンは軽くため息をこぼす。

「──貴様にこれを貸してやる」

　そして分身シヤドウたちの中からウォーロックを選び、『双頭鷲二連銃』を取り出した。

「俺のおス星テ様ラにもしものことがあったら全員電気イスだからな」

　それだけ言い残してスティーヴンは自分の席へと帰っていく。凄味のある一言に、今の台詞せりふが脅おどしでもなんでもないことを誰もが直感で理解した。

　言い知れぬ悪お寒かんに身み震ぶるいする分身シヤドウたち。

「聖遺物の件について、私たちからも申し出がある」

　そんな中、隣となりのテーブルにいた四魔王フオーテリブルが揃って分身シヤドウたちに顔を向け、代表するかのようにエンプレスが口を開く。

「私たちを聖遺物としてキミたちに使ってもらいたい」

　アンジェと瓜うり二ふたつの姿を持つエンプレスは、ブラン瓜二つのスケアクロウを。続けて、異性体のジョーカーは、同じく異性体のウィッチを。妙みよう齢れい期のネクロマンサーは老年期のワイズマンを。最後に幼少期のメイガスも同じ立場のアルケミストを、それぞれ見た。

　スティーヴン同様、七詠唱セブンキヤストの各メンバーに強力な聖遺物を与あたえて、戦力を強化させるつもりなのだ。

「キミたちに託たくせるなら、私たちも喜ばしい」

　目を細めたエンプレスの言葉に、他の四魔王フオーテリブルも頷うなずく。

　そんな分身シヤドウたちの会話、そして別テーブルのローリエたちの作戦会議を聞き、ブランは一いつ旦たん食事の手を休めた。

「これで、大前提はふたつまでクリアか……」

　姉モリガンがキッチンで追加メニューを作る音を聞きながら、物もの憂うげにため息をついた。

　その言葉に、ワイングラスを傾かたむけていたアンジェが小さく頷く。

「最後のひとつは、ワールドエンドの『死者の復元ネクタル』をいかにして防ぐか、だね」

「それが一番難しいわね」

「ですが、もう二度とあんな怪かい物ぶつを甦よみがえらせるわけにはいきません」

　深刻な面おも持もちはデュセルやステラも同じだ。

「それなら簡単だぞ。わたしにいい考えがある！」

　にもかかわらず、能天気な顔で突とつ如じよとしてそう言ってのけた人物がいた。

　ミカである。なぜかこれでもかというほどに自信満々だった。

　彼女は、握にぎり拳こぶしサイズのアイスクリームが三個も入った大ぶりのマグカップを手に、今の発言を受けて周囲の目が自分に集中するのを、得意げな笑え顔がおで受け止めた。

「で、最後の大前提の攻こう略りやくだが」

「そうだね、敵の復元魔ま法ほうをいかにして防ぐか、だね」

「それが一番難しいわね」

「み、みなさん！　ミカさんの話を聞いてあげましょう！」

　ミカの発言を迷うことなく聞かなかったことにした面々だったが、心優やさしいステラだけは助け舟ぶねを出した。仕方なく、ブランたちも聞く態勢に入る。

「こほん。ではわたしの作戦を伝えるぞ。なあに、話は簡単だ。ブランドンたちの魔力はわたしが回復させたが、破は壊かい神しんとやらの魔力はそんなすぐに回復しないはずだ。ならば敵が厄やつ介かいな魔法を使う分の魔力を回復させる前に、こちらから攻せめ込めばいいのだ！」

「なにをバカなことを」

「ポンコツここに極きわまれりだね」

　ミカの発言を聞いた誰もが最初はそう思った。ブランやアンジェは思わず口に出していたし、ステラでさえ、ほんのちょっぴり先ほどのフォローを後こう悔かいしたくらいだ。

「ちょっと待って。あたし、悪くないと思う」

　ところが、デュセルが意外な感想を漏もらした。

　しかし言われてみれば確かに、触ふれただけで相手の魔力を全回復させるようなトンデモ能力を持っているのはミカくらいなもの。

　ワールドエンドも魔力回復に手間取っているからこそ水すい晶しよう檻おりをクリスタルピラミッドに変へん貌ぼうさせ、その内部にひきこもっているのではないか。

「そうか……案外それしかないかもな」

「相手の魔力が回復していないことを祈いのって、か……。人類の命運を賭かけるにしては分ぶの悪い大博ばく打ちだけれどね……」

　ブランもアンジェも、自分たちが今、岐き路ろに立っていることを直感した。この選せん択たく肢しを外せば、人類に未来はない。

　賭けに負ければ、この星の生存権が人類の手から失われる。

　しかし──

「ミカの肩かたを持つわけだけど、『死者の復元ネクタル』の防ぎ方なんて今のあたしたちに解明できるの？　なんでも理り詰づめで解き明かしたがるのが魔術師の存在意義ってのは分からなくもないけど、残り時間も僅わずかなのよ？」

　そう、デュセルの指し摘てきどおり、問題はそこにあった。

　魔法とはそもそも、魔術師たちの最終到とう達たつ領域なのだ。奇き跡せきの成じよう就じゆさえままならないのに、先に奇跡を殺す方法など解明できるはずもない。

　現にアンジェは、もう千年も『不老不死アンブロシア』を破壊する術を模も索さくし、魔術の研究と研けん鑽さんに明け暮れ大魔術師の領域にさえ到達したにもかかわらず、ついぞ魔法を否定する術は見つけられず仕し舞まいだったのだから。

「デュセルさんとミカさんの言うとおりかもしれません」

　頭の回転が速いステラは、この選せん択たくのどちらに勝算があるのか、すでに見み極きわめていた。

　魔術師として彼女たちよりもなまじ優すぐれているからこそ、ブランもアンジェも、直感よりも理論を選び、問題の完全解明に乗り出そうとしてしまう。しかしその気質は、ある意味では頭でっかちだということかもしれない。

「フフッ、三対二か……これは彼女たちの意見を通すべきかもしれないね……」

　とうとうアンジェも彼女にしては珍めずらしく、魔術師としての理論より、女の勘かんに賭けてみる気になったようだ。

「あいよ」

　ブランも、大きくため息をこぼすとともに、深く頷いた。

「おれは多数決なんて絶対認めないタチだが、デュセル、ステラ、ミカ、アンジェ。お前たちの言うことなら、信じられる。命を懸かけてもいいって気分になった」

　そうして、いつもの不敵な笑えみを取り戻もどす。

　──これで、破壊神打だ倒とうのための三つの大前提が揃った。

　向こうの出方を待つのではなく、『主人公補正パツシブ・ヒーロー』擬ぎ似じ再現のための条件を整え、スティーヴンやローリエたちに大七芒星結界を維持してもらい、そしてワールドエンドの魔力が完全に回復する前にこちらから打って出る。

　人類の未来を決める神との最終決戦、その方針が今まさに固められた。

　運うん否ぷ天てん賦ぷの大博打で最後の一押しを決めてしまったミカは、決定を下すのはブランたちの役目とばかりに、普ふ段だんのポンコツ顔に戻って幸せそうにマグカップのアイスクリームに舌した鼓つづみを打っている。進言するのは副会長、決めるのは生徒会長というのが彼女のポリシーなのかもしれない。

「ねー、ミカちゃん。おねえちゃん、このあとお茶ちや漬づけ作ってあげるって言ってたよね？　どうして先にアイスを食べちゃうの？」

「あわわわわ……申し訳ございませんモリガン姉ーっ！」

　かと思えば、キッチンから顔を出したモリガンにやんわりと非難され、涙なみだ目めになって平謝りを始めてしまった。

　そうして、最さい後ごの晩ばん餐さんになるかもしれない食事会のシメとして、モリガン特製の肉茶漬けが振ふる舞まわれる。

　おひつで冷ましたおこげつきの白い飯に潔いさぎよくも牛肉のみを具とし、煎せん茶ちやを注ぐか昆こん布ぶと鰹かつお節ぶしの出だ汁しを注ぐかはお好みで。生山葵わさびをすりおろして軽く炙あぶった海の苔りを添そえ、山さん椒しようの実や三つ葉やミョウガといった各種薬味も自由に使えるよう取り揃えられていた。

「……そうだ。あとイアンが言い残していたのは、七支刀だ」

　まずは湯気の立った出汁茶を軽く口に含ふくみながら、ブランは言った。

　強制時間跳ちよう躍やくによりこの時代から飛ばされてしまったイアンが、『主人公補正パツシブ・ヒーロー』とともに最後に言い残した言葉なのだ。そこには、必ず大事な意味が含まれている。

「ええと……ワールドエンドの鋳い型がたになっちゃったのが今までブランが使ってた七支刀で、ここにある七支刀は学園長が新しく用意した、この時代のものなのよね？」

「同じ時代に同じ七支刀が同時に二本もあるというのは、奇き妙みような話ですね」

　デュセルとステラが首を傾かしげる。

　彼女たちは、アルテナ由来の箸はし使いに慣れていない自分の父親たちがスプーンで茶漬けをかっ込むという、なんとも滑こつ稽けいな光景に苦笑いを浮うかべつつ、頭を悩なやませていた。

「……タイムパラドックスか」

　そんな中、アンジェがぽつりと呟つぶやく。

「タイムパラドックス？」

　思わず聞き返したのはブランだけではない。デュセルもステラも興きよう味み津しん々しんといった顔つきだ。

「確かに、時間に関する魔術を得意とするイアン君らしい発想だね。そうか……その手があったのか……」

「おい師し匠しよう、ひとりで感心してないでおれたちにも教えろよ」

　弟で子しからの質問に気を良くしたのか、アンジェはミステリアスな笑みを浮かべる。

「文化祭で、『そっくり悪あく魔ま』が流は行やったことがあっただろう？」

「ああ、あのときのドッペルゲンガーブームか」

　ブランは、自分と瓜二つのスケアクロウの顔を眺ながめつつ、軽く頷いた。

　学園でのブームのきっかけは、魔術文化祭でふたりのステラの演劇が好評を博した結果だが、そっくり悪魔のドッペルゲンガーの逸いつ話わは旧きゆう暦れきの古くから存在している。

　まったく同じ姿形をした同一人物同士が鉢はち合あわせする『自己像幻げん視し』と呼ばれる現象で、自分の分身シヤドウとの遭そう遇ぐうは死の前兆として恐おそれられ、伝承では悪魔の仕し業わざとも言われてきた。

「自らの影かげに出会うと死が訪おとずれる──それをタイムパラドックスの一種と考えた魔術師は多い。いいかい……？」

　言って、アンジェは自分の生き写しであるエンプレスを手招きした。

　彼女は自らの化身アバターのメガネを取り上げて三つ編みを解ほどき、隣となりに並び立たせる。

「この子を仮に、千年前の、『不老不死アンブロシア』を得る前の私だと仮定するよ？」

「若作りババアじゃない、正しよう真しん正しよう銘めいの十七歳だったころな」

「……仮定の話だからね。詳くわしく言げん及きゆうする必要はないからね……？」

　気を取り直しつつ、アンジェは言葉を続ける。

「で、もしも現在の私がイアン君のように『時間の逆行タイムリバース』を習得しタイムトラベルが可能となったとして、千年前の私がいる時代に跳とんだとしよう……そして彼女を殺す」

「殺す!?　それは喜ばしくない!!」

　千年前のアンジェ役をやらされていたエンプレスが、途と端たんに顔を青ざめさせた。

「だから仮定の話だと言っているじゃないか……。ともかく、今の私が千年前の不老不死になる前の私を殺したとしたら……どうなると思う？」

「殺したら死ぬだろ。不老不死になる前なんだから」

「ふーん。でもその場合、過去のアンブロシアが殺されたら、今のアンブロシアも消えちゃうんじゃないの？」

「ですがそうなるとですね、未来のアンジェラさんに過去のアンジェラさんを殺すことは不可能ということにはなりませんか？」

「そりゃそうだ。今ここにいるアンジェは過去のアンジェあっての存在だからな。過去を消してしまえば、それに付ふ随ずいするあらゆる未来がなくなる。そうなると、今のアンジェが過去の自分を消すことも当然できなくなるはずだ。矛む盾じゆんしてるぞ」

　ブランはそう言いながら、イアンが生まれた理由を思い出していた。

　人造生命体ホムンクルスブライアン・ブラックバーンがアンジェによって造られたそもそもの理由が、不老不死になる前の彼女を抹まつ殺さつするためだった。

　イアンもアンジェによって生み出された存在であるため、彼が過去のアンジェを殺せば、彼自身の存在も消えてしまう。

「その相反する矛盾こそが、時間軸をタイム狂わせる逆説パラドツクスだよ。本来別の時間軸に存在するはずの同一の存在が同じ時間軸で接せつ触しよくすると、タイムパラドックスを引き起こす。互たがいを認にん識しきした時点で互いの存在を相そう殺さいしあい、対つい消しよう滅めつする可能性が高い」

　ドッペルゲンガーは、過去、未来、あるいは並行世界からやって来た自分自身だと主張する者もいる。決して出会ってはいけない、出会って相そう互ご干かん渉しようを行ったが最後、対消滅してしまうかもしれない、死の象しよう徴ちよう。それがドッペルゲンガーというわけだ。

　自じ滅めつ願望に囚とらわれた未来世界のアンジェは、イアンを使ってタイムパラドックスを起こさせることで、自分にまつわる全すべてを抹まつ消しようしようと考えていたのだろうか──

「待てよ」

　そこで、ブランは不ふ穏おんな未来の想像を搔かき消した。

「なら、未来の七支刀を鋳型にした破は壊かい神しんワールドエンドに、この時代の七支刀で一ひと太た刀ちでも浴びせることができたとすれば……」

　現在と未来、ふたつの時間軸の七支刀同士が打ち合うことになり、互いの刀身を傷つけ合う。そうなれば矛盾が生じるのは必定。

「そう。タイムパラドックスが引き起こされ、破壊神は破壊される」

　ブランとアンジェの言葉に、やはり先ほどからまったく話についていけていないミカと、以前ＳＦが苦手だと言っていたモリガンが、揃そろって首を傾げる。

　しかしそんなふたりを除いた、デュセルやステラを始めとしたこの場の全ての者たちは、合が点てんがいった面おも持もちで大きく頷うなずく。

　もしもタイムパラドックスを起こすことができれば、この時代に存在する七支刀が消滅すると同時に、未来世界の七支刀も対消滅するはず。つまり、ワールドエンドそのものが自滅するということ。まさにそれは神さえ屠ほふる人間の奸かん計けいだ。

　そしてその秘策こそが。

「人類に残された、最後の希望──」




　即すなわち、時軸タイム逆説のパラドツクス・七支刀セブンソード。









第五章　この星の物語の始まり









「なあデュセル。ちょっと出かけないか」

　ブランからそう切り出したのは、食事を終え、魔力と体力の回復も済んだ、最終決戦直前の一いつ時ときだった。

　破壊神の魔力が回復する前にこちらから攻せめ込むつもりではいるのだが、スティーヴンやローリエたちが大七しち芒ぼう星せい結界の持ち場に着くまでには時間がかかる。魔ま獣じゆうとの遭遇が予想される地域も多く、ルーヴルのＭＩ７やＤＧＳＥ、メトロポリタンのＣＩＡ、さらにはエルミタージュのＫＧＢが術者の護衛についている。

　結界術式発動の合図が日にち没ぼつということもあって、決戦に挑いどむ面々にはほんの少しばかりだが自由時間が許されていた。

「……う、うん」

　デュセルがブランと出かけるのは、なにもこれが初めてというわけではない。彼女がエージェントとしてアルテナを来訪して以来、何度もふたりで連れ立っている。

　だが、その全てがデュセルから誘さそったもの。これまでは常に彼女がブランの手を引き、ひきこもりを陽ひの当たる場所へと連れ出してきた。

　思えば、ブランから誘ってきたのはこれが初めてかもしれない。

「あたしは、その、もちろん構わないわよ……？」

　初となる経験に、デュセルは青い瞳ひとみをせわしなく動かしながら、赤くなった頰ほおを隠かくすように小さく頷く。なぜだか妙みように恥はずかしくて、目線を合わせられない。

　それはブランも同じだ。

　ふたりはなんとなくお互いの顔を見るのを恥ずかしがりながら、学園の外をぶらぶらと歩き出す。

　当然ながら目的地は、破壊神との決戦の場となるクリスタルピラミッドだ。そこまでの道のりを、ふたりは寄り道を交えながら足の向くまま気の向くまま、連れ立って歩く。

「……あのさ」

「きょ、きょうはその、風が強いな」

「そ、そーね。ところでえっとその、ステラたちも誘えば良かったかな。今ごろほら、あたしたちがいなくて困ってたりなんかしちゃってたり……」

「……心配すんなよ。分身シヤドウたちに伝言させておいたから」

「ふ、ふーん、そーなんだ」

　漆しつ黒こくの魔術ローブ姿のブランと、純白の魔術ローブ姿のデュセル。気ままに街を歩くにはものものしい格好だったが、怪け訝げんそうな目を向けてくる者は誰だれもいない。

　魔都の避ひ難なん住民を乗せた『セレブリティ・スターサファイア号』も大統領夫人の指揮のもと安全地帯へすでに出航しており、街はまさにゴーストタウンといった有様だ。きょうは風が強く、放置された紙くずがちらほらと空を舞まっている。

　まるで、世界にふたりしかいないかのようだった。

「あのさ、ブラン」

「どうした？」

「その、どーして、あたしを誘ってくれたの？」

　言われ、ブランは言葉に詰つまる。

　まさかまさか、最近押しかけて来なかったから寂さびしかった、などと言えるはずもない。

　そんな台詞せりふが吐はけるなら、友だちのいないぼっちになどならなかったはずである。

「……最近お前が押しかけて来なかったから、なんとなく寂しかっただけだ」

　と思いきや、言った。

　驚おどろくほど素す直なおに、本音を口に出した。

「えっ？」

「あっ？」

　無意識に本音を明かしてしまったのだろう、口を滑すべらせたブランは、途端に真っ赤な顔でそっぽを向く。

　そんなブランの顔を盗ぬすみ見ようと、デュセルは歩きながら腰こしをかがめてポニーテールをふわりと揺ゆらし、上うわ目め遣づかいで覗のぞき込んでくる。

「ふーん」

「なんだよ」

「ふふーん」

　ブランの反応に、デュセルはなぜか上じよう機き嫌げん。押してばっかりはダメ。引くべきときは引いて、押すべきときに押す。以前モリガンに教えられたアドバイスが活いかされた結果となったが、もちろんデュセル自身に作意はなく、最近ブランの家への襲しゆう撃げきがご無ぶ沙さ汰ただったのも気を遣つかった結果なので、単に偶ぐう然ぜんそうなっただけの話。

　ふたりはそのまま、付かず離はなれず、街の探たん索さくに遠回りしながら目的地を目指す。

　そのため、御ご所しよの跡あと地ちに高々とそびえ立つクリスタルピラミッドの入り口が見えてきたころには、作戦決行となる日没が直じきに始まりそうだった。

　遠目に、すでに先に到とう着ちやくしていたステラやアンジェたちの姿が見える。

「ねー、ブラン」

　そんな中、今まで黙だまっていたデュセルが、不意に口を開く。

「だからなんだよ」

　未いまだ照てれ隠しが残っているのか、少しばかりつっけんどんなブランの呟つぶやき。

　しかし彼が振ふり向くより先に、デュセルの不意打ちが命中した。

　恒こう例れいの抱ハ擁グ＆頰タッチビズ、ではない。

　頰で鳴った小鳥のさえずりのような音は似ていたが、感かん触しよくがまったく違ちがっていた。

　呆あつ気けに取られるブランの頰に残されていたのは、ほんの一いつ瞬しゆん、軽かろやかに触ふれただけの、柔やわらかな唇くちびるの感触。

「絶対勝とうね」

　デュセルは青い瞳を細めて言った。

「あたし、ブランとならどんな敵が相手でも、ちっとも怖こわくない」

　そうしてキスした本人は甘い空気の余よ韻いんを誤ご魔ま化かすように、柔らかなはにかみを残し、ポニーテールを翻ひるがえして先に走って行ってしまった。

「──ちょっと酔よっちゃってたか」

　去り際ぎわにそんな呟きが微かすかに聞こえた気がしたが、走り去るデュセルの足音に紛まぎれて、はっきりとは聞き取れなかった。

「あ、あ……い……よ？」

　その場に残されたのは、ぼんやりと立ち尽つくすブランのみ。

　そういえばアンジェの秘蔵のワインを随ずい分ぶんと横取りしていたな、くらいの感想さえ思い浮うかばないほどに思考停止していた。

　そんなブランを急せかすように、ピラミッドの入り口から仲間たちの声が聞こえてくる。

　魔都の西の空を見上げてみれば、もうすぐ陽ひが没ぼつしようとしていた。

「とりあえず、勝とう」

　ブランは頰を火ほ照てらせながらも、デュセルのポニーテールを追って駆かけ出した。
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　クリスタルピラミッドの入り口に集結したのは、全部で五人。

　ブラン、デュセル、ステラ、アンジェ、そしてミカだ。

　七詠唱セブンキヤストの分身シヤドウたちと四魔王フオーテリブルは、魔力温存のため聖遺物の状態に戻もどしてある。

　ブランは分身シヤドウたちの鋳い型がたとスティーヴンから託たくされた二に連れん銃じゆう、そして手には決戦の鍵かぎとなる七支刀を携たずさえ、先頭に立って破は壊かい神しんの待つピラミッドの奥へと進んだ。

　九つの大ダイヤがあしらわれたカリナンの戴たい冠かん宝器を纏まとったデュセルを始め、ステラもアンジェも完全武装でその後に続く。ミカも自らが使用する聖遺物として、半月前の戦いでカグヤとタケトリが遺のこした二振ふりの神しん剣けん、天アメ之ノ尾オ羽ハ張バリと布フ都ツノ御ミ魂タマを抱かかえている。

　誰の顔にも緊きん張ちようの色が濃こい。一歩進むごとに、この先で待つ破壊神の魔力がより大きく感じられてしまう。歩くだけで神経をすり減らしかねない、長い長い水すい晶しようの通り道。

　ようやく通路を抜ぬけ、ピラミッド内部の御所の景色が開けた、その瞬間。

「きれい……」

　場違いにも、デュセルがそう言った。

　決戦の場の中心部へと辿たどり着いた一行の視界一面、見み渡わたす限かぎりの地面を完全に埋うめ尽くすほどに、魔力を帯びて発光する色とりどりの花々が可か憐れんに咲さき誇ほこっていたのだ。

　陽が落ち夜となったにもかかわらず、無数の花は大地にちりばめられた天上の星ほし屑くずのように、淡あわくきらきらとその花弁を光り輝かがやかせている。さらには、視覚だけでなく嗅きゆう覚かくをも魅み了りようする、えも言えぬ芳ほう醇じゆんな香かおりを漂ただよわせていた。

　当然、本来の御所に自生していた草花ではない。

　一見して、幻界翠域リバーシ・ブルーの蒼そう樹じゆにも似た印象を受ける。あれも、『新世界創造ワールドエンド』の魔力がこの世に発現した七十年前の大異変以降に生まれた新種だ。

　星の煌きらめきに似た光の花々もまた、色いろ鉛えん筆ぴつの全すべての色を余すことなく使い切ってデザインされたかのような、まさしく万まん華げ鏡きようの世界の植物に思えた。

「気を引き締しめろ。いるぞ」

　あまりに神秘的すぎる絶景の中、目を奪うばわれることなくブランは言った。

　決意を秘ひめた『青生生魂ブルーオリハルコン』の右目は、地を埋め尽くして咲き誇る花畑の中央へと向けられていた。




『どうだ。戯たわむれに創ってみたにしては、それなりに華はなやかだろう？』




　そこには、ブランたちが到着するまで花に埋もれるようにして眠ねむっていたと思おぼしき、ブランそっくりの白髪黒肌の人造の神の姿があった。

　二大悪あく魔ま王との戦いで負った傷は、すでに完治している様子だ。

　しかしミカが提言した大博ばく打ちが功を奏し、最初に顕けん現げんしたばかりのころに比べれば、完全に魔ま力りよくが回復しきっていない。

　ここに咲く花々はさしずめ、クリスタルピラミッドによって集められた魔力をワールドエンドへと還かん元げんするための、回復装置といったところか。しかしその役目が十全に果たされる前に、ブランたちが到着してしまった。

　ならばこれで、破壊神打だ倒とうのための三つの大前提が揃そろったことになる。

　そしてブランが手にした七支刀の一ひと太た刀ちを浴びせることができれば、人類は神に打ち勝ち星の生存権を守り抜くことができる。

　──しかし。

　ブランたちは、動かない。

　今ならワールドエンドの『神デウス・補正エクス・マキナ』も次元跳ちよう躍やくも封ふうじ、七つの魔法セブンキヤストを使わせることもなく、先手を打って短期決戦で打ち倒たおすことができるかもしれない。

　にもかかわらず動かない。否いな、動けないというべきか。

　ブランたちが警けい戒かいしているのは、ワールドエンドが手にした見知らぬ『杖つえ』。先の戦いでは持っていなかったはずの聖遺物を、破壊神は手にしていたのだ。

　二匹ひきの赤き蛇へびが柄えに巻きつき絡からみ合った、禍まが々まがしくも神こう々ごうしい黄金の杖。

『これか？』

　身の丈たけほどもあるその杖を片手で持ち上げ、ワールドエンドは不敵に笑う。

『これも試ためしに創つくってみたものだ。確か、聖遺物と呼ばれているのだったな？　お前たち魔ま術じゆつ師しは、聖遺物なしには強力な魔術を放てない。詠唱のみで魔法を行使できる神オレに比べ、あまりに不便なことだ』

　しかし、と続ける。

『武器があったほうが、様になるとも思い直してな──』

　ブランそっくりの顔で告げられた神の思わぬ一言に、ブランもデュセルたちも揃って目を丸くしている。

『そこで、神オレが捻ねじ伏ふせた二柱の悪魔王たちの魔力を封じ、新たな形を与あたえることにした。名づけるとすれば、そうだな』

　破壊神は自じ慢まんげに杖を掲かかげ、その名を口にする。




『二蛇螺旋のケーリユケイオン魔神杖・カドウケウス』




　言うなればそれは、神造オリジン級聖遺物。

　この星の人類の歴史に幾いく度どとなくその名を残してきた王権象しよう徴ちようたる玉璽レガリア級聖遺物の魔力をも超こえる、この星の最強にして最優たる最高のアーティファクト。

　ヘキサグラムとステラが決死の想おもいでそれぞれ召しよう喚かんした『堕天帝ルシフアー』と『地サ獄タ帝ン』を屈くつ服ぷくさせ、その魔力の全てを杖に封じた、二大悪魔王の杖。

　ブランたちが微かにたじろぐ中──

『雌し雄ゆうを決する前に、ひとつ聞いておきたいことがある』

　不意にワールドエンドは、空いた片手で懐ふところから紙の束を取り出した。

　それを見たステラが息を吞のむ。

　破壊神が取り出したのは、バラバラになってしまった『ソロモンの鍵』のページの束。かつて喋しやべる魔法陣じんが記されていた魔導書の残ざん骸がい、つまりヘキサグラムの遺い骸がいであった。

　ワールドエンドの手には、数十枚のページが握にぎられている。

　となれば、風に散って御所の空へと消えたヘキサグラムの遺骸を、この数時間の間に、まさか一枚一枚探して拾い集めていたということなのだろうか。

『名が、知りたくてな』

　静かに破壊神が告白した。

『時間稼かせぎの足止めとはいえ、仲間を逃にがすために神オレを止めてみせるなど、並なみ大たい抵ていの男にできるはずがない。だからこそ、一度きりとはいえ自力で大魔術師の座にまで辿り着いた、あの魔導書の男の名前を知っておきたかったのだ』

　それは人類の怨おん敵てきであるはずの魔神の王が口にした、敬意を秘めた称しよう賛さんだった。しかし、魔導書のページに求める名が記されているはずもなく、ワールドエンドの顔にはありありとした落らく胆たんが広がっていた。

　ブランはヘキサグラムの散り際ぎわを思い出し、なぜだか無む性しようにその名を神に教えなければならないという想おもいに駆られた。

　それは責任感というよりも、使命感のようにさえ思えた。

　そうして口を開きかけたブランだが、先んじてステラが強く一歩を踏ふみ出し、神に挑いどみかかるような強い眼まな差ざしで、毅き然ぜんと叫さけぶ。

「彼の名はヘキサグラム・ヘクトパスカル！　偉い大だいなる召喚術師にしてわたくしの最高の師、神バスター・獣オブ・殺しマスターテリオンです！」

　ステラは、己おのれに冠かんされるべき偉い業ぎようの称しよう号ごうをあえて師に贈おくり、最大の敬意とともにその名を大きく轟とどろかせた。

『感謝する』

　その言葉を聞き、ワールドエンドはあろうことか、小さく頭を下げた。

『そして認めよう。ヘキサグラム・ヘクトパスカルには、神オレがその名を記き憶おくに刻むに値あたいする価値があったことを』

　人類の天敵たる魔神とは思えない敵の態度に、しかしブランたちが戸と惑まどうことはもうなかった。これから自分たちが挑む神がどういう存在なのか、この期ごに及およんで見誤るような真ま似ねはしない。

　旧世界の全生命を滅ほろぼす存在である以上、善とは言い難がたい。しかし、新世界の可能性を育はぐくむ存在でもある以上、人にとっては悪であっても、絶対悪とは言い難い。

　生き残るのはブランたちが生きる旧世界か。それともワールドエンドが創る新世界か。いずれか一方の世界の命運を背負うに値する、真しん摯しで高潔な破壊神。

『さあ、これで語りは終わりだ。今度はお前たちが神オレにその名を刻みつけられるかどうか、命と魂を燃やしてその価値を示す番だ！』

　ゆっくりと顔を上げたワールドエンドの『緋緋色金レッドオリハルコン』と『暗黒物質ダークマター』の瞳ひとみが、ブランたちへと向けられる。それが戦せん闘とう開始の合図だった。

「キャストオン、七詠唱セブンキヤスト!!」

「キャストオン、四魔王フオーテリブル!!」

　前衛に立つブランとアンジェが同時に叫ぶ。

　これより先は魔力の温存など考える必要はない。呪じゆ文もん詠えい唱しようとともに分身シヤドウと化身アバターにそれぞれ人型を与える。

　対するワールドエンドが真っ先に唱えたのは、滅びの力を発揮する『新世界創造ワールドエンド』の魔法ではなかった。

『風よ』

　それは、魔術師を名乗る者ならば誰だれでも使える、そよ風を起こすだけの初歩的な呪文。

　にもかかわらず、破壊神と魔神杖カドウケウスの魔力で際限なく増ぞう幅ふくされた微び風ふうの術式は、全てを薙なぎ払はらう暴風となった。

　足元で咲き誇っていた全ての花びらが、ワールドエンドが拾い集めた『ソロモンの鍵』のページが、即そく座ざに吹ふき荒あれる嵐あらしに吞まれて、空へと散った。

　風に手折られた花は輝きを失い、聖域のように思えた美しい景色は、一いつ瞬しゆんで殺風景な戦場と化す。同時に、荒れ狂くるう暴風に襲おそわれたブランたちも、踏ん張って持ちこたえることもできず、四方へと吹き飛ばされた。

『炎ほのおよ』

　次いでワールドエンドは再び魔神杖カドウケウスを大きく掲げ、篝かがり火びを灯ともす初級呪文を唱える。

　しかしこれもまた、視界の全てを紅ぐ蓮れんの炎で包み大地を業ごう火かでなめつくす、大魔術級の術式として発動した。散り散りに飛ばされていたブランたちは瞬またたく間に炎の壁かべに分断され、合流もままならない。

　児じ戯ぎにも等しい初級呪文で、ブランたちを圧あつ倒とうするほどの大威い力りよく。

　反はん撃げきの糸口など絶無にさえ思えた。

『雷いかづちよ』

「ヤバイのが来るぞ！」

　態勢を立て直す間もなく、ワールドエンドの攻こう撃げきが続く。三度目となる呪文詠唱を聞き、ブランは炎えん壁へきの向こうの仲間たちにそう叫んでいた。

　その予想は正しかった。

　魔神杖カドウケウスから放たれたのは即そく死しの禁呪──それもアンジェの三重起動トリプル・トリガーに匹ひつ敵てきする威力を伴ともなう、轟雷だったのだ。

　一度空へと昇のぼった魔力が、無数の雷となって周囲に落ちる。

　雷速で迫せまる死の鉄かな鎚づちに、ブランたちは息を吞む──

「我は耐え忍ぶペルデユラボー！」

　瞬間、咄とつ嗟さに防ぼう御ぎよ術式を唱えた者がいた。

　術者の顔はブランからは見えないが、詠えい唱しようが炎の向こうから聞こえてきたのだ。それも神獣マスターテリオンが使っていた、強力な防御結界を展開する呪文だ。

「今の声は、まさか……」

　声の主の心当たりがあまりにも意外で、ブランの顔に戸惑いが浮うかぶ。

　なぜなら彼女は、こと防御術式に関しては素人しろうと同然のレベルのはずなのだ。

　千年の人生に飽あき、自らの手でピリオドを打とうとしていた死にたがりの大魔術師に、防御の呪文など不要だったのだから。

「アンジェ！」

　そのアンジェが、あろうことか神獣マスターテリオンの詠唱をそっくりそのまま頂ちよう戴だいすることで高等防御術式を発動させた。

　それも、彼女ひとりではない。彼女と魂たましいを同じくし、喜き怒ど哀あい楽らくの四つの感情をそれぞれ自我として吹き込まれた四魔王フオーテリブルも、同じ呪文を唱えていた。

　大魔術師五人がかりによる防御術式の同時展開。相乗効果は計り知れず、轟雷の威力を減げん衰すいに留とどまることなく完全に搔かき消してしまった。

　──かけがえのない大切な存在たちを守るために、アンジェは千年ぶりに不得意な防御術式の行使に踏み切ったのだ。

　彼女の姿は炎の渦うずに阻はばまれ、その顔を垣かい間ま見みた者は誰ひとりいない。そして彼女自身も気づくことはなかった。なぜならば、アンジェが今彼女の身に起きた自身の変化に気づくには、鏡が必要だった。誰も、自力で自分の顔を見ることはできないのだから。

　炎を映す切れ長の『緋緋色金レツドオリハルコン』の瞳が、ほんの一瞬の僅わずかな出来事ではあったものの、本来の輝かがやきを取り戻もどしたのだ。

　アンジェが『不老不死アンブロシア』となる前の──

　澄すんだ青空のように清く、深い海のように神秘的な、青く眩まばゆい輝きを。

『ほう』

　再現された神獣マスターテリオンの防御術式を前に、神とはいえその守りを突とつ破ぱするのは容易ではないと判断したのか、ワールドエンドは次元跳ちよう躍やくの体勢に移る。

　が、不発。

　ピラミッドの外で、ローリエ考案の大七しち芒ぼう星せい結界が正常に発動しているのだろう。

『なんだと？』

　ワールドエンドの顔に戸惑いが浮かんだ。

　こと魔術に関しては神に等しい全知全能で、魔法さえ自在に操あやつることができる神、そんな自分が術式の発動を失敗させたことに、強い困こん惑わくを受けた様子だ。

「今が、チャンスか──ッ！」

　ブランとワールドエンドの間には、燃え盛さかる炎の壁はない。そして破は壊かい神しんが見せた術式不発の隙すきは、今なら斬きり込めるのではと思うほどに大きかった。

　一ひと太た刀ちだ。

　今ブランの手にある七支刀で一太刀浴びせるだけでいい。

　たったそれだけのことで、現在と未来のふたつの七支刀の刀身は打ち合って傷つけ合い、矛む盾じゆんが生じてタイムパラドックスが発動し、上う手まくいけば互たがいに対つい消しよう滅めつを起こす。

　まだ『主人公補正パツシブ・ヒーロー』を発動させてはいない。分身シヤドウたちはデュセルたちともども分断されたままだ。しかし、この機を逃のがせばワールドエンドが隙を見せるとも思えない。

　即そく断だん即そつ決けつ。

　ブランは七支刀を構え、駆かけた。

　神との距きよ離りを詰つめ、最大の隙を突つき、決定打となる七支刀の一いち撃げきを加えようとする。

　──が。

　結論から言えば、ブランの攻撃はワールドエンドには届かなかった。

　絶好のタイミングで斬きりつけようとしたにもかかわらずブランは足元に広がる神造の花の残骸に足を滑すべらせてしまい、振ふり下ろした七支刀の狙ねらいが逸それてかすり傷ひとつつけるに至らなかった。致命的なミスフアンブルを引き起こしてしまったのだ。

「は？」

　ブランの口から、場ば違ちがいなほどに間の抜ぬけた呟つぶやきが漏もれる。

　今まで乗り切ってきた数々の土ど壇たん場ばでは、決してするはずのなかった、取り返しのつかない凡ぼんミス。まさか、決死の一撃を外してしまうなど。

　もはや、運命にそっぽを向かれたとしか言いようがない。

『今のお前には、神オレを傷つける資格はない』

　攻撃を外して呆ぼう然ぜんとするブランに対し、ワールドエンドは冷然と言った。

『運命を捻ねじ伏ふせるほどの勇者でなければ、魔ま術じゆつはおろか、いかなる攻撃も神オレに届かせることはできない』

　──思えば、今までワールドエンドに攻撃を当てることができたのは、『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の効果が常時発動しているスティーヴンのみ。

　まさか、魔術どころか物理攻撃を命中させるだけでも、『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の加護が必要だったとは。その大誤算は、ブランに取り返しのつかない悪手を指させてしまった。

　──『神デウス・補正エクス・マキナ』。

　それは、運命に選ばれし勇者や英えい雄ゆうの資格を持つ者でなければ神に立ち向かうことさえ許さない、凡ぼん夫ぷに必敗を強しいる神の常時附ふ与よ。まさに運命の体現だ。

　その運命を覆くつがえすためにブラッドレイが開発した術式こそ、人類史に刻まれるべき英えい傑けつの資格を人じん為い的に魔術附与する、『主人公補正パツシブ・ヒーロー』であった。

　ゆえにワールドエンドに一撃を加えるには──

　スティーヴンのように『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の加護を得るか。

　あるいは、命をなげうったヘキサグラムのように、その名を神が敬意をもって刻み込むほどの、勇者としての資格を示さなければならない。

　大魔術召しよう喚かんされた『堕天帝ルシフアー』と『地サ獄タ帝ン』の攻撃がワールドエンドに通用したのは、前者はヘキサグラム自身が、後者はステラが師の遺のこした詠唱を下地に使ったからこその結果だった。

　しかし短たん慮りよにも焦しよう燥そうに駆られて破壊神へ一いつ矢し報むくいようとしたブランには、ヘキサグラムに並び立つほどの資格はない。ゆえに、七支刀の一撃は決して届かない。

『それでも、破壊神を破壊しようとした男の意志を受け継つぐ者か！』

　ワールドエンドの叱しつ咤たが飛ぶ。

「しまった──」

　気を強く持って再び距離を取ろうとするブラン。だが、すでにワールドエンドの懐ふところ深ふかく潜もぐり込んでしまっている。逃にげられない。

　──否いな。

　神からは、そして運命からは、誰であろうと逃げることはできない。

『無アイン・限オフ・光のソウル・神の掌ゴツドハンド』

　ワールドエンドの右手に、万ばん物ぶつを滅ほろぼす禁きん忌きの魔力が凝ぎよう縮しゆくされていく。

　その瞬間。

　炎の壁を突き破って、六つの影かげが疾しつ駆くした。

　スケアクロウ、ウィッチ、ワイズマン、アルケミスト、ウォーロック、そしてモリガン。姉を含ふくめたブランの分身シヤドウたちだ。

「ブランくんに手は出させない！」

　モリガンが叫さけぶ。しかし彼女の『影絵シヤドウアート』を、ワールドエンドは左手の魔神杖カドウケウスを一ひと振ふりするだけで軽く一いつ蹴しゆうしてしまった。強きよう烈れつな光が影を搔き消すように、モリガンの強力な我流術式を一瞬で無力化してしまう。

　攻撃を加えたのはモリガンだけではない。他の分身シヤドウたちも得意の魔術や体術を駆く使しして同時に破壊神へと殺さつ到とうしたが、しかしそれら全すべてが通用しなかった。

『無む駄だだ』

　ワールドエンドの一撃が、無慈じ悲ひにもブランへと振り下ろされる。

　破は滅めつの魔力を宿した神の掌てのひらが、ブランの胸部へと、その心臓を握にぎり潰つぶすかのように押し当てられる。

　だが、ワールドエンドの狙いは心臓などではない。

　魂だ。

　魔神の力をもって、ブランの魂を砕くだくつもりなのだ。

　死を超こえた滅びが、迫る。

「ブラン！」

「ブランさん！」

「ブラン君！」

「ブランドン！」

　炎ほのおの壁を鎮ちん火かさせて駆けつけた仲間たち。しかし、彼女らの声がブランの耳に届くと同時に、ワールドエンドの指先が魂に直接触ふれてくる。

　接せつ触しよくの感かん触しよくが、五感とは別の感覚を通じてブランを襲おそう。絶対零れい度どの氷の棺ひつぎに入れられたかのような、全身の細さい胞ぼうの活動が終息するかの如ごとき、死の恐きよう怖ふ。

　すぐにも破壊神はブランの魂を摑つかみ、砕くだろう。

　しかし──もとを正せばそれは、ブランが長く愛用してきた未来の七支刀だ。

　それが魔術的な人型を得、さらには神格さえ宿してワールドエンドとなったとはいえ、本来は鋳い型がたである聖遺物こそがその本質なのだ。

　そしてブランの魂を滅さんとする七支刀の化け身しんには、以前より遥はるかに莫ばく大だいな魔力が宿っていた。高位聖遺物であるはずの七支刀に、玉璽レガリア級を超えて神造オリジン級にも匹ひつ敵てきする、莫大な魔力が秘ひめられていたのだ。

　──そのとき、死中に活が見えた。

「おれの魂が欲しいか!?　欲しけりゃ砕いてみろ!!」

　あと一呼吸で消滅が確定するブランの魂の、最さい期ごの抵てい抗こう。

　それは、直接魂に接触してきた七支刀ワールドエンドを媒ばい介かいにして、魔術を行使することだった。

　肉体という枷かせを経由させず、ダイレクトに魂と聖遺物を通わせる。ゆえに呪じゆ文もん詠えい唱しようの必要はなく、ただ、死にも揺ゆるがない強い意志さえあれば良かった。

　魂を輝かせるだけで良かった。

　それこそが、永遠の滅びと触れ合った瞬しゆん間かんにひとりの少年が到とう達たつした、魔術の真理。

　いずれ土に還かえることが運命づけられた有限の生を謳おう歌かするあらゆる生命は、いつか来る死の瞬間を避さけられない。しかしだからこそ、有限の生を強く生き抜くために命を燃やすことができるのだろう。

　魔術とは、その体現。

　瞳ひとみではなく、魂たましいに、宝石にも似た輝きを宿していたのだ。

　ブランが生まれ持った輝きは、『青生生魂ブルーオリハルコン』。

　その名のとおり、魂の中で生まれ、生命いのちを燃やして煌きらめく、青き光。

　この地ほ球しと同じ、尊く清らかに溢あふれ出す生命賛美に満ちた、青き色。

　燃え尽つきる寸前の炎が一層その輝きを強めるように、ブランは自らの魂の輝きを極限にまで高め、心の中で吠ほえる。

　かつて姉の魂を救った七つの魔法セブンキヤストのひとつ『魂の定着コキユートス』と、

　自らの我流術式『分身シヤドウ鋳造キヤスト』を組み合わせた、

　新たなる奇き跡せき、新たなる魔法の名を。




「『魂の分霊ソウルキヤスト』!!」




　滅びの間ま際ぎわに、ブラン最さい期ごの奇跡は成じよう就じゆした。

　そして次の瞬間。

　破壊神ワールドエンドの手が、ブランの魂を砕く。

　デュセルが、ステラが、アンジェが、ミカが、そしてモリガンが、目の前の光景に悲鳴を上げた。

　──附与魔術エンチヤントの最終到達領域、魔法『魂の定着コキユートス』。

　生命の魂を肉体から抜き取り、別の物品へと封ふうじる、人じん智ちを超えた奇跡。かつてブランはこの魔法を用いて、滅びに瀕ひんしたモリガンの魂を八尺瓊ヤサカニノ勾マガ玉タマへと移した。

　魔術の真理を垣かい間ま見みたブランならば、今いま際わの際きわでもう一度この奇跡を再現することも可能だったはずだ。

　しかしこの状じよう況きようで『魂の定着コキユートス』を用いたとしても、ワールドエンドの魔の手からは逃れなかっただろう。破壊神ならば、肉体から抜け出した魂そのものに手を伸のばし、握り潰すことも可能だ。

　死の運命からは逃れられない。それがあらゆる生命の宿命。

　だからブランは逃げなかった。

　そして、自らの魂を神に差し出した。供く物もつのように献けん上じようしてやった。

　わざと砕かせたのだ。

　その瞬間、形を失い消しよう滅めつするはずの魂に、『魂の分霊ソウルキヤスト』の呪文が効果を及およぼす。

　ひとつの命に魂はひとつという大前提を覆くつがえす、驚きよう天てん動どう地ちの我流魔法。

　破は壊かい神しんの手で砕かれ六つに裂さかれた魂の断だん片ぺん、そのひとつひとつを自らの新たな魂とし、自らの分身シヤドウたちに分け与あたえる。

「戒いましめよ」

　最初に魂が宿ったブラン＝スケアクロウが、連文詠唱の口火を切る。

「我が瞳が神淵を覗のぞき込むとき」

　次いで、ふたつ目の魂が宿りし、女性体のブラン＝ウィッチ。

「神淵の眼もまた我を覗き込む」

　続けるは、老年期の姿を持つブラン＝ワイズマン。

「しかし神もまた己おのれを戒めよ」

　詠唱に新たな呪文を含ませる、幼少期の姿のブラン＝アルケミスト。

「我は神意にあらず」

　本来の緋ひ眼がんに加え右目を青く輝かがやかせた、青年期の姿のブラン＝ウォーロック。

　そして、魂を失い、死して抜ぬけ殻がらとなったはずの、ブランドン・ブラックバーンの肉体。その体に最後の魂の断だん片ぺんが再び舞まい戻もどり、息を吹ふき返す。

「──我は神意を超えた存も在のなり！」

　新生したブランが叫び、今ここに六人のブランたちによる連文詠唱が完成する。

　亡なき父ブラッドレイが人類の未来のために遺した術式、『主人公補正パツシブ・ヒーロー』。敗北の運命に抗あらがい、那な由ゆ多たの彼方かなたの勝機を摑む、諦あきらめぬ者を祝福する絶対勝利の加護。

　その輝きが、六人のブランたち全員に宿る。

　姿形は違ちがえども、今の分身シヤドウたちは、誰だれもが等しくブランドン・ブラックバーンと同一の存在。それぞれが同一のひとつの命とひとつの魂を有する、新たなブラン。ゆえに彼らが完成させた『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の術式は、その全員に効果を及ぼす。

　さらに、ブランの魂の輝きである『青生生魂ブルーオリハルコン』の位階を分け与えられたモリガンにも、魂の色を映す魔ま術じゆつ師しの瞳を経由して、父の託たくした力が受け継がれる。

　そうして破壊神の前に、神を打ち倒たおす英えい雄ゆうの資格を持った七人が立ちはだかった。

『まさか、破壊神に破壊できない魂があるとはな！　しかしそうでなくては困る。それでこそ、神オレが初めてその名を刻んだ男の意志を継つぐ者だ！』

　自らの知らぬ新たな魔法を見せられたワールドエンドは、余よ裕ゆうを失うことなく喜き悦えつの顔を上げ、眼前の七人を睨にらみつける。

『さあ！　お前たちの旧ふるき世界と、神オレの新しき世界、生き残るのはふたつにひとつ。その裁定に相応ふさわしい戦いを始めようじゃないか！』

　対する魔術師たちは、すでに一人七役ではなく、七体一役でもない。

「あいよ、破壊神。──これが最後の戦いだ」

　彼らの名は、セブンキャストの七魔術王。
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　七詠唱セブンキヤストと破壊神の最終決戦。

「キャストオフ！」

　その合図となったのは、アンジェの呪文詠唱だった。

　瞬間、四魔王フオーテリブルの姿は鋳型の聖遺物へと還かん元げんされ、ブランたちの手元へと届く。

　スケアクロウは、その手に『女帝エンプレス』の七星剣グランシヤリオを。

　ウィッチは『道化師ジヨーカー』の紀元前機械アンテイキテイラを。

　ワイズマンは『死霊術師ネクロマンサー』の水晶髑髏クリスタルスカルを。

　アルケミストは『魔メ法イ少ガ女ス』の緑柱エメラルド石碑文タブレツトを。

　そしてウォーロックは、スティーヴンから預けられた双頭鷲二連銃を抜き放ち、ブランの魂の色を右目に映した青と紅くれないの色オ違ツいドのア瞳イを見開いた。

　七支刀を掲かかげたブランと合わせて、これで六人のブランたち全員が、強い魔力を秘めた聖遺物で武装完かん了りようする。モリガンは我流術式『影絵シヤドウアート』の操作に専念し、弟たちの援えん護ごと破壊神への攻こう撃げきを両立させるつもりだ。
















　ブランたちの魔術、そしてモリガンの操あやつる影かげは、ようやく『神デウス・補正エクス・マキナ』を突とつ破ぱしてワールドエンドへと攻撃を命中させられるようになった。そしてこれより先、ブランたちの攻撃の全すべてが通用するようになったはず。

『神のアイン・無限光オフ・ソウル！』

　だが、当然ながら七対一の集中砲ほう火かを甘んじて受けるワールドエンドではない。

　二蛇螺旋のケーリユケイオン魔神杖・カドウケウスの真価を発揮させ、全出力で滅ほろびの魔法を放つ。

「ちちんぷいぷい！」

　瞬間、モリガンの操る七詠唱セブンキヤスト全員分の影がせり上がり、破壊神の放った魔法の輝きを遮さえぎる。が、その全てを防ぎ切ることは不可能だ。

　威い力りよくを減退させつつも、影の壁かべを突破した無限光が迫せまる。

「鋳造限定解除キヤストブレイク！」

　あろうことかそれを受け止めたのは、左ひだり腕うでを鏡面化させたウォーロックだ。

　微かすかな入射角のズレで左腕はおろか全身が消しよう滅めつするにもかかわらず、『主人公補正パツシブ・ヒーロー』で強ごう引いんに千分の一の成功確率を勝ち取り、我流術式『魔弾デア・の射手フライシユツツ』を発動させる。

　右の『青生生魂ブルーオリハルコン』の瞳を輝かせて魔力を吸収し、左の『緋緋色金レツドオリハルコン』の瞳を輝かせて魔弾を精製する。

　しかし。

「──っ！」

　凝ぎよう縮しゆくさせた魔力があまりに強大過ぎて、今のブラン＝ウォーロックでも完全に魔力制せい御ぎよすることは容易ではなかった。無限光は弾だん丸がんの形に収まりきらず、今にも暴発し魔力暴走を引き起こしかねないほどの不安定な状態に陥おちいる。

『魔法を制御できると思ったか！』

　苦く渋じゆうを滲にじませるウォーロックに対し、ワールドエンドが勝ち誇ほこる。

　ブランは未いまだ魔法使いアルテイマグスの域にない。先の我流魔法『魂の分霊ソウルキヤスト』の成功もワールドエンドの魔力あってこそだ。

「おれたちを舐なめるなよ！」

　だがその瞬しゆん間かん、他のブランたちが動いた。

　まずはワイズマンがサングラスを取り、『青生生魂ブルーオリハルコン』の鋭するどい目を覗かせながら、我流術式『無法イリーガル・焚書ブツクメイカー』を展開。ページに附ふ与よされているのは、以前使用した火を象しよう徴ちようする『[image: ]ＫＥＮ』ではなく、氷を象徴する『─ＩＳ』の文字だ。

「諸君、特別講義だ。この文字のもうひとつの意味を知る者はいるかね」

　ワイズマンの鋳造した一枚の紙し片へんが、ウォーロックの精製した魔弾を包み込む。

　たったそれだけのことで、あろうことか魔弾が安定を始める。

「正解は『停てい滞たい』だ」

　魔力の停滞──つまりは、暴走しようとする魔弾の魔力がこれ以上変化を起こさないよう強ごう引いんに抑おさえ込んだのだ。これでもう暴発の心配はない。

　精製を完了した魔弾は、ウォーロックの持つ二連銃へと装そう塡てん。

「自分の無限光の威力、思い知れ！」

　そして魔弾が放たれる。だが、当然ながら魔力が停滞したままでは弾丸が炸さく裂れつすることはない。

「続けてサービス問題だ。ご静せい聴ちよう感謝しよう！」

　そこでワイズマンはさらに我流術式を用い、新たなページを鋳ちゆう造ぞうする。

　次に記されたルーン文字は『◇ＩＮＧ』。その意味するところは──停滞したものの活性化。新たに魔弾を包んだページの術式効果で、凍こおりついたように安定していた魔力を刺し激げきし、今度は逆に暴走状態へと移行させたのだ。

　結果、無限光の魔弾は凄すさまじい魔力暴走を引き起こしながら破壊神へと迫る。

『小こ賢ざかしい！　破壊の力は、より大きな破壊の力で搔かき消してしまえばいいだけのこと！　受けるがいい、我が神のアイン・無限光オフ・ソウルを！』

　ワールドエンドは再度魔神杖カドウケウスを掲げ、魔法を放つ。

　ブランたちの反撃と、ワールドエンドの迎げい撃げき。ふたつの物理崩ほう壊かい魔法が激げき突とつし、周囲の空間ごと大気と大地を荒あら々あらしく削けずり取りながら、相そう互ご消しよう滅めつを起こす。

　──瞬間。

「我は加速する！」

　七星剣グランシヤリオを構えたスケアクロウ、そして続けてブランが七支刀を構え、加速術式を用いて破壊神へと迫る。

「今です！　『九尾ナインテイル変化・コントロール』！」

　さらに、九つのキツネの尾おを長く伸のばしたウィッチの我流術式で、尾の銀糸と繫つながったブランとスケアクロウの姿がウィッチともども透とう明めい化する。

　ただでさえ極大の魔法と魔法の相そう殺さいによる反動でワールドエンドには隙すきが生まれている。そこを突つくふたりのブランの攻撃が、さらにワールドエンドの目には見えなくなった。

　先の浅はかな特とつ攻こうとは違い、一連の攻こう防ぼう全てを利用し時軸タイム逆説のパラドツクス・七支刀セブンソードの直撃を狙ねらう、ブランの用よう意い周しゆう到とうな策だった。

『しゃらくさい！』

　しかし神はその上を行く。

　無む尽じん蔵ぞうとも言える自らの魔力をあえて制御することなく、全方位に向けて放出したのだ。もはや魔術と呼べる代しろ物ものでさえなく、放たれた魔力は熱風となって接近する全てを弾はじき飛ばす。目視の必要など微み塵じんもなかった。

　破は壊かい神しんへと肉にく薄はくしようとしていたブランたちは、加速術式の高速機動そのままに即そく座ざに離り脱だつし、さらにアルケミストの『ＴタクテイクスＣ・カード・Ｇグラフイツクス』で何重にも魔力壁へきの結界を生み出し、暴力的なまでに吹き荒あれる怒ど濤とうの熱風を阻はばむ。

　その、人じん智ちを凌りよう駕がする激戦の光景に──

「とてもではありませんが、わたくしたちの手の届かない戦いです……」

　戦いに参加できずにいるステラは、遠くから戦場を見守りながらも、悔くやしげに拳こぶしを強く握にぎり締しめていた。

「今の私たちには『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の恩おん恵けいがない……。余計な手出しは足手まといになるだけだからね……」

　四魔王フオーテリブルのメイガスを手放した今のアンジェには、自らに必勝の術式を附与する術すべはない。ゆえに弟で子しの戦いを見守ることしかできない。だがそんな彼女もまた、口では物分かりのいい物言いをしながらも、今にも飛び出して加勢しそうな面おも持もちだ。

「確かに、アンブロシアの言うとおりね」

　そんな中デュセルは唇くちびるを嚙かみ締め、まばたきさえ忘れてブランたちの戦いを見つめ続けていた。ステラも、ミカも、アンジェも、それだけ彼女が親友の心配をしているのだと思った。

　しかし、違ちがう。

　デュセルの顔に、不安の色はない。

　そして彼女の『青金剛石ブルーダイヤモンド』の瞳ひとみは、ブランではなくワールドエンドの姿を追っていた。常に、神の一挙一動を見み逃のがすまいとしていたのだ。

　より正確に言い表すならば、彼女が見ているのは破壊神の魔法だ。

　物理崩ほう壊かいを伴ともない森しん羅ら万ばん象しようを消滅させる、必滅の輝かがやき。

　その忌いまわしき無限光から目を背そむけず、デュセルは『新世界創造ワールドエンド』の術式を自らの瞳に焼きつけるかのように見つめ続けていた。

「『主人公補正パツシブ・ヒーロー』のないあたしたちじゃ、ワールドエンドには攻撃を当てられないし、ブランたちの邪じや魔まになるだけ」

　彼女は視線を外すことなく続ける。

「──でも、あの杖つえならどう？」

　その言葉に、他の面々は息を吞のんだ。

　神の身を守る絶対の『神デウス・補正エクス・マキナ』も、杖にまで影えい響きようを及およぼしているとは限らない。

　ならばデュセルたちが狙うべきは、二蛇螺旋のケーリユケイオン魔神杖・カドウケウス。

「で、ですが、わたくしとお師し匠しようさまが召しよう喚かんした二大悪魔王をそのまま封ふうじ込めた杖です、簡単に破壊できるとは思えません！」

「それでなくても、人造の神がその手で創つくり上げた神造オリジン級聖遺物だ。完全に破壊しようと思うなら、それこそ、破壊神の魔法と同等の攻撃力が必要だよ……！」

　ステラとアンジェが難色を示す。

　しかしデュセルはブレない。

「そ。だからさっきから、ずっと見てるの」

　ワールドエンドが放つ破壊の魔法を、世界でただひとり『万能詠唱オールマイテイー』という唯ゆい一いつ無二の魔術特性を有する『青金剛石ブルーダイヤモンド』の瞳で、彼女はずっと捉とらえていた。

「まさか、デュセルさん!?」

「魔法『新世界創造ワールドエンド』の再現を!?」

　デュセルの真意を察し、彼女の決断にステラとアンジェが驚きよう愕がくの声を上げる。

　かつてアンジェがデュセルを生いけ贄にえに用いて強要しようとした、大異変の再現。デュセルは今この場でそれを自分の意志で為なそうとしているのだ。

「無茶にもほどがある！　それに『新世界創造ワールドエンド』は禁きん呪じゆだ……！　一度でも使えばキミも私のような緋眼堕ちレツドになるんだよ！」

「心配してくれるの？　ふーん、あなたもずいぶんと変わったのね、アンジェラ・アンブロシア。ううん、アンジェ」

　声を荒あららげるアンジェに対し、デュセルは彼女の愛あい称しようを初めて口にしながら、にっこりとほほえみかけた。

「でもだいじょうぶ。昔のあたしならダメだったことでも今のあたしならやれる。やってみせる。破壊神の最大のミスはね、ブランとそっくりだったことよ！」

　デュセルはそう言って、もう一度ワールドエンドを見た。

　ブランの分身シヤドウという依より代しろを得たことで、ブランの人格に影響を受けた神格を得てしまった、生命賛美の破壊神。

　ブランと瓜うり二ふたつの容よう貌ぼうで、中身までブランと似ているというのなら、そんな彼が使う魔法だってきっと模も倣ほうすることができるはず。大好きな親友の『分身シヤドウ鋳造キヤスト』を模倣したときと同じように──

「デュセル！　魔力が足らないならこれを使ってくれ！」

　と、今まで発言がなかったミカが元気よく言った。

　今まで地面にしゃがみ込み、無言で黙もく々もくと作業していたミカ。その足元では、先ほど全て散ってしまったはずのワールドエンドの神造の花が、再び咲さき乱れていた。

「こんなこともあろうかと思ってだな、わたしの力でこのあたりの花を回復してみたのだ。うむうむ、まさかこれほど上手くいくとは思っていなかったがな！」

　ミカの魔術特性と、彼女が手にした天アメ之ノ尾オ羽ハ張バリと布フ都ツノ御ミ魂タマ──花と木の魔神たちが使っていた二本の神しん剣けんが、同じく魔神に生み出された花々に強い影響を与あたえたのだろう。

　瞬またたく間にデュセルたちの周囲を、星明かりに似た輝きが埋うめ尽つくしていく。

　同時に、破壊神の花という呼び名に似合わぬ優やさしい香かおりがゆっくりと立ち込め、魔力が満ち満ちていく。

　デュセルは身に纏まとった九つのカリナンにその魔力を宿し、あしらわれたダイヤモンドの輝きを大きく強めた。

　魔法を完全に使いこなす必要はない。

　しかし、たった一度きりの魔法の詠唱に成功するだけでも、ブランやアンジェと同じ、魔法詠えい唱しよう者しやの素質が必要だ。デュセルにその資格があるかどうか──

「アンジェ。もとはと言えば、焚たきつけたのはあなたが最初なんだからね！」

　そのとき、デュセルはポニーテールを翻ひるがえして、快活に言ってみせた。

　最初にデュセルに『新世界創造ワールドエンド』を再現させようとしたのはアンジェだ。

　そして、ブランとアンジェのふたりに続いて魔法詠唱者になれる者がこの世にいるとすれば、それはオリハルコンに次ぐダイヤモンド位階のデュセルである可能性が高い──と、そう言ったのもアンジェの化身アバターのネクロマンサーだった。

「それにあたしは知ってるんだから。どんなにブランが強くたって、独りでなんでもできはしないって！」

　かつての自分の口くち癖ぐせを、自らの意志で否定し、デュセルは叫さけぶ。

　カリナンの王おう笏しやくの大ダイヤを破壊神へと向け、神が放つ物理崩壊魔法の模倣再現、それを可能とする呪文詠唱を。

　そして彼女は輝かせる。不可能の可能を目指す魔術師としての本質を。

　彼女だけが持つ、透すき通るように純じゆん粋すいで、孤こ独どくと苦難を耐たえ抜ぬいて磨みがき上げた何者にも傷つけられない強きよう靭じんな硬こう度どを誇ほこる、『青金剛石ブルーダイヤモンド』の魂たましいの煌きらめきを。




「我がホーカス限り・ポーカス無き・アイン光よ・オフ・輝けソウル!!」




　狙いはワールドエンドではない。その手に握られた魔神杖カドウケウスだ。

　カリナンの王笏から放たれた禁きん忌きの魔法が、ブランたちの波状攻こう撃げきを何度となく押し返すワールドエンドの手元へと迫せまる。

「デュセル君、その瞳は──」

　その最中、アンジェが息を吞んだ。

　なぜならデュセルの瞳は、唱えれば真しん紅くに穢けがれるはずの最悪の禁呪を模倣して尚なお、その曇くもりひとつない清純なブルーの輝きを失わなかったのだから。

　予想外の方向から放たれた無限光の万まん華げ鏡きようめいた輝きに、ワールドエンドは一いつ瞬しゆん目を奪うばわれながらも、すぐにもその狙いを悟さとった。

『狙いは神オレの魔神杖カドウケウスか！』

　ワールドエンドがデュセルの無限光に気を取られた隙に、七対一にもかかわらず押されていたブランたちは一時的に距きよ離りを取る。当然、退きながらも攻撃の手は緩ゆるめない。

『くっ！』

　ブランたちの魔術とデュセルの無限光、その両方は防ぎきれないと悟ったのか、ワールドエンドはここに来て初めて苦しげな面おも持もちを見せると、己おのれの左ひだり腕うでで杖をかばった。

　あえて魔神杖カドウケウスを優先し、左腕を自ら捨てたのだ。

　直撃した無限光は、瞬く間にワールドエンドの腕を分子分解し、消しよう滅めつさせる。
















『ぐ、があああああああああッ！』

　自らが放った滅ほろびの力と同等の一撃、魂を削けずられるような痛みに、左腕を失った破は壊かい神しんが咆ほう哮こうを上げる。が、それも束つかの間。

『キャストオンッ！』

　あろうことかワールドエンドはブランの我流術式を再現し、『分身シヤドウ鋳造キヤスト』で自らの左腕を修復してしまう。魔力が尽きぬ限り四し肢しの再生が容易となれば、やはり鋳い型がたである未来の七支刀そのものを砕くだかない限り、破壊神の打だ倒とうは不可能だろう。

　しかし、ブランはその光景に一筋の光明を見た。

　今までは時軸タイム逆説のパラドツクス・七支刀セブンソードだけが勝機だと思っていた。

　だがデュセルが『新世界創造ワールドエンド』の限定再現に成功した今、魔法を敵の鋳型に直撃させることができれば、タイムパラドックス抜きにしても破壊神を破壊することも可能のはず。

　決定打がひとつからふたつに増えた。これは大きな前進だ。

　唯一の問題は、『主人公補正パツシブ・ヒーロー』のないデュセルでは、魔法を破壊神に命中させるのは限りなく不可能ということ。

『そうだ、それでいい！　極限まで足あ搔がけ、人類ッ！　お前たちの前にいるのは人類史の終しゆう止し符ふそのもの──明日を望むなら神オレを倒たおすべく死力を尽くせ！』

　ワールドエンドが猛たける。激げき闘とうに次ぐ激闘の渦か中ちゆうにあって、破壊神の強さと魔力は微み塵じんも衰おとろえを見せない。

　むしろ強力無比な布ふ陣じんのブランたちのほうが、苦戦に次ぐ苦戦。敗北の影かげが忍しのび寄ってさえいる。このままでは足りない。まだ、神の域にはまるで及ばない。

　ワールドエンドの叫びは、絶望的な戦いに挑いどむブランたちを、まるで叱しつ咤た激げき励れいしているかのようだった。

『神のアイン・無限光オフ・ソウル！』

「我は耐え忍ぶペルデユラボー！」

　そして当然、ワールドエンドは七詠唱セブンキヤストだけでなくデュセルたちにも攻撃を加え始めた。七支刀の秘密を未いまだ知らぬ破壊神にとっては、むしろデュセルこそが最も警けい戒かいすべき相手だからだ。

　周囲の物質を空間ごと喰くらいながら襲おそい掛かかる無限光を、アンジェはステラと協力して防ぼう御ぎよ術式を展開し、なんとか防ごうと試みる。

　──このままでは遅おそかれ早かれ、ブランたちの魔力が尽きるか、あるいはデュセルたちの誰だれかが命を落とす。その事実にブランは歯は軋ぎしりをこぼした。

『神オレの力を防ぎきれると思ったか！』

　ブランの不安を的中させるかの如ごとく、ワールドエンドは自らの放った無限光の輝かがやきを瞬間的に増大させた。追加でさらに魔力を注ぎ込んだのだ。

　すでに、アンジェたちでは防ぎようもないほどの魔力量だ。

　ブランたちは後先考えず庇かばいに向かう──

　その、瞬間。

　絶体絶命の窮きゆう地ちに、声が響ひびく。

「七秒前リバース・の時魔法セブンカウント！」




　聞き間ま違ちがえるはずもない。

　その声は、ブランにとって命の恩人の呪文詠唱だった。

　七秒前の時間軸にて記き憶おく継けい承しようを果たしたブランは、声の主あるじの姿を探す。

　それは、防御術式を展開させる前のアンジェも、そして攻撃に及およぶ前のワールドエンドも同様だった。

　デュセルたちの命を奪わんとした一連の攻こう防ぼうはなかったことになり、代わりに、この場に新たな人ひと影かげが姿を見せる。大七しち芒ぼう星せい結界の空間隔かく絶ぜつのせいで、今クリスタルピラミッドの内部には誰も足を踏ふみ入れられないはず。

　にもかかわらず、単眼鏡モノクルの青年はその姿を一同の前に現した。

　ひとつ空間隔絶結界に例外があるとすれば、それは、青年が空間ではなく時間を移動してきた可能性。決戦の地は空間的には隔かく離りされているが、時間軸から切り離はなされたわけではない。

　となれば、時間漂ひよう流りゆう者しやである魔法使いアルテイマグスブライアン・ブラックバーンならば、別の時間軸からこの瞬間へと、時を超こえて戦線復帰してもおかしくはなかった。

「イアン！」

「すまないブランドン。やれやれ、戻もどってくるのに少し時間がかかってしまった」

　ワールドエンドとの一いつ騎き打うちで全すべての魔力を失い、別の時代へと強制的に跳とばされていたイアンが、数時間の経過を経てようやく戦列に舞まい戻った。

　これでこの場には、七詠唱セブンキヤストを除けば五人の仲間たちが集結したことになる。

　デュセル、ステラ、アンジェ、ミカ、そしてイアン。

　破壊神相手でなければ考え得る最高の戦力だろう。しかし、『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の恩おん恵けいに与あずかれない彼女たちでは今回ばかりは──

　──いや。方法と可能性は、ひとつだけ存在していた。

「神様なら、独りでなんでもできるんだろうけどさ」

　不意にブランは、どこか穏おだやかに、眼前の破壊神へと語りかけた。

「おれは、独りでなんでもできはしなかった。だから『分身シヤドウ鋳造キヤスト』なんて我流術式を編み出して、自分の分身シヤドウを造ってまで、足りない数を補おうとした。心のどこかで、十年前のトラウマを自分だけの力で乗り越こえてやろう、なんて考えていたのかもな」

　しかし、やはり独りでなんでもはできなかった。

　一人七役にして七体一役の魔ま術じゆつ結社を気取ろうと、仲間たちの助けなしにはここまで来られなかった。

「でもさ、誰もが誰かを救える誰かになって、そうやって繫つながってこその、人間ってやつだろ。だから──」

　そう言って、ブランは仲間たちへと振ふり返った。

「みんなの力をおれに預けてくれ。代わりに、おれの力をみんなに預ける」

　そして七支刀を大きく振り上げる。

　ブランの言葉に頷うなずかない者は、この場にはいなかった。

　満を持しての呪文詠唱。唱えるは、ブランがこの土ど壇たん場ばで思いついた最後の秘策。

　魔術王自じ慢まんの、凡ぼん人じんにはない無数の引き出しも、正しよう真しん正しよう銘めいこれで打ち止め。

　これが駄だ目めなら、人類の物語もここで打ち止めだ。

「──キャストオフ!!」

　ブランはあろうことか、『魂の分霊ソウルキヤスト』で己おのれの魂の断だん片ぺんを分け与あたえた分身シヤドウを、鋳型であるもとの聖遺物の状態に戻してしまった。

　草薙剣クサナギノツルギ、殺セツ生シヨウ石セキ、八ヤ咫タノ鏡カガミ、篆テン隷レイ万バン象シヨウ名メイ義ギ、辰シン砂シヤ石セキ。五つの聖遺物が本来の姿を取り戻す。対してワールドエンドは、戦力を減らしたブランの行動を、眉まゆをひそめて訝いぶかしむ。

　だが次の瞬間、還かん元げんされた五つの聖遺物は、ブランの魂と同じ『青生生魂ブルーオリハルコン』の輝きを放ちながら、『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の恩恵を宿したまま、仲間たちのもとへと集結する。

　デュセルの手には『案山子スケアクロウ』の草クサ薙ナギノ剣ツルギが。

　ステラには『魔女ウイツチ』の殺セツ生シヨウ石セキが。

　アンジェには『黒魔導師ウオーロツク』の八ヤ咫タノ鏡カガミが。

　ミカには『大賢者ワイズマン』の篆テン隷レイ万バン象シヨウ名メイ義ギが。

　イアンには『錬金術師アルケミスト』の辰シン砂シヤ石セキが。

　それぞれの手に渡わたった聖遺物──そこに封ふうじられた五つのブランの魂たましいの断片を通じて、デュセルたちにも『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の力が宿る。

　そしてブランは、姉モリガンの八尺瓊ヤサカニノ勾マガ玉タマと、最後の希望である七支刀を手に、仲間たちと並び立って破壊神ワールドエンドへと向き直った。

「さっき言ったよな。これが最後の戦いだ、って。あれ、やっぱナシな」

　いつもの不敵な笑みを口元に浮うかべ、仲間たちと肩かたを並べたブランは、悪びれもせずに言葉を続ける。

「ここから先が、正真正銘、本当の最後の戦いだ」

　まさかの、最終決戦の仕切り直し。

　これを受けてワールドエンドは、一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られながらも、すぐに破は顔がん一いつ笑しようした。

『構わん！　命を賭としてかかってくるがいい!!』

「あいよ」

　同じ顔をしたふたりが同じように頷き、それが、戦せん闘とう再開の合図となった。

　互たがいに、持てる魔力の全てをなげうって、相手の絶命を狙ねらう一撃必殺の魔術を繰くり出す。

『神のアイン・無限光オフ・ソウル！』

「我がホーカス限り・ポーカス無き・アイン光よ・オフ・輝けソウル！」

　ワールドエンドの魔法を、デュセルの模も倣ほう再現による魔法が相そう殺さいする。

　魔力光の乱らん舞ぶする輝きが激げき突とつし、夜の御ご所しよを昼間のように明るく染めていく。

「我掲かかげるは月夜に煌きらめく諸もろ刃はの剣つるぎ！」

　そんな中、アンジェが大魔ま術じゆつ詠えい唱しように移る。

「歌い狂くるえ、踊おどり狂え、今こ宵よいは魔女たちの饗きよう宴えん！」

　彼女は今まで静観せざるを得なかった鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように、まるで獣けもののような荒あら々あらしい面おも持もちで、詠唱を続ける。

「降魔祭ワルプルギスの夜・ナハト！」

　アンジェが唱えた術式は、附与魔術エンチヤントの大魔術。

　彼女の真しん紅くのローブにも附ふ与よされている『降魔祭ワルプルギス』の術式効果を、自身だけでなくブランたちにも分け与えるための呪じゆ文もんだった。

　術者たちの魔術効果を極限まで高める代だい償しように、その身に受ける敵の魔術効果をも増大させてしまう、諸刃の剣の大魔術附与。しかし、ワールドエンドの使う魔法は、もともと命中すれば消しよう滅めつ必至の最強の禁呪だ。となれば防御力など最初から度外視で、デメリットは存在しないも同義だった。

「我が雷のままにアブラハ一切の生ダブは消失しラ・、一切の死がアブラク到来しサス・、そして万物アブラが終焉するマズダ!!」

　さらに、三つのイースターエッグを用いた、雷の禁呪の三重起動トリプル・トリガー。

「全雷撃反射リフレクシヨン！」

　そしてその雷撃をわざと手持ちの八ヤ咫タノ鏡カガミで乱反射させ、回かい避ひ不能の一いち撃げきとしてワールドエンドへと放つ。

　さすがの破壊神も攻こう勢せいには出られず、ブランたちを狙っていた魔法の標的を変えて雷撃を迎げい撃げきせざるを得ない。

　当然、攻こう撃げきの手が緩ゆるんだ今こそ、反撃の絶好のチャンスだ。

「我がホーカス限り・ポーカス無き・アイン光よ・オフ・輝けソウル！」

　再びデュセルの魔法が放たれる。

　これで魔法の模倣再現はすでに三度目。本来ならすでに魔力が完全に枯こ渇かつしていてもおかしくはない。

　しかし──

「みんなの魔力はわたしが全部回復してやる！」

　戦線の最後列にて後方援えん護ごに徹てつするミカが、デュセルを含ふくめたその場の味方全員の魔力を常に回復し続けていた。

　もちろん前列に移動して接せつ触しよくしている余よ裕ゆうはない。

　手にした篆テン隷レイ万バン象シヨウ名メイ義ギが『無法イリーガル・焚書ブツクメイカー』で自動的に無数のページを鋳ちゆう造ぞう、その一枚一枚にミカの魔術特性『共鳴波動』を乗せることで、ページを飛ばして接触させて距きよ離りの離れた相手の魔力回復を担になっているのだ。

「理り屈くつはわたしには分からないが、大いに役立っているという自覚はあるぞ！」

　鋳い型がた状態にもかかわらずブラン＝ワイズマンが勝手にやっていることなので、ミカは基本的になにもしていない。せっかくなので神を前に控ひかえめな胸を反らして威い張ばっていた。

『回復役は真っ先に潰つぶさせてもらう！』

「ひえええええええ!?　うわあああああああああああんブランドンたしゅけてえええええええええええ!?」

　その結果、ワールドエンドは第一の標的をミカに定め、最大出力で無限光をぶっ放した。目前に迫せまる物理崩ほう壊かい魔法に、先ほどまで調子に乗っていたミカはすぐにも泣き喚わめきながら悲鳴を上げる。どう考えても避さけられるはずがなかった。

「七秒前リバース・の時魔法セブンカウント！」

　しかし、回復役として戦線の支柱を担うミカを死守すべく、イアンが辰シン砂シヤ石セキを手に時間軸じくを引き戻す。

　ワールドエンドの攻撃前まで時間が戻り、ミカの消滅は危あやういところで食い止められた。

　魔法の使用はイアンの魔力を多大に消費するが、次から次へと随ずい時じミカが回復させてくれるので、強制時間跳ちよう躍やくの心配なくフルに魔法を使うことが可能だった。

「みんなの魔力はわたしが全部回復してやる！　理屈はわたしには分からないが、大いに役立っているという自覚はあるぞ！」

　先の時間軸での大威張りを繰り返すミカ。本来の自分が消滅寸前だったことなど、知る由よしもない。

『くっ……厄やつ介かいなやつが回復役を守っている！』

　さすがの破は壊かい神しんにも焦あせりが生まれた。

　ミカがいる限り、ブランたちは無む尽じん蔵ぞうに強力な魔術を使い続けることができる。しかしミカを倒たおすには、先に時間を戻もどすことのできるイアンを倒さなければならない。そして、ミカさえ健在ならばイアンの魔力が尽つきることはない。

　ワールドエンドにとっては最悪のコンビネーションだった。

「ふははははは！　どうした自じ称しよう神！　このわたしがいる限りブランドンたちは盤ばん石じやくだ、つまりこの戦いにおいてわたしの重要性は神より上！　ならわたしは神より凄すごいのか!?　そうだったのか偉えらいぞわたし！　破壊神など恐おそれるに足らーず！」

『このポンコツがあああああアアアアアアアアアアッ！』

　天てん井じよう知らずに調子に乗るミカに対し、ワールドエンドは初めて怒いかりを露あらわにした。

　どうして自らの心中にミカ個人への怒りの感情が芽生えたのか──その理由は神にさえはっきりとは分からなかったが、神格に影えい響きようを与えているブランの自我が、この女だけは調子づかせたまま放置してはならないと警けい鐘しようを鳴らしたのかもしれない。

　破壊神の他に記き憶おく継けい承しようしていたブラン、アンジェ、イアンの三名が、若じやつ干かん恥はずかしそうに俯うつむく。皆みな一様に「こいつが人類を救っていいのか」と思ってしまっていた。

「ブランさん、デュセルさん、あの杖つえの破壊をもう一度お願いすることはできますか？」

　そのとき、不意にステラが言った。

　彼女は『星条青玉スターサフアイア』の瞳ひとみを魔神杖カドウケウスへと向け、そこに封じられている二大悪魔王の魔力を感じ取っていた。

「ステラ、なにか思いついたの？」

「わたくしにも、賭かけてみたいことがあるんです。お師し匠しようさまの後を継ついで学園の教授になるという夢ができたんですから、こんなところで死ぬわけにはいきません！」

　決意を秘ひめたステラの面持ちを見、ブランとデュセルは頷いた。

「分かったわ。なんとかしてみる！」

　デュセルは草クサ薙ナギノ剣ツルギとカリナンの王おう笏しやくを交差させ、アンジェが詠えい唱しようした『降魔祭ワルプルギス』の術式効果で魔力増ぞう幅ふくを図はかる。

「我がホーカス限り・ポーカス無き・アイン光よ・オフ・輝けソウル！」

　呪文詠唱と同時に、激しい輝きがワールドエンドへと放たれた。滅ほろびの魔法は射程内の空間全すべてを抉えぐり取り、破壊神へと襲おそい掛かかる。

『神のアイン・無限光オフ・ソウル！』

　が、やはり同等の魔法で相そう殺さいされてしまう。

　激げつ昂こうしていてもワールドエンドは冷静さを失わず、的確に迎撃してくる。

　しかし、デュセルの真の狙いは別にあった。まさか窮きゆう極きよくの魔法を目くらましの囮おとりに使うなど、神さえ夢にも思わなかっただろう。

　デュセルは草クサ薙ナギノ剣ツルギを掲げ、叫さけぶ。

「キャストオン！　ブラン＝スケアクロウ!!」

　ブランに代わり、『分身シヤドウ鋳造キヤスト』の模倣再現によってデュセルがスケアクロウを鋳造する。

　アルテナ三種の神器の神剣は、ブランの魂の断だん片ぺんと『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の恩おん恵けいを有したまま、スケアクロウとしてこの場に再臨した。

「行って！」

「我が身は加速する、誰だれよりも速く、光さえ超こえて！」

　デュセルの無限光によって作られた、破壊神へと肉にく薄はくするための直通の道。それをスケアクロウは全力で駆かけ抜ぬけた。デュセルと同じ群ぐん青じよう色の髪かみと『青金剛石ブルーダイヤモンド』の左目、そしてブランの魂の在あり処かを示す、『青生生魂ブルーオリハルコン』の右目を輝かせて。

「ブラン君、これを使え！」

　最中、アンジェが七星剣グランシヤリオをスケアクロウへと投げ渡す。

　スケアクロウは加速とともに魔ま剣けんを受け取ると、全速力で、一気にワールドエンドへと駆け寄った。

『ぬかった──ッ！』

「遅おそい！」

　神さえ凌りよう駕がする速度で、スケアクロウは斬きりかかる。

　予期せぬ近接戦に、ワールドエンドは無意識のうちに魔神杖カドウケウスを盾たて代わりに構えてしまっていた。

　だが、スケアクロウの狙いは最初からその杖にあった。ご丁てい寧ねいにも眼前に差し出された魔神杖カドウケウスへ向け、全スピードと渾こん身しんの力を込こめて、七星剣グランシヤリオを振ふり下ろす。

　瞬間。耳をつんざく強きよう烈れつな破は砕さい音とともに、魔剣は神造オリジン級聖遺物『二蛇螺旋のケーリユケイオン魔神杖・カドウケウス』を真っ二つに叩たたき斬った。

「今だ！　ステラ！」

　ブランとスケアクロウが同時に叫ぶ。

　魔神杖カドウケウスが破壊され、その黄金の柄えに巻きついていた二匹ひきの赤き蛇へびがするりと抜け出す。ワールドエンドの魔力によって戒いましめられていた二大悪魔王が解放されたのだ。

　すぐさまステラは殺セツ生シヨウ石セキを手に呪文詠唱の体勢に移った。

　──昼間の戦いのような単独での大魔術召しよう喚かんは、ヘキサグラムの『ソロモンの鍵かぎ』が魔力を失って空に散った今、すでに再現不可能だ。

　しかし、聡そう明めいな彼女はひとつの可能性を見み出いだしていた。

　クリスタルピラミッドを覆おおう、大七しち芒ぼう星せい結界による空間隔かく絶ぜつ。もしもそれが召喚された二大悪魔王にも効果が及およぶとしたら。

　その場合、神の呪じゆ縛ばくから解放された悪魔王たちも本来の悪魔の世界に還かえることが叶かなわず、その場に留とどまる可能性がある。そしてステラの予想は見事に的中した。

　今ならば、大魔術召喚の必要なく悪魔王の力を借りられるのではないだろうか。

　ステラの我流術式『悪魔憑きＤ─インストール』ならば、それは可能のはず──

「我は求めエロイム・訴えたりエツサイム！」

　召喚のためではなく、力を借りるためにステラは呪文を紡つむぐ。

　二蛇螺旋のケーリユケイオン魔神杖・カドウケウスの魔力源となっていた二柱の赤き蛇のうち、憤ふん怒ぬの大罪を司つかさどり十二のドラゴンの翼つばさを持つ、黒こく炎えんの悪魔王へと語りかける。

「悪魔憑きＤ─インストール『地サ獄タ帝ン』!!」

　本来は、召喚した悪魔を魔術ローブとして自身の身に纏まとう我流術式だ。

　しかしステラは、『地サ獄タ帝ン』ローブを自分ではなくスケアクロウに託たくした。

　詠唱が完成した次の瞬間、黒く燃え盛さかる炎とともに赤き蛇がスケアクロウの全身を包み、悪魔の角と竜りゆうの翼を纏わせ、その姿を禍まが々まがしく変へん貌ぼうさせる。

　──かつて、ひきこもり魔術王のわがままで造られた、身代わり登校用の最弱の分身シヤドウ。

　数合わせの歩兵ポーンと蔑さげすまれたその分身シヤドウは、三種の神器を鋳型とすることで進化プロモーションを遂とげ、最強最速の駒こまへと生まれ変わった。

　そして今、主あるじの魂たましいの断片を得て同一化を果たし悪魔王の力を借りることで、さらに強く、さらに速く、神を打ち倒す絶対の存在として、二度目の進化プロモーションを果たした。




「往ゆくぞ破壊神。自分が破壊される覚かく悟ごはあるか」




　ふたつの青の色オ違ツいドのア瞳イを輝かせ、ブラン＝スケアクロウが告げる。

　黒い炎を刀身に纏う七星剣グランシヤリオを構えたその姿はまさに、悪魔じみた風ふう貌ぼうと合わさって、神の敵対者と呼ぶに相応ふさわしかった。

『無論、問われるまでもない！　でなければ人類を滅ぼす破壊神など務まるものかよ！』

　強敵との邂かい逅こうに、破壊神は嬉き々きとして叫ぶ。




「我は求めエロイム・訴えたりエツサイム！　悪魔憑きＤ─インストール『堕天帝ルシフアー』!!」




　最中その耳に、再度ステラの呪文詠唱が届いた。

『なに、まさか──!?』

　ワールドエンドの驚きよう愕がく。

　スケアクロウに気を取られていた破壊神は、すぐさま背後を振り返った。

　そこには──




「ヘキサグラム。あんたの遺のこしてくれた力、確かに受け取った」




　黒い天使の翼を広げ、神こう々ごうしい輝きを放つ七支刀を携たずさえた、ブランの姿があった。

　神の呪縛に囚とらわれていた赤き蛇の残るもう一方、大召喚術師ヘキサグラムが召喚せし、傲ごう慢まんの大罪を司り十二の堕だ天てん使しの翼を持つ、光こう輝きの悪魔王『堕天帝ルシフアー』。

　その力を宿して明星の如ごとく輝く魔術ローブを纏まとい、ブランは魂を共有するスケアクロウとともに、破壊神へと向き直る。

「おれはひとりでここまで強くなったんじゃない。デュセル、ステラ、アンジェ、ミカ、ねえちゃん、イアン、それにスティーヴンの叔お父じ貴きや、学園の仲間たち──そして未来への遺産を遺してくれた親おや父じ。その全員に助けられてここにいる！」

「そして、そんな仲間たちの生きる世界を守るためにここにいる。いつかは誰もがこの世界から去るとしても、それでもそれまでは精せい一いつ杯ぱい生きる。たとえ本物の神様が相手だろうがその邪じや魔まだけはさせねえ！」

　ふたりのブランが同時に吠ほえた。

　互たがいに宝刀と魔剣を振り上げ、ローブの翼を激しく羽ばたかせ、突とつ風ぷうを纏ってワールドエンドを挟きよう撃げきする。

『それ以上の言葉はいらん、あとは力で示せ』

　しかしワールドエンドは、両りよう腕うでを掲かかげて魔力障しよう壁へきを展開させ、右腕でブランを、左腕でスケアクロウの体を押し返す。

　二大悪魔王のローブで武装し『降魔祭ワルプルギス』の効果で魔力を増ぞう幅ふくさせたふたりを、魔神杖カドウケウス抜きにもかかわらず、それぞれ片かた腕うでで強ごう引いんに押さえ込んだのだ。

『だがその決意、神オレ直じき々じきに褒ほめてやろう、ブランドン・ブラックバーン！』

　ここに来て壮そう絶ぜつ極きわまる底力を見せ、ワールドエンドが初めてブランの名を呼んだ。

「お前、おれの名前を──」

『刻んではいなかった。しかし今思い出したのだ！　お前の父ブラッドレイが、この神オレを初めて破は壊かいしようとしたあの男が、最さい期ごにその名を口にしていたことをな！』

　──十年前。オリハルコン位階の息子に人類の未来を託し、悪あしき『新世界創造ワールドエンド』の魔力を根絶しようとした魔ま術じゆつ師し、ブラッドレイ・ブラックバーン。

　今は亡なき父の名が、この高潔なる破壊神の口から語られた。ワールドエンドは父の名を記き憶おくに刻んでいたのだ。たったそれだけのことで、ブランは過去の真相などどうでもよくなった。

　敵の言葉ではあるものの、生命賛美を尊ぶ破壊神が、父の名を覚えていた。

　それこそが、父が人類を救おうとしていたなによりの証しよう拠こだ。

　ブランたちの攻こう撃げきを押し返そうとするワールドエンド以上に、ブランたちの力が強く昂たかぶる。

「我がホーカス限り・ポーカス無き・アイン光よ・オフ・輝けソウル!!」

　ブランを援えん護ごすべく、デュセルが魔法を唱える。

　手放した草クサ薙ナギノ剣ツルギの代わりに、ブランから預かったモリガンの魂の宿る八尺瓊ヤサカニノ勾マガ玉タマを手にすることで、彼女は『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の加護を享きよう受じゆしていた。

　迫せまる魔法に、ワールドエンドはブランたちを弾はじき飛ばし、自らも旋せん風ぷうを纏って空へと退たい避ひする。すぐさま翼を羽ばたかせてこれを追うブランとスケアクロウ。

　空中を高速で飛行しながら激げき突とつすること十数度、だがブランはワールドエンドに一ひと太た刀ちたりとも七支刀の一撃を浴びせることはできなかった。

「我が雷のままにアブラ一切の生はハダ消失し、ブラ一切の死が・アブラ到来し、クサス・そして万物終焉アブラの時が刻まれるマズダ、汝の雷をアブラ死に浴びせよハダブラ、Ab Ben ruach aCadeschアブ・ベン・アツクアカデツシユ!!」

　アンジェも四魔王フオーテリブルの聖遺物を用いブランの援護に特大の轟ごう雷らいを放ったが、破壊神の魔法は禁きん呪じゆをものともせずに吞のみ込み、完全に搔かき消す。

　──まだ足りない。

　ブランの『魂の分霊ソウルキヤスト』も、デュセルの無限光も、ステラの悪魔憑きＤ─インストールも、そしてアンジェの五重クインテイプ起動ル・トリガーも、決定打には至らない。

　破壊神の反撃で誰かが命を落とすたびイアンが何度となく『七秒前リバース・の時魔法セブンカウント』を用いて時間を戻もどし、仲間たちが失う魔力をミカが何度となく回復し続けようとも。

　それでも、ワールドエンドにはまだ届かない。

　二蛇螺旋のケーリユケイオン魔神杖・カドウケウスを失い、尋じん常じようではない魔力を補ほ充じゆうすることもままならず使い続けて尚なお、ワールドエンドはブランたちを上回る強さを誇ほこっていた。

　ブラッドレイの遺した『主人公補正パツシブ・ヒーロー』で『神デウス・補正エクス・マキナ』を打ち破り、大七しち芒ぼう星せい結界で次元跳ちよう躍やくによる回かい避ひ行動を封ふうじ、七つの魔法セブンキヤストの全すべてを駆く使しするほどには未いまだ破壊神の魔力は回復していないにもかかわらず。

　決着の切り札になると思われた、デュセルの魔法再現も。

　最強の分身シヤドウとなったスケアクロウの一撃も。

　そしてその一撃をブラフに、タイムパラドックスを真の切り札として放った、ブランの七支刀の決死の一撃も。

　なにもかもが届かない。

　あともう少しの差が、絶望的に遠い。

『よくぞここまで神オレに迫った。だが残りほんの僅わずかの差を──薄うすい紙切れ一枚程度の差を、お前たちは埋うめられなかった』

　魂を燃やし尽つくさんとするブランたちに対し、ワールドエンドから、戦いの決着を惜おしむかのような称しよう賛さんと諦てい観かんの言葉が贈おくられる。

　すでにブランたちは傷つき、満まん身しん創そう痍い。

　それでも倒たおれることなく立ち上がり続けているのは、ひとえに彼らの双そう肩けんに人類の未来がかかっているからに他ならない。

　だがそれも、ワールドエンドからすればすでに強がりにしか見えないだろう。

『最後まで足あ搔がけ。それでこその生命だ。しかし、神オレに勝つのは不可能と知れ』

　破壊神は一度たりとも手を抜ぬこうとはしなかった。

　ブランは堕天使の翼をもがれ、魔力の大半を失っている。ともに戦っていたスケアクロウも似たような有様だ。戦せん闘とうが長引きすぎたために、ミカによる魔力回復もすでに追いついていない。

「……悪いな。不可能に挑ちよう戦せんするのが、魔術師って生き方なんでな」

　ブランはふらつきながらも七支刀を手に、その切っ先をワールドエンドへと突つきつける。傍かたわらでは、魂を同じくするスケアクロウも再び立ち上がっていた。

『健けん闘とうを讃たたえてやる。万ばん感かんの想おもいとともに最後の一撃を放ってみせろ。そしてこれでこの戦いを終わりにしよう──』

　爆はぜるように走り出すブランとスケアクロウ。

　そしてそれを迎むかえ撃うつワールドエンド。

「我が身は加速する、誰だれよりも速く、光さえ超こえ、神を凌りよう駕がする速さで!!」

　スケアクロウは最高速度を発揮し、周囲の土や砂を巻き上げるほどの突風を伴ともない、破壊神へと疾しつ駆くする。

　が、ワールドエンドは高速で駆かけ抜けるスケアクロウの姿を見失うことなく、相手の攻撃が自分に命中するより先に、己おのれの拳こぶしで仕留めて撃げき破はする。

「キャストオフ!!　草クサ薙ナギノ剣ツルギ!!」

　同時に、スケアクロウが打ち負かされるのを予想していたブランは、『分身シヤドウ鋳造キヤスト』を解除して自らの魂の断だん片ぺんを宿した神剣を手に、七支刀と合わせて二刀流に構え、駆ける。

　目指すは一太刀。たった一太刀でいい。

　時軸タイム逆説のパラドツクス・七支刀セブンソードの一撃を食らわせることができれば──

　だが、ワールドエンドはスケアクロウの特とつ攻こうに惑まどわされることなく、今しがた倒した相手の後方から迫るブランの姿を、確実に捉とらえていた。

『無アイン・限オフ・光のソウル・神の掌ゴツドハンド』

　今度こそ、破壊神のその手はブランの魂たましいを、『魂の分霊ソウルキヤスト』も不可能なほど粉こな微み塵じんに打うち砕くだくだろう。

　それで、人類の滅めつ亡ぼうが確定する。

『見事な生き様だった。己の全てを誇りに思え、ブランドン・ブラックバーン』

　世界の命運を決する破壊神の一撃が、今まさに振ふり下ろされる。

　──が、その寸前。

　ふと、ふわりと風に運ばれてきた一枚の紙が、神の目を塞ふさいだ。

　それはなんの前まえ触ぶれもない、まったくの偶ぐう然ぜん。

　あまりにも穏おだやかで、あまりにも軽かろやかな、一いち陣じんの神風。

　その風に乗って、たった一枚のボロボロになった紙切れがほんの一いつ瞬しゆん、ワールドエンドの視界を僅かに遮さえぎったのだ。

　瞬間、予想しなかった事態に、ワールドエンドの動きが止まる。

　その『緋緋色金レツドオリハルコン』と『暗黒物質ダークマター』の瞳ひとみに映ったのは、古ぼけた紙の上に描えがかれていた不可思議な図形、不可能の可能を目指す七しち芒ぼう星せいの大ペンタクル。




　それは、魔導書『ソロモンの鍵かぎ』の一ページだった。




「お師し匠しようさま……っ！」

　誰の理解も及およばない唐とう突とつな光景を前に、ステラだけがただひとり、息を吞み、頰ほおを伝うほどの大おお粒つぶの涙なみだをこぼす。

『ヘキサグラム・ヘクトパスカル……？』

　ワールドエンドは、記憶に刻んだその名を呆ぼう然ぜんと呟つぶやいていた。

　神の視界を遮ったのは、神に立ち向かって命を落とした大召喚術師ヘキサグラムの遺い骸がいの一部だった。

　偶然が生んだ、一呼吸にも満たない、破壊神の隙すき。

「ワールドエンドォォォォォォォォォォォォッ!!」

　次の瞬間には、視界を塞がれた破壊神の瞳がほんの一瞬見失っていたブランの二刀流が、即そく座ざにワールドエンドへと叩たたき込まれる。

　それでも草クサ薙ナギノ剣ツルギは弾き返されたが、返す刀で突き出した本命、時軸タイム逆説のパラドツクス・七支刀セブンソードの枝分かれした異い形ぎようの刀身が、吸い込まれるように破壊神の胸部に突き刺ささった。

　直後、タイムパラドックスによりふたつの七支刀は互たがいの存在を打ち消し合う。

　その最中、ワールドエンドは苦々しげにため息をこぼした。

『……してやられたな。死んでも食えぬ男だ』

　最後の最後、人類の力だけでは埋め切れなかった差を、偶然という奇き跡せきで埋めて──

『まあいい。神オレの負けにしておいてやる』




　神の打だ倒とうという、その不可能を、可能にした。
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　──次にワールドエンドが目を覚ましたのは、途と方ほうもない砂さ漠ばくのど真ん中だった。

「これはいったい……？」

　そう呟いた瞬間、渇かわききった空気が砂とともに口内に入り込んできて、思わずむせる。

「それに神オレは人類に敗北し、滅ほろびたはず……」

　時軸タイム逆説のパラドツクス・七支刀セブンソードによる対つい消しよう滅めつがブランたち人類の最後の秘策であったことは、宝刀を胸に突き立てられた瞬間、全てを理解した。だからこそ潔いさぎよく敗北を受け入れたのだ。

　しかしどうして、消滅したはずの神格が未だに残っているのか。

「なにやら勝手が違ちがうな。体も、魔ま力りよくも、それに声も」

　不思議な感覚だった。まるで、ひとりの人間になったかのようだ。

　破は壊かい神しんとしての超ちよう人じん的な肉体も莫ばく大だいな魔力も、今はない。

　人じん智ちを超えた神域の奇跡である七つの魔法セブンキヤストは、もうどれも使えそうになかった。

　──いや。もしかすると。

　ワールドエンドは試ためしに初級魔術を使おうとして、そこでこの世界の異変に気づいた。

　見み渡わたす限りの青空と砂漠、照りつける太陽と砂さ塵じんを纏まとう風、それだけは余りあるほどにある。しかし、魔法世界には常に存在しているはずの大気中の魔力が感じられない。

　ならば、ここは魔法世界ではないに違いない。

　ゆえにワールドエンドほどの魔術の卓たく越えつ者しやであっても、初級魔術すら満足に扱あつかえそうになかった。この世界において魔術を行使するには、入念に準備した儀ぎ式しきと、多くの触しよく媒ばいを必要とするだろう。

「その理由は、お前に訊きけば分かるのか、魔法使いアルテイマグス」

　そうしてようやく、ワールドエンドは背後に佇たたずんでいた青年へと言葉を投げかけた。

　単眼鏡モノクルと、両りよう腕うでに取りつけられた無数の腕うで時ど計けいがトレードマークの時間漂ひよう流りゆう者しや、ブライアン・ブラックバーンの姿が、そこにはあった。

「まったく、やれやれだ。せっかちは嫌きらわれるぞ」

　イアンはそう言って、背後を振り返ったワールドエンドと視線を交かわす。

「きみに言っておくことが三つある」

「聞こう」

「まず、ひとつ目。ここは地球だが、魔法世界ではない。旧きゆう暦れき二〇〇〇年の大異変によりこの星が魔法世界と化す、それより一万年以上も昔の、遥はるか太古の地球だ」

　言われ、ワールドエンドは驚おどろきの眼まな差ざしで四方をぐるりと見渡した。

　どうりで大気の魔力が希き薄はくなわけだ。

　地球に魔力が満ちて魔法世界となるのは、大異変により『新世界創造ワールドエンド』の魔力が溢あふれ出して以降の話。それ以前は、あらゆる魔術は大気中の霞かすみのような魔力を儀式で集めなければ行使できず、オカルト同然の存在でしかなかったのだから。

「次に、ふたつ目。きみがここにいるのは、僕がきみの鋳い型がたである七支刀を持って、この時代に連れてきたから。そしてきみが生きているのは、僕が『分身シヤドウ鋳造キヤスト』の呪じゆ文もんできみに人間としての姿と命と魔力とを分け与あたえたからだ」

　──ブランの遺伝子を持つイアンには、ブランの分身シヤドウをキャストオンさせることのできる力がある。現に、彼は一度その力を使ってブランを苦しめた。

　ゆえに、ブランの七番目の分身セブンス・キヤストであるワールドエンド相手であっても、『分身シヤドウ鋳造キヤスト』の術式で人型を与えることは可能だった。

「なぜ神オレは……いや、神オレの鋳型である七支刀は消滅しなかった」

「それは、きみが七つの魔法セブンキヤストを会え得とくした魔術の神と呼ばれるべき存在だからだ。その身に宿る『不老不死アンブロシア』の奇跡が、ふたつの七支刀の対消滅を防いだ。もっとも、タイムパラドックスの余波で、きみの魔神としての神格と魔力の大部分は消滅を免まぬかれなかったが」

　言われ、ワールドエンドは己の手のひらを見下ろす。

　魔神王としての力を失い、新たにイアンの魔力で鋳造されたため、今のワールドエンドは限りなく人に近い存在になっているのだ。

　かつて神であり、今は人。言うなれば、神しん人じんとでも呼ぶべきだろう。

「なるほど。では、自らを神オレと称しようするのは控ひかえるべきだろうな」

「そこはどうでもいい」

　ひとりで勝手に納なつ得とくするワールドエンドに向けて、イアンはやれやれとばかりに肩かたをすくめた。

「そして三つ目。僕がきみを、まだ人類が文明すら手に入れていない時代に連れてきた理由。ブランドンたちとも話し合った結果だが、あの時代に破壊神の魂が残ったままの七支刀を置いておくのは危険だったからだ。なにせ、いつまた神しん獣じゆう教団のような連中が現れないとも限らない」

「ふん。それならいっそ破壊してしまえば良かっただろうに」

「そうはいかなかった。なぜならそれはやはり、きみが魔術の神と呼ばれるべき存在だからだ。きみにはまだ大切な役割がある」

「……役割？」

　イアンの台詞せりふに、ワールドエンドは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

　疑問を禁じ得ない神人に向け、イアンは言葉を続ける。

「魔術という概がい念ねんがオカルトではなくなったのは、先ほど言ったようにこの時代より遥か未来の大異変を過ぎてから。にもかかわらずこの地球には、各地に様々な魔術が伝えられ、七つの魔法セブンキヤストなどという人類の手に余る奇跡の魔法すら伝承に残されていた」

　これもまるでタイムパラドックスのようだ、などとイアンは冗じよう談だん交じりに口にする。

　それは散々ブランがアンジェに指し摘てきしてきた、魔法世界の矛む盾じゆん。

　魔術という概念が生まれたのは、魔法世界誕生以後であるにもかかわらず──

　魔法世界となる以前の地球にも、古くから魔術という概念が存在していた──

　その矛盾を解明する、ただひとつの仮説。

　自らの導き出した答えを、イアンは厳おごそかに告げた。

「人類史には、後世に魔術を伝えた人物の名が刻まれている」

　原初の魔術師。

　あらゆる魔術れんきんじゆつの開祖。

　世界の神秘を熟知せし者。

　神と同一視され、神人と呼ばれた男。




「始祖ヘルメス・トリスメギストス。きっとそれが、これからきみが名乗ることになる、この星に刻まれる偉い大だいな魔術師の名だ」




　偉大にしてトリスメ偉大なる偉大ギストスのヘルメス。

　種としてまだ幼い人類に神の恩おん恵けいにも等しい知ち恵えを授さずけ、衣服を与え、ヒエログリフやアルファベットといった文字を発明した、始まりの魔術師。

　楽園に住む人間の祖先をそそのかして知恵の実を食べさせ、羞しゆう恥ちの心を芽生えさせた、誘ゆう惑わくの赤き蛇へびの悪魔。彼をそう呼ぶ神話もある。

　あるいは、二匹ひきの蛇が絡からみ合う黄金の杖つえを手にした、文化と知恵の神の化け身しんとも。

　ただ間違いなく言えることは、未熟だった人類に文明というものを築かせた人物こそ、始祖ヘルメスであるということ。

　彼の行いを、一言で言い表すための言葉がある。




　──即すなわち、『新世界創造ワールドクリエイト』。




「どうして世界を滅ぼす最悪の禁きん忌きにそんな名がつけられているのか、ずっと疑問だった。だが、これでその疑問もようやく氷解したよ。まさか、七つの魔法セブンキヤストの伝承を残す張本人が、自分の名を汚けがすような真ま似ねはしまい」

　まだピラミッドの存在していない超ちよう古代エジプトの砂漠を見渡し、イアンは言った。

　そんな中、ワールドエンドは不敵に笑う。

「ヘルメスか──あいよ。まあ良しとしておいてやる。世界を滅ぼす力を失ったオレに、ワールドエンドという名前はもう似合わない」

　そして神人は名を改めた。すでに彼は、人類史の終しゆう止し符ふではないのだから。

　始祖ヘルメスはこの時代から去っていくイアンに別れを告げ、広大な未開の砂漠へと、最初の一歩を踏ふみ出す。

「まずは、世界でも見て回ってみるか」




　この星の物語の始まり。それは今、ここから。

　ブランドン・ブラックバーンという少年の分身シヤドウから、全すべてが始まったのだ。








終章　ひきこもれない七魔ま術じゆつ王おう









　破壊神との戦いから、数カ月が過ぎていた。

　禁忌の魔法は消滅し、各地の魔ま獣じゆう大量発生にも終止符が打たれた。三大国は新天地アルテナを皇国と認めた上で正式な国交を結び、世界情勢は随ずい分ぶんと平和になっていた。

　そんな平和な世に、魔術師たちが人造の神を誕生させるに至ったなど、伝えられるはずもない。表向きはアルテナの魔術師を担にない手とした魔法封ふう印いんの儀式が完かん遂すいしたことにされ、計画発案者として祭り上げられた現アルテナ皇女の功績を称たたえる意味で、三大国が新国家樹立を認めた──という建前を取っている。

　だからこそ、その裏で人類と破壊神との世界の命運を賭かけた戦いが繰くり広げられていたなどという事実を知る者は、数少ない。破壊神誕生を未来世界の住人であるイアンが知らなかったのも、文ぶん献けん頼だよりでは無理からぬ話だ。

　真実は、世界樹ユグドラシルをシンボルとするアルテナ皇国で、魔術秘密結社『七詠唱セブンキヤスト』の名前とともに都市伝説として語り継つがれていく程度だろう。

　季節は春。

　ウエノ学園でも、年次が変わって新学期の始まりを迎むかえていた。

　そして、封印の儀式を成功させながらも自らの名前を明かさなかった人類の英えい雄ゆうと呼ぶべきアルテナの魔術師もまた、慣れない新生活を始めている。

　破は壊かい神しんとの戦いを終えた後、彼だけは元通りの生活には戻もどれなかったのだ。

　なにせ今や彼の分身シヤドウたちは完全に彼と同じ魂たましいを宿し、ひとりひとりが正しよう真しん正しよう銘めいの本物になってしまったのだから。
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　女性体の分身シヤドウ、ブラン＝ウィッチ。

　その姿は今、魔都の港に停てい泊はく中の豪ごう華か客船の中にあった。

「ステラねえちゃん、頼たのまれていた資料を持ってきましたよー」

　相変わらず、キツネの耳をピョコンと立てた銀ぎん髪ぱつメイドの姿で、ウィッチは客船の主と同居生活を始めていた。

「うふふ。わたくしのことは、変わらずステラと呼んで欲しいです」

　両手に魔導書を抱かかえて執しつ務む室へとやって来たウィッチを、金髪の少女はおっとりとした微び笑しようを浮うかべて出で迎むかえた。

　ステラ・スティングレイ。『星条青玉スターサフアイア』の垂れ目を柔にゆう和わに細めた、気品あふれる優ゆう雅がな物もの腰ごしのお嬢じよう様さまながら、こう見えて大統領令れい嬢じようであり、神バスター・獣オブ・殺しマスターテリオンのひとりだ。

　そしてブランたちにとっては従い姉と弟この関係にあたる。

「他のブランさんたちは呼び捨てにしてくれるのに、ウィッチさんだけは慣れませんね」

「それはやっぱり、魂が宿る前からすっかり板についてしまっていた美少女ロールプレイのせいですかねえ……」

　かつてはウエノ学園の生徒会長を務めていたステラだが、先月卒業式を終え、すでに学園を卒業している。卒業後は母国メトロポリタンへ帰国するつもりだった彼女が、どうしてアルテナ皇国に未いまだ滞たい在ざいしているのかというと──

「さあ！　お師し匠しようさまの後を継いでウエノ学園の教授になるために、もっと勉強しないと。ウィッチさん、魔導書ありがとうございます」

　山のような魔導書資料を受け取って、ステラは勉強を再開する。

　彼女は今、ウエノ学園の教授として若き後進を育てるというヘキサグラムが託たくした夢を実現するために、教授号を目指して日々召喚術サモンズコールの研究に勤いそしんでいた。

　六人のブランたちのうちウィッチだけが、その手伝いのために客船でのステラとの同居を許されている。

　もちろん六人の中からわざわざウィッチを選んだのは、ステラの父でありブランたちの叔お父じでもあるスティーヴンの企たくらみだ。

『他の甥おいどもは論外だ。だが娘むすめに手を出す心配のない約一名に限って同居を認めてやってもいい。本心では嫌いやだが…………以前俺のおス星テ様ラと交際するなら一生童どう貞ていのままでいろと言いつけてしまった手前もあるからな』

　というのが、相変わらず娘煩ぼん悩のうが過ぎる、世界最強の国家魔術師の弁。最初は大統領を辞任してアルテナで娘と暮らすと駄だ々だをこねていたスティーヴンだが、妻ステファニーに耳を引っ張られて合衆国へと戻っていった。

「あのクソ叔お父じ貴き……一生童貞とか今のおれが一番気にしてることを……！」

　そのときの叔父の捨て台詞ぜりふを思い出し、ウィッチは地団太を踏む。なにせ他のブランたちと違ちがって女性体のウィッチだけは、童貞を卒業しようにもその手段がない。

　と、そんな中。

　ウィッチに続き、新たな人物が執務室に顔を出す。

「我わが輩はいが来たのであるぞステラ嬢じよう、どれどれ、勉強ははかどっているのであるか？」

　使い魔フアミリアの白いフクロウを肩かたに乗せたその人物は、久方ぶりの人間の体を満まん喫きつするように年とし甲が斐いのないスキップをしながらやって来た。

　シワだらけの顔の大部分をふさふさとした白髪しらがと白しろ髭ひげで埋うもれさせた好こう々こう爺やで、学園の教授用ローブを羽織っている。しかし見た目からは威い厳げんなどまったく感じられず、あろうことかピースサインを披ひ露ろうするほどのお調子者だった。

「お師匠さま。勉強の邪じや魔まなので出て行ってください」

「冷たっ!?　愛まな弟で子しの対応が冷たすぎるのである！　せっかく学園の入学式をほったらかしにしてまで遊びに来たのに！」

　誰だれにでも心優やさしいステラが唯ゆい一いつの例外として冷たくあしらう、その人物。

「やいこらヘキサグラム教授！　毎日毎日、用もないのに駄だ弁べりにくるな！」

「いや実は、大統領から定期的にステラ嬢の近きん況きようを報告するよう命じられているのである。悪い虫が娘に手を出さないか心配しているのであろうな。ちなみにもしものことがあった場合は我輩、神しん獣じゆう教団の教祖として電気イスに座らされてしまうのである」

「つまりあのクソ叔父貴に交こう換かん条件で立場を黙もく殺さつしてもらったと？」

「そのとおりである！　なにせ、愛弟子のおかげでこうして人間としてこの世界に還かえって来られたのであるから、しぶとく長生きするつもりなのである！」

　正体はウエノ学園の召喚術サモンズコール担当教授、ヘキサグラム・ヘクトパスカルであった。

　それもかつての喋しやべる魔法陣じんとしての姿ではなく、二十五年前の転移実験で失ったはずの人間としての姿で、今もピンピンとしている。

　──犠ぎ牲せい者しやゼロ。

　そのイアンの言葉は正しかったのだ。

　数カ月前の破壊神との決着直後、ブランたちからヘキサグラムの死を知らされたイアンは大いに焦あせった。未来世界の記述では、大召喚術師ヘキサグラムは、魔法暦れき七〇年以降も色々と歴史に残る問題を起こしたり偉い業ぎようを達成したりしていたらしい。

　そんなヘキサグラムが死んだとなると、これは未来の歴史を変えてしまう事態となり、時間軸じくが狂くるって最悪の場合は世界が滅ほろびるかもしれない、とまで危ぶまれた。

　そのとき、師の死に悲しんでいたステラがふと閃ひらめいたのだ。

　かつて人間だったころのヘキサグラムは、異世界へと繫つながる次元の彼方かなたへ跳とばされて命を落とす寸前、自分を召喚する魔法陣を『ソロモンの鍵かぎ』に記すことで一命を取り留めたという。その結果が喋る魔法陣だった。

　しかし、あのけったいな人面魔法陣そのものに、ブランの『魂の分霊ソウルキヤスト』のように魂を封ふうじていたわけではない。それは奇き跡せきである魔法の領域だ。

　あくまで魔法陣は意識を繫ぎ止めるだけの中ちゆう継けい点。だからこそ生前の喋る魔法陣はよく『我輩の魂ってどこにあるの？』とボヤいていたのだ。

　そこで一いち縷るの可能性に賭けて、ステラは師を召喚する魔法陣を描えがいてみることにした。それも、でっち上げで描かれたヘタクソな人面もどきではなく、正しい召しよう喚かん魔法陣を。

　師の聖遺物『ソロモンの鍵』は、破壊神との戦いで使いものにならなくなってしまっていたが、一枚だけ、まだ生前のヘキサグラムの魔力を宿したページが偶ぐう然ぜん残っていた。

　以前、合宿で少女教授ローリエがワイズマンにサインをねだった際、彼女が魔導書から破り取っていたサイン付きのページだ。

『我輩生きてる!?　イエーイ!!　めっちゃ生きてるのであるー!!』

　ステラの召喚実験は見事成功。そのときのヘキサグラムの台詞がこれだ。

　当然ステラからはめちゃくちゃ怒おこられた。娘を泣かした相手をスティーヴンが容よう赦しやするはずもなかった。しかしこうして、頭脳明めい晰せきな愛弟子の機転のおかげで九死に一生を得て、ヘキサグラムは生身で魔法世界に生せい還かんすることができたのだ。

「もう！　お師匠さまのばか！　あっち行っていてくださいっ！　というかですね、学園行事をサボるなんてなにを考えていらっしゃるんですか！」

　もちろん今でも毎日のように怒られ続けている。

「約束ですからね！　わたくしが教授号を取得した暁あかつきには、引退して席を譲ゆずっていただきます！　あんな遺言でひとをその気にさせておいて、しれっと復活して戻ってくるなんて、お師匠さまは卑ひ怯きようですっ！」

　怒いかり半分、嬉うれしさ半分といった面おも持もちで、ステラは彼女にしては珍めずらしく子どものようなワガママを口にした。

　ウエノ学園で、謎なぞの銀髪メイドをボディガードにした金髪爆ばく乳にゆうの美人教授が人気を博し、召喚術サモンズコールが盛さかんになって「なにがエロイムエッサイムだよエロいのはステラ先生だよ」などという決まり文句が流は行やるのは、もう少し未来の話。
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　老年期の分身シヤドウ、ブラン＝ワイズマン。

　彼は今も学園の名物教授として、多少はめんどくさがりつつも、日々を過ごしている。

　ウエノ学園といえば、その敷しき地ち内は旧暦から桜の名所として有名だ。春になれば満開の桜がいたるところで咲さき乱れる。ましてやきょうは魔術学園が新入生たちを一堂に迎える入学式。舞まい散る桜さくら吹雪ふぶきと晴れやかな青空のコントラストは、目にも鮮あざやかで美しい。

　新たな出会いの到とう来らいを感じさせる、まさに絶好の入学式日和びよりであった。

「あ、副会長！」

「副会長もうすぐ入学式だぞ」

「生徒会長はまた遅ち刻こくか、副会長？」

　ミカは、念願叶かなって今年度も副会長に選ばれていた。学内の生徒たちからの副会長呼びも復活し、アイデンティティ崩ほう壊かいの危機も無事回かい避ひ──

「うわああああああああああん！　もうダメだよおぉ……おしまいだよおおおおおおおおおおおおおーっ！」

　──だったはずが、その日のミカは、破壊神と戦っていたときよりも遥はるかに絶望的な顔つきだった。

　入学式が行われる体育館の隅すみっこにて、新しい生徒会メンバーどころか在校生も新入生も見ている前だというのに、彼女は『聖藍サンタマリア水宝玉アクアマリン』の瞳ひとみから滂ぼう沱だの涙なみだを垂れ流してじたばたとのた打ち回っている。

「生徒会長が来ないよおおおおおおおおおおおおおおお！　もうすぐ入学式が始まるのに、生徒会長からの在校生代表挨あい拶さつがあるのにいいいいいいいいいいいい！」

　これがアルテナ皇女の姿かと思うと、情けなくてため息が出るほどだった。

「お前なあ……」

　現に、ミカたちとともに入学式の段取りを確かく認にんしていたワイズマンも呆あきれ顔だ。

　老教授ワイリー・ワイズマンとしてミカを弟子に迎むかえ、立派な魔ま術じゆつ師しを目指して修しゆ業ぎようさせているものの、彼女はいつも相変わらずのポンコツ具合だ。

　そんなふたりの関係に、最近の変化として付け加えることがあるとすれば、ワイズマンが正式にアルテナ皇女の後見役を仰おおせつかったことくらいだろうか。

「いいかミカ。もしも生徒会長が遅おくれたら、お前が代理で挨拶するんだぞ」

「うえええ……そんなの絶対ムリだよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　先ほどからミカがどったんばったん大おお騒さわぎしている理由はそこにあった。

　副会長の仕事は会長補ほ佐さ。当然、生徒会長が何らかの行事に間に合わなかった場合には、彼女が代理を務めることになる。

　前生徒会長のステラは一度たりとも行事をすっぽかしたことはなかったが、今年度の新生徒会長はなかなかどうして自由人だった。

「わたしが新入生を前に代表挨拶だと!?　それができるなら最初から自分で生徒会長をやっていたに決まっているではないか!?」

「それもそうだな」

「ワイズマン教授ううう！　会長たちを連れてきてくださいいいい！」

　泣きながらワイズマンにしがみつくミカを、生徒会の面々はすでに慣れてしまった様子で見守っている。その中には、生徒会顧こ問もんのローリエ・ロリエッタ教授や、生徒会書記に就任したエンプレスの姿もあった。

「きょうも平和な日々が実に喜ばしい、と」

　などと呟つぶやきながら、エンプレスは議事録にメモを取っていた。

「副会長。がんばろーりえです」

　ローリエも、ＫＧＢ所属のままではあるが学園に在ざい籍せきしている。いつも眠ねむたそうな目つきでなにを考えているかも分からないが、今の生活をそれなりに気に入っているらしい。

「喜ばしくないよおぉぉ……がんばりたくもないよおぉぉぉぉ……」

　ワイズマンに抱だきついたままイヤイヤと首を振ふるミカ。

　と、何事か妙みよう案あんが閃いたのか、彼女は急に泣き止やんで顔を上げた。

「そ、そうだ！　こうなったら時間稼かせぎのための最後の手段として、新入生たちの前で我が学園が誇ほこる人気者、無害な魔ま獣じゆうジャイアントベアキャットのジャイアン君による楽しいどうぶつショーを開かい催さいするのはどうだろう!?」

「却きやつ下か。あとその名前を学園長に言ったら叱しかられるぞ」

　パンダを使った苦し紛まぎれの提案を、ワイズマンは当然のように撥はね除のけた。

「まったく、お前というやつはいつもいつも……」

　そう苦言を呈ていしながらも、サングラスの奥に隠かくされたワイズマンの眼まな差ざしは優しげだ。

　ところで話は変わるが、ミカはまったく気づいていないようだが新生徒会長による在校生代表挨拶のあとには、学園長挨拶と理事長挨拶が控ひかえている。

　学園長のイアンは再び放任が目立つようになり、きょうも別件があるのか姿を見せない。まあ、それはいい。問題はその後の理事長挨拶だ。

　すでに新天地アルテナはアルテナ皇国として新たな始まりを迎えており、魔術教育機関ウエノ学園も正式な皇立学園として生まれ変わっている。

　つまり──今の理事長は、国家の代表である皇女のミカなのだ。

「わたしは副会長だぞ！　副会長には代表挨拶なんて責任重大すぎるよおおおおっ！」

　生徒会長が間に合って在校生代表挨拶をする必要がなくなったとしても、その後の理事長挨拶は国家を代表してミカが果たさなければならない、というわけだ。

　しかし今それを伝えてしまうと、このポンコツ幼おさな馴な染じみは持ち前の逃にげ足の速さで一目散に逃げ出してしまうかもしれない。

　なので、ブラン＝ワイズマンは最後まで黙だまっておくことにした。
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　幼少期の分身シヤドウ、ブラン＝アルケミスト。

　その姿は今、アルテナから遠く離はなれたルーヴルの王都パリの街並みにて、ひとりの女性とともにあった。

　誰だれの目にも姉きよう弟だいに見えることだろう。実際パリに住まう人々もふたりの姿を見て、歳としの離れた姉と、その弟と思っていた。

「おねえちゃんね、一度でいいから世界一周旅行して見たかったの！　だってブランくんのひきこもりがずっと治らなかったから、遠くまでお外におでかけできるような機会なんてなかったんだもん」

　長い黒くろ髪かみとゴシックロリータ調のドレスが印象的な美人の姉が、その端たん整せいな面持ちに似合わない、あどけない幼女の笑えみを浮うかべながらそう言った。

　見た目は十九歳なのに、精神年ねん齢れいは九歳のようだった。

　彼女は幼い七歳児の弟と仲良く手を繫いでシャンゼリゼ通りを進み、シャルル・ド・ゴール広場に向かっている。目指すは名所のエトワール凱がい旋せん門もんだ。

　その最中、男女問わず道行く誰もが彼女を振り返り、その美しさにうっとりとしたため息をこぼす。

　アルケミストにしてみれば、自じ慢まんの姉がモテるのは大いに結構だが、近寄って来るやつが出てくればどうしようかと気が気ではない。

　アルケミストの隣となりにいるのは紛れもなく、最愛の姉モリガン・ブラックバーンだ。

　だがその姿はいつもの九歳児ではなく、彼女の本来の年齢、十九歳としての姿。表情のあどけなさと瞳の色こそ違ちがえど、魔神の女王ティターニアとしてブランたちの前に立ち塞ふさがった姿、そのままだ。

「本当はおねえちゃんね、ブランくんたち全員と旅行したかったんだけど、みんな忙しいからしょうがないよね。付き合ってくれてありがと、アルくん」

「あいよー」

　返事と同時に、成長した姉の体にギュッと抱き寄せられて、アルケミストはつい真っ赤な顔でたじたじの反応を示す。

　気ままなふたり旅を無む邪じや気きに喜ぶモリガンの胸むな元もとには、彼女の魂たましいを今も封じ続けている八尺瓊ヤサカニノ勾マガ玉タマが輝かがやいていた。

　つまりそれは、キャストオンしていないということ。

　モリガンが操あやつっている十九歳の肉体は、ティターニアとして魔神の依より代しろとなっていた、彼女自身の本来の肉体だった。

　破は壊かい神しんが消えた今、彼女の肉体が再び魔神化する恐おそれはない。そこでブランたちは再び幻界翠域リバーシ・ブルーを訪おとずれ、大きく成長し始めていた世界樹ユグドラシルの根元に抱かれて眠っていたモリガンの肉体を、水すい晶しよう檻おりから解放していたのだ。

　無論、ブランたちの目指す夢、姉の魂を肉体に戻もどす術は、まだ実現できていない。

　しかし『魂の分霊ソウルキヤスト』を経て、もとはひとつの魂で複数の体を操れるようになった今では、ブランたちの魔術理論は大きく前進していた。

　ブランたちの魂の断だん片ぺんを封ふうじた五つの聖遺物と、ブラン本人の肉体との間に見つかった、魔術的な繫つながり。その仕組みを応用することで、モリガンの魂を封じた勾玉と、抜ぬけ殻がらとなっていた彼女の肉体とを、魔術的に結びつけた。

　これによりモリガンは、魂を封じた勾玉を肉体に身に着けた場合に限り、自身の肉体を思うままに動かせるようになったのだ。

「今のおねえちゃんは、最強だよー！　だって、ちっちゃいおねえちゃんにも、おっきいおねえちゃんにもなれちゃうんだもん！」

　溺でき愛あいする弟たちのことを常に最優先してきたモリガン。

　だが、やはり自身の肉体を曲がりなりにも取り戻せたことは、大きな喜びなのだろう。突とつ然ぜんの世界一周旅行も、その嬉うれしさの表れだ。彼女は今まで、大それたワガママを口にして弟を困らせるような真ま似ねは決してしなかったのだから。

　姉の歳相応のはしゃぎぶりを目にするだけで、アルケミストは目め頭がしらが熱くなった。

「じゃあアルくん！　凱旋門を見たら次はエッフェル塔とうで、その後はルーヴル宮きゆう殿でんだよ。デュセルちゃんのおねえちゃんたちには了りよう解かいもらってあるから、好きなだけ観光しちゃおっか！」

「ルーヴル宮殿って、前に全員で攻せめ込んだじゃん」

「あんなの回数に入らないもーん。旧きゆう暦れきでは有名な美術館だったんだから、もっとじっくり貸し切り状態で回りたいのー！」

　現在はルーヴル王国の王宮として使われている宮殿を姉弟ふたりだけの貸し切りにするつもりなのだとしたら、随ずい分ぶんと大きく出たものだ。

　しかし最強無敵の姉となったモリガンならば、おそらくすでに手配済みだろう。

　今まで幼い体に抑おさえ込んできた元気と快活さを爆ばく発はつさせながら、モリガンは弟を連れ回して足取り軽かろやかにシャンゼリゼ通りを進んでいく。その姿は、アルケミストのみならずブランたち全員がずっと見たかった、愛いとしの姉の嬉しげな姿だった。




　　　　[image: くぎり]




　青年期の分身シヤドウ、ブラン＝ウォーロック。

　ブランたちの中で、現状に一番困っているのが彼であった。

　なにせ、右目はブランの魂の在あり処かを示す『青生生魂ブルーオリハルコン』になったとはいえ、左目は未いまだ『緋緋色金レツドオリハルコン』のままなのだ。

　おまけに、もともとアルテナの魔ま術じゆつ犯罪者として指名手配されていただけあって、ミカの権限で賞金を解除されたとはいえ、何者かに狙ねらわれる可能性は常に付き纏まとっている。

「我はウイ・万象ウエリ・に打ウニウエルスムち克・ウイウスてり・ウイキ！」

　ウォーロックの呪じゆ文もん詠えい唱しようが迷めい宮きゆうに響ひびく。

　同時に、神獣マスターテリオンからラーニングした閃せん光こうの禁呪が二丁魔ま銃じゆうから放たれ、迷宮に住まう凶きよう悪あくな魔獣たちを屠ほふっていく。

「我が雷のままアブラハに消え去れダブラ！」

　その背を守りながら別の魔獣たちを雷らい撃げきの禁呪で撃げき退たいしたのは、不老不ふ滅めつの大魔術師、アンジェラ・アンブロシアだ。

　ふたりは今、魔都の下層に広がる地下迷宮シンジュクを攻こう略りやくしていた。

　平和になった世界に、緋眼堕ちレツドの魔術師の居場所はない。

　ならばせめて、破壊神が消えた今も邪悪な意志を宿したまま生き延びている魔獣たちを、人知れず倒たおしていくのはどうだろうか。そんな提案がアンジェからもたらされたのだ。

　なぜか学園の敷しき地ち内に生息しているパンダタイプのような無害な魔獣も稀まれにいるが、未だ人類の命を脅おびやかそうとしている魔獣がほとんどだ。

　そこでウォーロックとアンジェは、冒ぼう険けん者しやの真似事のようなダンジョン探たん索さくを始めるに至った。アルテナの失われた国土には、地下迷宮シンジュクと同様、魔獣の住処となっている場所が多々ある。それをこうして、順々に解放しようとしているわけだ。

「フフッ……片目だけなら眼帯で隠してしまえばいいんじゃないかい？」

　一戦終えて、ひと心ごこ地ちつきながらアンジェが言った。

　陽ひの光の届かない地下の世界では、無む謀ぼうな冒険は死に直結する。休きゆう憩けいはこまめに取りながら地図を作っていくのが正しい探索だ。

「……眼帯は叔お父じ貴きと被かぶらないか？」

　スティーヴンの顔を思い出したのだろう。ウォーロックの顔は苦々しげだ。

「おや。確かに被ってしまうね」

「だろう？　叔父貴のパクリは御ご免めんだ」

　炎ほのおの魔術と焚たき木でホットミルクを作りながら、ウォーロックは言う。

「師し匠しようが先」

　ミルクはひとり分。アンジェに横取りされてしまった。

　ミステリアスな笑みとともにちびちびとホットミルクを啜すするアンジェを尻しり目めに、ウォーロックは今度こそ自分の分のミルクを温め始める。

「で、これからどうするんだい？」

「そうだな。さっき見つけた階段から、ひとまずさらに地下に下りよう」

「そうじゃなくて……」と頭かぶりを振ふったアンジェは、猫ねこ舌じたなのか、先ほどからちっともミルクを飲み進められていない。

「もしもアルテナ中の魔ま獣じゆうを狩かり尽つくしたとして、その後はどうするんだい？」

「もしももなにも、そんな先のことはな──」

　アルテナの全迷宮の完全踏とう破はなど、一年や二年で達成できるものではない。他のブランたちや、ウエノ学園で魔術を研究している学生たち、さらにはアルテナ皇国の国家機関の手を借りたとしても、全すべてを成し遂とげるには十年はかかるだろう。

　素す直なおにそう伝えると、アンジェはまたしてもため息を吐はき出した。

「私にとっては、十年も、二十年も、あっという間のことだよ……」

　千年を生きる大魔術師にとっては、時間の経過に対する感覚などそんなものだろう。

「ねえ、弟で子し。もしも全てが終わったら……キミにとっては想像もできない未来の話かも知れないけれど……私のところに来るのはどうだい？」

　突然の提案に、ウォーロックは目を白黒とさせた。

「お前こそ、エルミタージュの皇こう帝ていの座はどうするつもりだ？」

「フフッ……もう興味はないからね。ローリエ君にでも譲ゆずろうかと思っている」

　真しん紅くの髪かみの毛先をいじりながら、アンジェは面めん倒どう事ごとを押し付けるかのようにそう言った。ああ見えて普ふ通つうの少女に憧あこがれているローリエが聞いたら、絶対嫌いやがるだろう。

「お前……」

「いいじゃないか、弟子。なにせ六人に増えたんだ……。なら、ひとりくらいはブラン君を私のものにしてしまっても構わないだろう？」

　その頰ほおの赤らみは、焚き火に照らされているからだろうか。アンジェはどこか初うい々ういしく、『緋緋色金レツドオリハルコン』の切れ長の瞳ひとみを細めて、弟子の顔を覗のぞき込んでいる。

　ブラン＝ウォーロックは無言のまま、かつてイアンが口にした未来世界のアンジェについて想おもいを馳はせ、そして小さく、しかし力強く頷うなずいた。
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　瓜うり二ふたつの分身シヤドウ、ブラン＝スケアクロウ。

　その姿は鋳い型がたである草薙剣クサナギノツルギとなって、イアン・サンジェルマンの手に携たずさえられていた。

「キャストオン」

　神しん剣けんを手にしたイアンが呪文を詠唱すると同時に、スケアクロウは人型を取り戻す。

「おいこらイアン。いったいおれをどこに連れてきた」

　処女雪に埋うもれて白一色に染まった周囲の夜景を見、スケアクロウが口を尖とがらせる。

　そこに見慣れた魔都の景色はなく、緑に覆おおわれて乱立する旧暦の摩ま天てん楼ろうの姿もない。

　見上げた夜空に浮うかぶ星の配列は、占星術アストロロギアを齧かじった際に学んだ天文学や星座の知識どおりだった。が、星の位置は時代が違っても変わらないはず。

　──つまり、イアンの時間跳ちよう躍やくに巻き込まれて別の時代に跳とばされた可能性がある。

「別の時代だ。魔法暦れきに換かん算さんする気はないが、きみの時代から数百年後だな。少し手を借りたいので連れて来させてもらった」

　案の定、イアンは平然とそう言ってのけた。

「やっぱり時間跳躍したのかよ!?　どんな用件かは知らないが、終わったら帰してくれるんだろうな。そもそも、もしものことがあっておれの魂が消えたらどうする。分身シヤドウの鋳型を別時代でキャストオンできるかどうかも賭かけだったろうが」

「用事が済んだら送り返す。そして心配する必要もない。すでに一度、ワールドエンドを使って試ためした」

「……おいおい、イアン。お前、もとは未来世界の聖遺物だからって勝手に持って行ったワールドエンドの七支刀、いったいどうしたんだよ……？」

「歴史に関かかわる秘密だ。きみが知る必要はない」

　そう言って、イアンは銀世界の光景を前に、なぜか懐なつかしげに目を細めた。

　スケアクロウが連れて来られたのは、アルテナかどうかも分からないどこか人里離はなれた僻へき地ち、その奥深くに存在する小さな屋や敷しきだ。

「ブランドン。以前きみが僕にしてくれた話を憶おぼえているか。アンジェラ・アンブロシア──母さんが永遠の人生を生きるとしても、孤こ独どくに生きる彼女に会いに行く永遠の機会が僕にはあると、そうきみが教えてくれた話だ」

　未来世界のアンジェの自じ滅めつ願望。その解決策は、今のブランたちにとってはモリガンの肉体を取り戻す使命と同等の命題となっていた。

　あのときブランはイアンに示した。

　不老不滅のアンジェの人生に寄り添そえられる者は誰だれもいない。しかし、あらゆる時代に流れ着く時間跳躍の呪のろいを背負ったイアンなら、千年前の過去だろうが、何千年先の未来だろうが、孤独に苛さいなまれたアンジェに会いに行くことができるのだと。

　だからこそ、ブランが現代でアンジェの人生を充じゆう足そくさせているように、未来のアンジェの人生をその息子むすこであるイアンが充足させることができればと、ブランは願ったのだ。

　イアンはスケアクロウを連れて屋敷に向かいながら、口を開く。

「僕ひとりの力では、母さんを絶望の淵ふちから救い出すことは不可能だろう。だがそもそも、人間は独りでなんでもできはしない、というのがきみの弁だったな。だから僕もきみの力を借りることにした」

「…………ん？　……え？　もしかして？」

「やれやれ、察しが悪いな。ここが僕の生まれた時代、そしてここが僕の生まれた故郷、つまりここが未来世界のアンジェラ・アンブロシアの屋敷だ」

「な、なにいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?」

　予想外の答えに、スケアクロウは思わず絶ぜつ叫きようを上げた。が、構わずイアンは数百年ぶりの帰郷となる屋敷の門を叩たたく。

　そして、僅わずかに背後を振り返りながら、スケアクロウへと語りかける。

「ありがとう、ブランドン・ブラックバーン。きみが体現してみせた『魂の分霊ソウルキヤスト』こそが、母を救う唯ゆい一いつの道しるべとなってくれた」

　──ブランの魂が断だん片ぺんとなって聖遺物に封ふうじられたおかげで、イアンは、その聖遺物をブランの魂ごと別の時代へと持っていけるようになった。

　そして当然、イアンの『分身シヤドウ鋳造キヤスト』によって、鋳型にブランの分身シヤドウとしての姿を与あたえることもできる。ならば、話は簡単だ。

　亡なきブランを想い続けて数百年、想い人とともに死ねなかった自らの運命を呪い、人造の魔法使いアルテイマグスを造ってタイムパラドックスを起こさせてでも自分という存在の全てを抹まつ消しようしようとした未来世界のアンジェ。そんな彼女を救う、たったひとつの方法。

　それを、イアンは今まさに実行に移しているのだ。

「やれやれ。あのとき幼いきみの命を救って、本当に良かったと思うよ。やはり、誰もが誰かを救う誰かとなって、そうして誰もが誰かと繫つながって、世界は広がっていくんだろう。それを思えば、神を倒してでも守り抜ぬいた価値が、この世界にはあった──」

　イアンはいつもの不敵で謎なぞめいた笑えみではなく、父と呼べる相手の前で初めて、童心に返ったような笑顔を見せた。

　眼前には、未来世界のアンジェの心を具現化したような冷たく重い扉とびらが立ちはだかっている。その扉をふたりで開いて、イアンはスケアクロウを屋敷の中へと招き入れる。

「ここが──」

　屋敷の内部は、現代のアンジェの骨こつ董とう店てん以上に、様々なアーティファクトで溢あふれていた。彼女が千年に及およぶ人生で、数少ないながらも手にしてきた、得え難がたいかけがえのないもの。その所縁ゆかりの品々だ。

　中には、ブランたちにも見覚えのある物品が交じっている。ウォーロックが使っているものと同型の、随ずい分ぶんと古ぼけている年代物の二丁魔ま銃じゆう。アルケミストがメイガスと作った錬れん成せいカードの試作デッキ。嫌そうに王おう冠かんを被り玉座に座らされているローリエらしき女性の肖しよう像ぞう画が──二代目エルミタージュ女じよ帝ていの憂ゆう鬱うつと題されていた。さらにはなぜか、会議か何かで書記が内容を記す議事録のようなものまでもが残っている。

　それに、デュセルとステラとミカ、そしてブランたちが映った、古びた写真もあった。アンジェも、初めて出会ったときとは別人のような穏おだやかな笑みを浮かべて映っている。

　見る者が見れば、数百年前の思い出の墓場にも思えるだろう。

　中でもスケアクロウの目を強く引いたのは、二体の人形。

　いや、棄すてられた人形同然の姿になっているだけで、正しくは人形ではなかった。

　未来世界のアンジェが喜き怒ど哀あい楽らくの喜楽の感情を失ってしまったがために、心を失い動かなくなってしまった、主あるじと瓜二つの化身アバター『女帝エンプレス』と、幼少期の化身アバター『魔メ法イ少ガ女ス』だ。

「待ってろ。ぐうたら師匠を立ち直らせて、すぐに起こしてやるからな」

　スケアクロウは、メガネを失なくしたまま椅い子すに腰こし掛かけて眠ねむっているエンプレスの姿を見、その頰に触ふれながら耳元に囁ささやく。

　今までずっと見てきたはずなのに、無む性しように今、この化身アバターが喜ぶ顔が見たくなった。

　そしてもちろん、彼女と瓜二つであるアンジェの喜ぶ顔も────

「なあ、ブライアン」

　アンジェが待つであろう部屋へと続く通路を、イアンと肩かたを並べて進みながら、ブラン＝スケアクロウは言った。

「連れて来てくれて、ありがとな」
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　そして、ブランドン・ブラックバーン。

　その名を持つ少年は今、いつもの自宅の自室でぼんやりと目を覚ました。

「ふわああああ……ねむ……」

　あくびを嚙かみ殺しながらゆるゆると身を起こす。

　本来ならベッドから身を起こすことなく、二に度ど寝ねを敢かん行こうするところだ。今までのブランならそこに躊躇ためらいや戸と惑まどいは一いつ切さいなく、義務感や後ろめたさに囚とらわれることもなく、気き兼がねなく怠たい惰だで甘美な布ふ団とんの誘ゆう惑わくに屈くつし続けてきた。

　それもこれも、自分の身代わりとして登校やら面倒事やらを全すべて片づけてくれる分身シヤドウがいたからだ。

　自分がもうひとりいたら代わってもらうのに。その望みをいついかなる状じよう況きようでも可能にする力が、ブランの我流術式『分身シヤドウ鋳造キヤスト』にはあった。

　しかし今や、こき使ってきた分身シヤドウたち全員が、ブランと同じ魂を分け合った同一人物となってしまった。

　すると当然全てのブランたちは自己主張を始め、誰もが「おれはひきこもるから面倒事はお前がやれよ」理論を振ふりかざして揉もめに揉め、そして全員が気づいてしまった。

　──もう、ひきこもり魔ま術じゆつ王おうは自じ堕だ落らくにひきこもれないのだと。

「起きなさーい！」

　キッチンのほうから声がした。

　今までは姉モリガンに起き床しようの催さい促そくなどされたことはなかったし、よしんば万一あったとしても、分身シヤドウに身代わりを任せて二度寝を好きなだけ満まん喫きつすることができた。

　だが、そんな黄金の日々はもう終わってしまっている。

　ひきこもれなくなったのに未いまだひきこもり気質の抜けきらないブランの、これが忌いむべき毎朝の日常風景。慣れない新生活というやつだ。

「あいよ……おきるって……おきるおきる……」

　未練がましく枕まくらを抱かかえながら、ブランはボサボサの黒くろ髪かみをかきながら寝ね床どこを後にした。

「そういや、なんか夢見てたな……」

　寝ね惚ぼけ眼まなこで呟つぶやきながら、すでに薄うすれてしまった夢の記き憶おくを回想する。

　ほとんど憶えていないが、旅行中のモリガンの心底嬉うれしそうな姿と、あとはなぜだか、誰かに思いっきり抱だきつかれた感かん触しよくが強く記憶に残っている。

『魂の分霊ソウルキヤスト』によって同じ魂を共有するようになって以降、六人のブランたちは就しゆう寝しん時、起きている別のブランの行動を夢でトレースするという、不可思議な現象を何度か体験してきた。

　となればもしかすると、今しがた夢に見ていた光景も、その感触も、他のブランの記憶だったのかもしれない。

「まったく……おれの知らないところで美少女に抱きつかれるようないい目をみたのは、どのおれだ……」

　聞く者が聞けば寝言にしか聞こえない戯たわ言ごととともに、ようやくブランは自室から出る。

「おそーい！　ふーんだ、もう朝ごはん作っちゃってるわよ！」

　キッチンに立つ少女が、そう言って群ぐん青じよう色のポニーテールを翻ひるがえした。

　ブランにとっての最高の親友、デュセル・デュランダル。

　彼女は部屋着の上からエプロンを羽織り、吊つり目気味の勝ち気な瞳ひとみをブランに向けて、キッチンを使ってふたり分の朝食を作っていた。

「同どう棲せいしてもう数週間になるんだから、そろそろあたしの言うことは素す直なおに聞いてよね」

「あいよ。いつも素直に聞いてるぞ」

　ふたりが同じ家で一いつ緒しよに暮らすようになったのは、ごく自然な成り行きだった。

　モリガンが長期の旅行に出かけるというので、家に残していく弟の面めん倒どうをデュセルに任せてしまったのだ。世界一周旅行と言っていたから、最低でも半年、下手をすれば一年以上帰って来ないかもしれない。その間の全権をデュセルは託たくされた。

　なので自然とブランと一緒に寝しん食しよくをともにし、生活し、登校するようになった。ブランにとっては分身シヤドウの使えない不便な新生活だが、デュセルにとっては毎日が楽しいうきうきの新生活、というわけだ。
















「えいやー！」

　未だに寝惚け眼のブランに対し、デュセルはお得意の抱ハ擁グ＆頰タッチビズを敢行。

　押し潰つぶされんばかりの見事な巨きよ乳にゆうの感触に、ブランの目は一気に覚めた。これもいつもどおりの毎朝の日常風景だ。

「……新生活もいいもんだな。うんうん」

　ふたりで食しよく卓たくを囲み、慌あわただしくも和なごやかに朝食を開始する。

「なに言ってるの？　早く朝ごはん食べて学園いこーよ。きょうは入学式なんだから」

「その心配はない。だって遅ち刻こくは確定だからな」

「……え？　だって時計の時間はまだだいじょうぶ……」

「はっはっは。デュセルのほうこそ我が家の習慣に慣れろよな。なにせこの家の時計は、全部動いてないんだから」

「きのうのうちに全部動かしておいたわよ!?」

「無む駄だな努力だ。朝が来れば絶対止まるように魔術で仕し掛かけを講じてある」

「ふーんだもー！　生徒会長と庶しよ務むが揃そろって入学式を欠席だなんて前ぜん代だい未み聞もんよ！」

「お前を会長に推すい薦せんしたのはステラだ。なにがあってもステラの責任だ」

　ウエノ学園の新生徒会長、デュセル・デュランダル。

　去年のうちは生徒会長として立候補するつもりなど欠片かけらもなかったデュセルだが、破は壊かい神しんとの戦いの折、昏こん倒とうしていたステラに代わって学園の生徒たちと協力し避ひ難なん誘ゆう導どうを完かん遂すいさせたことで、学園での人気が急きゆう上じよう昇しようしていたのだ。

　それにもともと生徒会長にブランを推おしていた面々は、当人たちが知らなかっただけで、デュセルが操作していたスケアクロウを支持していたわけである。だからステラは、破壊神を倒たおして世界に平和が訪おとずれると、自分の後任としてデュセルを指名した。今思えば、最初からステラはデュセルに任せたがっていたようだった。

「ブラン早く食べちゃって！　ごちそうさましたらすぐに学園に急行よ！」

　生徒会長になって、その人となりを皆みなが知るところになり、ブランやミカ以外にも友だちが着実に増え始めている。デュセルにとっては学園生活も今や楽しい毎日だ。

　ちなみに現在の生徒会庶務はブランで、デュセルに無理矢理入れられた結果である。押しつけられた役職だが不思議と悪い気はしなかった。デュセルと一緒だからだろう、という本音は恥はずかしくて本人には伝えていないが。

　切せつ羽ぱ詰つまった状況でもしっかり朝食を平らげ、ふたりは空飛ぶ箒スカイ・スウイープを手にカーテンごと窓を全開にした。この際、空をかっ飛ばして学園を目指すつもりなのだ。

「ってブラン、あたしたち部屋着のままじゃない！」

「しまったデュセル、おれはもうダメだ。ここは任せて先に行け！」

「違ちがうでしょ！　さっさと着き替がえてきなさーい！」

　長押なげしにかかっている女子制服へと手を伸のばしたデュセルにそう言われ、ブランも慌ただしく自室へと着替えに戻もどる。

　その目に映る、開け放たれた窓の外の向こう、雲ひとつなく広がる見事な快晴。

　どこまでも果てしなく続くこの星の空の、手を浸ひたしたくなるほどの青さは、デュセルの瞳と同じ『青金剛石ブルーダイヤモンド』のようにも見える。ひきこもってカーテンを閉め切ったままでは、決して目にすることのなかった景色だ。

　デュセルはいつもブランを明るい場所へと引っ張ってくれる。それを思えば、ひきこもれなくなった今の生活も、悪くはないのかもしれない。

　ブランは魔術師らしく箒ほうきを掲かかげ、不敵に呪じゆ文もんを唱えた。

「ひらけオープン・、世界ザ・ワールド」
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　ごきげんよう。あるいは初めまして。岬みさきかつみです。

　ついに出ました五巻。セブンキャストのシリーズを書くにあたり、用意した引き出しを空にして臨のぞんだエピソードになります。おかげでページ数が既き刊かんに比べて増える増える。

　今回はあとがきも前回や前々回より一ページほど余よ裕ゆうがあるので、ちらほらネタバレに触ふれていこうかなと。あとがき先に読むひとは注意してください。




　まずデュセルを始めとしたヒロインたちのポジションですが、言わずもがな彼女をメインヒロインとして、ステラをサブヒロイン、ミカをモブヒロイン、モリガンおねえちゃんは姉ヒロイン、そしてアンジェラを裏ヒロインとして配置しました。ですが、この中からひとりを選ぶつもりは当初からまーったくありません。だって、分身がいっぱいいるのにひとりに絞しぼるとかありえないし！　分身がいるんだから全員選べよ！　などという気持ちで最初からああいう顚てん末まつにするつもりでした。

　それらと同じく、三巻で分身が敵に回ったり、五巻のラスボスがブランの〇〇だったりというのも「せっかくだからセブンキャストの設定じゃないとできない展開を」の気持ちを忘れず話を書きました。




　次にローリエ教授とか。実はセブンキャストの最初期のプロットの時点でいたのですが（逆にアンジェラだけがいなかった）、三大国エージェントの三ヒロイン制だと明確な敵が用意できなかったので、アンジェラを登場させた次プロット時点で没ぼつにしました。

　ですがシリーズ唯ゆい一いつの没キャラというのも可か哀わい想そうでしたので（分身たちも初期プロットから全員変へん更こうなし）、教授としてヘキサグラムともども四巻に登場していただきました。彼女の正体がＫＧＢのエージェントなのは初期プロットの名残なのです。




　あとデュセルの瞳ひとみが赤くならなかったりアンジェラの瞳が青くなったりした理由ですが、あれはワインの力だよ！（大おお噓うそ）

　いやいや、あのワインには母親を救いたいというイアン君の想おもいが込こめられているので、呪のろいを打ち消すようななんかこう不思議パワーが宿っていた、みたいな？　冗じよう談だんのつもりだったのになんだか整合性が出せそうだな……。

　本編で言げん及きゆうできなかった裏話はほんとそのくらいですかね。それ以外はほぼ作中に盛り込みました。そのために今まで色々と伏ふく線せんを練ったり張ったりしたので達成感はひとしおです。この本が出るのが『オー・ドロボー！』の一巻からちょうど三年。ようやくひとつのシリーズを完結させ、大団円まで持って行けたというのは、とても感かん慨がい深いです。

　そんなわけで謝辞です。いつもお世話になっております担当編集のＡさま、見事なイラストで物語を飾かざってくださったｍｍｕさま、ファンタジア文庫編集部の皆みなさまや本書の出版に関かかわってくださった全すべての方々、そしてなによりも本シリーズを手に取ってくださった読者の皆みな々みなさま。お付き合いいただき、本当にありがとうございます！

　新作の企き画かくも動かしたいなーとか、早いうちに読者の皆さまにお届けしたいなーとか、思っております。今のところ未来の話ですが、お楽しみに未来をお待ちください。




　それでは今回はこのへんで。ブランやデュセルたちのことを時々でいいので思い出していただければ、作者としてこれに勝まさる喜びはありません。





二〇一七年ムーミンの日　岬かつみ










岬かつみ

●みさきかつみ



第26回夏期ファンタジア大賞にて《金賞》を受賞。改題「オー・ドロボー！」にてデビュー。

最近セブンキャスト台湾版の献本を頂いたのですが、そのタイトルがなんと『七詠唱御宅魔術王』でした。

ひきこもりってことなんでしょうけど、いや御宅て。オタク魔術王て。ううーん……（今までのブランを振り返って）あ、オタクだったわ。完全にあってる！　ちなみに前作「オー・ドロボー！」は『怪盜同盟！』でした。


















カバー・口絵・本文イラスト／ｍｍｕ

カバーデザイン／百足屋ユウコ＋モンマ蚕（ムシカゴグラフィクス）










セブンキャストのひきこもり魔ま術じゆつ王おう５








岬みさきかつみ
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